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P4 富士吉田市地域防災計画を改定しました！
P6 市公式 LINE の機能紹介 第 5 弾

市公式 LINE の予約メニューから申し込みでき
ます。ご両親はもちろん、おじいちゃん、おばあちゃ
んとの応募、お子さん一人での応募も大歓迎！ 申込み：市民協働推進課　広報担当　☎内線 204

紡
を ぐ

　織物
（
ハ
タ
オ
リ
）
の
ま
ち
、富
士
吉
田
。

そ
の
歴
史
は
、
ま
る
で
一
本
の
糸
を
紡
ぐ
よ

う
に
、少
し
ず
つ
発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
そ
ん
な
富
士
吉
田
の
歴
史
の
一

端
を
、
広
報
担
当
の
ア
ー
カ
イ
ブ
写
真
と
と

も
に
ご
紹
介
し
ま
す
！

　

…
…

で
す
が
、
実
は
当
時
の
記
録
が
残
っ

て
お
ら
ず
、
私
た
ち
広
報
担
当
で
も
「
こ
こ

は
ど
こ
だ
ろ
う
？
」
と
首
を
か
し
げ
て
し
ま

う
〝
謎
の
写
真
〞
も
紛
れ
て
い
ま
す
。

　
「
こ
の
場
所
を
知
っ
て
い
る
」「
昔
は
こ
ん

な
様
子
だ
っ
た
」
と
いっ
た
情
報
や
、
写
真

を
見
て
の
感
想
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
お
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。
今
回
は
こ
の
写
真
で
す
！

時

有
料
広
告

有
料
広
告

笑顔あふれる日々を
過ごせますように！
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　桜が満開の季節、明見中学校の入学式を終
えたばかりの羽田瑚

こと ら
寅さんとご両親がイン

タビューに応じてくれました。
　勉強と、これまで続けてきた野球の両立に
意欲を見せ、「一生懸命頑張りたい」と力強く
話してくれました。また、新しい校舎で学ぶ
初めての新入生として、広い教室や図書館と
多目的室が一体となったメディアセンター
など、昨年12月にリニューアルされた環境に
期待を寄せています。
　和やかな雰囲気の中、笑顔で言葉を交わす
親子の姿が見られました。ときおり顔を見
合わせて笑い合う姿が印象的で、家族の温か
なつながりが伝わってきました。
　瑚寅さんの今後の成長と活躍を願うとと
もに、新たな門出を祝い、これからも市とし
て若い力を応援していきたいと思います。
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コチラ

Another S
hot

2

軽
自
動
車
税

納税貯蓄組合が解散したら
「納税貯蓄組合預金（納税準備預金）」の

解約手続きを行ってください

あなたは大丈夫？

税
ナ
ビ

富
士
吉
田
市

に
納
期
限
を

迎
え
る
市
税（
料
）

市税（料）の納期限の確認をお願いします！

問合せ■収税課 　☎内線121

▼
こ
ん
に
ち
は
、市
長
の
堀
内
茂
で
す
。

▼
よ
く
「
な
ぜ
富
士
吉
田
市
の
ふ
る

さ
と
納
税
は
こ
れ
ほ
ど
好
調
な
の
で

す
か
？
」
と
聞
か
れ
ま
す
。全
国
ト
ッ

プ
を
走
る
自
治
体
は
海
産
物
や
ブ
ラ

ン
ド
肉
が
豊
富
な
北
海
道
や
九
州
に

集
中
し
て
お
り
、そ
の
中
で
本
市
が
ラ

ン
ク
イ
ン
す
る
こ
と
を
不
思
議
に
思

う
方
も
多
い
よ
う
で
す
。

▼
そ
の
理
由
は
、
富
士
山
の
恩
恵
を

受
け
た
炭
酸
水
や
織
物
、
羽
毛
布
団

な
ど
の
魅
力
的
な
返
礼
品
は
も
ち
ろ

ん
、本
市
独
自
の「
仕
掛
け
」に
あ
り
ま

す
。子
ど
も
た
ち
が
描
い
た
絵
手
紙
の

同
封
や
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
限
定

ツ
ア
ー
な
ど
、
温
も
り
あ
る
交
流
を

大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。

▼
次
に
多
い
質
問
は「
集
ま
っ
た
寄
付

金
の
使
い
道
」
で
す
。年
間
１
０
０
億

円
を
超
え
る
寄
付
金
の
う
ち
、
経
費

を
除
い
た
約
半
分
を
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
生
活
に
直
結
す
る
事
業
に
還
元

し
て
い
ま
す
。小
中
学
校
の
給
食
費
無

償
化
、防
災
備
蓄
品
の
整
備
、高
齢
者

の
居
場
所
づ
く
り
な
ど
、そ
の
用
途
は

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

▼
現
在
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
市
場
規

模
は
１
．２
兆
円
を
超
え
、
自
治
体
間

の
競
争
は
激
化
し
て
い
ま
す
。し
か

し
、
制
度
の
本
来
の
趣
旨
は「
応
援
し

た
い
自
治
体
を
選
べ
る
」
と
い
う
点
に

あ
り
ま
す
。

▼
こ
れ
ま
で
本
市
を
選
ん
で
い
た
だ

い
た
寄
付
は
、
延
べ
２
５
０
万
件
に
の

ぼ
り
ま
す
。私
た
ち
は
寄
付
額
と
い

う
数
字
以
上
に
、全
国
の
皆
さ
ん
が
本

市
に
寄
せ
て
く
だ
さ
っ
た
「
想
い
」
を

重
く
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。こ
の
温
か
な
応
援
を
力
に
変
え
、

富
士
山
の
麓
で
暮
ら
す
誇
り
と
喜
び

を
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
創
り
上

げ
て
ま
い
り
ま
す
。

「
全
国
が
注
目
す
る

 

富
士
吉
田
の
魅
力
」

市長
コ ラ ム

No.3

月        

日
月

6
1　「

納
税
貯
蓄
組
合
預
金
」は
国
税・地
方
税

の
納
付
を
目
的
と
し
、納
税
貯
蓄
組
合
に
加

入
す
る
組
合
員
が
利
用
で
き
る
預
金
で
す
。

各
法
律
の
規
定
に
よ
り
、納
税
貯
蓄
組
合
が

解
散
し
た
と
き
は
、預
け
入
れ
し
て
い
る
金

融
機
関
に
通
帳
を
持
参
し
、解
散
の
届
け
出

を
行
い
、 

口
座
を
解
約
す
る 

必
要
が
あ
り

ま
す
。そ
の
ま
ま「
納
税
貯
蓄
組
合
預
金
」の

口
座
を
利
用
し
て
い
る
方
は
、 

必
ず
金
融

機
関
で
解
約
の
手
続
き 

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　「
納
税
貯
蓄
組
合
預
金
」で
市
税
な
ど
を

口
座
振
替
納
付
し
て
い
る
場
合
、市
税
等
預

金
口
座
振
替
解
約
届
を
必
ず
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。あ
ら
た
め
て
口
座
振
替
の
登
録
を

希
望
さ
れ
る
場
合
、収
税
課
ま
た
は
取
扱
金

融
機
関
で
登
録
で
き
ま
す
。

イ
ラ
ス
ト：
野
良 

颯
美
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富士吉田市地域防災計画を
改定しました！

主 な 変 更 点

変 更 ポ イ ン ト

新 規 一 覧 表

問合せ■安全対策課 ☎内線 235

詳細はこちら

　地域防災計画は、災害対策基本法に基づ
き自治体ごとに策定する「総合的な防災計
画」です。この計画は、市、県、消防といった
行政機関の防災業務や関係機関との密接
な連絡調整を図る基本的事項をまとめた「公
助の計画」です。
　災害から市民の生命や身体、財産を守る
ため、関係機関が災害に対して「いつ・何を・
どう行うか」を事前に定めています。各種災
害に対する予防措置、発災後における応急
対応、迅速な復旧・復興を目指し、必要に応
じて計画の見直しを行っています。
　この度、国と県の計画が改定されたことか
ら、本市の実情に合わせた改定を行いまし
た。

　５月２８日（木）から新たな防災気象情報の運用を開始されます。これまで、河川氾濫・大雨・土砂
災害・高潮の情報は、「警戒レベル」との関係が複雑でわかりにくくなっていましたが、今回の改善
で、避難情報の５段階の警戒レベルに対応し、避難判断をしやすくなります。

物資（食料）集積場所を「富士山アリー
ナ」から「鐘山スポーツセンター」に変更
発災時は、全国から届いた救援物資を、
市の災害物資供給管理班・輸送班が、
皆さんが避難している各指定避難所に
供給・輸送します。

警報・注意報の情報名に
「レベル」が付記されます

　発表される警報・注意報の名称にレベルが
付記されます。避難行動と直結するレベルがす
ぐわかり、避難判断の目安が明確になります。
 変更例
（旧）「大雨警報」 →（新）「レベル３大雨警報」

「河川の氾濫の危険度の伝え方が
変わります（特別警報の新設など）

線状降水帯の発生などは
「気象防災速報」として発表します

　危険な場所から避難が必要な状況であるレ
ベル４相当の情報が「危険警報」として発表され
ます。
 変更例
（旧）「土砂災害警戒情報」
→（新）「レベル4土砂災害危険警報」

「警戒レベル 4相当」の情報は
「危険警報」として発表されます

地震時の最大被害想定を「東海地震」か
ら「南海トラフの巨大地震」に変更

被害想定を県地震被害想定調査結果の
内容に更新

富士山火山避難基本計画の策定に伴う
「段階的な避難」、「避難方法」などの改定

　昨年１１月に大分市佐賀関で発生した火災では、木造建物が密集していたため火が広がり、甚大な
被害が出ました。そのため、消防による消火活動も長期間に及びました。
　こうした事態に備え、富士五湖消防本部では西裏・東裏地区を対象とした「木造密集地域警防計
画」を改定し、富士吉田市消防団との更なる強化を図るべく、３月７日（土）に消防活動連携説明会お
よび西裏地区現地踏査を実施しました。
　この訓練では、消防署職員14名、消防団員65名が参加しました。

さがのせき

西裏地区の状況を確認する様子実際の火災を想定した図上訓練の様子

1

2

3

4

西裏・東裏地区の警防計画を見直し

気象警報などが大きく変わります

1 2

3 4
　従来の「洪水警報」「洪水注意報」は廃止さ
れ、河川の区分に応じ伝え方が変わります。
 変更例
（旧）「洪水警報」
　→【洪水予報河川】
　　（新）「レベル３氾濫警報」
　→【洪水予報河川以外の河川】※宮川、桂川など
　　（新）「レベル３大雨警報」
　河川の氾濫に関し「レベル５氾濫特別警報」
が新設されます

　極端な現象は新たに「気象防災速報」として
発表します。
 変更例
（旧）「顕著な大雨に関する気象情報」
→（新）「気象防災速報（線状降水帯発生）」
（旧）「記録的短時間大雨情報」
→（新）「気象防災速報（記録的短時間大雨）」

4
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6

富士吉田市をホームタウンとし、『なでしこリーグ一部昇格』を目標に日々精進しています

❶ 1995年4月30日
❷ GK
❸ はる
❹ シュートストップ
❺ パン作り、セルフネイル
❻ ガンジス川 河口湖店

❶ 生年月日　❷ ポジション　❸ ニックネーム　❹ 自分の武器　❺ 趣味　❻ 山梨県といえば

❶ 1994年6月10日
❷ DF
❸ ちー
❹ クロス
❺ サウナ
❻ 山中湖

❶ 2000年11月27日
❷ DF
❸ ななみ、ななちゃん
❹ ロングフィード
❺ ドライブ
❻ 富士山

❶ 1997年9月1日
❷ MF
❸ げん、げんちゃん
❹ ビルドアップ
❺ 料理、ドライブ
❻ 富士山

２
０
２
６
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ー
ズ
ン
選
手
紹
介

～ 2026シーズン～

今シーズンから高校生以下は観戦無料！富士北麓公園にある「富士山GXスタ
ジアム」や「JITリサイクルインクスタジアム」、「韮崎市中央公園陸上競技場」
でホーム戦を開催しています！ぜひ遊びに来てください！

出口 春奈 1 2 3 4
でぐち   はるな

高村 ちさと
たかむら

加村 ななみ
かむら

源関 清花
げんせき   きよか背番号 背番号 背番号 背番号

FCふじざくら山梨

クマ出没アラート

　昨年3月にリニューアルして以降、さまざまな機能を追加してきました。
今回は、クマや水道、子育てに関する機能をご紹介します。
　本市の公式LINEと友だちになることで、特別なアプリをインストール
することなく機能を利用できます。現在約6,000人の方に友だち登録して
いただきました。未登録の方はぜひ登録し、まずは受信設定をして必要な
情報をGETしましょう！

　クマが出没した際に「通報する機能」と
「通知を受ける機能」を追加しました。
　クマを目撃した際、LINEから位置情報や
写真を添えて自治体へ通報できます。
　また、マップ上での出没場所の確認や、
過去の出没情報も一覧で確認できます。
　通知を受けるた
めに、まずは「出没
情報の受信登録」設
定をお願いします。

子育て施設チェックイン・チェックアウト
　子育て支援センター内の各施設を利用する際、来館の度に紙
記入をお願いしていました。今回の機能追加により、小さなお子
さん連れの方や妊婦さんでも片手で簡単に入館・退館処理でき
るようになりました。
　来館の際は、入口にある専用QRコードを読み込んで、利用予
定の施設や子どもの情報を選択するだけです。退館時は、入口
の専用QRコードまたはメニューからチェックアウトできます。
　妊娠中や育児中の方、勉強スペースを利用する小中高生は、
まずは子育てメニューの[0.子育て施設チェックイン]から「利用
者登録」をお願いします。

給水装置所有者変更届
　給水装置（水道管や蛇口など）の名義を別の人に変え
る時に提出いただいている給水装置所有者変更届を
LINEから申請・支払いできるよう整備しました。
　これまでは、戸籍謄本または登記事項証明書の写しを
持参し、上下水道管理課窓口で手数料300円を納付して
いただいていました。
　LINEを活用すると、来課の必要がなく、写真（戸籍謄
本・登記事項証明書）の添付だけ申請できるようになりま
した。手数料の納付も、LINEで決済が完了することがで
きます。
　[申請]メニューから利用できますので、ぜひご活用くだ
さい。

友だち登録
はこちら！

メニュー画面
（イメージ）

出没マップ画面
（イメージ）

通報画面
（イメージ）

申請画面

チェックインのメニュー チェックイン画面

第5弾

市公式LINE 機能紹 介の

1

3

2

受付でチェックインしている様子
市民協働推進課　☎内線 214問合せ

公式Instagram公式X
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問合せ■
総務課　☎内線 234

募集職種及び募集人員
募集職種 試験区分 募集人員

申込期間■5月1日(金)～14日(木)
申込方法■やまなしくらしねっとより電子申請
試験日・場所■

職種■消防吏員
人員■若干名
申込・試験内容など■

詳細はこちら

詳細はこちら

行政職

土木職
保健師
管理栄養士
社会福祉士
看護専門学校専任教員

申込期間

申込方法

試験日

試験場所

内容

新採用 社会人経験者

※新採用の方は、７月31日（金）までに組合・構成市町村役場掲示場と富士五湖消防本部ホームページ
　で結果を発表します
※新採用の方について、第２次試験の内容は、論述試験・面接試験・体力試験です。日時や場所は、第１
　次試験合格者に通知します
※受験資格や身体・住所要件があります。詳細は組合ホームページをご覧ください

５月20日（水）～６月４日（木）

申込書を富士五湖消防本部管理課に提出
※郵送の場合、締切日の消印有効

第１次試験：７月12日（日）

富士五湖消防本部３階会議室

教養試験、消防適性検査、性格特性検査

富士五湖消防本部

①第１回面接試験
②論述・体力試験
③第２回面接試験

①10月 ７日（水）
②10月26日（月）
③10月27日（火）予定

５月20日（水）～９月25日（金）

一般
（大学・短大卒）

民間企業等
職務経験者

身体障がい者

8名程度

5名程度

1名程度
1名程度
1名程度
1名程度
1名程度
3名程度

第1次試験

第2次試験
第3次試験

5月29日(金) ～
6月12日(金)
の期間の１日

全国各地の
テストセンター

富士吉田市役所
富士吉田市役所

7月中旬予定
8月中旬予定

試験日 場所

一緒に働きませんか？

問合せ■こども家庭庁コールセンター　☎0120-303-272
　　　　国民健康保険および後期高齢者医療保険の健康保険料（税）について　税務課　☎内線124
　　　　国民健康保険および後期高齢者医療保険の給付や届出について　市民課　☎内線116

Q＆A

　少子化対策のために、すべての世代
や企業の皆さんから支援金を拠出して
いただき、子育て施策に充当します。

現在

将来は
支えられる側に

将来

支える

成長して
支え手に

全世代が支援

支える

こども家庭庁
ホームページ

「子ども・子育て支援金
制度について」

制度の背景

　児童手当の拡充、こども誰でも通園
制度、妊婦のための支援給付、出生後
休業支援給付、育児時短就業給付　
など

拡充される子育て支援事業

　令和８年度の国民健康保険・後期高齢者医療制度の年税額は、7月に決定した後、通知を
送付します。具体的な金額は、通知が届くのをお待ちください。

（年額）後期高齢者の方（山梨県の保険料額）

所得割
均等割

賦課限度額

0.25％
1,330円
21,000円

（前年の総所得-基礎控除43万円）×0.25％
1人あたり

上限賦課額　21,000円

いつから負担するの？

普通徴収（納付書や口座引落し）
の場合は、7月納期分からです。
特別徴収（年金からの天引き）の
場合は、10月納付分からです。

収入が少なくても支払う必要があるの？

すべての方が対象となり、保険料と併
せて負担していただきます。なお、低所
得者に対する保険料軽減措置を設けて
います（申請は不要です）。

入庁して2年目の渡辺慧です。健康長寿課健康推進担当に所属しています。主な担当業務
は、予防接種や健康診断で、市民の皆さんが健康的に暮らすことができるようサポートをし
ています。毎日、やりがいを感じながら、明るく楽しい、活気のある職場で仕事をしていま
す。課を超えて仕事する機会もたくさんあります。入庁したらぜひ一緒に頑張りましょう！

わたなべけい

先輩職員に聞く！

子ども・子育て支援金に係る賦課
　令和8年度から公的医療保険料に子ども・子育て支援金分が追加されます。

（年額）

※18歳に達した日以後の最初の3月31日まで

国民健康保険の方（本市の令和8年度保険税額）
所得割

平等割
賦課限度額

均等割

18歳未満
（※）

18歳以上

0.25％

0円

1,500円

900円
30,000円

（前年の所得-基礎控除43万円）×0.25％

18歳未満の世帯員分は減額

18歳未満の世帯員を除く1人あたり
（18歳未満分を按分する100円含む）

1世帯あたり
世帯 上限賦課額　30,000円

　健康保険組合や協会けんぽなどで徴収されます。詳細は、勤務先や各健康保険者にお問い合わ
せください。

社会保険、国保組合の方
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富士吉田市
職
員
募
集

富士五湖広域行政事務組合
消
防
職
員
募
集

問
合
せ
■

富
士
五
湖
消
防
本
部
管
理
課

☎
２
２-

４
４
２
８

問合せ■
総務課　☎内線 234

募集職種及び募集人員
募集職種 試験区分 募集人員

申込期間■5月1日(金)～14日(木)
申込方法■やまなしくらしねっとより電子申請
試験日・場所■

職種■消防吏員
人員■若干名
申込・試験内容など■

詳細はこちら

詳細はこちら

行政職

土木職
保健師
管理栄養士
社会福祉士
看護専門学校専任教員

申込期間

申込方法

試験日

試験場所

内容

新採用 社会人経験者

※新採用の方は、７月31日（金）までに組合・構成市町村役場掲示場と富士五湖消防本部ホームページ
　で結果を発表します
※新採用の方について、第２次試験の内容は、論述試験・面接試験・体力試験です。日時や場所は、第１
　次試験合格者に通知します
※受験資格や身体・住所要件があります。詳細は組合ホームページをご覧ください

５月20日（水）～６月４日（木）

申込書を富士五湖消防本部管理課に提出
※郵送の場合、締切日の消印有効

第１次試験：７月12日（日）

富士五湖消防本部３階会議室

教養試験、消防適性検査、性格特性検査

富士五湖消防本部

①第１回面接試験
②論述・体力試験
③第２回面接試験

①10月 ７日（水）
②10月26日（月）
③10月27日（火）予定

５月20日（水）～９月25日（金）

一般
（大学・短大卒）

民間企業等
職務経験者

身体障がい者

8名程度

5名程度

1名程度
1名程度
1名程度
1名程度
1名程度
3名程度

第1次試験

第2次試験
第3次試験

5月29日(金) ～
6月12日(金)
の期間の１日

全国各地の
テストセンター

富士吉田市役所
富士吉田市役所

7月中旬予定
8月中旬予定

試験日 場所

一緒に働きませんか？

問合せ■こども家庭庁コールセンター　☎0120-303-272
　　　　国民健康保険および後期高齢者医療保険の健康保険料（税）について　税務課　☎内線124
　　　　国民健康保険および後期高齢者医療保険の給付や届出について　市民課　☎内線116

Q＆A

　少子化対策のために、すべての世代
や企業の皆さんから支援金を拠出して
いただき、子育て施策に充当します。

現在

将来は
支えられる側に

将来

支える

成長して
支え手に

全世代が支援

支える

こども家庭庁
ホームページ

「子ども・子育て支援金
制度について」

制度の背景

　児童手当の拡充、こども誰でも通園
制度、妊婦のための支援給付、出生後
休業支援給付、育児時短就業給付　
など

拡充される子育て支援事業

　令和８年度の国民健康保険・後期高齢者医療制度の年税額は、7月に決定した後、通知を
送付します。具体的な金額は、通知が届くのをお待ちください。

（年額）後期高齢者の方（山梨県の保険料額）

所得割
均等割

賦課限度額

0.25％
1,330円
21,000円

（前年の総所得-基礎控除43万円）×0.25％
1人あたり

上限賦課額　21,000円

いつから負担するの？

普通徴収（納付書や口座引落し）
の場合は、7月納期分からです。
特別徴収（年金からの天引き）の
場合は、10月納付分からです。

収入が少なくても支払う必要があるの？

すべての方が対象となり、保険料と併
せて負担していただきます。なお、低所
得者に対する保険料軽減措置を設けて
います（申請は不要です）。

入庁して2年目の渡辺慧です。健康長寿課健康推進担当に所属しています。主な担当業務
は、予防接種や健康診断で、市民の皆さんが健康的に暮らすことができるようサポートをし
ています。毎日、やりがいを感じながら、明るく楽しい、活気のある職場で仕事をしていま
す。課を超えて仕事する機会もたくさんあります。入庁したらぜひ一緒に頑張りましょう！

わたなべけい

先輩職員に聞く！

子ども・子育て支援金に係る賦課
　令和8年度から公的医療保険料に子ども・子育て支援金分が追加されます。

（年額）

※18歳に達した日以後の最初の3月31日まで

国民健康保険の方（本市の令和8年度保険税額）
所得割

平等割
賦課限度額

均等割

18歳未満
（※）

18歳以上

0.25％

0円

1,500円

900円
30,000円

（前年の所得-基礎控除43万円）×0.25％

18歳未満の世帯員分は減額

18歳未満の世帯員を除く1人あたり
（18歳未満分を按分する100円含む）

1世帯あたり
世帯 上限賦課額　30,000円

　健康保険組合や協会けんぽなどで徴収されます。詳細は、勤務先や各健康保険者にお問い合わ
せください。

社会保険、国保組合の方
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　南海トラフ地震などの大地震から命を守るため、住宅の耐震化が重要です。古い
耐震基準(昭和56年5月31日以前)で建てられた住宅は強い揺れに耐えられない可
能性があり、本市では「耐震診断」や「耐震補強工事」に対する補助制度を設けて支
援しています。詳しくはホームページまたは電話でご確認ください。

　地震時のブロック塀などの倒壊による人身
被害や、避難・救助活動の妨げを未然に防ぐた
め、本市では道路などに面する危険な塀の撤
去・改修費用の一部を補助しています。

対象物■
道路などに面した倒壊の危険性がある
ブロック塀など（高さ1ｍ以上のもの）
※民地境界などにあるブロック塀は対象外です

　耐震性の不足する木造空き家を除却する工事費用を一部補助します。
※必ず着手前に相談して申請をしてください
対象■
・個人が所有する「木造在来工法」で建築された住宅。
 ※店舗などと併用住宅の場合は、建物の延べ床面積の半分以上が、居住用として使用されていたこと
・昭和56年5月31日以前に新築の工事に着手した住宅。
・耐震診断で倒壊の危険があると判断された住宅。
・長期間にわたり、居住やその他の用途で使用されていない住宅。
・アパートや長屋などではないこと。
・賃貸など、利益目的で使用していない住宅であったこと。

専門の診断士が、柱・はりの接合具
合や壁の量、バランスなどを調査
し、建物の安全性を判断します。
対象：木造住宅(2階建て以下)・昭
和56年5月31日以前に着工した住
宅・延べ床面積３００㎡以下　など

耐震診断の結果「総合評点が0.7未
満」と判定された木造住宅を対象
に、耐震シェルターや防災ベッドを
設置する費用の一部を補助します。

耐震診断で「補強が必要」と判定され
た木造住宅を対象に、耐震改修工事
（柱・壁の補強など）や建て替え工事
にかかる費用の一部を補助します。

申し込みは
こちら

親子造形教室
モルック教室

やさしい茶道教室
（テーブル式）

初めての
パン作り教室

シャドーボックス教室

※定員以上の申し込みがあった場合、抽選になります

申込方法

電話か
ホームページ

受付期間

5月1日金
午前9時

5月15日金
午後5時

参加料

市内1,000円
市外1,500円

問合せ

生涯学習課
☎ 22-1136

を開催します！ 中央社会学級
住宅・ブロック塀の地震対策支援
あなたと家族の命を守るために

①木造住宅の耐震改修工事・
　耐震建替工事木造住宅耐震診断

１43万7,500円
  54万円

②木造住宅の耐震シェルター・
　防災ベッド設置※無料

木造住宅耐震支援

①耐震改修・耐震建替
②シェルター・防災ベッド設置

補助対象事業
工事費
設置費

対象経費 補助限度額

ブロック塀等撤去・改修支援

ブロック塀などの撤去

ブロック塀などを撤去し
フェンスなどへ改修

補助対象撤去費×2/3または10,000円×塀の長さ(m)×2/3
いずれか少ない額 15万円

30万円補助対象改修費×2/3 または38,300円×塀の長さ(m)×2/3
いずれか少ない額

補助金の額工事内容 限度額

老朽化空家除却事業費補助金制度

補助額■補助対象経費の半分（上限100万円）

深さ30ｃｍ
以上ない。

塀 の 中 に 直 径
9mm以上の鉄筋
が、入っていない。

塀の長さ3.4m以下ごと
に、塀の高さ1/5以上突
出した控え壁がない。

高さが地盤から2.2ｍ
以内に収まってない。

ひび割れ・傾きがある。

必ず着手前に
申請してください。
※予算に達し次第、
　受付を終了します

危険性の基準（参考）　
※一つでも該当する場合は倒壊の恐れがあります

問合せ■都市政策課　内線２８８
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教室名 開催日時 時間 会場 材料費 講座内容

親子造形教室 
講師：荒井洋子氏

全10回(土曜日)
6/6・13、7/11・25、8/8・29、
9/12・26、10/10・24

午前10時
～
11時30分

はす池
体験工房

各回
子ども
500円
大人
350円

工作や絵画制作をしながら、問題の解決
やつくる楽しさを体験します。焼き物粘
土、カラー粘土、ガラス絵の具など様々
な画材を使います。

初心者
パソコン教室
講師：奥脇高志氏

全12回(水曜日)
6/3・17、7/1・15、8/5・19、
9/2・16、10/7・21、11/4・18

午後1時30分
～
2時30分

iTeen
河口湖校

各回
500円

マウス操作からキーボード入力など基本
的なことから、Word でチラシの作成、
Excel で表やグラフを作成します。

やさしい茶道
（テーブル式）
講師：齋藤容子氏

全10回
(金曜日 ※10/17は土曜
日)
6/5・19、7/3・10、8/28、
9/4・11・25、10/9・17

午前9時30分
～
11時30分

青少年
センター
赤い屋根

全回
5,000円

茶道用のテーブル ( 立礼棚 ) とイスを使
います。初心者でもなごやかな雰囲気で
茶道を学ぶことができます。

シャドーボックス
教室 
講師：飯田勇夫氏

全10回(木曜日)
6/11・25、7/9・23、8/6・20、
9/10・24、10/8・22

午前10時
～
11時30分

青少年
センター
赤い屋根

1作品
3,000円

選んだ絵柄を何枚も重ねて切り貼りし、
立体感と奥行きを出すペーパークラフトで
す。

初心者俳句教室 
講師：岳麓俳句協会

全10回(火曜日)
6/2・23、7/7・21、8/4・18、
9/1・15、10/6・20

午後1時30分
～
3時30分

富楽時 なし
歳時記とノートとペンがあれば、だれでも
俳句を詠むことができます。日々の小さな
発見を俳句にしてみましょう。

実用ペン字教室 
講師：奈良蒼柏氏

全10回(金曜日)
9/4・11・18・25、10/2・9・16・
23・30、11/6

午後7時
～
8時30分

下吉田
コミセン

全回
4,000円

「字がきれい」は一生ものの財産。硬筆
書写検定 3 級合格を目標に、一緒に楽し
く美文字を身につけましょう。

脳トレエアロ＆ 
スロトレエクサ
サイズ教室 
講師：梶塚弓子氏

全12回(火曜日)
6/2・16、7/7・21、8/4・18、
9/1・15、10/6・20、11/10・
17

午後2時
～
3時

鐘山体育館
 
※7/21(火)
は上吉田
コミセン

なし
ゆっくりとした筋トレやストレッチから始
まり、音楽のリズムに合わせたステップ
運動を行います。

初めての
体幹トレーニング
教室 
講師：羽田麻奈美氏

全10回(火曜日)
9/1・8・15・29、10/6・13・
20・27、11/10・17

午後1時
～
2時

下吉田
コミセン なし

腰痛、肩こりの予防、改善に最適です。
引き締まった疲れにくい体を目指しましょ
う！

初めてのパン作り
教室 
講師：渡辺かおる氏

全10回(月曜日)
6/8・15・22、7/13、9/7・28、
10/5・26、11/2・9

午前10時30
分～
午後1時30分

上暮地
コミセン

各回
3,000円

初めてパン作りをする方向けの教室です。
簡単なパンを作ります。

モルック教室　 
講師：瀧本儀乃氏

全12回(金曜日)
6/5・19、7/3・17、8/7、9/4・
18、10/2・16・30、11/6・20

午前10時
～
11時30分

6～7月：
上吉田
コミセン 
8～11月：
富楽時

なし
フィンランド発！スキットル ( 木のピン ) に
モルック ( 木の棒 ) を投げるだけ！初めて
の方も楽しめるスポーツです。

からだリフレッシュ
運動教室 
講師：
FCふじざくら山梨

全9回(木曜日)
6/11、7/2・23、8/13、9/3・
17、10/8・29、11/19

午後1時30分
～
2時30分

上吉田
コミセン なし

理学療法士の資格を持つ講師が、運動
の効果や体のしくみを丁寧に解説します。
ゲーム感覚で無理なく取り組むことがで
き、運動不足の方でも安心して参加でき
ます。



　南海トラフ地震などの大地震から命を守るため、住宅の耐震化が重要です。古い
耐震基準(昭和56年5月31日以前)で建てられた住宅は強い揺れに耐えられない可
能性があり、本市では「耐震診断」や「耐震補強工事」に対する補助制度を設けて支
援しています。詳しくはホームページまたは電話でご確認ください。

　地震時のブロック塀などの倒壊による人身
被害や、避難・救助活動の妨げを未然に防ぐた
め、本市では道路などに面する危険な塀の撤
去・改修費用の一部を補助しています。

対象物■
道路などに面した倒壊の危険性がある
ブロック塀など（高さ1ｍ以上のもの）
※民地境界などにあるブロック塀は対象外です

　耐震性の不足する木造空き家を除却する工事費用を一部補助します。
※必ず着手前に相談して申請をしてください
対象■
・個人が所有する「木造在来工法」で建築された住宅。
 ※店舗などと併用住宅の場合は、建物の延べ床面積の半分以上が、居住用として使用されていたこと
・昭和56年5月31日以前に新築の工事に着手した住宅。
・耐震診断で倒壊の危険があると判断された住宅。
・長期間にわたり、居住やその他の用途で使用されていない住宅。
・アパートや長屋などではないこと。
・賃貸など、利益目的で使用していない住宅であったこと。

専門の診断士が、柱・はりの接合具
合や壁の量、バランスなどを調査
し、建物の安全性を判断します。
対象：木造住宅(2階建て以下)・昭
和56年5月31日以前に着工した住
宅・延べ床面積３００㎡以下　など

耐震診断の結果「総合評点が0.7未
満」と判定された木造住宅を対象
に、耐震シェルターや防災ベッドを
設置する費用の一部を補助します。

耐震診断で「補強が必要」と判定され
た木造住宅を対象に、耐震改修工事
（柱・壁の補強など）や建て替え工事
にかかる費用の一部を補助します。

申し込みは
こちら

親子造形教室
モルック教室

やさしい茶道教室
（テーブル式）

初めての
パン作り教室

シャドーボックス教室

※定員以上の申し込みがあった場合、抽選になります

申込方法

電話か
ホームページ

受付期間

5月1日金
午前9時

5月15日金
午後5時

参加料

市内1,000円
市外1,500円

問合せ

生涯学習課
☎ 22-1136

を開催します！ 中央社会学級
住宅・ブロック塀の地震対策支援
あなたと家族の命を守るために

①木造住宅の耐震改修工事・
　耐震建替工事木造住宅耐震診断

１43万7,500円
  54万円

②木造住宅の耐震シェルター・
　防災ベッド設置※無料

木造住宅耐震支援

①耐震改修・耐震建替
②シェルター・防災ベッド設置

補助対象事業
工事費
設置費

対象経費 補助限度額

ブロック塀等撤去・改修支援

ブロック塀などの撤去

ブロック塀などを撤去し
フェンスなどへ改修

補助対象撤去費×2/3または10,000円×塀の長さ(m)×2/3
いずれか少ない額 15万円

30万円補助対象改修費×2/3 または38,300円×塀の長さ(m)×2/3
いずれか少ない額

補助金の額工事内容 限度額

老朽化空家除却事業費補助金制度

補助額■補助対象経費の半分（上限100万円）

深さ30ｃｍ
以上ない。

塀 の 中 に 直 径
9mm以上の鉄筋
が、入っていない。

塀の長さ3.4m以下ごと
に、塀の高さ1/5以上突
出した控え壁がない。

高さが地盤から2.2ｍ
以内に収まってない。

ひび割れ・傾きがある。

必ず着手前に
申請してください。
※予算に達し次第、
　受付を終了します

危険性の基準（参考）　
※一つでも該当する場合は倒壊の恐れがあります

問合せ■都市政策課　内線２８８
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令和８年度

予 算

新年度予算のあらまし

問合せ ■ 財政情報課　☎内線５３７

※1万円未満を四捨五入しているため、合計および比較の数値で一致しないことがあります

※市債・積立金は、令和8年度末の現在高見込額で算出しています　　※４月１日現在の人口45,693人で計算しています

　令和８年度の当初予算が、３月定例市議会で決
まりました。新しい予算のあらましを紹介します。一
般会計総額310億6,000万円、特別会計などを合
わせると総額572億2,763万円です。
　国内では、インバウンド需要の伸びなどにより
サービス業を中心とした企業業績などが上向きと
なっていますが、国外では、地政学的リスクは現在
も払拭されておらず、市民生活への影響に直結す
る原油価格や物価の高騰が依然として続き、先を
見通すことが非常に困難な状況にあります。この
ようななかではありますが、令和８年度において
は、財政の健全化を確保しつつ、子育て施策の充
実、自然災害への対策、稼げるまち、観光のまちと
しての充実を図るなど、本市が掲げる政策課題へ
の対応を優先として予算化を図りました。
　その結果、一般会計予算は、前年度当初予算に
比べ7.2%増の310億6,000万円で、特別会計予算な
どを合わせると総額572億2,763万円となります。

歳 入

歳 出

一般会計総額

6,000310億 万円

総額〈特別会計などを合わせると〉

2,763572億 万円

6,000310億 万円

6,000310億 万円

円

令和８年度予算の会計別内訳と前年度との比較
会計名 令和８年度 令和７年度 比較 対前年度増減比（％）

一般会計

国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険

介護予防支援事業

看護専門学校

小　計

病院事業

水道事業

下水道事業

310億6,000万円

50億7,631万円

14億7,804万円

46億7,957万円

1,699万円

1億9,117万円

114億4,208万円

105億8,059万円

21億8,729万円

19億5,767万円

572億2,763万円

289億7,000万円

50億345万円

13億6,094万円

46億5,536万円

1,667万円

1億9,658万円

112億3,299万円

103億7,464万円

16億3,289万円

19億4,626万円

541億5,678万円

20億9,000万円

7,287万円

1億1,710万円

2,421万円

32万円

△541万円

2億909万円

2億595万円

5億5,441万円

1,141万円

30億7,085万円

7.2

1.5

8.6

0.5

1.9

△ 2.8

1.9

2.0

34.0

0.6

5.7

特別会計

事業会計

合　計

歳入

歳出

市税
72億2,799万円
（23.3%）

繰入金
64億5,186万円
（20.8%）

国庫支出金
41億564万円
（13.2%）

地方交付税
31億5,000万円
（10.1%）

寄付金
20億1,301万円
（6.5%）

県支出金
16億3,062万円
（5.3%）

その他
14億3,896万円
（4.6%）

市債
12億4,770万円
（4.0%）

分担金及び負担金
12億1,407万円
（3.9%）

諸収入
12億5,015万円
（4.0%）

地方消費税交付金
13億3,000万円
（4.3%）

民生費
84億7,126万円
（27.3%）

総務費
62億5,995万円
（20.2%）衛生費

43億2,520万円
（13.9%）

教育費
30億5,192万円
（9.8%）

土木費
30億4,354万円
（9.8%）

商工費
26億4,579万円
（8.5%）

議会費
2億2,122万円
（0.7%）

その他
3,000万円
（0.1%）

農林水産業費
3億2,350万円
（1.0%）

消防費
9億5,119万円
（3.1%）

公債費
17億3,643万円
（5.6%）

185,395円

【民生費】

137,000円

【総務費】

一人あたりの歳出の目的別内訳

94,658円

市民一人あたりの
市税以外の歳入は

521,568円

市民一人あたりの
市税額（歳入）は

158,186円

市民一人あたりの
市債（借金）残高は

370,058円

市民一人あたりの
積立金（貯金）は

289,885円

【衛生費】

66,792円

【教育費】

66,608円

【土木費】

57,904円

【商工費】

38,002円

【公債費】

20,817
【消防費】

7,080円

【農林水産業費】

4,841円

【議会費】

657円

【その他】

679,754円

【合計】

特集     令和８年度 予 算

 具体的な予算例
　  ● 道の駅富士吉田リニューアル事業：
   　　　　　　　　　　　 19億8千万円余
　  ● ふるさと寄附推進事業：10億9千万円余
　  ● こども子育て支援事業：1億1千万円余
　  ● 防災対策事業：9千万円余　など

一般会計予算を
市民一人当たりで
見てみると…

12



令和８年度

予 算

新年度予算のあらまし
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般会計総額310億6,000万円、特別会計などを合
わせると総額572億2,763万円です。
　国内では、インバウンド需要の伸びなどにより
サービス業を中心とした企業業績などが上向きと
なっていますが、国外では、地政学的リスクは現在
も払拭されておらず、市民生活への影響に直結す
る原油価格や物価の高騰が依然として続き、先を
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総額〈特別会計などを合わせると〉

2,763572億 万円

6,000310億 万円

6,000310億 万円

円
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5.7
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合　計
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歳出

市税
72億2,799万円
（23.3%）

繰入金
64億5,186万円
（20.8%）
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（13.2%）
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16億3,062万円
（5.3%）

その他
14億3,896万円
（4.6%）

市債
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市税以外の歳入は
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特集     令和８年度 予 算

 具体的な予算例
　  ● 道の駅富士吉田リニューアル事業：
   　　　　　　　　　　　 19億8千万円余
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一般会計予算を
市民一人当たりで
見てみると…
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第６次総合計画に基づく ～主な事業の紹介～
特集     令和８年度 予 算

予算額 6,24892億 万円

　不妊治療の費用助成の上限額を大幅に引き上げ、
妊娠を希望するご夫婦への支援拡大を図ります。併
せて、若年層への妊娠・出産に向けた健康な体づく
りに関する正しい知識の普及に取り組みます。

不妊治療費助成事業 1,500万円

　こども・子育て家庭への支援を拡充します。また「こ
ども誰でも通園制度」を新たに開始し、保護者の就労
に関わらず保育園などの利用を可能とします。併せ
て、教育・保育施設等における３歳児以上の児童を
対象とした主食費・副食費の無償化を継続します。

こども子育て支援事業 1億1,695万円

　児童福祉の充実に向け、関係機関と連携した支援
を推進します。また家事や子育てなどに不安や負担
を抱える子育て世帯へ訪問支援員を派遣し、養育環
境の改善を支援する事業を開始します。

こども福祉事業 3,050万円

予算額 89924億 万円

　安心安全で質の高い給食を提供するため、衛生・
施設管理を徹底し安定した運営を行います。アレル
ギー対応や行事食、地産地消の食材活用を進め、食
文化への理解を深める食育を推進します。併せて、給
食費の無償化を継続します。

学校給食センター運営事業 7億5,285万円

　生徒の健康と安全を守り、快適な学習環境を確保す
るとともに、災害時の避難環境の向上を図ります。下吉
田中学校体育館において、空調設備の整備や照明のＬ
ＥＤ化など必要な改修を行います。

中学校校舎等維持管理事業 3億745万円

　世界文化遺産構成資産である吉田口登山道の普
遍的価値を後世に継承するため、関係機関と連携し、
「富士山吉田口登山道保存と活用のための活動計
画」に基づいた保全と活用を進めます。

文化財保護対策事業 5,829万円

予算額 8,26119億 万円

未来につなげる美しく快適な『生活環境・景観』の創造

　生活環境の保全と公衆衛生の向上のため、委託事
業者と連携し安定した収集体制を確保します。リチウ
ムイオン電池など危険物の分別を推進し、安全で適正
な収集・運搬体制の強化を図ります。

ごみ収集事業 2億1,420万円

　「保全状況報告書」に基づき、富士山の保全施策を
推進します。登山規制や噴火対策を踏まえ、関係団体
と連携した安全登山の啓発や救護体制の充実を図り
ます。併せて、登山道の適切な管理と周辺環境の保
全を継続します。

富士山安全対策・環境保全推進事業
2,453万円

　太陽光発電や蓄電池、ペレットストーブの導入補
助を継続し、再生可能エネルギーの普及を促進しま
す。併せて、環境配慮型住宅への支援を行い、温室効
果ガス削減とエネルギーの地産地消を進め、脱炭素
社会の実現を図ります。

自然エネルギー設置事業 2,221万円

3

安心で健やかな暮らしを支える『保健・医療・福祉』の向上1

2 心豊かな人を育む『教育・文化・スポーツ』の充実

予算額 78736億 万円

　防災の日を通じて市民の防災意識を高め、自助・
共助による地域防災力の向上を図ります。多言語で
の防災情報発信を強化するとともに、備蓄品の充実
や女性向け衛生用品の拡充、ポータブルトイレの導
入など、災害対応体制を強化します。

防災対策事業 9,083万円

　消防団活動を支援するため、資機材の整備や活動
服、準中型免許等取得への補助を継続します。併せ
て、活動支援システムの活用により、出動報告の効率
化や情報共有を進め、団員の負担軽減と災害対応力
の向上を図ります。

非常備消防事業 1億214万円

　新倉山浅間公園周辺での交通誘導を実施し、観光
客増加に対応しつつ、オーバーツーリズム対策部会
と緊密に連携し、住民の安全な生活環境を確保しま
す。併せて、公衆トイレの計画的な改修を進め、利便
性向上と持続可能な公園運営を図ります。

公園管理運営事業 2億4,627万円

予算額 6,35829億 万円

　老朽化した施設の新棟建設と既存棟の改修を進
め、多様化する来訪者ニーズに対応します。併せて、収
益力の向上や地場産品・地域資源の魅力発信を強
化し、観光と地域産業の活性化を図ります。

道の駅富士吉田リニューアル事業
19億8,982万円

　「よしだの暮らしの相談室」を中心に、移住相談や空き
家バンクの運営などの支援を行います。各種支援金や
新たな結婚新生活支援を活用し、移住後の定着支援と
コミュニティ形成を促進します。

定住促進関連事業 1億2,616万円

　「ハタオリマチフェスティバル」や「西裏市場」の開
催により、地域の魅力を発信し他地域との差別化を
図ります。イベントを契機に中心市街地への誘客と
空き店舗などへの出店を促進し、観光を軸としたまち
の活性化を推進します。

観光宣伝・観光客誘致推進事業
2億1,627万円

予算額 3,92759億 万円

みんなで未来を考え取り組む健全な『地域経営』の推進

　株式会社ふじよしだまちづくり公社と連携し、地域
事業者の販路拡大や商品力向上を支援します。制度
改正への迅速な対応と寄附データの活用により、出
品や広告運用を最適化し、寄附額の増加と地域経済
の活性化を図ります。

ふるさと寄附推進事業 10億9,736万円

　人口減少対策の強化に向け、各施策の検証を行
い、効果的な企画立案を進めます。国の施策や補助
制度の活用を踏まえ、課題整理と対応策の検討を行
い、持続可能な自治体運営を推進します。

人口ビジョン・地域創生推進事業 1,729万円

　老朽化したコミュニティセンターの機能向上と利
便性改善のため、計画的な改修を進めます。下吉田
南コミセンの改修に向けた設計を行うとともに、令和
８年度から９年度にかけて明見コミセンを改修しま
す。

コミュニティセンター等大規模改修事業
2億5,541万円

6

暮らしの安全性・利便性を高める『都市基盤・防災環境』の整備4

5 活力とにぎわい・交流を生み出す『地域・産業・観光』の振興

放課後児童対策事業
地域支え合い事業

5,572万円
2,954万円

小中学校情報教育推進事業
市民体育施設管理事業

2億9,364万円
1億359万円

塵芥処理事業（分収交付金配分事業）

市営住宅管理事業
10億7,263万円

2億13万円

市道等建設事業
横町熊穴線外２路線整備事業

3億9,213万円
2億3,990万円

地域魅力発信事業
鳥獣対策事業

1億1,862万円
3,142万円

財産管理事業
企画・調整事業

2億5,713万円
1億7,043万円

予 算 編 成予 算 編 成
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第６次総合計画に基づく ～主な事業の紹介～
特集     令和８年度 予 算

予算額 6,24892億 万円

　不妊治療の費用助成の上限額を大幅に引き上げ、
妊娠を希望するご夫婦への支援拡大を図ります。併
せて、若年層への妊娠・出産に向けた健康な体づく
りに関する正しい知識の普及に取り組みます。

不妊治療費助成事業 1,500万円

　こども・子育て家庭への支援を拡充します。また「こ
ども誰でも通園制度」を新たに開始し、保護者の就労
に関わらず保育園などの利用を可能とします。併せ
て、教育・保育施設等における３歳児以上の児童を
対象とした主食費・副食費の無償化を継続します。

こども子育て支援事業 1億1,695万円

　児童福祉の充実に向け、関係機関と連携した支援
を推進します。また家事や子育てなどに不安や負担
を抱える子育て世帯へ訪問支援員を派遣し、養育環
境の改善を支援する事業を開始します。

こども福祉事業 3,050万円

予算額 89924億 万円

　安心安全で質の高い給食を提供するため、衛生・
施設管理を徹底し安定した運営を行います。アレル
ギー対応や行事食、地産地消の食材活用を進め、食
文化への理解を深める食育を推進します。併せて、給
食費の無償化を継続します。

学校給食センター運営事業 7億5,285万円

　生徒の健康と安全を守り、快適な学習環境を確保す
るとともに、災害時の避難環境の向上を図ります。下吉
田中学校体育館において、空調設備の整備や照明のＬ
ＥＤ化など必要な改修を行います。

中学校校舎等維持管理事業 3億745万円

　世界文化遺産構成資産である吉田口登山道の普
遍的価値を後世に継承するため、関係機関と連携し、
「富士山吉田口登山道保存と活用のための活動計
画」に基づいた保全と活用を進めます。

文化財保護対策事業 5,829万円

予算額 8,26119億 万円

未来につなげる美しく快適な『生活環境・景観』の創造

　生活環境の保全と公衆衛生の向上のため、委託事
業者と連携し安定した収集体制を確保します。リチウ
ムイオン電池など危険物の分別を推進し、安全で適正
な収集・運搬体制の強化を図ります。

ごみ収集事業 2億1,420万円

　「保全状況報告書」に基づき、富士山の保全施策を
推進します。登山規制や噴火対策を踏まえ、関係団体
と連携した安全登山の啓発や救護体制の充実を図り
ます。併せて、登山道の適切な管理と周辺環境の保
全を継続します。

富士山安全対策・環境保全推進事業
2,453万円

　太陽光発電や蓄電池、ペレットストーブの導入補
助を継続し、再生可能エネルギーの普及を促進しま
す。併せて、環境配慮型住宅への支援を行い、温室効
果ガス削減とエネルギーの地産地消を進め、脱炭素
社会の実現を図ります。

自然エネルギー設置事業 2,221万円

3

安心で健やかな暮らしを支える『保健・医療・福祉』の向上1

2 心豊かな人を育む『教育・文化・スポーツ』の充実

予算額 78736億 万円

　防災の日を通じて市民の防災意識を高め、自助・
共助による地域防災力の向上を図ります。多言語で
の防災情報発信を強化するとともに、備蓄品の充実
や女性向け衛生用品の拡充、ポータブルトイレの導
入など、災害対応体制を強化します。

防災対策事業 9,083万円

　消防団活動を支援するため、資機材の整備や活動
服、準中型免許等取得への補助を継続します。併せ
て、活動支援システムの活用により、出動報告の効率
化や情報共有を進め、団員の負担軽減と災害対応力
の向上を図ります。

非常備消防事業 1億214万円

　新倉山浅間公園周辺での交通誘導を実施し、観光
客増加に対応しつつ、オーバーツーリズム対策部会
と緊密に連携し、住民の安全な生活環境を確保しま
す。併せて、公衆トイレの計画的な改修を進め、利便
性向上と持続可能な公園運営を図ります。

公園管理運営事業 2億4,627万円

予算額 6,35829億 万円

　老朽化した施設の新棟建設と既存棟の改修を進
め、多様化する来訪者ニーズに対応します。併せて、収
益力の向上や地場産品・地域資源の魅力発信を強
化し、観光と地域産業の活性化を図ります。

道の駅富士吉田リニューアル事業
19億8,982万円

　「よしだの暮らしの相談室」を中心に、移住相談や空き
家バンクの運営などの支援を行います。各種支援金や
新たな結婚新生活支援を活用し、移住後の定着支援と
コミュニティ形成を促進します。

定住促進関連事業 1億2,616万円

　「ハタオリマチフェスティバル」や「西裏市場」の開
催により、地域の魅力を発信し他地域との差別化を
図ります。イベントを契機に中心市街地への誘客と
空き店舗などへの出店を促進し、観光を軸としたまち
の活性化を推進します。

観光宣伝・観光客誘致推進事業
2億1,627万円

予算額 3,92759億 万円

みんなで未来を考え取り組む健全な『地域経営』の推進

　株式会社ふじよしだまちづくり公社と連携し、地域
事業者の販路拡大や商品力向上を支援します。制度
改正への迅速な対応と寄附データの活用により、出
品や広告運用を最適化し、寄附額の増加と地域経済
の活性化を図ります。

ふるさと寄附推進事業 10億9,736万円

　人口減少対策の強化に向け、各施策の検証を行
い、効果的な企画立案を進めます。国の施策や補助
制度の活用を踏まえ、課題整理と対応策の検討を行
い、持続可能な自治体運営を推進します。

人口ビジョン・地域創生推進事業 1,729万円

　老朽化したコミュニティセンターの機能向上と利
便性改善のため、計画的な改修を進めます。下吉田
南コミセンの改修に向けた設計を行うとともに、令和
８年度から９年度にかけて明見コミセンを改修しま
す。

コミュニティセンター等大規模改修事業
2億5,541万円

6

暮らしの安全性・利便性を高める『都市基盤・防災環境』の整備4

5 活力とにぎわい・交流を生み出す『地域・産業・観光』の振興

放課後児童対策事業
地域支え合い事業

5,572万円
2,954万円

小中学校情報教育推進事業
市民体育施設管理事業

2億9,364万円
1億359万円

塵芥処理事業（分収交付金配分事業）

市営住宅管理事業
10億7,263万円

2億13万円

市道等建設事業
横町熊穴線外２路線整備事業

3億9,213万円
2億3,990万円

地域魅力発信事業
鳥獣対策事業

1億1,862万円
3,142万円

財産管理事業
企画・調整事業

2億5,713万円
1億7,043万円

予 算 編 成予 算 編 成
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①
貸借対照表

（バランスシート）

②
行政コスト計算書

③
純資産変動計算書

④
資金収支計算書

※百万円未満を四捨五入しているため、合計金額が一致しないことがあります

　市
で
は
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通
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般
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）
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他
に
も
、
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病
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水
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水
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業
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険
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を
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。ま
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　そ
こ
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特
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会
計
や
市
と
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い
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と
み
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資
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書
類
」
を

作
成
し
ま
し
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。

連結範囲のイメージ図 連結団体

連結財務書類４表

　
貸
借
対
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表
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、
決
算
日
に
所
有
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資
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あ
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か
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、
資
産
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負
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純
資
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要
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ら
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さ
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て
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表
の
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側
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資
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行
政
サ
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行
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た
め
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有
し
て
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る
財
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。固
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資
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資
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、
１
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以
内
に
現
金
化
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表
の
右
側
は
、
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
財
産
で
資
産
を
形
成

し
て
き
た
か
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し
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の
で
、負
債
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部
は
、第
三
者
に
対
し

て
返
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義
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あ
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す
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資
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は
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返
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済

み
の
も
の
や
国
庫
補
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し
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表
の
左
右
が
必
ず
つ
り
あ
う
よ
う
に
作
成
す
る
こ
と
か
ら

「
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
」と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

借方
資産の部

１．固定資産

資産合計

２．流動資産

有形固定資産
　(事業用資産)
　(インフラ資産)
　(物品)
無形固定資産
投資その他の資産
　(基金(固定資産))
　(その他)

　現金預金
　未収金
　基金(流動資産)
　その他

992億6,900万円
809億1,500万円
417億5,400万円
361億7,600万円
29億8,500万円
23億6,600万円
159億8,900万円
150億500万円
9億8,400万円

111億1,200万円
51億6,400万円
19億8,600万円
38億5,400万円
1億700万円

1,103億8,100万円

所有している財産の内容と金額です。
行政サービスの提供能力を表します。

貸方
負債の部

純資産の部

純資産合計

１．固定負債

負債合計

２．流動負債

　地方債
　退職手当引当金
　その他

　1年内償還予定地方債
　その他

　固定資産等形成分
　余剰分(不足分)
　他団体出資等分

428億5,500万円
263億5,900万円
46億7,100万円
118億2,500万円
64億6,600万円
24億7,300万円
39億9,200万円

1,031億2,400万円
△420億6,500万円

100万円
610億6,000万円

負債・純資産合計 1,103億8,100万円

493億2,100万円

借入金（地方債）や将来の職員の退職金など、
将来世代の負担で返済していく債務です。

現世代が既に負担して、支払が済んでいる
正味の資産です。

①
貸
借
対
照
表（
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
）

　
資
産
の
形
成
に
つ
な
が
ら
な
い
、
当
該

年
度
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
費
用
を

表
し
た
も
の
で
す
。

　
生
活
保
護
や
国
民
健
康
保
険
な
ど
の

社
会
保
障
給
付
に
係
る
「
移
転
費
用
」が

全
体
の
４
割
以
上
を
占
め
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

　
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
の
受
益
者
と
し
て
皆

さ
ん
が
負
担
す
る
利
用
料
や
手
数
料
な

ど
の
経
常
収
益
は
約
１
２
３
億
円
で
、
不

足
分
約
４
４
８
億
円
は
、
一
般
財
源
や
補

助
金
で
補
っ
て
い
ま
す
。

経常費用

合計（A）

１．人件費
　（職員の給与、賞与、退職手当など）
２．物件費等
　（物品購入、光熱水費、修繕費、減価償却費など）
３．移転費用
　（社会保障給付や各種団体への補助金など）
４．その他の業務費用
　（地方債の利子など）

103億8,800万円

195億2,300万円

246億3,000万円

23億7,900万円

569億2,000万円

447億7,300万円

経常収益

合計（B） 122億8,800万円

合計（C） 4億6,100万円

行政サービスの利用で市民の皆さんが
直接負担する施設利用料、手数料、保険料など

臨時損失
資産の処分や売却に伴う損失額など

合計（D）

純行政コスト（A）-（B）+（C）-（D）

3億1,900万円

臨時利益
資産の売却に伴う利益など

②
行
政
コ
ス
ト
計
算
書

富士吉田市土地開発公社
（公財）富士吉田スポーツ協会
（福）富士吉田市社会福祉協議会
（福）富士吉田市社会福祉事業団
富士五湖広域行政事務組合
山梨県市町村総合事務組合
山梨県後期高齢者医療広域連合
（一財）ふじよしだ定住促進センター
富士・東部広域環境事務組合
（株）ふじよしだまちづくり公社

市全体

国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計 
介護保険特別会計
介護予防支援事業特別会計
市立病院事業会計
水道事業会計
下水道事業会計

普通会計

一般会計
看護専門学校特別会計

資産
9239万 千円

市民1人あたりの

負債
2107万 千円

市民1人あたりの

397万 千円

行政サービスの提供
市民1人あたりの

令和6年度

連結ベース財 務 書 類

　
貸
借
対
照
表
の
純
資
産
の
部
に

計
上
さ
れ
て
い
る
金
額
が
１
年
間

に
ど
の
よ
う
に
変
動
し
た
か
を
表

し
て
い
ま
す
。

　
増
減
の
要
因
は
行
政
サ
ー
ビ
ス

に
係
る
費
用
と
収
入
の
差
額（
純
行

政
コ
ス
ト
）、
税
収
や
補
助
金
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

③
純
資
産
変
動
計
算
書

期首（令和５年度末）純資産残高

期末（令和６年度末）純資産残高
合計

１．純行政コスト
２．税収等
３．国・県等補助金
４．資産評価差額など
５．その他

△447億7,300万円
337億8,200万円
135億3,900万円
1億3,000万円
9,600万円

582億8,800円

610億6,000万円

変動要因

27億7,200万円

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
と
も
い
い
、

１
年
間
の
資
金
収
支
の
状
況
を
業
務
活
動

収
支
、
投
資
活
動
収
支
、
財
務
活
動
収
支

の
３
区
分
で
表
し
て
い
ま
す
。

　
業
務
活
動
収
支
は
黒
字
と
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
投
資
活
動
収
支
と
財
務
活
動
収

支
は
赤
字
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
末
の
残
高
は
約
51
億
６
千

４
百
万
円
と
な
り
ま
す
。

期首（令和５年度末）現金預金残高

現金預金増減額
歳計外現金増減額など
期末（令和６年度末）現金預金残高

57億6,100万円

△5億9,800万円
100万円

51億6,400万円

④
資
金
収
支
計
算
書

当年度現金増減額
１．業務活動収支
  収入（税収等、国県等補助金、使用料・手数料など）
  支出（人件費、物件費、移転費用など）
２．投資活動収支
  収入（国県等補助金、基金取崩、資産売却など）
  支出（公共資産整備費など）
３．財務活動収支
  収入（地方債等発行収入など）
  支出（地方債償還支出等）

62億3,600万円
598億8,800万円
536億5,300万円
△55億8,900万円
66億6,200万円
122億5,100万円
△12億4,400万円
24億9,200万円
37億3,600万円
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①
貸借対照表

（バランスシート）

②
行政コスト計算書

③
純資産変動計算書

④
資金収支計算書

※百万円未満を四捨五入しているため、合計金額が一致しないことがあります

　市
で
は
普
通
会
計（
一
般
会
計
と
看

護
専
門
学
校
特
別
会
計
）
で
行
っ
て
い

る
事
業
の
他
に
も
、
市
立
病
院
事
業
、

水
道
事
業
、下
水
道
事
業
、国
民
健
康

保
険
事
業
や
介
護
保
険
事
業
な
ど
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
密
接
な
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、
こ
う
し
た
市

自
ら
行
う
事
業
と
は
別
に
公
益
法
人

な
ど
関
係
団
体
を
通
じ
て
行
う
事
業

も
あ
り
ま
す
。

 

　そ
こ
で
、普
通
会
計
の
ほ
か
、市
を

構
成
す
る
特
別
会
計
や
市
と
連
携
協

力
し
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て

い
る
関
係
団
体
、
法
人
を
一つ
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
実
施
主
体
と
み
な
し
て
、
そ

の
資
産
お
よ
び
負
債
・
行
政
コ
ス
ト
・

資
金
収
支
な
ど
の
状
況
を
明
ら
か
に

す
る
「
連
結
ベ
ー
ス
の
財
務
書
類
」
を

作
成
し
ま
し
た
。

連結範囲のイメージ図 連結団体

連結財務書類４表

　
貸
借
対
照
表
は
、
決
算
日
に
所
有
す
る
資
産
な
ど
が
ど
の
く

ら
い
あ
る
か
を
示
し
た
も
の
で
、
資
産
・
負
債
・
純
資
産
の
三

つ
の
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
表
の
左
側
は
資
産
の
部
で
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
に

保
有
し
て
い
る
財
産
を
表
し
ま
す
。固
定
資
産
は
長
期
に
わ

た
っ
て
使
用
・
保
有
で
き
る
資
産
、
流
動
資
産
は
手
持
ち
の
現

金
や
銀
行
に
預
け
て
あ
る
預
金
、
１
年
以
内
に
現
金
化
を
予
定

し
て
い
る
資
産
の
こ
と
で
す
。

　
表
の
右
側
は
、
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
財
産
で
資
産
を
形
成

し
て
き
た
か
を
表
し
た
も
の
で
、負
債
の
部
は
、第
三
者
に
対
し

て
返
済
義
務
が
あ
る
債
務
で
す
。純
資
産
の
部
は
、既
に
返
済
済

み
の
も
の
や
国
庫
補
助
金
な
ど
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
表
の
左
右
が
必
ず
つ
り
あ
う
よ
う
に
作
成
す
る
こ
と
か
ら

「
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
」と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

借方
資産の部

１．固定資産

資産合計

２．流動資産

有形固定資産
　(事業用資産)
　(インフラ資産)
　(物品)
無形固定資産
投資その他の資産
　(基金(固定資産))
　(その他)

　現金預金
　未収金
　基金(流動資産)
　その他

992億6,900万円
809億1,500万円
417億5,400万円
361億7,600万円
29億8,500万円
23億6,600万円
159億8,900万円
150億500万円
9億8,400万円

111億1,200万円
51億6,400万円
19億8,600万円
38億5,400万円
1億700万円

1,103億8,100万円

所有している財産の内容と金額です。
行政サービスの提供能力を表します。

貸方
負債の部

純資産の部

純資産合計

１．固定負債

負債合計

２．流動負債

　地方債
　退職手当引当金
　その他

　1年内償還予定地方債
　その他

　固定資産等形成分
　余剰分(不足分)
　他団体出資等分

428億5,500万円
263億5,900万円
46億7,100万円
118億2,500万円
64億6,600万円
24億7,300万円
39億9,200万円

1,031億2,400万円
△420億6,500万円

100万円
610億6,000万円

負債・純資産合計 1,103億8,100万円

493億2,100万円

借入金（地方債）や将来の職員の退職金など、
将来世代の負担で返済していく債務です。

現世代が既に負担して、支払が済んでいる
正味の資産です。

①
貸
借
対
照
表（
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
）

　
資
産
の
形
成
に
つ
な
が
ら
な
い
、
当
該

年
度
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
費
用
を

表
し
た
も
の
で
す
。

　
生
活
保
護
や
国
民
健
康
保
険
な
ど
の

社
会
保
障
給
付
に
係
る
「
移
転
費
用
」が

全
体
の
４
割
以
上
を
占
め
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

　
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
の
受
益
者
と
し
て
皆

さ
ん
が
負
担
す
る
利
用
料
や
手
数
料
な

ど
の
経
常
収
益
は
約
１
２
３
億
円
で
、
不

足
分
約
４
４
８
億
円
は
、
一
般
財
源
や
補

助
金
で
補
っ
て
い
ま
す
。

経常費用

合計（A）

１．人件費
　（職員の給与、賞与、退職手当など）
２．物件費等
　（物品購入、光熱水費、修繕費、減価償却費など）
３．移転費用
　（社会保障給付や各種団体への補助金など）
４．その他の業務費用
　（地方債の利子など）

103億8,800万円

195億2,300万円

246億3,000万円

23億7,900万円

569億2,000万円

447億7,300万円

経常収益

合計（B） 122億8,800万円

合計（C） 4億6,100万円

行政サービスの利用で市民の皆さんが
直接負担する施設利用料、手数料、保険料など

臨時損失
資産の処分や売却に伴う損失額など

合計（D）

純行政コスト（A）-（B）+（C）-（D）

3億1,900万円

臨時利益
資産の売却に伴う利益など

②
行
政
コ
ス
ト
計
算
書

富士吉田市土地開発公社
（公財）富士吉田スポーツ協会
（福）富士吉田市社会福祉協議会
（福）富士吉田市社会福祉事業団
富士五湖広域行政事務組合
山梨県市町村総合事務組合
山梨県後期高齢者医療広域連合
（一財）ふじよしだ定住促進センター
富士・東部広域環境事務組合
（株）ふじよしだまちづくり公社

市全体

国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計 
介護保険特別会計
介護予防支援事業特別会計
市立病院事業会計
水道事業会計
下水道事業会計

普通会計

一般会計
看護専門学校特別会計

資産
9239万 千円

市民1人あたりの

負債
2107万 千円

市民1人あたりの

397万 千円

行政サービスの提供
市民1人あたりの

令和6年度

連結ベース財 務 書 類

　
貸
借
対
照
表
の
純
資
産
の
部
に

計
上
さ
れ
て
い
る
金
額
が
１
年
間

に
ど
の
よ
う
に
変
動
し
た
か
を
表

し
て
い
ま
す
。

　
増
減
の
要
因
は
行
政
サ
ー
ビ
ス

に
係
る
費
用
と
収
入
の
差
額（
純
行

政
コ
ス
ト
）、
税
収
や
補
助
金
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

③
純
資
産
変
動
計
算
書

期首（令和５年度末）純資産残高

期末（令和６年度末）純資産残高
合計

１．純行政コスト
２．税収等
３．国・県等補助金
４．資産評価差額など
５．その他

△447億7,300万円
337億8,200万円
135億3,900万円
1億3,000万円
9,600万円

582億8,800円

610億6,000万円

変動要因

27億7,200万円

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
と
も
い
い
、

１
年
間
の
資
金
収
支
の
状
況
を
業
務
活
動

収
支
、
投
資
活
動
収
支
、
財
務
活
動
収
支

の
３
区
分
で
表
し
て
い
ま
す
。

　
業
務
活
動
収
支
は
黒
字
と
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
投
資
活
動
収
支
と
財
務
活
動
収

支
は
赤
字
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
末
の
残
高
は
約
51
億
６
千

４
百
万
円
と
な
り
ま
す
。

期首（令和５年度末）現金預金残高

現金預金増減額
歳計外現金増減額など
期末（令和６年度末）現金預金残高

57億6,100万円

△5億9,800万円
100万円

51億6,400万円

④
資
金
収
支
計
算
書

当年度現金増減額
１．業務活動収支
  収入（税収等、国県等補助金、使用料・手数料など）
  支出（人件費、物件費、移転費用など）
２．投資活動収支
  収入（国県等補助金、基金取崩、資産売却など）
  支出（公共資産整備費など）
３．財務活動収支
  収入（地方債等発行収入など）
  支出（地方債償還支出等）

62億3,600万円
598億8,800万円
536億5,300万円
△55億8,900万円
66億6,200万円
122億5,100万円
△12億4,400万円
24億9,200万円
37億3,600万円
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不妊治療費助成金を大幅拡充！

商工振興課　☎内線 415
1回 100万円の助成を　何度でも

助成上限の大幅アップ

調査基準日 調査対象

主な調査事項

調査方法

担当からのメッセージ

妊
娠
を

望
む
気
持
ち
を

失
わ
せ
な
い

小佐野朗
（上宿）詳細はこちら

年度の回数制限を撤廃

こども家庭センター　☎内線 592問合せ

申請先　富士・東部保健福祉事務所　☎24-9034

安全対策課　☎内線 249

Hot Topics 1

Point 1 Point 2

政市
HOT

TOPICS

旬な話題をいち早く！！

　不妊治療の経済的な不安を解消し、安心して新しい命を迎えていただくため、不妊治療にかかる助成上
限額を  　１回１0万円から１00万円  へと大幅に引き上げました！
　保険診療だけでなく、自己負担が高額になりがちな先進医療や、年齢・回数制限を超えた治療も広くサ
ポートします。所得制限なしで、すべてのご夫婦が平等に手厚い支援を受けることができます。

※県の不妊治療費助成事業の支給対象の方は、先に県に申請する必要があります

経済センサス活動調査を実施します
Hot Topics 3

　経済センサス活動調査は、「経済の国勢調査」と言われており、統計法に基づいて事業所や企業を対象に
行い、経済活動の状況を明らかします。

募集期間
5月7日(木)～6月30日(火)

応募資格
プロ・アマ問わず市民の方

※未成年者は保護者の同意が必要です

応募作品
市内から撮影した富士山の写真で
過去２年以内に撮影したもの

応募要項
市民協働推進課窓口または市ホームページ

※4月28日(火)から配布・掲載 

応募点数
1人2点まで

消防団本団が新しいメンバーになりました
Hot Topics 2

　４月１日（水）、前本団の任期満了にともない、新たに１１名が就任されました。（以下、敬称略）
団　長：小佐野朗
副団長：久保田司、遠山賀津男、加々美幹雄、三浦孝男、戸田昇
幹　事：上田裕（中村）、滝口誠（白糸町）、柏木健（大明見）、遠山昇司（旭町）、渡邊明（上宿）

これまで：自己負担額の半分を
1回あたり上限10万円まで助成

全国すべての事業所と企業

会社やお店の開設時期、働いている人数、費用や売上げ金額など

● 前回調査から存続している事業所は、4月に国から郵送された
　 書類をご覧いただき、インターネットでご回答ください。
● インターネット未回答の事業所や新たに把握した事業所は、
　 ５月中旬～下旬頃に調査員が配布する紙の調査票でご回答く
　 ださい。　※記入後に調査員が回収に伺います

久保田司
（中村）

遠山賀津男
（白糸町）

加々美幹雄
（大明見）

三浦孝男
（旭町）

戸田昇
（上宿）

　「お金のことが心配で、治療を諦めてほしくない。」そんな想いから

生まれた 全国トップクラスの支援制度 です。本市は、誰も
が安心して妊娠・出産・子育てに臨めるまちを目指し、これからも
一人一人に寄り添いながら、現場の声を拾い、政策に反映させてい
きます。詳細は、子ども家庭センターまでお気軽にご相談ください！

これまで：年度あたり2回まで

4月より
自己負担額の全額を
1回あたり上限
まで助成

100万円 4月より 年度あたり
（1子あたり10回まで）

何度でも
皆さんの調査への
ご理解・ご回答を
よろしくお願いします！
インターネット回答が
便利・簡単です！！

６月１日現在

市民協働推進課　☎内線 207

令和９年版　市民カレンダー掲載写真募集
Hot Topics 4

　あなたの富士山の写真を来年の市民カレンダーに載せませんか？見事入賞した方には、市民カレンダーを
５部プレゼントします！

問合せ

問合せ

問合せ
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　乳幼児健診は母子保健法に基づき実施しています。全員が対象になりますので、対象月にお越しく
ださい。受付時間は対象の誕生日によって異なるため、乳幼児健診のホームページまたは市公式 LINE
で詳細を確認してください。
　持ち物は、母子手帳・問診票・替えのオムツです。４カ月・９カ月はバスタオル、３歳は排尿済み尿
容器も一緒に持参してください。
　問診票を紛失した場合は、窓口に取りに来るか、健診当日記入をお願いします。

乳幼児健診

子育て支援センター予定表

メンテナンス
休館

交流開放日・
ねぞうアート
手形アート

手形アート

 手形アート 手形アート
離乳食教室

ふれあいたいそう
にじいろPMお休み 

ぽかぽか測定
手形アート

 にじいろAMお休み

子育て中の就労相談 

ドレスアップデー
※要予約

なかよしクレヨンリフレッシュ産後ヨガ
3歳児健診
(R4.11月生)
リトミックあそび 

4カ月健診
（R8.1月生）
にじいろPMお休み

1歳6カ月健診
（R6.10月生）
わらべうた
24時間講習

ママフィットwith
ベビーマッサージ
※生後7～12カ月
にじいろ運動会
※要予約

ママのための
ピラティス
2歳歯とこころの相談
（R5.12月生）

9カ月歯と離乳食の
相談（R7.8月生）
ママフィットwith
ベビーマッサージ
※生後1～6カ月
お祝いしましょ
※対象の方。要予約

子育て支援センター
※土曜日は午前８時30分～午後６時

SUN MON TUE WED THU FRI SAT
５月

乳幼児健診の
ホームページ

市公式Ｘ 市公式ＬＩＮＥ

子育て情 局報

　子どもにイライラしたり、つい強い言葉をかけてしまうようなことはありま
せんか？この講座では、主に３つのことを学ぶことができます。「もっと早く知
りたかった！」という声を多くいただいています。ぜひご参加ください！

申し込みは
こちら

市
ホームページ

子どもに伝わる声かけ 親御さんの気持ちの
ゆとりのつくり方子どもの気持ちの理解

子育て、ちょっと楽にしませんか？

子育てスキルアップ講座

日程　６月～令和９年３月

対象　０歳～小学校６年生までの子どもがいる保護者 費用　無料

場所　子育て支援センター２階　会議室

場所　子育て支援センター

※事前申し込みが必要です。詳細は市ホームページか市公式ＬＩＮＥをご確認ください
問合せ　こども家庭センター　☎28-5723

問合せ　こども家庭センター　☎内線 644・862

産前産後ケアルーム　　つどいの広場にじいろ利用者　　ファミサポ会員　　健診など
※リズムであそぼの問合せ：090-1805-2072　※　  のマークがある日は手形アートができます

　みんなでたくさん体を動かして楽しみましょう。
　はいはい、よちよちのお子さんも参加できます。ぜひ遊びに来てください！

にじいろ運動会

日時　５月２９日（金）  受付開始：午前１０時１５分　終了予定：午前１１時３０分

予約開始日　５月７日（木）対象　０～３歳の子どもと保護者 定員　３５組
問合せ　つどいの広場にじいろ　☎25-6671

　「こどもまんなか」という言葉を聞いたことがありますか？子どもたちの意見を聴き、子どもたちにとっ
て何が一番幸せかを考えることです。「こどもまんなか月間」は、子どもたちの幸せを第一に考える「こ
どもまんなか社会」を目指して、国と地方自治体が重点的に啓発活動を行う期間です。
　特別なことではなく、日々のちょっとした「思いやり」が、子どもたちの安心につながります。この機会
に地域全体で子どもたちの未来を考えてみませんか？

　児童福祉週間は「すべてのこどもが、家庭や
地域で健やかに育つように」という願いを込め
て、昭和２２年から続いている週間です。子ども
たちの健やかな成長を社会全体でお祝いし、こ
どもの福祉（幸せ）への理解を深めることを目
的としています。

•こどもの声に耳を傾ける
　普段の会話から、子どもの「やりたい」「どう
　思う？」を大切にしましょう。
•地域で見守る
　通学路での挨拶や、ベビーカー利用の方へ
　のちょっとした配慮をお願いします。

● ５月５日（火・祝）～１１日（月）は「児童福祉週間」 ● 私たちにできる
　 「こどもまんなか」のアクション

５月は「春のこどもまんなか月間」です！

     1 2 

3 4 5 6 7 8 9 

10 11 12 13 14 15 16 

17 18 19 20 21 22 23 

24 25 26 27 28 29 30

31

下吉田7-29-19　☎22-5155　　22-7666
開館時間　午前8時30分～午後７時

FAX

 交流開放日・ 
 ねぞうアート
 手形アート

問合せ　こども家庭センター　☎28-5723

20



　乳幼児健診は母子保健法に基づき実施しています。全員が対象になりますので、対象月にお越しく
ださい。受付時間は対象の誕生日によって異なるため、乳幼児健診のホームページまたは市公式 LINE
で詳細を確認してください。
　持ち物は、母子手帳・問診票・替えのオムツです。４カ月・９カ月はバスタオル、３歳は排尿済み尿
容器も一緒に持参してください。
　問診票を紛失した場合は、窓口に取りに来るか、健診当日記入をお願いします。

乳幼児健診

子育て支援センター予定表

メンテナンス
休館

交流開放日・
ねぞうアート
手形アート

手形アート

 手形アート 手形アート
離乳食教室

ふれあいたいそう
にじいろPMお休み 

ぽかぽか測定
手形アート

 にじいろAMお休み

子育て中の就労相談 

ドレスアップデー
※要予約

なかよしクレヨンリフレッシュ産後ヨガ
3歳児健診
(R4.11月生)
リトミックあそび 

4カ月健診
（R8.1月生）
にじいろPMお休み

1歳6カ月健診
（R6.10月生）
わらべうた
24時間講習

ママフィットwith
ベビーマッサージ
※生後7～12カ月
にじいろ運動会
※要予約

ママのための
ピラティス
2歳歯とこころの相談
（R5.12月生）

9カ月歯と離乳食の
相談（R7.8月生）
ママフィットwith
ベビーマッサージ
※生後1～6カ月
お祝いしましょ
※対象の方。要予約

子育て支援センター
※土曜日は午前８時30分～午後６時

SUN MON TUE WED THU FRI SAT
５月

乳幼児健診の
ホームページ

市公式Ｘ 市公式ＬＩＮＥ

子育て情 局報

　子どもにイライラしたり、つい強い言葉をかけてしまうようなことはありま
せんか？この講座では、主に３つのことを学ぶことができます。「もっと早く知
りたかった！」という声を多くいただいています。ぜひご参加ください！

申し込みは
こちら

市
ホームページ

子どもに伝わる声かけ 親御さんの気持ちの
ゆとりのつくり方子どもの気持ちの理解

子育て、ちょっと楽にしませんか？

子育てスキルアップ講座

日程　６月～令和９年３月

対象　０歳～小学校６年生までの子どもがいる保護者 費用　無料

場所　子育て支援センター２階　会議室

場所　子育て支援センター

※事前申し込みが必要です。詳細は市ホームページか市公式ＬＩＮＥをご確認ください
問合せ　こども家庭センター　☎28-5723

問合せ　こども家庭センター　☎内線 644・862

産前産後ケアルーム　　つどいの広場にじいろ利用者　　ファミサポ会員　　健診など
※リズムであそぼの問合せ：090-1805-2072　※　  のマークがある日は手形アートができます

　みんなでたくさん体を動かして楽しみましょう。
　はいはい、よちよちのお子さんも参加できます。ぜひ遊びに来てください！

にじいろ運動会

日時　５月２９日（金）  受付開始：午前１０時１５分　終了予定：午前１１時３０分

予約開始日　５月７日（木）対象　０～３歳の子どもと保護者 定員　３５組
問合せ　つどいの広場にじいろ　☎25-6671

　「こどもまんなか」という言葉を聞いたことがありますか？子どもたちの意見を聴き、子どもたちにとっ
て何が一番幸せかを考えることです。「こどもまんなか月間」は、子どもたちの幸せを第一に考える「こ
どもまんなか社会」を目指して、国と地方自治体が重点的に啓発活動を行う期間です。
　特別なことではなく、日々のちょっとした「思いやり」が、子どもたちの安心につながります。この機会
に地域全体で子どもたちの未来を考えてみませんか？

　児童福祉週間は「すべてのこどもが、家庭や
地域で健やかに育つように」という願いを込め
て、昭和２２年から続いている週間です。子ども
たちの健やかな成長を社会全体でお祝いし、こ
どもの福祉（幸せ）への理解を深めることを目
的としています。

•こどもの声に耳を傾ける
　普段の会話から、子どもの「やりたい」「どう
　思う？」を大切にしましょう。
•地域で見守る
　通学路での挨拶や、ベビーカー利用の方へ
　のちょっとした配慮をお願いします。

● ５月５日（火・祝）～１１日（月）は「児童福祉週間」 ● 私たちにできる
　 「こどもまんなか」のアクション

５月は「春のこどもまんなか月間」です！

     1 2 

3 4 5 6 7 8 9 

10 11 12 13 14 15 16 

17 18 19 20 21 22 23 

24 25 26 27 28 29 30

31

下吉田7-29-19　☎22-5155　　22-7666
開館時間　午前8時30分～午後７時

FAX

 交流開放日・ 
 ねぞうアート
 手形アート

問合せ　こども家庭センター　☎28-5723

21 広報ふじよしだ   5月号



不
安
が
あ
る
、入
院
費
を
家
族
が
立
て
替

え
て
い
る
が
本
人
の
預
貯
金
か
ら
支
払
い

た
い
、認
知
症
の
親
の
預
貯
金
の
管
理
に

不
安
が
あ
る
な
ど
の
困
り
ご
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
こ
れ
ら
の
悩
み
に
活
用
で
き
る

制
度
が「
成
年
後
見
制
度
」で
す
。

　
ご
自
身
だ
け
で
な
く
家
族
や
周
囲
の
方

が
安
心
し
て
将
来
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、心
身
と
も
に
元
気
な
う
ち
に
自

分
の
未
来
を
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

成
年
後
見
人
な
ど
の
主
な
役
割

●
本
人
の
生
活
状
況
や
将
来
を
踏
ま
え
、

財
産
の
使
い
方
を
検
討
し
ま
す

●
本
人
の
意
思
を
尊
重
し
な
が
ら
、必
要

な
契
約
や
手
続
き
な
ど
を
代
わ
っ
て
行

い
ま
す

成
年
後
見
制
度
の
種
類

「
法
定
後
見
制
度
」

　
認
知
症
、知
的
障
害
、精
神
障
害
な
ど
に

よ
っ
て
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
人
の
権

利
を
守
る
制
度
で
す
。
成
年
後
見
人
な
ど

は
、家
庭
裁
判
所
が
選
任
し
ま
す
。
法
定

後
見
制
度
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、家
庭

裁
判
所
へ
の
申
し
立
て
手
続
き
が
必
要
で

す
。

「
任
意
後
見
制
度
」

　
判
断
能
力
が
あ
る
う
ち
に
、認
知
症
や

障
害
の
場
合
に
備
え
て
、あ
ら
か
じ
め
本

人
自
ら
が
選
ん
だ
人（
任
意
後
見
人
）に
、

　
里
帰
り
出
産
や
病
気
に
よ
る
長
期
入
院

な
ど
の
事
情
で
、市
の
指
定
医
療
機
関
で
予

防
接
種
が
で
き
な
い
場
合
、事
前
に
申
請
を

す
れ
ば
、指
定
外
の
医
療
機
関
で
も
予
防
接

種
が
で
き
ま
す
。

　
市
役
所
に
お
越
し
い
た
だ
か
な
く
て

も
、
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続

き
が
で
き
ま
す
。
　
　

接
種
方
法

「
委
託
契
約
」と「
償
還
払
い
」の
2
種
類
が

あ
り
ま
す
。

※
償
還
払
い
と
は
、一
旦
接
種
費
用
を
全

額
ご
負
担
い
い
た
だ
き
、後
日
市
に
費

用
請
求
し
て
い
た
だ
く
方
法
で
す

代
わ
り
に
し
て
も
ら
い
た
い
こ
と
を
契
約

で
決
め
て
お
く
制
度
で
す
。
任
意
後
見
契

約
は
、公
証
人
の
作
成
す
る
公
正
証
書
に

よ
っ
て
結
ぶ
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
報

酬
は
任
意
後
見
人
と
任
意
後
見
監
督
人
に

支
払
い
ま
す
。

■
問
合
せ

　
健
康
長
寿
課
　
☎
内
線
4
4
8

 

介
護
者
疲
労
回
復
事
業 

の
廃
止

　
こ
れ
ま
で
要
介
護
3
以
上
の
方
を
在
宅

で
常
時
介
護
し
て
い
る
市
内
在
住
の
ご
家

族
に
対
し
て
、マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
施
術

費
用
ま
た
は
入
浴
施
設
で
の
入
浴
費
用
の

一
部
を
支
援
し
て
い
ま
し
た
が
、令
和
８

年
度
か
ら
事
業
を
廃
止
し
ま
し
た
。

　
な
お
、こ
れ
か
ら
も
高
齢
者
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
問
合
せ

　
健
康
長
寿
課
　
☎
内
線
4
5
1

手
続
き
の
流
れ

❶
医
療
機
関
で
ど
ち
ら
の
方
法
で
接
種
で

き
る
か
確
認
す
る
。

❷
予
防
接
種
実
施
依
頼
書（
以
下「
実
施
依

頼
書
」）の
交
付
申
請
を
行
う
。

　
※
様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

　
※
申
請
に
は「
本
人
確
認
書
類
」、「
母
子

健
康
手
帳（
子
ど
も
の
場
合
）」が
必
要

で
す

❸
市
か
ら「
実
施
依
頼
書
」が
郵
送
さ
れ

る
。
　
※
1
～
2
週
間
程
度

❹「
実
施
依
頼
書
」を
持
参
し
、医
療
機
関

で
接
種
を
実
施
。

●
以
降
は「
償
還
払
い
」を
選
択
し
た
方
の

み
必
要
な
手
続
き
で
す

❺
請
求
に
必
要
な
書
類（
領
収
書
、予
診
票

の
原
本
ま
た
は
写
し
）を
用
意
す
る
。

❻
接
種
費
用
の
請
求
を
す
る
。
　
※
様
式

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す

　
必
要
な
書
類：「
予
防
接
種
費
用
償
還
払

申
請
書
兼
請
求
書
」、「
領
収
書
」、「
予
診

票
の
原
本
ま
た
は
写
し
」、「
口
座
番
号・

口
座
名
義
な
ど
が
確
認
で
き
る
も
の
の

写
し
」、「
本
人
確
認
書
類（
申
請
者
と
接

種
す
る
方
の
そ
れ
ぞ
れ
の
分
）の
写
し
」

❼
指
定
口
座
に
助
成
金
が
振
り
込
ま
れ

る
。※
申
請
日
か
ら
1
カ
月
程
度
で
入
金

注
意
事
項

●
接
種
方
法
を
問
わ
ず
、必
ず
先
に
実
施
依

頼
書
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
事
後
申
請
は
で
き
ま
せ
ん

●
助
成
金
は「
予
防
接
種
に
実
際
に
要
し
た

費
用
」と「
市
が
近
隣
の
医
療
機
関
と
委

託
契
約
し
て
い
る
金
額
」の
い
ず
れ
か
少

な
い
額
で
す
。
接
種
費
用
に
よ
っ
て
は

全
額
助
成
の
対
象
に
な
ら
ず
、差
額
分
を

医
療
機
関
に
お
支
払
い
い
た
だ
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ 

　
健
康
長
寿
課 

　
☎
内
線
1
5
3
、4
3
6

成
年
後
見
制
度
を
活
用
し

ま
せ
ん
か
？

　
日
常
生
活
の
中
で
、通
帳
の
紛
失
に
よ

る
再
発
行
の
手
続
き
が
重
な
る
、将
来
認

知
症
に
な
っ
た
際
の
契
約
や
金
銭
管
理
に

 

指
定
外
医
療
機
関
で
の
予
防
接
種

償還払い申請
フォーム

実施依頼書
申請フォーム

償還払い
について

委託契約
について

委託契約 償還払い

定期予防接種 ◯◯ ◯◯

任意予防接種 ×× ◯◯

対象

契約方法

 

呼
吸
と
健
康
の 

　
　深
い
つ
な
が
り

　

富
士
吉
田
医
師
会 

顧
問
　
刑
部
光
太
郎

　
今
回
は
、呼
吸
と
健
康
に
つ
い
て
お
話

し
し
ま
す
。

　
人
は
一
日
に
約
二
万
回
、呼
吸
を
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
今
さ

ら
呼
吸
の
話
？
」と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
現
代
人
は
ス
ト
レ
ス
過
多
の

生
活
に
よ
り
、無
意
識
の
う
ち
に「
浅
く・

速
い
呼
吸
」に
な
り
が
ち
で
す
。
浅
い
呼

吸
は
、慢
性
的
な
疲
労
感
、頭
痛
、肩
こ
り
、

不
眠
、自
律
神
経
の
乱
れ
な
ど
の
引
き
金

に
な
り
ま
す
。

　
一
方
、ゆ
っ
く
り
と
深
い
呼
吸
は
、副

交
感
神
経
が
優
位
に
な
り
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
、免
疫
力
が
高
ま
り
、血
圧・心
拍
数
が

安
定
し
て
循
環
器
疾
患
の
予
防
に
つ
な

が
り
、脳
へ
の
酸
素
供
給
が
増
え
て
集
中

力・記
憶
力
が
向
上
す
る
効
果
が
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
古
来
よ
り
東
洋
医
学
や
気
功
、ヨ
ガ
、

禅
に
お
い
て
も
、呼
吸
は
単
な
る
空
気
の

出
入
り
で
は
な
く
、「
気
」も
出
入
り
し
、

心
身
を
整
え
る
と
説
か
れ
て
き
ま
し
た
。

最
近
で
は
、医
学
的
に
も
裏
付
け
ら
れ
た

呼
吸
法
と
し
て
、マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
が

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
呼
気
と
吸
気
の

間
に
休
止
を
入
れ
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、代
表

的
な
一
つ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◎
今
日
か
ら
始
め
る「
4-

4-

8
呼
吸

法
」

❶
鼻
か
ら
4
秒
か
け
て
ゆ
っ
く
り
吸
う

❷
4
秒
息
を
止
め
る

❸
口
か
ら
8
秒
か
け
て
細
く
長
く
吐
く

　
最
初
、「
4-

4-

8
呼
吸
法
」が
難
し
い

方
は
、「
4-

6
呼
吸
法
」（
4
秒
で
吸
い
、6

秒
で
吐
く
）か
ら
始
め
て
く
だ
さ
い
。
吐

く
時
間
を
吸
う
時
間
よ
り
長
く
す
る
こ

と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
副
交
感
神
経
が

し
っ
か
り
働
き
、心
と
体
が
ほ
ぐ
れ
て
い

き
ま
す
。
1
日
3
～
5
分
続
け
る
だ
け

で
、効
果
が
現
れ
て
き
ま
す
。

　
呼
吸
は
、誰
で
も・い
つ
で
も・ど
こ
で

も
で
き
る「
自
己
治
癒
の
入
口
」で
す
。
朝

の
目
覚
め
に
、仕
事
の
合
間
に
、眠
る
前

に
、ぜ
ひ
そ
の
一
呼
吸
を
日
常
に
加
え
て

み
て
く
だ
さ
い
。
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不
安
が
あ
る
、入
院
費
を
家
族
が
立
て
替

え
て
い
る
が
本
人
の
預
貯
金
か
ら
支
払
い

た
い
、認
知
症
の
親
の
預
貯
金
の
管
理
に

不
安
が
あ
る
な
ど
の
困
り
ご
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
こ
れ
ら
の
悩
み
に
活
用
で
き
る

制
度
が「
成
年
後
見
制
度
」で
す
。

　
ご
自
身
だ
け
で
な
く
家
族
や
周
囲
の
方

が
安
心
し
て
将
来
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、心
身
と
も
に
元
気
な
う
ち
に
自

分
の
未
来
を
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

成
年
後
見
人
な
ど
の
主
な
役
割

●
本
人
の
生
活
状
況
や
将
来
を
踏
ま
え
、

財
産
の
使
い
方
を
検
討
し
ま
す

●
本
人
の
意
思
を
尊
重
し
な
が
ら
、必
要

な
契
約
や
手
続
き
な
ど
を
代
わ
っ
て
行

い
ま
す

成
年
後
見
制
度
の
種
類

「
法
定
後
見
制
度
」

　
認
知
症
、知
的
障
害
、精
神
障
害
な
ど
に

よ
っ
て
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
人
の
権

利
を
守
る
制
度
で
す
。
成
年
後
見
人
な
ど

は
、家
庭
裁
判
所
が
選
任
し
ま
す
。
法
定

後
見
制
度
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、家
庭

裁
判
所
へ
の
申
し
立
て
手
続
き
が
必
要
で

す
。

「
任
意
後
見
制
度
」

　
判
断
能
力
が
あ
る
う
ち
に
、認
知
症
や

障
害
の
場
合
に
備
え
て
、あ
ら
か
じ
め
本

人
自
ら
が
選
ん
だ
人（
任
意
後
見
人
）に
、

　
里
帰
り
出
産
や
病
気
に
よ
る
長
期
入
院

な
ど
の
事
情
で
、市
の
指
定
医
療
機
関
で
予

防
接
種
が
で
き
な
い
場
合
、事
前
に
申
請
を

す
れ
ば
、指
定
外
の
医
療
機
関
で
も
予
防
接

種
が
で
き
ま
す
。

　
市
役
所
に
お
越
し
い
た
だ
か
な
く
て

も
、
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続

き
が
で
き
ま
す
。
　
　

接
種
方
法

「
委
託
契
約
」と「
償
還
払
い
」の
2
種
類
が

あ
り
ま
す
。

※
償
還
払
い
と
は
、一
旦
接
種
費
用
を
全

額
ご
負
担
い
い
た
だ
き
、後
日
市
に
費

用
請
求
し
て
い
た
だ
く
方
法
で
す

代
わ
り
に
し
て
も
ら
い
た
い
こ
と
を
契
約

で
決
め
て
お
く
制
度
で
す
。
任
意
後
見
契

約
は
、公
証
人
の
作
成
す
る
公
正
証
書
に

よ
っ
て
結
ぶ
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
報

酬
は
任
意
後
見
人
と
任
意
後
見
監
督
人
に

支
払
い
ま
す
。

■
問
合
せ

　
健
康
長
寿
課
　
☎
内
線
4
4
8

 

介
護
者
疲
労
回
復
事
業 

の
廃
止

　
こ
れ
ま
で
要
介
護
3
以
上
の
方
を
在
宅

で
常
時
介
護
し
て
い
る
市
内
在
住
の
ご
家

族
に
対
し
て
、マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
施
術

費
用
ま
た
は
入
浴
施
設
で
の
入
浴
費
用
の

一
部
を
支
援
し
て
い
ま
し
た
が
、令
和
８

年
度
か
ら
事
業
を
廃
止
し
ま
し
た
。

　
な
お
、こ
れ
か
ら
も
高
齢
者
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
問
合
せ

　
健
康
長
寿
課
　
☎
内
線
4
5
1

手
続
き
の
流
れ

❶
医
療
機
関
で
ど
ち
ら
の
方
法
で
接
種
で

き
る
か
確
認
す
る
。

❷
予
防
接
種
実
施
依
頼
書（
以
下「
実
施
依

頼
書
」）の
交
付
申
請
を
行
う
。

　
※
様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

　
※
申
請
に
は「
本
人
確
認
書
類
」、「
母
子

健
康
手
帳（
子
ど
も
の
場
合
）」が
必
要

で
す

❸
市
か
ら「
実
施
依
頼
書
」が
郵
送
さ
れ

る
。
　
※
1
～
2
週
間
程
度

❹「
実
施
依
頼
書
」を
持
参
し
、医
療
機
関

で
接
種
を
実
施
。

●
以
降
は「
償
還
払
い
」を
選
択
し
た
方
の

み
必
要
な
手
続
き
で
す

❺
請
求
に
必
要
な
書
類（
領
収
書
、予
診
票

の
原
本
ま
た
は
写
し
）を
用
意
す
る
。

❻
接
種
費
用
の
請
求
を
す
る
。
　
※
様
式

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す

　
必
要
な
書
類：「
予
防
接
種
費
用
償
還
払

申
請
書
兼
請
求
書
」、「
領
収
書
」、「
予
診

票
の
原
本
ま
た
は
写
し
」、「
口
座
番
号・

口
座
名
義
な
ど
が
確
認
で
き
る
も
の
の

写
し
」、「
本
人
確
認
書
類（
申
請
者
と
接

種
す
る
方
の
そ
れ
ぞ
れ
の
分
）の
写
し
」

❼
指
定
口
座
に
助
成
金
が
振
り
込
ま
れ

る
。※
申
請
日
か
ら
1
カ
月
程
度
で
入
金

注
意
事
項

●
接
種
方
法
を
問
わ
ず
、必
ず
先
に
実
施
依

頼
書
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
事
後
申
請
は
で
き
ま
せ
ん

●
助
成
金
は「
予
防
接
種
に
実
際
に
要
し
た

費
用
」と「
市
が
近
隣
の
医
療
機
関
と
委

託
契
約
し
て
い
る
金
額
」の
い
ず
れ
か
少

な
い
額
で
す
。
接
種
費
用
に
よ
っ
て
は

全
額
助
成
の
対
象
に
な
ら
ず
、差
額
分
を

医
療
機
関
に
お
支
払
い
い
た
だ
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ 

　
健
康
長
寿
課 

　
☎
内
線
1
5
3
、4
3
6

成
年
後
見
制
度
を
活
用
し

ま
せ
ん
か
？

　
日
常
生
活
の
中
で
、通
帳
の
紛
失
に
よ

る
再
発
行
の
手
続
き
が
重
な
る
、将
来
認

知
症
に
な
っ
た
際
の
契
約
や
金
銭
管
理
に

 

指
定
外
医
療
機
関
で
の
予
防
接
種

償還払い申請
フォーム

実施依頼書
申請フォーム

償還払い
について

委託契約
について

委託契約 償還払い

定期予防接種 ◯◯ ◯◯

任意予防接種 ×× ◯◯

対象

契約方法

 

呼
吸
と
健
康
の 

　
　深
い
つ
な
が
り

　

富
士
吉
田
医
師
会 

顧
問
　
刑
部
光
太
郎

　
今
回
は
、呼
吸
と
健
康
に
つ
い
て
お
話

し
し
ま
す
。

　
人
は
一
日
に
約
二
万
回
、呼
吸
を
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
今
さ

ら
呼
吸
の
話
？
」と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
現
代
人
は
ス
ト
レ
ス
過
多
の

生
活
に
よ
り
、無
意
識
の
う
ち
に「
浅
く・

速
い
呼
吸
」に
な
り
が
ち
で
す
。
浅
い
呼

吸
は
、慢
性
的
な
疲
労
感
、頭
痛
、肩
こ
り
、

不
眠
、自
律
神
経
の
乱
れ
な
ど
の
引
き
金

に
な
り
ま
す
。

　
一
方
、ゆ
っ
く
り
と
深
い
呼
吸
は
、副

交
感
神
経
が
優
位
に
な
り
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
、免
疫
力
が
高
ま
り
、血
圧・心
拍
数
が

安
定
し
て
循
環
器
疾
患
の
予
防
に
つ
な

が
り
、脳
へ
の
酸
素
供
給
が
増
え
て
集
中

力・記
憶
力
が
向
上
す
る
効
果
が
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
古
来
よ
り
東
洋
医
学
や
気
功
、ヨ
ガ
、

禅
に
お
い
て
も
、呼
吸
は
単
な
る
空
気
の

出
入
り
で
は
な
く
、「
気
」も
出
入
り
し
、

心
身
を
整
え
る
と
説
か
れ
て
き
ま
し
た
。

最
近
で
は
、医
学
的
に
も
裏
付
け
ら
れ
た

呼
吸
法
と
し
て
、マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
が

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
呼
気
と
吸
気
の

間
に
休
止
を
入
れ
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、代
表

的
な
一
つ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◎
今
日
か
ら
始
め
る「
4-

4-

8
呼
吸

法
」

❶
鼻
か
ら
4
秒
か
け
て
ゆ
っ
く
り
吸
う

❷
4
秒
息
を
止
め
る

❸
口
か
ら
8
秒
か
け
て
細
く
長
く
吐
く

　
最
初
、「
4-

4-

8
呼
吸
法
」が
難
し
い

方
は
、「
4-

6
呼
吸
法
」（
4
秒
で
吸
い
、6

秒
で
吐
く
）か
ら
始
め
て
く
だ
さ
い
。
吐

く
時
間
を
吸
う
時
間
よ
り
長
く
す
る
こ

と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
副
交
感
神
経
が

し
っ
か
り
働
き
、心
と
体
が
ほ
ぐ
れ
て
い

き
ま
す
。
1
日
3
～
5
分
続
け
る
だ
け

で
、効
果
が
現
れ
て
き
ま
す
。

　
呼
吸
は
、誰
で
も・い
つ
で
も・ど
こ
で

も
で
き
る「
自
己
治
癒
の
入
口
」で
す
。
朝

の
目
覚
め
に
、仕
事
の
合
間
に
、眠
る
前

に
、ぜ
ひ
そ
の
一
呼
吸
を
日
常
に
加
え
て

み
て
く
だ
さ
い
。

C
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日
本
で
は
推
計
1
5
9
0
万
人
も

の
方
が「
骨
粗
し
ょ
う
症
」で
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
国
の
健
康
増
進
法
に
基
づ
き
、特

定
の
年
齢
の
女
性
を
対
象
と
し
た
検

診
が
公
的
に
奨
励
さ
れ
て
い
ま
す

が
、そ
れ
以
外
の
年
代
の
方
や
男
性

で
も
、危
険
因
子
が
あ
れ
ば
自
主
的

な
検
査
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
骨
粗
し
ょ
う
症
の

検
査
が
推
奨
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
理
由
は
、
骨
密
度
は
女
性

で
は
50
代
後
半
か
ら
、男
性
で
は
70

代
後
半
か
ら
減
少
し
、骨
強
度
が
低

下
し
や
す
く
な
る
た
め
で
す
。

　
そ
こ
で
、当
院
の
診
療
放
射
線
技

師
で
行
っ
て
い
る「
骨
密
度
測
定
」を

ご
紹
介
し
ま
す
。
精
度
が
極
め
て
高

い
D
X
A（
デ
キ
サ
）装
置
を
使
い
、

腰よ
う
つ
い椎
や
股
関
節
の
骨
密
度
の
測
定
を

行
っ
て
い
ま
す
。

【
検
査
の
流
れ
】

❶
衣
類
に
金
属
な
ど
が
な
い
か
確
認

し
、必
要
に
応
じ
て
検
査
着
に
着

替
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

❷
準
備
が
整
っ
た
後
、検
査
台
に
仰

向
け
に
な
り
、
腰
椎
や
股
関
節
の

X
線
撮
影
を
行
い
ま
す
。

　（
検
査
時
間：15
分
程
度
）

　　
測
定
結
果
は
、数
値
化・グ
ラ
フ
化

し
、結
果
を
医
師
に
提
供
す
る
と
と

も
に
、患
者
さ
ん
に
も
直
接
お
渡
し

し
て
い
ま
す
。
結
果
に
は
、
自
身
の

数
値
を「
若
い
方（
若
年
成
人
平
均

値
）」や「
同
年
代
の
平
均
」と
比
較
し

た
グ
ラ
フ
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

医
師
か
ら
の
説
明
の
補
助
と
し
て
お

使
い
く
だ
さ
い
。

　
骨
密
度
測
定

に
ご
興
味
の
あ

る
方
は
、
ぜ
ひ

市
立
病
院
に
ご

相
談
く
だ
さ

い
。  

ふ
ら
っ
と
体
力
ア
ッ
プ 

倶
楽
部
の
日
程
変
更

　
ふ
ら
っ
と
体
力
ア
ッ
プ
倶
楽
部
の
年
間

予
定
を
広
報
4
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
が
、鐘
山
体
育
館
の
日
程
が
変
更
に
な

り
ま
し
た
。

対
　
象
　
60
歳
以
上
の
市
民
の
方

持
ち
物
　
飲
み
物
、タ
オ
ル

費
　
用
　

1
回
2
0
0
円

※
初
め
て
参
加
す
る
方
は
無
料
で
す

申
込
方
法
　
電
話

※
4
月
以
降
、参
加
す
る
方
は
申
し
込
み

が
必
要
で
す

※
自
宅
で
検
温
お
よ
び
血
圧
測
定
を
行
い

ご
参
加
く
だ
さ
い

■
問
合
せ

　
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎

（24）
3
6
3
3

　
杖
や
シ
ル
バ
ー
カ
ー
な
ど
の
歩
行
補
助

具
の
購
入
、手
す
り
の
設
置
や
段
差
解
消
な

ど
の
住
環
境
の
整
備
に
要
す
る
費
用
の
一

部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
年
々
筋
力
が
低

下
し
て
き
て「
手
す
り
が
な
い
と
家
の
段
差

が
大
変
。」「
杖
が
あ
っ
た
方
が
い
い
か
な
。」

な
ど
お
悩
み
の
方
は
、ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

対
象
　①
～
④
の
要
件
に
全
て
該
当
す
る
方

❶
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
要
介
護
、要
支

援
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方

❷
身
体
機
能
の
低
下
に
よ
り
転
倒
の
危
険

が
あ
る
方

❸
在
宅
生
活
の
安
全
と
生
活
の
質
を
確
保

す
る
た
め
に
、住
環
境
の
整
備
ま
た
は

歩
行
補
助
具
の
購
入
が
必
要
と
認
め
ら

れ
る
方

❹
高
齢
者
が
属
す
る
世
帯
全
員
に
市
税
な

ど
の
滞
納
が
な
い
方

　
助
成
対
象
品
目
　
手
す
り
の
取
り
付

け
、段
差
解
消
用
具
、歩
行
用
杖
、シ
ル

バ
ー
カ
ー
な
ど

　
補
助
額
　
転
倒
予
防
の
た
め
の
用
具
購

入
や
取
付
費
用
の
合
計
額
の
2
分
の
1

（
上
限
1
0
0
0
0
円
）

申
請
方
法

　
健
康
長
寿
課
窓
口
に
提
出

申
請
に
必
要
な
も
の

●
指
定
の
申
請
書
お
よ
び
同
意
書

●
購
入
内
容
が
分
か
る
書
類
お
よ
び
領
収

書
の
写
し

●
申
請
者
名
義
の
振
込
先
口
座
の
通
帳
な

ど
の
写
し

※
指
定
の
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

注
意
事
項

●
申
請
は
一
人
１
回
限
り
で
す
。
限
度
額

1
0
0
0
0
円
に
満
た
し
て
い
な
く
て

も
二
度
目
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
申
請
は
住
環
境
の
整
備
ま
た
は
購
入
完

了
か
ら
３
カ
月
以
内
ま
で
に
お
願
い
し

ま
す
。

■
問
合
せ

 

　
健
康
長
寿
課
　
☎
内
線
4
4
5

 

令
和
８
年
度

　集
団
健
診

の
予
約
が
始
ま
り
ま
す
！

　
年
に
1
回
は
健
康
診
断
を
受
け
、ご
自

身
の
健
康
状
態
を
把
握
し
ま
せ
ん
か
？

　
ま
た
、が
ん
検
診
は
、年
齢
や
性
別
な
ど

の
要
件
を
満
た
せ
ば
、市
に
住
民
票
が
あ

る
す
べ
て
の
方
が
受
診
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ

こ
の
機
会
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
開
始
日

　
5
月
3
日（
日・祝
）

●
電
話
予
約
開
始
日
　

5
月
7
日（
木
）

　
※
午
前
中
は
電
話
の
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
つ
な
が
ら
な
い
時
は
、時
間
を

お
い
て
お
電
話
を
お
願
い
し
ま
す

　
本
誌
と
一
緒
に
配
布
し
て
い
る「
令
和

8
年
度
ふ
じ
よ
し
だ
健
康
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」で
は
、集
団
健
診
な
ど
健
康
に
関
す
る

事
業
を
詳
細
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ

　
健
康
長
寿
課
　
☎
内
線
7
7
2

 

高
齢
者
転
倒
予
防
対
策
費
を
助
成
し
ま
す

転
倒
予
防
情
報市立病院だより

骨
密
度
測
定
と
は
？

中
央
放
射
線
部
放
射
線
技
術
科

D
X
A
装
置

運動鐘山体育館（木曜日）
午前10時-11時

インターネット
予約はこちら

4月
木曜日
9 30
7 21
4 18
2 16
6 20
3 17
1 15
5 19
3 17
7 21
4 18
4 18

5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月
1月
2月
3月

C
O
L
U
M
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エネルギー 339ｋcal（1 食あたり） 塩分 1.1ｇ 調理時間 20 分

じゃがいもとアスパラの鶏肉ねぎ塩炒め

紹介者：食生活改善推進員　渡辺光子さん（旭町）

Point作り方

今月は赤色のおさら（主菜）です。丈夫なからだをつくるおさらです。

長ねぎの白い部分をみじん切りにし、A を合わせてねぎ塩だれを作っ
ておく。
じゃがいもは皮をむいて一口大に切る。アスパラは固い部分を切り落
とし、3-4 ㎝の斜め切りにする。
じゃがいも、アスパラをそれぞれ加熱し、柔らかくする（電子レンジま
たはゆで）。
鶏肉は一口大に切り、塩こしょうをかけ片栗粉を薄くまぶす。
フライパンに油を入れて鶏肉を皮目から焼き、両面を焼く。鶏肉に火
が通ったらじゃがいもを入れ、まわりがカリカリになるように焼く。
アスパラを入れ、軽く炒める。
お皿に盛り付け、食べる直前にねぎ塩だれをかけて出来上がり。

【材料　4人分】
鶏もも肉 ---------------- 300ｇ
じゃがいも-------------- 中3個
アスパラ ------------------- 1束
片栗粉 ---------------- 大さじ2
塩こしょう----------------少々
サラダ油 ------------- 大さじ2

【ねぎ塩だれ】
長ねぎ -------１本（白い部分）
ごま油 ---------------- 大さじ2
酢 ---------------------- 大さじ1
塩 ----------------------少々
鶏がらスープの素 -- 小さじ1

鶏肉やじゃがいもは揚げ焼きにすること
でカリカリ食感を楽しむことができます。

A

1

2

3

4
5

7
6

鶏肉のジュー
シーさとねぎ
塩だれのさっ
ぱりとした感
じの相性が抜
群で、とても美
味しいです。

C
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L
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定期便
vol.54
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日
本
で
は
推
計
1
5
9
0
万
人
も

の
方
が「
骨
粗
し
ょ
う
症
」で
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
国
の
健
康
増
進
法
に
基
づ
き
、特

定
の
年
齢
の
女
性
を
対
象
と
し
た
検

診
が
公
的
に
奨
励
さ
れ
て
い
ま
す

が
、そ
れ
以
外
の
年
代
の
方
や
男
性

で
も
、危
険
因
子
が
あ
れ
ば
自
主
的

な
検
査
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
骨
粗
し
ょ
う
症
の

検
査
が
推
奨
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
理
由
は
、
骨
密
度
は
女
性

で
は
50
代
後
半
か
ら
、男
性
で
は
70

代
後
半
か
ら
減
少
し
、骨
強
度
が
低

下
し
や
す
く
な
る
た
め
で
す
。

　
そ
こ
で
、当
院
の
診
療
放
射
線
技

師
で
行
っ
て
い
る「
骨
密
度
測
定
」を

ご
紹
介
し
ま
す
。
精
度
が
極
め
て
高

い
D
X
A（
デ
キ
サ
）装
置
を
使
い
、

腰よ
う
つ
い椎

や
股
関
節
の
骨
密
度
の
測
定
を

行
っ
て
い
ま
す
。

【
検
査
の
流
れ
】

❶
衣
類
に
金
属
な
ど
が
な
い
か
確
認

し
、必
要
に
応
じ
て
検
査
着
に
着

替
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

❷
準
備
が
整
っ
た
後
、検
査
台
に
仰

向
け
に
な
り
、
腰
椎
や
股
関
節
の

X
線
撮
影
を
行
い
ま
す
。

　（
検
査
時
間：15
分
程
度
）

　　
測
定
結
果
は
、数
値
化・グ
ラ
フ
化

し
、結
果
を
医
師
に
提
供
す
る
と
と

も
に
、患
者
さ
ん
に
も
直
接
お
渡
し

し
て
い
ま
す
。
結
果
に
は
、
自
身
の

数
値
を「
若
い
方（
若
年
成
人
平
均

値
）」や「
同
年
代
の
平
均
」と
比
較
し

た
グ
ラ
フ
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

医
師
か
ら
の
説
明
の
補
助
と
し
て
お

使
い
く
だ
さ
い
。

　
骨
密
度
測
定

に
ご
興
味
の
あ

る
方
は
、
ぜ
ひ

市
立
病
院
に
ご

相
談
く
だ
さ

い
。  

ふ
ら
っ
と
体
力
ア
ッ
プ 

倶
楽
部
の
日
程
変
更

　
ふ
ら
っ
と
体
力
ア
ッ
プ
倶
楽
部
の
年
間

予
定
を
広
報
4
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
が
、鐘
山
体
育
館
の
日
程
が
変
更
に
な

り
ま
し
た
。

対
　
象
　
60
歳
以
上
の
市
民
の
方

持
ち
物
　
飲
み
物
、タ
オ
ル

費
　
用
　

1
回
2
0
0
円

※
初
め
て
参
加
す
る
方
は
無
料
で
す

申
込
方
法
　
電
話

※
4
月
以
降
、参
加
す
る
方
は
申
し
込
み

が
必
要
で
す

※
自
宅
で
検
温
お
よ
び
血
圧
測
定
を
行
い

ご
参
加
く
だ
さ
い

■
問
合
せ

　
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎

（24）
3
6
3
3

　
杖
や
シ
ル
バ
ー
カ
ー
な
ど
の
歩
行
補
助

具
の
購
入
、手
す
り
の
設
置
や
段
差
解
消
な

ど
の
住
環
境
の
整
備
に
要
す
る
費
用
の
一

部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
年
々
筋
力
が
低

下
し
て
き
て「
手
す
り
が
な
い
と
家
の
段
差

が
大
変
。」「
杖
が
あ
っ
た
方
が
い
い
か
な
。」

な
ど
お
悩
み
の
方
は
、ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

対
象
　①
～
④
の
要
件
に
全
て
該
当
す
る
方

❶
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
要
介
護
、要
支

援
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方

❷
身
体
機
能
の
低
下
に
よ
り
転
倒
の
危
険

が
あ
る
方

❸
在
宅
生
活
の
安
全
と
生
活
の
質
を
確
保

す
る
た
め
に
、住
環
境
の
整
備
ま
た
は

歩
行
補
助
具
の
購
入
が
必
要
と
認
め
ら

れ
る
方

❹
高
齢
者
が
属
す
る
世
帯
全
員
に
市
税
な

ど
の
滞
納
が
な
い
方

　
助
成
対
象
品
目
　
手
す
り
の
取
り
付

け
、段
差
解
消
用
具
、歩
行
用
杖
、シ
ル

バ
ー
カ
ー
な
ど

　
補
助
額
　
転
倒
予
防
の
た
め
の
用
具
購

入
や
取
付
費
用
の
合
計
額
の
2
分
の
1

（
上
限
1
0
0
0
0
円
）

申
請
方
法

　
健
康
長
寿
課
窓
口
に
提
出

申
請
に
必
要
な
も
の

●
指
定
の
申
請
書
お
よ
び
同
意
書

●
購
入
内
容
が
分
か
る
書
類
お
よ
び
領
収

書
の
写
し

●
申
請
者
名
義
の
振
込
先
口
座
の
通
帳
な

ど
の
写
し

※
指
定
の
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

注
意
事
項

●
申
請
は
一
人
１
回
限
り
で
す
。
限
度
額

1
0
0
0
0
円
に
満
た
し
て
い
な
く
て

も
二
度
目
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
申
請
は
住
環
境
の
整
備
ま
た
は
購
入
完

了
か
ら
３
カ
月
以
内
ま
で
に
お
願
い
し

ま
す
。

■
問
合
せ

 

　
健
康
長
寿
課
　
☎
内
線
4
4
5

 

令
和
８
年
度

　集
団
健
診

の
予
約
が
始
ま
り
ま
す
！

　
年
に
1
回
は
健
康
診
断
を
受
け
、ご
自

身
の
健
康
状
態
を
把
握
し
ま
せ
ん
か
？

　
ま
た
、が
ん
検
診
は
、年
齢
や
性
別
な
ど

の
要
件
を
満
た
せ
ば
、市
に
住
民
票
が
あ

る
す
べ
て
の
方
が
受
診
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ

こ
の
機
会
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
開
始
日

　
5
月
3
日（
日・祝
）

●
電
話
予
約
開
始
日
　

5
月
7
日（
木
）

　
※
午
前
中
は
電
話
の
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
つ
な
が
ら
な
い
時
は
、時
間
を

お
い
て
お
電
話
を
お
願
い
し
ま
す

　
本
誌
と
一
緒
に
配
布
し
て
い
る「
令
和

8
年
度
ふ
じ
よ
し
だ
健
康
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」で
は
、集
団
健
診
な
ど
健
康
に
関
す
る

事
業
を
詳
細
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ

　
健
康
長
寿
課
　
☎
内
線
7
7
2

 

高
齢
者
転
倒
予
防
対
策
費
を
助
成
し
ま
す

転
倒
予
防
情
報市立病院だより

骨
密
度
測
定
と
は
？

中
央
放
射
線
部
放
射
線
技
術
科

D
X
A
装
置

運動鐘山体育館（木曜日）
午前10時-11時

インターネット
予約はこちら

4月
木曜日
9 30
7 21
4 18
2 16
6 20
3 17
1 15
5 19
3 17
7 21
4 18
4 18

5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月
1月
2月
3月

C
O
L
U
M
N

エネルギー 339ｋcal（1 食あたり） 塩分 1.1ｇ 調理時間 20 分

じゃがいもとアスパラの鶏肉ねぎ塩炒め

紹介者：食生活改善推進員　渡辺光子さん（旭町）

Point作り方

今月は赤色のおさら（主菜）です。丈夫なからだをつくるおさらです。

長ねぎの白い部分をみじん切りにし、A を合わせてねぎ塩だれを作っ
ておく。
じゃがいもは皮をむいて一口大に切る。アスパラは固い部分を切り落
とし、3-4 ㎝の斜め切りにする。
じゃがいも、アスパラをそれぞれ加熱し、柔らかくする（電子レンジま
たはゆで）。
鶏肉は一口大に切り、塩こしょうをかけ片栗粉を薄くまぶす。
フライパンに油を入れて鶏肉を皮目から焼き、両面を焼く。鶏肉に火
が通ったらじゃがいもを入れ、まわりがカリカリになるように焼く。
アスパラを入れ、軽く炒める。
お皿に盛り付け、食べる直前にねぎ塩だれをかけて出来上がり。

【材料　4人分】
鶏もも肉 ---------------- 300ｇ
じゃがいも-------------- 中3個
アスパラ ------------------- 1束
片栗粉 ---------------- 大さじ2
塩こしょう----------------少々
サラダ油 ------------- 大さじ2

【ねぎ塩だれ】
長ねぎ -------１本（白い部分）
ごま油 ---------------- 大さじ2
酢 ---------------------- 大さじ1
塩 ----------------------少々
鶏がらスープの素 -- 小さじ1

鶏肉やじゃがいもは揚げ焼きにすること
でカリカリ食感を楽しむことができます。

A

1

2

3

4
5

7
6

鶏肉のジュー
シーさとねぎ
塩だれのさっ
ぱりとした感
じの相性が抜
群で、とても美
味しいです。

C
O
L
U
M
N

定期便
vol.54

25 広報ふじよしだ   5月号



26

富士の麓に刻まれた、
それぞれの足跡。

荻原 井泉水
おぎ   わら     せい  せん   すい

糸
の
滝
を
出
立
し
た
井
泉
水
た
ち

は
、次
に
人
穴（
現
、静
岡
県
富
士
宮

市
）
に
立
ち
寄
り
ま
し
た
。長
大
な
溶
岩
洞

窟
で
あ
る
人
穴
は
、富
士
講
元
祖
の
角
行
が

角
木
の
上
に
千
日
間
立
ち
続
け
る
行
を
し
、

富
士
山
の
神
か
ら
大
切
な
教
え
を
授
か
っ

た
と
さ
れ
る
霊
場
地
で
あ
り
、富
士
講
の
重

要
な
巡
礼
地
で
し
た
。内
部
を
案
内
し
て
も

ら
っ
た
井
泉
水
は「
古
来
、光
と
い
う
も
の
の

さ
し
入
っ
た
事
の
な
い
洞
の
中
は
、
物
凄
い

ほ
ど
暗
く
、
暗
さ
と
い
う
も
の
が
即
ち
冷
た

さ
で
あ
る
よ
う
に
、
深
く
入
っ
て
暗
さ
が
濃

く
な
れ
ば
な
る
程
、
ひ
い
や
り
と
身
に
迫
る

よ
う
な
或
る
気
が
感
じ
ら
れ
た
」
と
そ
の
独

特
の
雰
囲
気
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

　次
の
目
的
地
で
あ
る
本
栖
湖
ま
で
の
長

い
道
の
り
は
、一
面
に
草
原
が
広
が
り
、オ
ミ

ナ
エ
シ
、オ
ト
コ
エ
シ
、ナ
デ
シ
コ
、ギ
ボ
ウ
シ
、

キ
キ
ョ
ウ
、ツ
リ
ガ
ネ
ソ
ウ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。そ
の
様
子
を
「
こ

う
し
て
一
つ
一
つ
の
花
と
し
て
も
名
も
知
ら

な
い
よ
う
な
花
に
、
殊
に
心
の
と
ま
る
も
の

が
、あ
っ
た
け
れ
ど
も
、其
等
の
花
の
咲
き
乱

れ
た
野
原
全
体
の
感
じ
と
し
て
、
謂
わ
ば
花

野
と
い
う
趣
の
も
の
と
し
て
、
美
し
い
中
に

一
種
の
寂
し
い
味
が
あ
っ
た
」と
し
ま
す
。

　途
中
で
弁
当
を
食
べ
て
し
ば
ら
く
進
む

と
本
栖
湖
が
見
え
て
き
ま
し
た
。本
栖
湖
な

ど
富
士
五
湖
へ
の
思
い
を
井
泉
水
は
「
昨
日

か
ら
暑
さ
の
中
に
喘
ぎ
乍
ら
旅
し
て
い
る
の

も
、
富
士
の
蔭
に
秘
め
ら
れ
て
い
る
五
つ
の

美
し
い
湖
を
探
る
為
に
外
な
ら
な
い
」
と

し
、
富
士
五
湖
が
旅
の
主
目
的
で
あ
っ
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。念
願
の
本
栖
湖
を
目
の

当
た
り
に
し
た
井
泉
水
は
、「
私
達
が
黙
っ

て
見
て
い
れ
ば
、
湖
は
い
つ
ま
で
も
黙
っ
て
い

た
、
而
し
て
湖
が
餘
り
に
黙
っ
て
い
る
の
で

私
達
も
亦
黙
っ
て
い
た
、然
し
、そ
れ
は
重
苦

し
い
無
言
の
行
で
は
な
く
て
、
平
静
な
快
い

満
足
で
あ
っ
た
。例
え
ば
、
親
し
い
二
人
の
言

葉
が
途
切
れ
た
時
、
言
葉
は
交
さ
な
い
け
れ

ど
も
、
二
人
の
心
と
心
が
ぴ
っ
た
り
と
溶
け

合
っ
て
い
る
其
気
持
を
味
っ
て
い
る
よ
う
な

甘
さ
で
あ
っ
た
」と
記
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
次
号
へ
続
く
）

　こんにちは！本市との姉妹都市コロラド・スプリングス市で活動するオーケス
トラ「コロラド・スプリングス・ユース・シンフォニー」のコンサートが、6月に本市
で開催されます。本団体は、若者たちが音楽に触れる機会を提供し、社会性、自
尊心、そして生涯にわたる音楽への愛を育むことをテーマに活動しています。
　当日は、富士山火焔太鼓の会と県立吉田高等学校音楽部も参加し、姉妹都
市同士によるセッションもご披露します。ますます絆が深まっているコロラド・ス
プリングス市との音楽を通じた交流イベントです。多くの方のご来場をお待ち
しています！

日 時
午後７時～８時半
※午後６時半開場

場 所  ふじさんホール
費 用  無料

白

1884-1976

「本栖湖龍ヶ岳」
〔杉浦非水『富士山スケッチ』

（1907年）より〕

日
々
、
な
が
れ
る

問合せ■よしだの暮らしの相談室
　　　　☎080-4170-3776

　ふ
じ
よ
し
だ
定
住
促
進
セ
ン
タ
ー
の
松
浦
で
す
。新
緑
が
眩
し
い
季
節
と
な

り
ま
し
た
。皆
さ
ん
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？
今
回
は
、
移
住
相
談
窓
口

「
よ
し
だ
の
暮
ら
し
の
相
談
室
」の
サ
ポ
ー
ト
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　「
よ
し
だ
の
暮
ら
し
の
相
談
室
」で
は
、
住
ま
い
や
生
活
環
境
、
地
域
の
様
子

な
ど
、
富
士
吉
田
市
で
の
暮
ら
し
に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。相

談
に
来
ら
れ
る
方
の
中
に
は
、
自
然
に
囲
ま
れ
た
環
境
に
魅
力
を
感
じ
て
興

味
を
持
つ
方
や
、定
年
後
の
暮
ら
し
を
見
据
え
て
移
住
先
を
探
し
て
い
る
方
な

ど
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　移
住
や
二
拠
点
生
活
を
検
討
し
て
い
る
方
か
ら
、
年
間
を
通
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。相
談
の
中
に
は
、
冬
の
寒
さ
や
積
雪
の
様

子
、
日
常
生
活
の
環
境
な
ど
、
実
際
の
暮
ら
し
に
関
す
る
質
問
が
多
く
寄
せ
ら

れ
ま
す
。相
談
者
の
皆
さ
ん
の
希
望
や
暮
ら
し
方
を
伺
い
な
が
ら
、
地
域
の
特

徴
や
日
々
の
生
活
の
様
子
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
空
き
家
・
空
き
店
舗
バ
ン
ク
を
利
用
し
た
物
件
案
内
や
ま
ち
案
内
、

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
紹
介
な
ど
を
通
し
て
、
こ
の
ま
ち
で
の
暮
ら
し
を
具
体
的
に

イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。今
年
度
も
引
き
続

き
、
富
士
吉
田
市
で
の
暮
ら
し
に
興
味
を
持
つ
方
々
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
こ

の
ま
ち
の
日
々
の
魅
力
を
丁
寧
に
お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ホームページ

詳細はこちら

コロラド・スプリングス・ユース・シンフォニーコロラド・スプリングス国際音楽祭で富士山火焔太鼓の会と共演した様子（2005年）

県立吉田高等学校音楽部富士山火焔太鼓の会

お
も
む
き

あ
え

か
げ

し
か

し
か

あ
ま

な
が

あ
じ
わ

弍

　「男女共同参画社会」とは、すべての人が性別に関わりなく、互いにその人権を尊重
し責任も分かち合い、その個性と能力を十分に発揮することができる社会です。この男
女共同参画の実現を目指し、「富士吉田市男女共同参画推進会議」を設置し、市民の
代表である委員が２年間の任期で活動しています。

令和８・９年度  富士吉田市男女共同参画推進会議について

自分を知り、周りの人を知る。共に考え、話しをしながら、
誰もが暮らしやすい地域を、皆さんと一緒に創っていく。
そんな、『しる・はなす・みとめあう』というスローガンを掲げて作成された冊子です。

共
同
参
画
推
進
だ
よ
り

女
男

本年度の主な事業（予定）

他市町村男女共同参画
推進委員との意見交換

「男女共同参画推進だより」
（市広報誌）の執筆

事業所や市民への
普及啓発活動

市民夏まつり
会場での
啓発活動

男女共同参画社会づくりに
向けての研修会などへの

参加

① ② ③

⑤④

月　  日木6 4
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富士の麓に刻まれた、
それぞれの足跡。

荻原 井泉水
おぎ   わら     せい  せん   すい

糸
の
滝
を
出
立
し
た
井
泉
水
た
ち

は
、次
に
人
穴（
現
、静
岡
県
富
士
宮

市
）
に
立
ち
寄
り
ま
し
た
。長
大
な
溶
岩
洞

窟
で
あ
る
人
穴
は
、富
士
講
元
祖
の
角
行
が

角
木
の
上
に
千
日
間
立
ち
続
け
る
行
を
し
、

富
士
山
の
神
か
ら
大
切
な
教
え
を
授
か
っ

た
と
さ
れ
る
霊
場
地
で
あ
り
、富
士
講
の
重

要
な
巡
礼
地
で
し
た
。内
部
を
案
内
し
て
も

ら
っ
た
井
泉
水
は「
古
来
、光
と
い
う
も
の
の

さ
し
入
っ
た
事
の
な
い
洞
の
中
は
、
物
凄
い

ほ
ど
暗
く
、
暗
さ
と
い
う
も
の
が
即
ち
冷
た

さ
で
あ
る
よ
う
に
、
深
く
入
っ
て
暗
さ
が
濃

く
な
れ
ば
な
る
程
、
ひ
い
や
り
と
身
に
迫
る

よ
う
な
或
る
気
が
感
じ
ら
れ
た
」
と
そ
の
独

特
の
雰
囲
気
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

　次
の
目
的
地
で
あ
る
本
栖
湖
ま
で
の
長

い
道
の
り
は
、一
面
に
草
原
が
広
が
り
、オ
ミ

ナ
エ
シ
、オ
ト
コ
エ
シ
、ナ
デ
シ
コ
、ギ
ボ
ウ
シ
、

キ
キ
ョ
ウ
、ツ
リ
ガ
ネ
ソ
ウ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。そ
の
様
子
を
「
こ

う
し
て
一
つ
一
つ
の
花
と
し
て
も
名
も
知
ら

な
い
よ
う
な
花
に
、
殊
に
心
の
と
ま
る
も
の

が
、あ
っ
た
け
れ
ど
も
、其
等
の
花
の
咲
き
乱

れ
た
野
原
全
体
の
感
じ
と
し
て
、
謂
わ
ば
花

野
と
い
う
趣
の
も
の
と
し
て
、
美
し
い
中
に

一
種
の
寂
し
い
味
が
あ
っ
た
」と
し
ま
す
。

　途
中
で
弁
当
を
食
べ
て
し
ば
ら
く
進
む

と
本
栖
湖
が
見
え
て
き
ま
し
た
。本
栖
湖
な

ど
富
士
五
湖
へ
の
思
い
を
井
泉
水
は
「
昨
日

か
ら
暑
さ
の
中
に
喘
ぎ
乍
ら
旅
し
て
い
る
の

も
、
富
士
の
蔭
に
秘
め
ら
れ
て
い
る
五
つ
の

美
し
い
湖
を
探
る
為
に
外
な
ら
な
い
」
と

し
、
富
士
五
湖
が
旅
の
主
目
的
で
あ
っ
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。念
願
の
本
栖
湖
を
目
の

当
た
り
に
し
た
井
泉
水
は
、「
私
達
が
黙
っ

て
見
て
い
れ
ば
、
湖
は
い
つ
ま
で
も
黙
っ
て
い

た
、
而
し
て
湖
が
餘
り
に
黙
っ
て
い
る
の
で

私
達
も
亦
黙
っ
て
い
た
、然
し
、そ
れ
は
重
苦

し
い
無
言
の
行
で
は
な
く
て
、
平
静
な
快
い

満
足
で
あ
っ
た
。例
え
ば
、
親
し
い
二
人
の
言

葉
が
途
切
れ
た
時
、
言
葉
は
交
さ
な
い
け
れ

ど
も
、
二
人
の
心
と
心
が
ぴ
っ
た
り
と
溶
け

合
っ
て
い
る
其
気
持
を
味
っ
て
い
る
よ
う
な

甘
さ
で
あ
っ
た
」と
記
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
次
号
へ
続
く
）

　こんにちは！本市との姉妹都市コロラド・スプリングス市で活動するオーケス
トラ「コロラド・スプリングス・ユース・シンフォニー」のコンサートが、6月に本市
で開催されます。本団体は、若者たちが音楽に触れる機会を提供し、社会性、自
尊心、そして生涯にわたる音楽への愛を育むことをテーマに活動しています。
　当日は、富士山火焔太鼓の会と県立吉田高等学校音楽部も参加し、姉妹都
市同士によるセッションもご披露します。ますます絆が深まっているコロラド・ス
プリングス市との音楽を通じた交流イベントです。多くの方のご来場をお待ち
しています！

日 時
午後７時～８時半
※午後６時半開場

場 所  ふじさんホール
費 用  無料

白

1884-1976

「本栖湖龍ヶ岳」
〔杉浦非水『富士山スケッチ』

（1907年）より〕

日
々
、
な
が
れ
る

問合せ■よしだの暮らしの相談室
　　　　☎080-4170-3776

　ふ
じ
よ
し
だ
定
住
促
進
セ
ン
タ
ー
の
松
浦
で
す
。新
緑
が
眩
し
い
季
節
と
な

り
ま
し
た
。皆
さ
ん
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？
今
回
は
、
移
住
相
談
窓
口

「
よ
し
だ
の
暮
ら
し
の
相
談
室
」の
サ
ポ
ー
ト
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　「
よ
し
だ
の
暮
ら
し
の
相
談
室
」で
は
、
住
ま
い
や
生
活
環
境
、
地
域
の
様
子

な
ど
、
富
士
吉
田
市
で
の
暮
ら
し
に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。相

談
に
来
ら
れ
る
方
の
中
に
は
、
自
然
に
囲
ま
れ
た
環
境
に
魅
力
を
感
じ
て
興

味
を
持
つ
方
や
、定
年
後
の
暮
ら
し
を
見
据
え
て
移
住
先
を
探
し
て
い
る
方
な

ど
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　移
住
や
二
拠
点
生
活
を
検
討
し
て
い
る
方
か
ら
、
年
間
を
通
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。相
談
の
中
に
は
、
冬
の
寒
さ
や
積
雪
の
様

子
、
日
常
生
活
の
環
境
な
ど
、
実
際
の
暮
ら
し
に
関
す
る
質
問
が
多
く
寄
せ
ら

れ
ま
す
。相
談
者
の
皆
さ
ん
の
希
望
や
暮
ら
し
方
を
伺
い
な
が
ら
、
地
域
の
特

徴
や
日
々
の
生
活
の
様
子
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
空
き
家
・
空
き
店
舗
バ
ン
ク
を
利
用
し
た
物
件
案
内
や
ま
ち
案
内
、

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
紹
介
な
ど
を
通
し
て
、
こ
の
ま
ち
で
の
暮
ら
し
を
具
体
的
に

イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。今
年
度
も
引
き
続

き
、
富
士
吉
田
市
で
の
暮
ら
し
に
興
味
を
持
つ
方
々
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
こ

の
ま
ち
の
日
々
の
魅
力
を
丁
寧
に
お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ホームページ

詳細はこちら

コロラド・スプリングス・ユース・シンフォニーコロラド・スプリングス国際音楽祭で富士山火焔太鼓の会と共演した様子（2005年）

県立吉田高等学校音楽部富士山火焔太鼓の会

お
も
む
き

あ
え

か
げ

し
か

し
か

あ
ま

な
が

あ
じ
わ

弍

　「男女共同参画社会」とは、すべての人が性別に関わりなく、互いにその人権を尊重
し責任も分かち合い、その個性と能力を十分に発揮することができる社会です。この男
女共同参画の実現を目指し、「富士吉田市男女共同参画推進会議」を設置し、市民の
代表である委員が２年間の任期で活動しています。

令和８・９年度  富士吉田市男女共同参画推進会議について

自分を知り、周りの人を知る。共に考え、話しをしながら、
誰もが暮らしやすい地域を、皆さんと一緒に創っていく。
そんな、『しる・はなす・みとめあう』というスローガンを掲げて作成された冊子です。

共
同
参
画
推
進
だ
よ
り

女
男

本年度の主な事業（予定）

他市町村男女共同参画
推進委員との意見交換

「男女共同参画推進だより」
（市広報誌）の執筆

事業所や市民への
普及啓発活動

市民夏まつり
会場での
啓発活動

男女共同参画社会づくりに
向けての研修会などへの

参加

① ② ③

⑤④

月　  日木6 4
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日
５
月
17
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

■場 

富
士
山
レ
ー
ダ
ー
ド
ー
ム
館

 

■￥ 

無
料

内
容
　
車
両
展
示
、
消
火
体
験
、
乗
車
体

験
、グ
ッ
ズ
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
子
ど
も
限
定
）、

新
聞
紙
で
つ
く
ろ
う
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、

マ
ル
シ
ェ
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
（
３
つ
の
ス

タ
ン
プ
を
集
め
る
と
富
士
山
レ
ー
ダ
ー

ド
ー
ム
館
入
館
料
無
料
＆
消
防
カ
レ
ー
の

試
食
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
　※

限
定
２
５
０
食
）

問
富
士
山
レ
ー
ダ
ー
ド
ー
ム
館

　
☎
（20）-

０
２
２
３

日
５
月
23
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
40
分

 

■場 

昭
和
医
科
大
学
富
士
吉
田
校
舎

　
ス
ク
エ
ア
ガ
ー
デ
ン

テ 

ー 

マ
　
①
人
生
１
０
０
年
時
代
を
楽

し
く
生
き
る
「
賢
い
生
活
術
」

②
筋
肉
は
裏
切
ら
な
い
！
10
歳
若
返
る
た

め
の
「
得
す
る
筋
ト
レ
」

講
師

①
山
岸
昌
一
氏
（
昭
和
医
科
大
学
教
授
）

②
林
友
則
氏
（
昭
和
医
科
大
学
講
師
）

 

■定 

先
着
２
０
０
名

受
講
料
　
無
料

送
迎
バ
ス

①
市
役
所
玄
関
前
　
午
後
１
時
発

②
富
士
山
駅
前
（
魚
民
前
）

　
午
後
１
時
10
分
発

③
ス
ク
エ
ア
ガ
ー
デ
ン
前

　
午
後
３
時
45
分
発

 

■持 

上
履
き

申
込
方
法
　
電
話

　※

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
氏
名
・

　
連
絡
先
・
送
迎
バ
ス
利
用
の
有
無
を
ご

　
連
絡
く
だ
さ
い

　※

講
座
終
了
後
、
受
講
証
を
お
渡
し
し

　
ま
す

申
込
期
限
　
５
月
22
日
㈮

問
昭
和
医
科
大
学
富
士
吉
田
校
舎

　
事
務
課
　
☎
（22）‒

４
４
０
３

日
５
月
20
日
㈬

　
午
後
１
時
〜
４
時

 

■場 

Ｑ-

Ｓ
Ｔ
Ａ
地
下
１
階

相
談
内
容
　
相
続
・
遺
言
な
ど
各
種
相
談

　※

書
類
の
作
成
・
審
査
な
ど
は
で
き
ま

　
　
せ
ん

申
込
方
法
　
電
話
　※

要
予
約

問
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５-

２
５
３-

２
３
７
６

中
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

日
５
月
20
日
〜
７
月
22
日

　（
毎
週
水
　
全
10
回
）

　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

 

■場 

鐘
山
総
合
体
育
館
　
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

 

■対 

小
学
６
年
生
と
中
学
１
・
２
年
生

 

■持 

屋
内
用
シ
ュ
ー
ズ
、
飲
み
物
、
ラ
ケ
ッ
ト

　※

貸
出
あ
り

 

■定 

15
名

 

■￥ 

５
，
０
０
０
円

自
然
を
歩
こ
う
！

ノ
ル
デ
ィッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
体
験
教
室

日
５
月
20
日
㈬

　
午
前
９
時
30
分
〜
１
時
間
程
度

 

■場 

富
士
散
策
公
園

 

■対 

ど
な
た
で
も

 

■定 

20
名

 

■￥ 

５
０
０
円

 

■持 

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
運
動
の
で
き
る
服

　 

装
、
履
き
な
れ
た
運
動
靴

ふ
れ
あ
い
柔
道
教
室

日
５
月
16
日
〜
６
月
20
日

　（
毎
週
土
　
全
６
回
）

　
午
後
２
時
〜
３
時

 

■場 

下
吉
田
コ
ミ
セ
ン

 

■対 

小
学
生

 

■定 

20
名

服
装
　
動
き
や
す
い
服
装

 

■￥ 

１
，
０
０
０
円
　※

保
険
料

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
初
心
者
講
習
会

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用
に
は
初
回
講

習
（
無
料
）
の
受
講
が
必
要
で
す
。

日
５
月
12
日
㈫

　
午
前
10
時
30
分

　
20
・
27
日
㈬

　
午
後
６
時
15
分

　
２
・
23
・
30
日
㈯

　
午
後
３
時
30
分

 

■対 

高
校
生
以
上
　※

完
全
予
約
制

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
（24）-

３
６
３
３

　
通
常
は
ご
覧
い
た
だ
け
な
い
昭
和
医
科

大
学
第
一
医
薬
資
源
園
お
よ
び
富
士
山
麓

自
然
・
生
物
研
究
所
を
特
別
一
般
公
開
し

ま
す
。
園
内
で
は
生
薬
の
原
料
と
な
る
植

物
や
植
物
標
本
、
希
少
植
物
の
苗
を
見
学

で
き
る
ほ
か
、
専
門
家
に
よ
る
解
説
も
行

い
ま
す
。

日
６
月
７
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
正
午

■場 

昭
和
医
科
大
学
富
士
吉
田
キ
ャ
ン
パ
ス

　
第
一
医
薬
資
源
園

問
昭
和
医
科
大
学

　
富
士
山
麓
自
然
・
生
物
研
究
所
　
　
　

　
☎
（24）-

１
１
８
６

　
研
究
所
内
の
研
究
者
に
よ
る
富
士
山
に

関
す
る
こ
と
を
学
ぶ
講
座
で
す
。

日
６
月
13
日
㈯

　
午
後
１
時
15
分
〜
３
時
30
分

 

■場 

富
士
山
科
学
研
究
所

テ
ー
マ

①「
登
山
リ
ス
ク
に
つ
い
て
考
え
る

　‒

高
山
病
と
転
倒‒

」

②「
登
山
道
の
火
山
防
災
を
考
え
る

　‒

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
の
通
信
網‒

」

講
師
　
①
宇
野
忠
氏
　
②
本
多
亮
氏

 

■￥ 

無
料

申
込
方
法
　
電
話

問
富
士
山
科
学
研
究
所

　
☎
（72）ｰ

６
２
０
６

日
５
月
10
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

■場 

ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク

内
容

※

雨
天
時
は
内
容
に
変
更
が
あ
り
ま
す

富
士
の
麓
で
サ
フ
ァ
リ
ト
レ
イ
ン
に
乗
ろ
う
！

 

■￥ 

無
料

動
物
ふ
わ
ふ
わ(

３
種
類)

 

■￥ 

無
料

ア
ル
パ
カ
ふ
れ
あ
い
動
物
園

　
今
年
は
ア
ル
パ
カ
が
や
っ
て
く
る
！
他
に

も
ウ
サ
ギ
・
モ
ル
モ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ

ホ
ワ
イ
ト
な
ど
の
可
愛
ら
し
い
動
物
が
集

合
し
ま
す
。

 

■￥ 

無
料

　※

１
時
間
完
全
ク
ロ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す

地
元
の
野
菜
苗
・
花
苗
の
特
別
販
売

野
菜
（
ミ
ニ
ト
マ
ト
・
き
ゅ
う
り
・
し
そ

な
ど
）　
花（
ベ
ゴ
ニ
ア・マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
・

多
肉
植
物
な
ど
）

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
販
売

　
各
イ
ベ
ン
ト
の
合
間
に
楽
し
め
る
フ
ー

ド
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

問
観
光
振
興
サ
ー
ビ
ス

　
☎
（21）-

１
０
０
０

　
本
市
で
は
、
子
育
て
を
地
域
で
支
え
合

う
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・セ
ン
タ
ー
」

の
援
助
活
動
（
お
子
さ
ん
の
預
か
り
・
送

迎
な
ど
）
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
市
民
の

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
資
格
は
不
要
で
す

　
子
育
て
経
験
や
意
欲
が
あ
る
方
な
ら
ど

な
た
で
も
大
歓
迎
で
す
。

◆
報
酬
が
あ
り
ま
す

　
活
動
内
容
に
応
じ
た
謝
礼
（
利
用
料
）

が
支
払
わ
れ
ま
す
。

※

平
日
、
午
前
７
時
〜
午
後
７
時
に
お
子

さ
ん
１
人
預
か
り
で
報
酬
費
は
１
時
間

１
，
０
０
０
円
で
す
。
お
預
か
り
の
状
況

に
よ
り
金
額
が
変
わ
り
ま
す
。

◆
保
険
加
入
で
安
心

　
活
動
中
の
万
が
一
の
事
故
に
備
え
、
市

で
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

◆
無
理
の
な
い
範
囲
で

　「
で
き
る
時
に
、
で
き
る
活
動
を
」
が

基
本
で
す
。
ご
自
身
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
合
わ
せ
て
活
動
い
た
だ
け
ま
す
。

　「
子
ど
も
が
好
き
」「
空
い
た
時
間
を
地

域
の
た
め
に
活
か
し
た
い
」
と
い
う
方
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
講
習
会
へ
参
加
し
て
み

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
の
指
定

　
指
定
工
事
店
が
新
た
に
１
件
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

事
業
者
名
　
株
式
会
社
渡
邉
総
建

代
表
者
　
渡
邉
　
博
樹

 

■住 

甲
府
市
大
里
町
１
４
８
番
地
14

☎ 

０
８
０-

７
９
３
８-

２
１
３
８

下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
店
の
指
定

　
指
定
工
事
店
が
新
た
に
２
件
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

事
業
者
名
　
横
谷
設
備

代
表
者
名
　
横
谷
　
正
渡

 

■住 

笛
吹
市
石
和
町
河
内
２
５
９-

１０

☎ 

０
５
５-

２
６
２-

１
８
２
２

事
業
者
名
　
株
式
会
社
渡
邉
総
建

代
表
者
名
　
渡
邉
　
博
樹

 

■住 

甲
府
市
大
里
町
１
４
８
番
地
１４

☎ 

０
８
０-

７
９
３
８-

２
１
３
８

　
下
水
道
へ
の
接
続
工
事
や
給
水
装
置
工

事
は
、
市
の
指
定
証
の
交
付
を
受
け
た
指

定
工
事
店
し
か
施
工
し
て
は
い
け
ま
せ
ん

の
で
、
依
頼
す
る
と
き
は
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

問
上
下
水
道
管
理
課
　
☎
内
線
６
１
３

問
上
下
水
道
工
務
課
　
☎
内
線
３
３
２

　
高
等
支
援
学
校
桃
花
台
学
園
を
進
路

先
の
一
つ
と
し
て
検
討
し
て
い
る
中
学
３

年
生
を
対
象
に
学
校
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
（※

中
学
３
年
生
以
外
を
対
象
と
し
た

説
明
会
は
９
月
以
降
に
開
催
予
定
）。
詳

細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
①
５
月
８
日
㈮

　
②
５
月
19
日
㈫ 

　
③
５
月
22
日
㈮

　
④
６
月
30
日
㈫

　
⑤
７
月
10
日
㈮

　
い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

 

■場 

県
立
高
等
支
援
学
校
桃
花
台
学
園

 

■対 

中
学
３
年
生
・
特
別
支
援
学
校
中
学

　
部
３
年
生
（
既
卒
者
を
含
む
）
と
そ
の

　
保
護
者
、
市
町
村
教
育
委
員
会
お
よ
び

　
学
校
関
係
職
員

申
込
方
法
　
通
学
し
て
い
る
各
学
校
よ
り

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
高
等
支
援
学
校
桃
花
台
学
園

　
☎
０
５
５‒

２
６
３‒

７
７
６
０

　（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
で
あ
る

「
令
和
７
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」

の
支
援
を
受
け
「
鐘
山
連
合
自
治
会
」
が
、

自
治
会
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
交
流
を
深
め
る

た
め
の
機
会
を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
照
明
器
具
な
ど
の
備
品
を
整
備
し
ま

し
た
。

問
市
民
協
働
推
進
課
　
内
線
２
０
３

　
広
報
の
文
字
が
見
え
に
く
い
方
や
視
覚

に
障
害
の
あ
る
方
に
も
生
活
に
役
立
つ
市

か
ら
の
大
切
な
情
報
が
届
く
よ
う
、
５
月

か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
広
報
誌
の
内
容

が
音
声
で
聞
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
富
士
吉
田
市
点
字
図
書
館
で
は

見
え
な
い
方
や
見
え
に
く
い
方
に
、
広
報

誌
の
読
み
上
げ
デ
ー
タ
を
Ｃ
Ｄ
に
収
め
無

料
で
郵
送
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は

社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※

録
音
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
協
力
で

行
っ
て
い
る
た
め
、
読
み
間
違
え
な
ど
が

あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
協
議
会
　
☎
（23）-

８
１
０
５

　
市
民
協
働
推
進
課
　
☎
内
線
２
１
４

　
本
教
室
（
わ
く
わ
く
教
室
）
は
、
放
課

後
の
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
の
た
め
に

開
設
さ
れ
ま
し
た
。
特
別
な
資
格
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。子
ど
も
が
大
好
き
な
方
で
、

活
動
の
見
守
り
や
サ
ポ
ー
ト
、
学
習
支
援

が
で
き
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
月
〜
金
曜
日
　※

都
合
が
つ
く
日

　
午
後
２
時
頃
〜
５
時
30
分

 

■場 

下
一
小
・
下
二
小
・

　
吉
西
小
・
富
士
小

報
酬
　
あ
り

問
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
２
２

　
富
士
吉
田
市
視
覚
障
害
者
協
会
で
は
、

視
覚
に
障
害
の
あ
る
方
や
そ
の
家
族
、
協

会
の
活
動
に
ご
理
解
・
ご
協
力
い
た
だ
け

る
賛
助
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
当
協

会
は
、
富
士
北
麓
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

を
対
象
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
会
員
同
士

の
交
流
や
情
報
交
換
、
福
祉
制
度
に
関
す

る
情
報
提
供
な
ど
を
通
じ
て
、
皆
さ
ん
が

地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、定
期
総
会
を
は
じ
め
、短
歌

教
室
や
パン
作
り
体
験
、
バ
ス
旅
行
、
忘
年

会
な
ど
を
開
催
し
、
和
や
か
に
交
流
と
親

睦
を
深
め
ま
し
た
。本
会
の
活
動
に
関
心

の
あ
る
方
は
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
入
会
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
本
協
会
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

居
住
地
　
富
士
吉
田
市・富
士
河
口
湖
町
・

西
桂
町
・
忍
野
村
・
山
中
湖
村
・
鳴
沢
村

問
視
覚
障
害
者
協
会
（
社
会
福
祉
協
議
会

内
）☎：
（23）-

８
１
０
５

メ
ー
ル
：f.shakyo@

fgo.jp
(

件
名
に「
視
覚
協
問
い
合
わ
せ
」と
記
入)

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

https://yam
ashikyo.sakura.ne.jp/

日 

６
月
28
日
㈰

 

■場 

富
士
吉
田
商
工
会
議
所

受
験
料
　
１
級
２
，
８
０
０
円
、

　
　
　
　
２
級
２
，
０
０
０
円
、

　
　
　
　
３
級
１
，
８
０
０
円
、

　
　
　
　
４
〜
６
級
１
，
２
０
０
円
、

　
　
　
　
７
〜
８
級
１
，
０
０
０
円

申
込
期
間
　
５
月
11
日
㈪
〜
21
日
㈭

問
富
士
吉
田
商
工
会
議
所

　
☎
（24）-

７
１
１
１

日
５
月
16
日
㈯ 

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

 

■場 

Ｑ-

Ｓ
Ｔ
Ａ
３
階
　
イ
ベン
ト
ス
ペ
ー
ス

内
容
　
血
圧
酸
素
飽
和
度
測
定
・Ｉ
Ｎ
Ｂ

Ｏ
Ｄ
Ｙ
に
よ
る
体
組
成
分
析
・
看
護
学
校

進
学
相
談
　
な
ど

 

■￥ 

無
料
　※

予
約
不
要
で
す

問
市
立
看
護
専
門
学
校 

☎
（24）-

８
７
５
６

日
５
月
27
日
㈬

　
午
後
１
時
30
分

 

■場 

市
民
会
館
３
階
　
小
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
　
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
に
お
け
る
予
防

医
学
と
健
康
意
識
の
向
上

講
師
　（
一
社
）
ふ
じ
ざ
く
ら
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
　
Ｇ
Ｍ
五
十
嵐
雅
彦
氏

受
講
料
　
無
料
　※

申
し
込
み
不
要
で
す

市
民
大
学
生
以
外
の
方
も
参
加
で
き
ま
す

問
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
２
３

　
市
で
は
、
中
小
企
業
の
皆
さ
ん
の
事
業

経
営
に
必
要
な
資
金
調
達
を
支
援
し
、
企

業
の
飛
躍
を
後
押
し
す
る
た
め
「
小
口
資

金
融
資
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
の

制
度
は
、
市
が
山
梨
県
信
用
保
証
協
会
に

資
金
を
特
別
寄
託
す
る
こ
と
で
、
金
融
機

関
を
通
じ
て
低
利
で
融
資
を
受
け
ら
れ
る

仕
組
み
で
す
（
原
則
と
し
て
、
同
協
会
の

保
証
付
き
融
資
と
な
り
ま
す
）。

　
今
年
度
は
、
市
場
の
動
向
を
踏
ま
え
て

利
息
を
０
．
２
％
引
き
上
げ
、
お
支
払
い

い
た
だ
い
た
利
子
に
対
し
て
、
年
50
％
利

子
補
給
を
実
施
し
ま
す
。

融
資
対
象

　
①
〜
⑤
の
全
て
を
満
た
す
も
の

①
市
内
に
１
年
以
上
店
舗
、
工
場
、
事
業

　
所
の
い
ず
れ
か
を
有
し
て
い
る
企
業

②
市
内
に
１
年
以
上
居
住
し
て
い
る
個
人

　
で
、
か
つ
市
内
に
店
舗
、
工
場
、
事
業

　
所
の
い
ず
れ
か
を
有
し
て
い
る
こ
と

③
資
本
金
の
額
ま
た
は
出
資
の
総
額
が
　

　
５
，
０
０
０
万
円
以
下
の
企
業
で
、
か

　
つ
常
時
使
用
す
る
従
業
員
が
50
人
（
商

　
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
は
10
人
）
以
下
の
企

　
業
ま
た
は
個
人

④
市
税
を
完
納
し
て
い
る
企
業
ま
た
は
個

　
人

⑤
山
梨
県
信
用
保
証
協
会
の
保
証
対
象
業

　
種
で
あ
る
企
業
ま
た
は
個
人

利
率
（
固
定
金
利
）

問
商
工
振
興
課
　
☎
内
線
４
０
２・４
０
３

　
市
が
各
ご
家
庭
に
貸
与
し
て
い
る
水
道

メ
ー
タ
ー
は
、
計
量
法
に
よ
り
８
年
ご
と

の
交
換
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
有
効
期

限
を
迎
え
る
メ
ー
タ
ー
を
対
象
に
、
順
次

交
換
作
業
を
実
施
し
ま
す
。
交
換
に
か
か

る
費
用
は
原
則
無
料
で
す
。た
だ
し
、メ
ー

タ
ー
周
辺
の
漏
水
や
止
水
栓
の
不
良
な
ど

が
あ
り
、
特
別
な
修
繕
・
改
良
工
事
が
必

要
と
な
る
場
合
に
は
、
実
費
の
負
担
を
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
対
象

の
ご
家
庭
に
送
付
さ
れ
る
「
メ
ー
タ
ー
交

換
の
お
知
ら
せ
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

交
換
時
期
、
対
象
地
区

奇
数
月
検
針
地
区
：

　
５
月
19
日
㈫
〜
６
月
17
日
㈬
、

　
７
月
16
日
㈭
〜
８
月
12
日
㈬

偶
数
月
検
針
地
区
：

　
６
月
17
日
㈬
〜
７
月
16
日
㈭
、

　
８
月
12
日
㈬
〜
９
月
17
日
㈭

※

期
間
内
に
交
換
で
き
な
か
っ
た
場
合

は
、
日
程
調
整
し
後
日
交
換
に
伺
い
ま
す

交
換
の
流
れ

①
対
象
の
お
宅
に
交
換
期
間
開
始
２
週
間

前
を
目
安
に
オ
レ
ン
ジ
の
ハ
ガ
キ
で
「
メ
ー

タ
ー
交
換
の
お
知
ら
せ
」
を
郵
送
し
ま
す

②
身
分
証
を
携
帯
し
た
作
業
員
が
連
絡
・

訪
問
し
ま
す

③
メ
ー
タ
ー
交
換
作
業
を
行
い
ま
す
。
作

業
時
間
は
30
〜
60
分
で
す
　※

作
業
中
は

水
道
を
使
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

問
上
下
水
道
管
理
課
　
☎
内
線
６
１
３

　
上
下
水
道
工
務
課
　
☎
内
線
６
５
６

　
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
、
い

つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
情
報
を
確
認
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
将
来
の
年
金
見
込
額

の
試
算
な
ど
、
便
利
な
機
能
が
揃
っ
て
い

ま
す
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
で
き
る
こ
と

・
年
金
記
録
の
確
認

・
将
来
の
年
金
見
込
額
の
試
算

・
保
険
料
の
納
付
（
Ｐａｙ-

ｅａｓｙ
）

・
各
種
通
知
書
の
確
認
（
年
金
振
込
通
知

　
書
、
年
金
額
改
定
通
知
書
な
ど
）

・
公
的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票
、
社
会

　
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証

　
明
書
な
ど
の
再
交
付
申
請

・
国
民
年
金
保
険
料
・
納
付
猶
予
申
請
な

　
ど
の
届
書
の
作
成
・
印
刷
な
ど

・
持
ち
主
不
明
の
年
金
記
録
の
検
索

※
利
用
に
は
事
前
の
登
録
が
必
要
で
す
　

※

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な

　
い
方
も
ご
利
用
で
き
ま
す

問
日
本
年
金
機
構
大
月
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
７
０-

０
５
８-

５
５
５

　
市
民
課
　
☎
内
線
１
４
６

　
市
内
産
の
野
菜
苗
と
花
壇
苗
を
格
安
で

販
売
し
ま
す
。
市
内
で
育
て
ら
れ
た
苗
は

と
っ
て
も
丈
夫
で
簡
単
に
育
て
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
庭
先
や
ベ
ラ
ン
ダ
の
ち
ょっ
と
し
た
ス
ペ
ー

ス
を
活
用
し
て
、
お
い
し
い
野
菜
や
き
れ
い

な
花
を
自
分
の
手
で
育
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
５
月
18
日
㈪

　
上
吉
田
・
下
吉
田
コ
ミ
セ
ン

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
明
見
コ
ミ
セ
ン
・
寿
町
会
館
駐
車
場

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
市
役
所
中
庭

　
午
後
５
時
15
分
〜
６
時
15
分

販
売
種
類
　
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
ナ
ス
、
ピ
ー

マ
ン
、
シ
シ
ト
ウ
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
、

な
ん
ば
ん
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
花
苗
な
ど
。
お

得
な
セ
ッ
ト
販
売
も
あ
り
ま
す
。

問
農
林
課
　
☎
内
線
４
１
２

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

　
事
前
予
約
制
で
、
月
に
一
回
土
曜
日
に

受
け
取
り
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
交

付
を
希
望
す
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
予
約

を
お
願
い
し
ま
す
。

日
５
月
16
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
正
午
　

申
込
締
切
日
　
５
月
15
日
㈮

問
市
民
課
　
☎
内
線
４
５
５

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
出
張
申
請

　
市
役
所
に
行
く
こ
と
な
く
、
指
定
の
場

所
に
ス
タ
ッ
フ
が
出
張
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
作
る
た
め
の
写
真
撮
影
や
申
請

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。受
け
取
り
方
法
も
、

市
役
所
来
庁
か
郵
送
を
選
択
で
き
ま
す
。

 

■対 

企
業
や
施
設
、
サ
ー
ク
ル
や
学
校
な
ど

　
概
ね
５
名
以
上
の
申
請
が
見
込
ま
れ
る

　
団
体

出
張
申
請
可
能
日
時
　
火
〜
金
曜
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

※

持
ち
物
、
日
程
な
ど
は
事
前
に
打
ち
合

わ
せ
を
し
ま
す

問
市
民
課
　
☎
内
線
４
５
５

日
５
月
16
日
㈯
　
午
後
２
時
〜
４
時

 

■場 

市
民
会
館
　
小
ホ
ー
ル

 

■￥ 

無
料
　※

申
し
込
み
は
不
要
で
す

講
師
　
堀
内
詔
子
氏
（
衆
議
院
議
員
）、　

　
　
　
川
越
一
磨
氏
　
ほ
か

問
☎
０
９
０-

２
６
５
６-

７
５
７
２  

和
光

紙
類
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
日

　
紙
類
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
は
、各

地
区
１
週
間
お
き
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

 

収
集
日
は
、毎
月
の
広
報
誌
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

デ
ー
タ
放
送
、富
士
吉
田
市
防
災
ア
プ
リ

な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、お
近
く
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
自
治
会
が
行
う
資
源
物
回
収
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
の
戸
別
有
料
収
集

　
粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集
（
有
料
）
を
行

い
ま
す
。
収
集
で
き
な
い
物
や
収
集
品
目

の
数
え
方
は
、
ご
み
分
別
マ
ニ
ュ
ア
ル
ま

た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
も
申
し
込

み
で
き
ま
す
。

※

最
大
９
個
ま
で

※

各
日
、
先
着
12
件
で
す

問
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
　
☎
（22）
０
０
３
０

■期 

５
月
１
日
㈮
〜
31
日
㈰

　
自
転
車
は
「
車
の
仲
間
」
で
す
。
４
月

か
ら
自
転
車
の
交
通
違
反
に
対
し
て
も
新

た
に
反
則
金
制
度
「
青
切
符
」
が
導
入
さ

れ
、取
り
締
ま
り
が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、全
て
の
自
転
車
利
用
者
を
対
象
に
、

乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
努
力
義
務

化
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
故
に
よ
る
被
害
を

軽
減
す
る
た
め
、
乗
車
時
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
着
用
す
る
と
と
も
に
、保
護
者
の
方
は
、

児
童
や
幼
児
が
運
転
す
る
際
に
も
必
ず
着

用
さ
せ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
自
転
車
の
飲
酒
運
転
は
重
大
な

事
故
に
つ
な
が
る
非
常
に
危
険
な
「
違
法

行
為
」
で
す
。
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
、
絶
対

に
自
転
車
を
運
転
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
ご
自
身
や
ご
家
族
の
命
を
守
る
た
め
、

今
ま
で
以
上
に
交
通
ル
ー
ル
を
厳
守
し
、

安
全
な
利
用
に
努
め
、
自
転
車
安
全
利
用

五
則
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

１
．
車
道
が
原
則
、
左
側
を
通
行
、

　
　
歩
道
は
例
外
、
歩
行
者
を
優
先

２
．
交
差
点
で
は
信
号
と
一
時
停
止
を

　
　
守
っ
て
、
安
全
確
認

３
．
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

４
．
飲
酒
運
転
は
禁
止

５
．
ヘル
メ
ッ
ト
を
着
用

問
安
全
対
策
課
　
☎
内
線
２
２
１

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在

で
原
動
機
付
自
転
車
・
軽
自
動
車
・
小
型

特
殊
自
動
車
・
二
輪
の
小
型
自
動
車
の
所

有
し
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。納
期

限
は
６
月
１
日
㈪
で
す
。期
限
内
の
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。　※

令
和
８
年
４
月
の

環
境
性
能
割
廃
止
に
伴
い
、
名
称
が「
軽
自

動
車
税（
種
別
割
）」か
ら「
軽
自
動
車
税
」

に
変
わ
り
ま
し
た
。

軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書

　
車
検
が
必
要
な
車
両
は
す
べ
て
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
納
付
情
報
を
確
認
で
き
る
シ
ス

テ
ム
（
軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
）
に
対
応
し
て
い
る

た
め
、
車
検
時
の
納
税
証
明
書
の
提
示
は

原
則
不
要
で
す
。
た
だ
し
、
納
付
方
法
や

直
近
の
納
付
状
況
に
よ
っ
て
は
証
明
書
が

必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
取
得
方

法
な
ど
詳
細
は
、
税
務
課 

証
明
担
当
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度

　
身
体
障
害
者
な
ど
の
移
動
手
段
と
し
て

使
用
す
る
軽
自
動
車
な
ど
で
、
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
税
の
減
免
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
６
月
１
日
㈪
ま
で
に
税

務
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
期
日
を
過

ぎ
る
と
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
詳
細
は
税
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
税
務
課

　
課
税
・
減
免
に
関
す
る
こ
と

　
市
民
税
担
当
　
☎
内
線
１
１
９
・
１
２
４

　
納
税
証
明
に
関
す
る
こ
と

　
証
明
担
当
　
☎
内
線
１
２
３

　
納
税
・
口
座
振
替
に
関
す
る
こ
と

　
収
税
課
　
☎
内
線
１
２
１
・
１
２
２

Information scramble

お
知
ら
せ

募
　
集

保
健
・
福
祉

お
知
ら
せ

募
　
集

保
健
・
福
祉

お
知
ら
せ

スクランブル

情
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
か
ら

自
転
車
等
の
安
全
適
正
利
用

推
進
運
動

軽
自
動
車
税
納
税

通
知
書
を

発
送
し
ま
す

催
し
物

催
し
物

（料金表）
1個
2個
3個
4個
5個

申込締切日
5月11日（月）
5月18日（月）
6月  1日（月）

6個
7個
8個
9個

収集日
5月22日（金）
5月29日（金）
6月12日（金）

3,950円
4,700円
5,450円
6,200円

1,300円
1,500円
1,700円
2,450円
3,200円

●障害に関する相談
月～金曜日 午前8時30分～午後5時15分
市役所1階　ふじのわ　☎ 28-6255
e-mail:fujinowa@snow.ocn.ne.jp

●就職職業相談
　（生活困窮者・ひとり親家庭）
19日（火）　午前9時～正午
市役所1階福祉相談室
問合せ■福祉課　☎内線 199

●妊娠相談ほっとライン
　（思いがけない妊娠など）
月～金曜日 午前８時30分～午後5時15分
子育て支援センター1階　※電話相談も可
問合せ■こども家庭センター　☎ 22-1632

●消費生活・多重債務相談
月～金曜日（祝日を除く）　午前9時～正午　
午後1時～4時30分
富士吉田市消費生活センター
（市役所東庁舎1階）
☎ 22-1577（相談専用）

●年金相談
28日（木）午前9時30分～午後4時
富士吉田商工会議所
（大月年金事務所職員）※事前予約制
予約連絡先■☎ 0554-22-3811

●知的財産
12日（火）　午後1時～4時
富士吉田商工会議所（弁理士三原秀子氏）
☎ 24-7111
※要事前予約（開催日前週の金曜日
　午前中まで）

●行政相談
20日（水）　午後2時～4時　
市役所本庁舎3階小会議室 ※予約不要
問合せ■市民協働推進課　☎内線 203

●不動産相談
20日（水）午後1時～4時
市役所本庁舎2階　東会議室
※予約不要
問合せ■市民協働推進課　☎内線 203

●人権・身上相談
第2・5金曜日 午後1時～4時
市役所1階相談室
問合せ■福祉課　☎内線 161

●女性相談（配偶者による暴力など）
月曜日　午前9時～正午
火～金曜日　午前9時～午後4時
市役所1 階福祉課　※電話相談も可
問合せ■福祉課　☎内線 164

●ひきこもり相談
月～金曜日（祝日除く）　午前8時30分～
午後5時15分　※電話相談も可
市役所1 階　※県のLINE 相談あり
問合せ■福祉課　☎内線161

●家庭児童相談
月～金曜日　午前9時～午後4時
子育て支援センター1階　※電話相談も可
問合せ■こども家庭センター　☎内線 562

●記帳・税務相談
20日（水）　午前10時～午後4時　
富士吉田商工会議所　☎ 24-7111
※相談対象：会員

●法律相談
7日（木）・19日（火）
6月2日（火）・16日（火）
午後1時～4時 市役所本庁舎3階小会議室
◎予約制（電話で事前予約／1人20分間、
　1日9人まで）
◎相談日の1カ月前から受け付けます。
対象は市民の方のみで、相談内容は1人1件
とし、代理人による相談はご遠慮ください。
問合せ■市民協働推進課　☎内線 203

●司法書士相談
（山梨県司法書士会富士吉田支部）
11日（月）　午後1時～4時  ※予約不要
市役所本庁舎2階東会議室
問合せ■市民協働推進課　☎内線 203

●就学相談・教育相談
毎週月～金曜日（要予約） 
午前9時～午後５時　市役所東庁舎4階
※電話相談も可
☎ 0120-24-7044
問合せ■教育研修所　☎内線 504

●税の無料相談
13日（水） 午後1時～4時 市役所本庁舎1階
相談室　※相談は事前予約制（開催日前日
の午前中までです）
予約連絡先■東京地方税理士会大月支部
事務局　☎ 22-8481
問合せ■収税課　☎内線121

無料相談

問問合せ ■対 対象

■¥ 費用 ■定 定員 ■持 持ち物
■期 期日 ■場 場所 ■住 住所

日日時

ま
せ
ん
か
？

　
会
員
登
録
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
も

ち
ろ
ん
、
既
に
会
員
登
録
済
み
で
講
習
が

ま
だ
の
方
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
活

動
を
始
め
る
に
は
、
お
子
さ
ん
を
安
全
に

お
預
か
り
す
る
た
め
、「
活
動
に
入
る
た
め

の
講
習
会
」
の
受
講
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

日
６
月
１
日
㈪
　
午
前
９
時
〜
正
午

　※

受
付
：
８
時
45
分

 

■場 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
３
階  

学
習
室

 

■￥ 

無
料

　※

受
講
申
し
込
み
時
に
託
児
の
希
望
あ

れ
ば
お
申
し
出
く
だ
さ
い
（
無
料
）

問
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　
☎
内
線
５
８
０

　
私
た
ち
に
身
近
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
も
、Ａ
Ｉ
が
そ
の
人
の
閲
覧
履
歴
を
分

析
し
て
興
味
の
あ
り
そ
う
な
広
告
を
優
先

的
に
表
示
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
理
解
し
な
い
ま
ま
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な
が
る
事
例
が
増
え
て
い

ま
す
。

　
目
に「
見
え
る
情
報
」だ
け
で
な
く
、そ
の

後
ろ
に
Ａ
Ｉ
の「
見
え
な
い
仕
組
み
」が
あ

る
こ
と
を
知
り
、冷
静
に
判
断
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

■
５
月
の「
消
費
者
月
間
」に
あ
わ
せ
て
、富

士
吉
田
市
立
図
書
館
に
消
費
生
活
に
関
す

る
展
示
ブ
ー
ス
を
設
置
し
ま
す
。消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
を
映
像
や
書
籍
な
ど
で
紹
介
し
ま

す
の
で
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

　
　

相
談
専
用
電
話
■
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎ 

（22）-

１
５
７
７

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン「
１
８
８
」

相
談
受
付
時
間
■
午
前
９
時
〜
正
午
、

　
　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

問
商
工
振
興
課
　
内
線
４
０
５

基 

礎
知
識

消
費
者
の

テ
ー
マ「
見
え
る
情
報 

見
え
な
い
仕
組
み

　
　
　     

〜
Ａ
Ｉ
時
代
の
消
費
者
力
〜
」

５
月
は
消
費
者
月
間
で
す
！

５月の紙類ごみステーション収集日

日 月 火 水 木 金 土

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24

31

25 26 27 28 29 30

１ ２
収
集
あ
り

収
集
な
し



29 広報ふじよしだ   5月号

日
５
月
17
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

■場 

富
士
山
レ
ー
ダ
ー
ド
ー
ム
館

 

■￥ 

無
料

内
容
　
車
両
展
示
、
消
火
体
験
、
乗
車
体

験
、グ
ッ
ズ
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
子
ど
も
限
定
）、

新
聞
紙
で
つ
く
ろ
う
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、

マ
ル
シ
ェ
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
（
３
つ
の
ス

タ
ン
プ
を
集
め
る
と
富
士
山
レ
ー
ダ
ー

ド
ー
ム
館
入
館
料
無
料
＆
消
防
カ
レ
ー
の

試
食
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
　※

限
定
２
５
０
食
）

問
富
士
山
レ
ー
ダ
ー
ド
ー
ム
館

　
☎
（20）-

０
２
２
３

日
５
月
23
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
40
分

 

■場 

昭
和
医
科
大
学
富
士
吉
田
校
舎

　
ス
ク
エ
ア
ガ
ー
デ
ン

テ 

ー 

マ
　
①
人
生
１
０
０
年
時
代
を
楽

し
く
生
き
る
「
賢
い
生
活
術
」

②
筋
肉
は
裏
切
ら
な
い
！
10
歳
若
返
る
た

め
の
「
得
す
る
筋
ト
レ
」

講
師

①
山
岸
昌
一
氏
（
昭
和
医
科
大
学
教
授
）

②
林
友
則
氏
（
昭
和
医
科
大
学
講
師
）

 

■定 

先
着
２
０
０
名

受
講
料
　
無
料

送
迎
バ
ス

①
市
役
所
玄
関
前
　
午
後
１
時
発

②
富
士
山
駅
前
（
魚
民
前
）

　
午
後
１
時
10
分
発

③
ス
ク
エ
ア
ガ
ー
デ
ン
前

　
午
後
３
時
45
分
発

 

■持 

上
履
き

申
込
方
法
　
電
話

　※

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
氏
名
・

　
連
絡
先
・
送
迎
バ
ス
利
用
の
有
無
を
ご

　
連
絡
く
だ
さ
い

　※

講
座
終
了
後
、
受
講
証
を
お
渡
し
し

　
ま
す

申
込
期
限
　
５
月
22
日
㈮

問
昭
和
医
科
大
学
富
士
吉
田
校
舎

　
事
務
課
　
☎
（22）‒

４
４
０
３

日
５
月
20
日
㈬

　
午
後
１
時
〜
４
時

 

■場 

Ｑ-

Ｓ
Ｔ
Ａ
地
下
１
階

相
談
内
容
　
相
続
・
遺
言
な
ど
各
種
相
談

　※

書
類
の
作
成
・
審
査
な
ど
は
で
き
ま

　
　
せ
ん

申
込
方
法
　
電
話
　※

要
予
約

問
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５-

２
５
３-

２
３
７
６

中
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

日
５
月
20
日
〜
７
月
22
日

　（
毎
週
水
　
全
10
回
）

　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

 

■場 

鐘
山
総
合
体
育
館
　
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

 

■対 

小
学
６
年
生
と
中
学
１
・
２
年
生

 

■持 

屋
内
用
シ
ュ
ー
ズ
、
飲
み
物
、
ラ
ケ
ッ
ト

　※

貸
出
あ
り

 

■定 

15
名

 

■￥ 

５
，
０
０
０
円

自
然
を
歩
こ
う
！

ノ
ル
デ
ィッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
体
験
教
室

日
５
月
20
日
㈬

　
午
前
９
時
30
分
〜
１
時
間
程
度

 

■場 

富
士
散
策
公
園

 

■対 

ど
な
た
で
も

 

■定 

20
名

 

■￥ 

５
０
０
円

 

■持 

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
運
動
の
で
き
る
服

　 

装
、
履
き
な
れ
た
運
動
靴

ふ
れ
あ
い
柔
道
教
室

日
５
月
16
日
〜
６
月
20
日

　（
毎
週
土
　
全
６
回
）

　
午
後
２
時
〜
３
時

 

■場 

下
吉
田
コ
ミ
セ
ン

 

■対 

小
学
生

 

■定 

20
名

服
装
　
動
き
や
す
い
服
装

 

■￥ 

１
，
０
０
０
円
　※

保
険
料

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
初
心
者
講
習
会

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用
に
は
初
回
講

習
（
無
料
）
の
受
講
が
必
要
で
す
。

日
５
月
12
日
㈫

　
午
前
10
時
30
分

　
20
・
27
日
㈬

　
午
後
６
時
15
分

　
２
・
23
・
30
日
㈯

　
午
後
３
時
30
分

 

■対 

高
校
生
以
上
　※

完
全
予
約
制

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
（24）-

３
６
３
３

　
通
常
は
ご
覧
い
た
だ
け
な
い
昭
和
医
科

大
学
第
一
医
薬
資
源
園
お
よ
び
富
士
山
麓

自
然
・
生
物
研
究
所
を
特
別
一
般
公
開
し

ま
す
。
園
内
で
は
生
薬
の
原
料
と
な
る
植

物
や
植
物
標
本
、
希
少
植
物
の
苗
を
見
学

で
き
る
ほ
か
、
専
門
家
に
よ
る
解
説
も
行

い
ま
す
。

日
６
月
７
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
正
午

■場 

昭
和
医
科
大
学
富
士
吉
田
キ
ャ
ン
パ
ス

　
第
一
医
薬
資
源
園

問
昭
和
医
科
大
学

　
富
士
山
麓
自
然
・
生
物
研
究
所
　
　
　

　
☎
（24）-

１
１
８
６

　
研
究
所
内
の
研
究
者
に
よ
る
富
士
山
に

関
す
る
こ
と
を
学
ぶ
講
座
で
す
。

日
６
月
13
日
㈯

　
午
後
１
時
15
分
〜
３
時
30
分

 

■場 

富
士
山
科
学
研
究
所

テ
ー
マ

①「
登
山
リ
ス
ク
に
つ
い
て
考
え
る

　‒

高
山
病
と
転
倒‒

」

②「
登
山
道
の
火
山
防
災
を
考
え
る

　‒

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
の
通
信
網‒

」

講
師
　
①
宇
野
忠
氏
　
②
本
多
亮
氏

 

■￥ 

無
料

申
込
方
法
　
電
話

問
富
士
山
科
学
研
究
所

　
☎
（72）ｰ

６
２
０
６

日
５
月
10
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

■場 

ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク

内
容

※

雨
天
時
は
内
容
に
変
更
が
あ
り
ま
す

富
士
の
麓
で
サ
フ
ァ
リ
ト
レ
イ
ン
に
乗
ろ
う
！

 

■￥ 

無
料

動
物
ふ
わ
ふ
わ(

３
種
類)

 

■￥ 

無
料

ア
ル
パ
カ
ふ
れ
あ
い
動
物
園

　
今
年
は
ア
ル
パ
カ
が
や
っ
て
く
る
！
他
に

も
ウ
サ
ギ
・
モ
ル
モ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ

ホ
ワ
イ
ト
な
ど
の
可
愛
ら
し
い
動
物
が
集

合
し
ま
す
。

 

■￥ 

無
料

　※

１
時
間
完
全
ク
ロ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す

地
元
の
野
菜
苗
・
花
苗
の
特
別
販
売

野
菜
（
ミ
ニ
ト
マ
ト
・
き
ゅ
う
り
・
し
そ

な
ど
）　
花（
ベ
ゴ
ニ
ア・マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
・

多
肉
植
物
な
ど
）

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
販
売

　
各
イ
ベ
ン
ト
の
合
間
に
楽
し
め
る
フ
ー

ド
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

問
観
光
振
興
サ
ー
ビ
ス

　
☎
（21）-

１
０
０
０

　
本
市
で
は
、
子
育
て
を
地
域
で
支
え
合

う
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・セ
ン
タ
ー
」

の
援
助
活
動
（
お
子
さ
ん
の
預
か
り
・
送

迎
な
ど
）
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
市
民
の

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
資
格
は
不
要
で
す

　
子
育
て
経
験
や
意
欲
が
あ
る
方
な
ら
ど

な
た
で
も
大
歓
迎
で
す
。

◆
報
酬
が
あ
り
ま
す

　
活
動
内
容
に
応
じ
た
謝
礼
（
利
用
料
）

が
支
払
わ
れ
ま
す
。

※

平
日
、
午
前
７
時
〜
午
後
７
時
に
お
子

さ
ん
１
人
預
か
り
で
報
酬
費
は
１
時
間

１
，
０
０
０
円
で
す
。
お
預
か
り
の
状
況

に
よ
り
金
額
が
変
わ
り
ま
す
。

◆
保
険
加
入
で
安
心

　
活
動
中
の
万
が
一
の
事
故
に
備
え
、
市

で
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

◆
無
理
の
な
い
範
囲
で

　「
で
き
る
時
に
、
で
き
る
活
動
を
」
が

基
本
で
す
。
ご
自
身
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
合
わ
せ
て
活
動
い
た
だ
け
ま
す
。

　「
子
ど
も
が
好
き
」「
空
い
た
時
間
を
地

域
の
た
め
に
活
か
し
た
い
」
と
い
う
方
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
講
習
会
へ
参
加
し
て
み

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
の
指
定

　
指
定
工
事
店
が
新
た
に
１
件
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

事
業
者
名
　
株
式
会
社
渡
邉
総
建

代
表
者
　
渡
邉
　
博
樹

 

■住 

甲
府
市
大
里
町
１
４
８
番
地
14

☎ 

０
８
０-

７
９
３
８-

２
１
３
８

下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
店
の
指
定

　
指
定
工
事
店
が
新
た
に
２
件
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

事
業
者
名
　
横
谷
設
備

代
表
者
名
　
横
谷
　
正
渡

 

■住 

笛
吹
市
石
和
町
河
内
２
５
９-

１０

☎ 

０
５
５-

２
６
２-

１
８
２
２

事
業
者
名
　
株
式
会
社
渡
邉
総
建

代
表
者
名
　
渡
邉
　
博
樹

 

■住 

甲
府
市
大
里
町
１
４
８
番
地
１４

☎ 

０
８
０-

７
９
３
８-

２
１
３
８

　
下
水
道
へ
の
接
続
工
事
や
給
水
装
置
工

事
は
、
市
の
指
定
証
の
交
付
を
受
け
た
指

定
工
事
店
し
か
施
工
し
て
は
い
け
ま
せ
ん

の
で
、
依
頼
す
る
と
き
は
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

問
上
下
水
道
管
理
課
　
☎
内
線
６
１
３

問
上
下
水
道
工
務
課
　
☎
内
線
３
３
２

　
高
等
支
援
学
校
桃
花
台
学
園
を
進
路

先
の
一
つ
と
し
て
検
討
し
て
い
る
中
学
３

年
生
を
対
象
に
学
校
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
（※

中
学
３
年
生
以
外
を
対
象
と
し
た

説
明
会
は
９
月
以
降
に
開
催
予
定
）。
詳

細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
①
５
月
８
日
㈮

　
②
５
月
19
日
㈫ 

　
③
５
月
22
日
㈮

　
④
６
月
30
日
㈫

　
⑤
７
月
10
日
㈮

　
い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

 

■場 

県
立
高
等
支
援
学
校
桃
花
台
学
園

 

■対 

中
学
３
年
生
・
特
別
支
援
学
校
中
学

　
部
３
年
生
（
既
卒
者
を
含
む
）
と
そ
の

　
保
護
者
、
市
町
村
教
育
委
員
会
お
よ
び

　
学
校
関
係
職
員

申
込
方
法
　
通
学
し
て
い
る
各
学
校
よ
り

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
高
等
支
援
学
校
桃
花
台
学
園

　
☎
０
５
５‒

２
６
３‒

７
７
６
０

　（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
で
あ
る

「
令
和
７
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」

の
支
援
を
受
け
「
鐘
山
連
合
自
治
会
」
が
、

自
治
会
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
交
流
を
深
め
る

た
め
の
機
会
を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
照
明
器
具
な
ど
の
備
品
を
整
備
し
ま

し
た
。

問
市
民
協
働
推
進
課
　
内
線
２
０
３

　
広
報
の
文
字
が
見
え
に
く
い
方
や
視
覚

に
障
害
の
あ
る
方
に
も
生
活
に
役
立
つ
市

か
ら
の
大
切
な
情
報
が
届
く
よ
う
、
５
月

か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
広
報
誌
の
内
容

が
音
声
で
聞
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
富
士
吉
田
市
点
字
図
書
館
で
は

見
え
な
い
方
や
見
え
に
く
い
方
に
、
広
報

誌
の
読
み
上
げ
デ
ー
タ
を
Ｃ
Ｄ
に
収
め
無

料
で
郵
送
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は

社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※

録
音
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
協
力
で

行
っ
て
い
る
た
め
、
読
み
間
違
え
な
ど
が

あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
協
議
会
　
☎
（23）-

８
１
０
５

　
市
民
協
働
推
進
課
　
☎
内
線
２
１
４

　
本
教
室
（
わ
く
わ
く
教
室
）
は
、
放
課

後
の
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
の
た
め
に

開
設
さ
れ
ま
し
た
。
特
別
な
資
格
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。子
ど
も
が
大
好
き
な
方
で
、

活
動
の
見
守
り
や
サ
ポ
ー
ト
、
学
習
支
援

が
で
き
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
月
〜
金
曜
日
　※

都
合
が
つ
く
日

　
午
後
２
時
頃
〜
５
時
30
分

 

■場 

下
一
小
・
下
二
小
・

　
吉
西
小
・
富
士
小

報
酬
　
あ
り

問
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
２
２

　
富
士
吉
田
市
視
覚
障
害
者
協
会
で
は
、

視
覚
に
障
害
の
あ
る
方
や
そ
の
家
族
、
協

会
の
活
動
に
ご
理
解
・
ご
協
力
い
た
だ
け

る
賛
助
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
当
協

会
は
、
富
士
北
麓
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

を
対
象
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
会
員
同
士

の
交
流
や
情
報
交
換
、
福
祉
制
度
に
関
す

る
情
報
提
供
な
ど
を
通
じ
て
、
皆
さ
ん
が

地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、定
期
総
会
を
は
じ
め
、短
歌

教
室
や
パン
作
り
体
験
、
バ
ス
旅
行
、
忘
年

会
な
ど
を
開
催
し
、
和
や
か
に
交
流
と
親

睦
を
深
め
ま
し
た
。本
会
の
活
動
に
関
心

の
あ
る
方
は
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
入
会
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
本
協
会
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

居
住
地
　
富
士
吉
田
市・富
士
河
口
湖
町
・

西
桂
町
・
忍
野
村
・
山
中
湖
村
・
鳴
沢
村

問
視
覚
障
害
者
協
会
（
社
会
福
祉
協
議
会

内
）☎：
（23）-

８
１
０
５

メ
ー
ル
：f.shakyo@

fgo.jp
(

件
名
に「
視
覚
協
問
い
合
わ
せ
」と
記
入)

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

https://yam
ashikyo.sakura.ne.jp/

日 

６
月
28
日
㈰

 

■場 

富
士
吉
田
商
工
会
議
所

受
験
料
　
１
級
２
，
８
０
０
円
、

　
　
　
　
２
級
２
，
０
０
０
円
、

　
　
　
　
３
級
１
，
８
０
０
円
、

　
　
　
　
４
〜
６
級
１
，
２
０
０
円
、

　
　
　
　
７
〜
８
級
１
，
０
０
０
円

申
込
期
間
　
５
月
11
日
㈪
〜
21
日
㈭

問
富
士
吉
田
商
工
会
議
所

　
☎
（24）-

７
１
１
１

日
５
月
16
日
㈯ 

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

 

■場 

Ｑ-

Ｓ
Ｔ
Ａ
３
階
　
イ
ベン
ト
ス
ペ
ー
ス

内
容
　
血
圧
酸
素
飽
和
度
測
定
・Ｉ
Ｎ
Ｂ

Ｏ
Ｄ
Ｙ
に
よ
る
体
組
成
分
析
・
看
護
学
校

進
学
相
談
　
な
ど

 

■￥ 

無
料
　※

予
約
不
要
で
す

問
市
立
看
護
専
門
学
校 

☎
（24）-

８
７
５
６

日
５
月
27
日
㈬

　
午
後
１
時
30
分

 

■場 

市
民
会
館
３
階
　
小
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
　
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
に
お
け
る
予
防

医
学
と
健
康
意
識
の
向
上

講
師
　（
一
社
）
ふ
じ
ざ
く
ら
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
　
Ｇ
Ｍ
五
十
嵐
雅
彦
氏

受
講
料
　
無
料
　※

申
し
込
み
不
要
で
す

市
民
大
学
生
以
外
の
方
も
参
加
で
き
ま
す

問
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
２
３

　
市
で
は
、
中
小
企
業
の
皆
さ
ん
の
事
業

経
営
に
必
要
な
資
金
調
達
を
支
援
し
、
企

業
の
飛
躍
を
後
押
し
す
る
た
め
「
小
口
資

金
融
資
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
の

制
度
は
、
市
が
山
梨
県
信
用
保
証
協
会
に

資
金
を
特
別
寄
託
す
る
こ
と
で
、
金
融
機

関
を
通
じ
て
低
利
で
融
資
を
受
け
ら
れ
る

仕
組
み
で
す
（
原
則
と
し
て
、
同
協
会
の

保
証
付
き
融
資
と
な
り
ま
す
）。

　
今
年
度
は
、
市
場
の
動
向
を
踏
ま
え
て

利
息
を
０
．
２
％
引
き
上
げ
、
お
支
払
い

い
た
だ
い
た
利
子
に
対
し
て
、
年
50
％
利

子
補
給
を
実
施
し
ま
す
。

融
資
対
象

　
①
〜
⑤
の
全
て
を
満
た
す
も
の

①
市
内
に
１
年
以
上
店
舗
、
工
場
、
事
業

　
所
の
い
ず
れ
か
を
有
し
て
い
る
企
業

②
市
内
に
１
年
以
上
居
住
し
て
い
る
個
人

　
で
、
か
つ
市
内
に
店
舗
、
工
場
、
事
業

　
所
の
い
ず
れ
か
を
有
し
て
い
る
こ
と

③
資
本
金
の
額
ま
た
は
出
資
の
総
額
が
　

　
５
，
０
０
０
万
円
以
下
の
企
業
で
、
か

　
つ
常
時
使
用
す
る
従
業
員
が
50
人
（
商

　
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
は
10
人
）
以
下
の
企

　
業
ま
た
は
個
人

④
市
税
を
完
納
し
て
い
る
企
業
ま
た
は
個

　
人

⑤
山
梨
県
信
用
保
証
協
会
の
保
証
対
象
業

　
種
で
あ
る
企
業
ま
た
は
個
人

利
率
（
固
定
金
利
）

問
商
工
振
興
課
　
☎
内
線
４
０
２・４
０
３

　
市
が
各
ご
家
庭
に
貸
与
し
て
い
る
水
道

メ
ー
タ
ー
は
、
計
量
法
に
よ
り
８
年
ご
と

の
交
換
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
有
効
期

限
を
迎
え
る
メ
ー
タ
ー
を
対
象
に
、
順
次

交
換
作
業
を
実
施
し
ま
す
。
交
換
に
か
か

る
費
用
は
原
則
無
料
で
す
。た
だ
し
、メ
ー

タ
ー
周
辺
の
漏
水
や
止
水
栓
の
不
良
な
ど

が
あ
り
、
特
別
な
修
繕
・
改
良
工
事
が
必

要
と
な
る
場
合
に
は
、
実
費
の
負
担
を
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
対
象

の
ご
家
庭
に
送
付
さ
れ
る
「
メ
ー
タ
ー
交

換
の
お
知
ら
せ
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

交
換
時
期
、
対
象
地
区

奇
数
月
検
針
地
区
：

　
５
月
19
日
㈫
〜
６
月
17
日
㈬
、

　
７
月
16
日
㈭
〜
８
月
12
日
㈬

偶
数
月
検
針
地
区
：

　
６
月
17
日
㈬
〜
７
月
16
日
㈭
、

　
８
月
12
日
㈬
〜
９
月
17
日
㈭

※

期
間
内
に
交
換
で
き
な
か
っ
た
場
合

は
、
日
程
調
整
し
後
日
交
換
に
伺
い
ま
す

交
換
の
流
れ

①
対
象
の
お
宅
に
交
換
期
間
開
始
２
週
間

前
を
目
安
に
オ
レ
ン
ジ
の
ハ
ガ
キ
で
「
メ
ー

タ
ー
交
換
の
お
知
ら
せ
」
を
郵
送
し
ま
す

②
身
分
証
を
携
帯
し
た
作
業
員
が
連
絡
・

訪
問
し
ま
す

③
メ
ー
タ
ー
交
換
作
業
を
行
い
ま
す
。
作

業
時
間
は
30
〜
60
分
で
す
　※

作
業
中
は

水
道
を
使
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

問
上
下
水
道
管
理
課
　
☎
内
線
６
１
３

　
上
下
水
道
工
務
課
　
☎
内
線
６
５
６

　
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
、
い

つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
情
報
を
確
認
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
将
来
の
年
金
見
込
額

の
試
算
な
ど
、
便
利
な
機
能
が
揃
っ
て
い

ま
す
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
で
き
る
こ
と

・
年
金
記
録
の
確
認

・
将
来
の
年
金
見
込
額
の
試
算

・
保
険
料
の
納
付
（
Ｐａｙ-

ｅａｓｙ
）

・
各
種
通
知
書
の
確
認
（
年
金
振
込
通
知

　
書
、
年
金
額
改
定
通
知
書
な
ど
）

・
公
的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票
、
社
会

　
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証

　
明
書
な
ど
の
再
交
付
申
請

・
国
民
年
金
保
険
料
・
納
付
猶
予
申
請
な

　
ど
の
届
書
の
作
成
・
印
刷
な
ど

・
持
ち
主
不
明
の
年
金
記
録
の
検
索

※

利
用
に
は
事
前
の
登
録
が
必
要
で
す
　

※

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な

　
い
方
も
ご
利
用
で
き
ま
す

問
日
本
年
金
機
構
大
月
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
７
０-

０
５
８-

５
５
５

　
市
民
課
　
☎
内
線
１
４
６

　
市
内
産
の
野
菜
苗
と
花
壇
苗
を
格
安
で

販
売
し
ま
す
。
市
内
で
育
て
ら
れ
た
苗
は

と
っ
て
も
丈
夫
で
簡
単
に
育
て
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
庭
先
や
ベ
ラ
ン
ダ
の
ち
ょっ
と
し
た
ス
ペ
ー

ス
を
活
用
し
て
、
お
い
し
い
野
菜
や
き
れ
い

な
花
を
自
分
の
手
で
育
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
５
月
18
日
㈪

　
上
吉
田
・
下
吉
田
コ
ミ
セ
ン

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
明
見
コ
ミ
セ
ン
・
寿
町
会
館
駐
車
場

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
市
役
所
中
庭

　
午
後
５
時
15
分
〜
６
時
15
分

販
売
種
類
　
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
ナ
ス
、
ピ
ー

マ
ン
、
シ
シ
ト
ウ
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
、

な
ん
ば
ん
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
花
苗
な
ど
。
お

得
な
セ
ッ
ト
販
売
も
あ
り
ま
す
。

問
農
林
課
　
☎
内
線
４
１
２

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

　
事
前
予
約
制
で
、
月
に
一
回
土
曜
日
に

受
け
取
り
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
交

付
を
希
望
す
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
予
約

を
お
願
い
し
ま
す
。

日
５
月
16
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
正
午
　

申
込
締
切
日
　
５
月
15
日
㈮

問
市
民
課
　
☎
内
線
４
５
５

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
出
張
申
請

　
市
役
所
に
行
く
こ
と
な
く
、
指
定
の
場

所
に
ス
タ
ッ
フ
が
出
張
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
作
る
た
め
の
写
真
撮
影
や
申
請

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。受
け
取
り
方
法
も
、

市
役
所
来
庁
か
郵
送
を
選
択
で
き
ま
す
。

 

■対 

企
業
や
施
設
、
サ
ー
ク
ル
や
学
校
な
ど

　
概
ね
５
名
以
上
の
申
請
が
見
込
ま
れ
る

　
団
体

出
張
申
請
可
能
日
時
　
火
〜
金
曜
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

※

持
ち
物
、
日
程
な
ど
は
事
前
に
打
ち
合

わ
せ
を
し
ま
す

問
市
民
課
　
☎
内
線
４
５
５

日
５
月
16
日
㈯
　
午
後
２
時
〜
４
時

 

■場 

市
民
会
館
　
小
ホ
ー
ル

 

■￥ 

無
料
　※

申
し
込
み
は
不
要
で
す

講
師
　
堀
内
詔
子
氏
（
衆
議
院
議
員
）、　

　
　
　
川
越
一
磨
氏
　
ほ
か

問
☎
０
９
０-

２
６
５
６-

７
５
７
２  

和
光

紙
類
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
日

　
紙
類
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
は
、各

地
区
１
週
間
お
き
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

 

収
集
日
は
、毎
月
の
広
報
誌
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

デ
ー
タ
放
送
、富
士
吉
田
市
防
災
ア
プ
リ

な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、お
近
く
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
自
治
会
が
行
う
資
源
物
回
収
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
の
戸
別
有
料
収
集

　
粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集
（
有
料
）
を
行

い
ま
す
。
収
集
で
き
な
い
物
や
収
集
品
目

の
数
え
方
は
、
ご
み
分
別
マ
ニ
ュ
ア
ル
ま

た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
も
申
し
込

み
で
き
ま
す
。

※

最
大
９
個
ま
で

※

各
日
、
先
着
12
件
で
す

問
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
　
☎
（22）
０
０
３
０

■期 

５
月
１
日
㈮
〜
31
日
㈰

　
自
転
車
は
「
車
の
仲
間
」
で
す
。
４
月

か
ら
自
転
車
の
交
通
違
反
に
対
し
て
も
新

た
に
反
則
金
制
度
「
青
切
符
」
が
導
入
さ

れ
、取
り
締
ま
り
が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、全
て
の
自
転
車
利
用
者
を
対
象
に
、

乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
努
力
義
務

化
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
故
に
よ
る
被
害
を

軽
減
す
る
た
め
、
乗
車
時
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
着
用
す
る
と
と
も
に
、保
護
者
の
方
は
、

児
童
や
幼
児
が
運
転
す
る
際
に
も
必
ず
着

用
さ
せ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
自
転
車
の
飲
酒
運
転
は
重
大
な

事
故
に
つ
な
が
る
非
常
に
危
険
な
「
違
法

行
為
」
で
す
。
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
、
絶
対

に
自
転
車
を
運
転
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
ご
自
身
や
ご
家
族
の
命
を
守
る
た
め
、

今
ま
で
以
上
に
交
通
ル
ー
ル
を
厳
守
し
、

安
全
な
利
用
に
努
め
、
自
転
車
安
全
利
用

五
則
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

１
．
車
道
が
原
則
、
左
側
を
通
行
、

　
　
歩
道
は
例
外
、
歩
行
者
を
優
先

２
．
交
差
点
で
は
信
号
と
一
時
停
止
を

　
　
守
っ
て
、
安
全
確
認

３
．
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

４
．
飲
酒
運
転
は
禁
止

５
．
ヘル
メ
ッ
ト
を
着
用

問
安
全
対
策
課
　
☎
内
線
２
２
１

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在

で
原
動
機
付
自
転
車
・
軽
自
動
車
・
小
型

特
殊
自
動
車
・
二
輪
の
小
型
自
動
車
の
所

有
し
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。納
期

限
は
６
月
１
日
㈪
で
す
。期
限
内
の
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。　※
令
和
８
年
４
月
の

環
境
性
能
割
廃
止
に
伴
い
、
名
称
が「
軽
自

動
車
税（
種
別
割
）」か
ら「
軽
自
動
車
税
」

に
変
わ
り
ま
し
た
。

軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書

　
車
検
が
必
要
な
車
両
は
す
べ
て
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
納
付
情
報
を
確
認
で
き
る
シ
ス

テ
ム
（
軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
）
に
対
応
し
て
い
る

た
め
、
車
検
時
の
納
税
証
明
書
の
提
示
は

原
則
不
要
で
す
。
た
だ
し
、
納
付
方
法
や

直
近
の
納
付
状
況
に
よ
っ
て
は
証
明
書
が

必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
取
得
方

法
な
ど
詳
細
は
、
税
務
課 

証
明
担
当
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度

　
身
体
障
害
者
な
ど
の
移
動
手
段
と
し
て

使
用
す
る
軽
自
動
車
な
ど
で
、
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
税
の
減
免
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
６
月
１
日
㈪
ま
で
に
税

務
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
期
日
を
過

ぎ
る
と
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
詳
細
は
税
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
税
務
課

　
課
税
・
減
免
に
関
す
る
こ
と

　
市
民
税
担
当
　
☎
内
線
１
１
９
・
１
２
４

　
納
税
証
明
に
関
す
る
こ
と

　
証
明
担
当
　
☎
内
線
１
２
３

　
納
税
・
口
座
振
替
に
関
す
る
こ
と

　
収
税
課
　
☎
内
線
１
２
１
・
１
２
２

Information scramble

お
知
ら
せ

募
　
集

保
健
・
福
祉

お
知
ら
せ

募
　
集

保
健
・
福
祉

お
知
ら
せ

スクランブル

情
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
か
ら

自
転
車
等
の
安
全
適
正
利
用

推
進
運
動

軽
自
動
車
税
納
税

通
知
書
を

発
送
し
ま
す

催
し
物

催
し
物

（料金表）
1個
2個
3個
4個
5個

申込締切日
5月11日（月）
5月18日（月）
6月  1日（月）

6個
7個
8個
9個

収集日
5月22日（金）
5月29日（金）
6月12日（金）

3,950円
4,700円
5,450円
6,200円

1,300円
1,500円
1,700円
2,450円
3,200円

●障害に関する相談
月～金曜日 午前8時30分～午後5時15分
市役所1階　ふじのわ　☎ 28-6255
e-mail:fujinowa@snow.ocn.ne.jp

●就職職業相談
　（生活困窮者・ひとり親家庭）
19日（火）　午前9時～正午
市役所1階福祉相談室
問合せ■福祉課　☎内線 199

●妊娠相談ほっとライン
　（思いがけない妊娠など）
月～金曜日 午前８時30分～午後5時15分
子育て支援センター1階　※電話相談も可
問合せ■こども家庭センター　☎ 22-1632

●消費生活・多重債務相談
月～金曜日（祝日を除く）　午前9時～正午　
午後1時～4時30分
富士吉田市消費生活センター
（市役所東庁舎1階）
☎ 22-1577（相談専用）

●年金相談
28日（木）午前9時30分～午後4時
富士吉田商工会議所
（大月年金事務所職員）※事前予約制
予約連絡先■☎ 0554-22-3811

●知的財産
12日（火）　午後1時～4時
富士吉田商工会議所（弁理士三原秀子氏）
☎ 24-7111
※要事前予約（開催日前週の金曜日
　午前中まで）

●行政相談
20日（水）　午後2時～4時　
市役所本庁舎3階小会議室 ※予約不要
問合せ■市民協働推進課　☎内線 203

●不動産相談
20日（水）午後1時～4時
市役所本庁舎2階　東会議室
※予約不要
問合せ■市民協働推進課　☎内線 203

●人権・身上相談
第2・5金曜日 午後1時～4時
市役所1階相談室
問合せ■福祉課　☎内線 161

●女性相談（配偶者による暴力など）
月曜日　午前9時～正午
火～金曜日　午前9時～午後4時
市役所1 階福祉課　※電話相談も可
問合せ■福祉課　☎内線 164

●ひきこもり相談
月～金曜日（祝日除く）　午前8時30分～
午後5時15分　※電話相談も可
市役所1 階　※県のLINE 相談あり
問合せ■福祉課　☎内線161

●家庭児童相談
月～金曜日　午前9時～午後4時
子育て支援センター1階　※電話相談も可
問合せ■こども家庭センター　☎内線 562

●記帳・税務相談
20日（水）　午前10時～午後4時　
富士吉田商工会議所　☎ 24-7111
※相談対象：会員

●法律相談
7日（木）・19日（火）
6月2日（火）・16日（火）
午後1時～4時 市役所本庁舎3階小会議室
◎予約制（電話で事前予約／1人20分間、
　1日9人まで）
◎相談日の1カ月前から受け付けます。
対象は市民の方のみで、相談内容は1人1件
とし、代理人による相談はご遠慮ください。
問合せ■市民協働推進課　☎内線 203

●司法書士相談
（山梨県司法書士会富士吉田支部）
11日（月）　午後1時～4時  ※予約不要
市役所本庁舎2階東会議室
問合せ■市民協働推進課　☎内線 203

●就学相談・教育相談
毎週月～金曜日（要予約） 
午前9時～午後５時　市役所東庁舎4階
※電話相談も可
☎ 0120-24-7044
問合せ■教育研修所　☎内線 504

●税の無料相談
13日（水） 午後1時～4時 市役所本庁舎1階
相談室　※相談は事前予約制（開催日前日
の午前中までです）
予約連絡先■東京地方税理士会大月支部
事務局　☎ 22-8481
問合せ■収税課　☎内線121

無料相談

問問合せ ■対 対象

■¥ 費用 ■定 定員 ■持 持ち物
■期 期日 ■場 場所 ■住 住所

日日時

ま
せ
ん
か
？

　
会
員
登
録
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
も

ち
ろ
ん
、
既
に
会
員
登
録
済
み
で
講
習
が

ま
だ
の
方
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
活

動
を
始
め
る
に
は
、
お
子
さ
ん
を
安
全
に

お
預
か
り
す
る
た
め
、「
活
動
に
入
る
た
め

の
講
習
会
」
の
受
講
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

日
６
月
１
日
㈪
　
午
前
９
時
〜
正
午

　※

受
付
：
８
時
45
分

 

■場 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
３
階  

学
習
室

 

■￥ 

無
料

　※

受
講
申
し
込
み
時
に
託
児
の
希
望
あ

れ
ば
お
申
し
出
く
だ
さ
い
（
無
料
）

問
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　
☎
内
線
５
８
０

　
私
た
ち
に
身
近
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
も
、Ａ
Ｉ
が
そ
の
人
の
閲
覧
履
歴
を
分

析
し
て
興
味
の
あ
り
そ
う
な
広
告
を
優
先

的
に
表
示
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
理
解
し
な
い
ま
ま
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な
が
る
事
例
が
増
え
て
い

ま
す
。

　
目
に「
見
え
る
情
報
」だ
け
で
な
く
、そ
の

後
ろ
に
Ａ
Ｉ
の「
見
え
な
い
仕
組
み
」が
あ

る
こ
と
を
知
り
、冷
静
に
判
断
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

■
５
月
の「
消
費
者
月
間
」に
あ
わ
せ
て
、富

士
吉
田
市
立
図
書
館
に
消
費
生
活
に
関
す

る
展
示
ブ
ー
ス
を
設
置
し
ま
す
。消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
を
映
像
や
書
籍
な
ど
で
紹
介
し
ま

す
の
で
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

　
　

相
談
専
用
電
話
■
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎ 

（22）-

１
５
７
７

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン「
１
８
８
」

相
談
受
付
時
間
■
午
前
９
時
〜
正
午
、

　
　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

問
商
工
振
興
課
　
内
線
４
０
５

基 

礎
知
識

消
費
者
の

テ
ー
マ「
見
え
る
情
報 

見
え
な
い
仕
組
み

　
　
　     

〜
Ａ
Ｉ
時
代
の
消
費
者
力
〜
」

５
月
は
消
費
者
月
間
で
す
！

５月の紙類ごみステーション収集日

日 月 火 水 木 金 土

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24

31

25 26 27 28 29 30

１ ２
収
集
あ
り

収
集
な
し



30

都留信用組合からのお願い お客さま情報やお取引の目的などの
更新にご協力をお願いいたします。

都留信用組合では、口座が犯罪に利用されることを防ぐためお客さまにハガキを定期的に送付
した情報更新を依頼しています。情報更新はお客さまの大切な口座を守ることにつながります。

※ご回答に際し、金融機関が暗証番号やパスワードの入力を求めることはありません。また、電子メール
や SMSで本人確認することはありません。詳しくは、ハガキに記載の電話へお問い合わせください。

ハガキが
届きます

住所やお取引目的等
の更新を依頼してい
ます。

スマートフォンパソコン
からのご回答

一人ひ
とりの協力が必要です

日
５
月
17
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

■場 

富
士
山
レ
ー
ダ
ー
ド
ー
ム
館

 

■￥ 

無
料

内
容
　
車
両
展
示
、
消
火
体
験
、
乗
車
体

験
、グ
ッ
ズ
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
子
ど
も
限
定
）、

新
聞
紙
で
つ
く
ろ
う
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、

マ
ル
シ
ェ
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
（
３
つ
の
ス

タ
ン
プ
を
集
め
る
と
富
士
山
レ
ー
ダ
ー

ド
ー
ム
館
入
館
料
無
料
＆
消
防
カ
レ
ー
の

試
食
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
　※

限
定
２
５
０
食
）

問
富
士
山
レ
ー
ダ
ー
ド
ー
ム
館

　
☎
（20）-

０
２
２
３

日
５
月
23
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
40
分

 

■場 

昭
和
医
科
大
学
富
士
吉
田
校
舎

　
ス
ク
エ
ア
ガ
ー
デ
ン

テ 

ー 

マ
　
①
人
生
１
０
０
年
時
代
を
楽

し
く
生
き
る
「
賢
い
生
活
術
」

②
筋
肉
は
裏
切
ら
な
い
！
10
歳
若
返
る
た

め
の
「
得
す
る
筋
ト
レ
」

講
師

①
山
岸
昌
一
氏
（
昭
和
医
科
大
学
教
授
）

②
林
友
則
氏
（
昭
和
医
科
大
学
講
師
）

 

■定 

先
着
２
０
０
名

受
講
料
　
無
料

送
迎
バ
ス

①
市
役
所
玄
関
前
　
午
後
１
時
発

②
富
士
山
駅
前
（
魚
民
前
）

　
午
後
１
時
10
分
発

③
ス
ク
エ
ア
ガ
ー
デ
ン
前

　
午
後
３
時
45
分
発

 

■持 

上
履
き

申
込
方
法
　
電
話

　※

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
氏
名
・

　
連
絡
先
・
送
迎
バ
ス
利
用
の
有
無
を
ご

　
連
絡
く
だ
さ
い

　※

講
座
終
了
後
、
受
講
証
を
お
渡
し
し

　
ま
す

申
込
期
限
　
５
月
22
日
㈮

問
昭
和
医
科
大
学
富
士
吉
田
校
舎

　
事
務
課
　
☎
（22）‒

４
４
０
３

日
５
月
20
日
㈬

　
午
後
１
時
〜
４
時

 

■場 

Ｑ-

Ｓ
Ｔ
Ａ
地
下
１
階

相
談
内
容
　
相
続
・
遺
言
な
ど
各
種
相
談

　※

書
類
の
作
成
・
審
査
な
ど
は
で
き
ま

　
　
せ
ん

申
込
方
法
　
電
話
　※

要
予
約

問
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５-

２
５
３-

２
３
７
６

中
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

日
５
月
20
日
〜
７
月
22
日

　（
毎
週
水
　
全
10
回
）

　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

 

■場 

鐘
山
総
合
体
育
館
　
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

 

■対 

小
学
６
年
生
と
中
学
１
・
２
年
生

 

■持 

屋
内
用
シ
ュ
ー
ズ
、
飲
み
物
、
ラ
ケ
ッ
ト

　※

貸
出
あ
り

 

■定 

15
名

 

■￥ 

５
，
０
０
０
円

自
然
を
歩
こ
う
！

ノ
ル
デ
ィッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
体
験
教
室

日
５
月
20
日
㈬

　
午
前
９
時
30
分
〜
１
時
間
程
度

 

■場 

富
士
散
策
公
園

 

■対 

ど
な
た
で
も

 

■定 

20
名

 

■￥ 

５
０
０
円

 

■持 

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
運
動
の
で
き
る
服

　 

装
、
履
き
な
れ
た
運
動
靴

ふ
れ
あ
い
柔
道
教
室

日
５
月
16
日
〜
６
月
20
日

　（
毎
週
土
　
全
６
回
）

　
午
後
２
時
〜
３
時

 

■場 

下
吉
田
コ
ミ
セ
ン

 

■対 

小
学
生

 

■定 

20
名

服
装
　
動
き
や
す
い
服
装

 

■￥ 

１
，
０
０
０
円
　※

保
険
料

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
初
心
者
講
習
会

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用
に
は
初
回
講

習
（
無
料
）
の
受
講
が
必
要
で
す
。

日
５
月
12
日
㈫

　
午
前
10
時
30
分

　
20
・
27
日
㈬

　
午
後
６
時
15
分

　
２
・
23
・
30
日
㈯

　
午
後
３
時
30
分

 

■対 

高
校
生
以
上
　※

完
全
予
約
制

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
（24）-

３
６
３
３

　
通
常
は
ご
覧
い
た
だ
け
な
い
昭
和
医
科

大
学
第
一
医
薬
資
源
園
お
よ
び
富
士
山
麓

自
然
・
生
物
研
究
所
を
特
別
一
般
公
開
し

ま
す
。
園
内
で
は
生
薬
の
原
料
と
な
る
植

物
や
植
物
標
本
、
希
少
植
物
の
苗
を
見
学

で
き
る
ほ
か
、
専
門
家
に
よ
る
解
説
も
行

い
ま
す
。

日
６
月
７
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
正
午

■場 

昭
和
医
科
大
学
富
士
吉
田
キ
ャ
ン
パ
ス

　
第
一
医
薬
資
源
園

問
昭
和
医
科
大
学

　
富
士
山
麓
自
然
・
生
物
研
究
所
　
　
　

　
☎
（24）-

１
１
８
６

　
研
究
所
内
の
研
究
者
に
よ
る
富
士
山
に

関
す
る
こ
と
を
学
ぶ
講
座
で
す
。

日
６
月
13
日
㈯

　
午
後
１
時
15
分
〜
３
時
30
分

 

■場 

富
士
山
科
学
研
究
所

テ
ー
マ

①「
登
山
リ
ス
ク
に
つ
い
て
考
え
る

　‒

高
山
病
と
転
倒‒

」

②「
登
山
道
の
火
山
防
災
を
考
え
る

　‒

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
の
通
信
網‒

」

講
師
　
①
宇
野
忠
氏
　
②
本
多
亮
氏

 

■￥ 

無
料

申
込
方
法
　
電
話

問
富
士
山
科
学
研
究
所

　
☎
（72）ｰ

６
２
０
６

日
５
月
10
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

■場 

ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク

内
容

※

雨
天
時
は
内
容
に
変
更
が
あ
り
ま
す

富
士
の
麓
で
サ
フ
ァ
リ
ト
レ
イ
ン
に
乗
ろ
う
！

 

■￥ 

無
料

動
物
ふ
わ
ふ
わ(

３
種
類)

 

■￥ 

無
料

ア
ル
パ
カ
ふ
れ
あ
い
動
物
園

　
今
年
は
ア
ル
パ
カ
が
や
っ
て
く
る
！
他
に

も
ウ
サ
ギ
・
モ
ル
モ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ

ホ
ワ
イ
ト
な
ど
の
可
愛
ら
し
い
動
物
が
集

合
し
ま
す
。

 

■￥ 

無
料

　※

１
時
間
完
全
ク
ロ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す

地
元
の
野
菜
苗
・
花
苗
の
特
別
販
売

野
菜
（
ミ
ニ
ト
マ
ト
・
き
ゅ
う
り
・
し
そ

な
ど
）　
花（
ベ
ゴ
ニ
ア・マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
・

多
肉
植
物
な
ど
）

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
販
売

　
各
イ
ベ
ン
ト
の
合
間
に
楽
し
め
る
フ
ー

ド
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

問
観
光
振
興
サ
ー
ビ
ス

　
☎
（21）-

１
０
０
０

　
本
市
で
は
、
子
育
て
を
地
域
で
支
え
合

う
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・セ
ン
タ
ー
」

の
援
助
活
動
（
お
子
さ
ん
の
預
か
り
・
送

迎
な
ど
）
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
市
民
の

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
資
格
は
不
要
で
す

　
子
育
て
経
験
や
意
欲
が
あ
る
方
な
ら
ど

な
た
で
も
大
歓
迎
で
す
。

◆
報
酬
が
あ
り
ま
す

　
活
動
内
容
に
応
じ
た
謝
礼
（
利
用
料
）

が
支
払
わ
れ
ま
す
。

※

平
日
、
午
前
７
時
〜
午
後
７
時
に
お
子

さ
ん
１
人
預
か
り
で
報
酬
費
は
１
時
間

１
，
０
０
０
円
で
す
。
お
預
か
り
の
状
況

に
よ
り
金
額
が
変
わ
り
ま
す
。

◆
保
険
加
入
で
安
心

　
活
動
中
の
万
が
一
の
事
故
に
備
え
、
市

で
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

◆
無
理
の
な
い
範
囲
で

　「
で
き
る
時
に
、
で
き
る
活
動
を
」
が

基
本
で
す
。
ご
自
身
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
合
わ
せ
て
活
動
い
た
だ
け
ま
す
。

　「
子
ど
も
が
好
き
」「
空
い
た
時
間
を
地

域
の
た
め
に
活
か
し
た
い
」
と
い
う
方
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
講
習
会
へ
参
加
し
て
み

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
の
指
定

　
指
定
工
事
店
が
新
た
に
１
件
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

事
業
者
名
　
株
式
会
社
渡
邉
総
建

代
表
者
　
渡
邉
　
博
樹

 

■住 

甲
府
市
大
里
町
１
４
８
番
地
14

☎ 

０
８
０-

７
９
３
８-

２
１
３
８

下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
店
の
指
定

　
指
定
工
事
店
が
新
た
に
２
件
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

事
業
者
名
　
横
谷
設
備

代
表
者
名
　
横
谷
　
正
渡

 

■住 

笛
吹
市
石
和
町
河
内
２
５
９-

１０

☎ 

０
５
５-

２
６
２-

１
８
２
２

事
業
者
名
　
株
式
会
社
渡
邉
総
建

代
表
者
名
　
渡
邉
　
博
樹

 

■住 

甲
府
市
大
里
町
１
４
８
番
地
１４

☎ 

０
８
０-

７
９
３
８-

２
１
３
８

　
下
水
道
へ
の
接
続
工
事
や
給
水
装
置
工

事
は
、
市
の
指
定
証
の
交
付
を
受
け
た
指

定
工
事
店
し
か
施
工
し
て
は
い
け
ま
せ
ん

の
で
、
依
頼
す
る
と
き
は
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

問
上
下
水
道
管
理
課
　
☎
内
線
６
１
３

問
上
下
水
道
工
務
課
　
☎
内
線
３
３
２

　
高
等
支
援
学
校
桃
花
台
学
園
を
進
路

先
の
一
つ
と
し
て
検
討
し
て
い
る
中
学
３

年
生
を
対
象
に
学
校
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
（※

中
学
３
年
生
以
外
を
対
象
と
し
た

説
明
会
は
９
月
以
降
に
開
催
予
定
）。
詳

細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
①
５
月
８
日
㈮

　
②
５
月
19
日
㈫ 

　
③
５
月
22
日
㈮

　
④
６
月
30
日
㈫

　
⑤
７
月
10
日
㈮

　
い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

 

■場 

県
立
高
等
支
援
学
校
桃
花
台
学
園

 

■対 

中
学
３
年
生
・
特
別
支
援
学
校
中
学

　
部
３
年
生
（
既
卒
者
を
含
む
）
と
そ
の

　
保
護
者
、
市
町
村
教
育
委
員
会
お
よ
び

　
学
校
関
係
職
員

申
込
方
法
　
通
学
し
て
い
る
各
学
校
よ
り

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
高
等
支
援
学
校
桃
花
台
学
園

　
☎
０
５
５‒

２
６
３‒

７
７
６
０

　（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
で
あ
る

「
令
和
７
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」

の
支
援
を
受
け
「
鐘
山
連
合
自
治
会
」
が
、

自
治
会
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
交
流
を
深
め
る

た
め
の
機
会
を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
照
明
器
具
な
ど
の
備
品
を
整
備
し
ま

し
た
。

問
市
民
協
働
推
進
課
　
内
線
２
０
３

　
広
報
の
文
字
が
見
え
に
く
い
方
や
視
覚

に
障
害
の
あ
る
方
に
も
生
活
に
役
立
つ
市

か
ら
の
大
切
な
情
報
が
届
く
よ
う
、
５
月

か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
広
報
誌
の
内
容

が
音
声
で
聞
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
富
士
吉
田
市
点
字
図
書
館
で
は

見
え
な
い
方
や
見
え
に
く
い
方
に
、
広
報

誌
の
読
み
上
げ
デ
ー
タ
を
Ｃ
Ｄ
に
収
め
無

料
で
郵
送
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は

社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※

録
音
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
協
力
で

行
っ
て
い
る
た
め
、
読
み
間
違
え
な
ど
が

あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
協
議
会
　
☎
（23）-

８
１
０
５

　
市
民
協
働
推
進
課
　
☎
内
線
２
１
４

　
本
教
室
（
わ
く
わ
く
教
室
）
は
、
放
課

後
の
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
の
た
め
に

開
設
さ
れ
ま
し
た
。
特
別
な
資
格
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。子
ど
も
が
大
好
き
な
方
で
、

活
動
の
見
守
り
や
サ
ポ
ー
ト
、
学
習
支
援

が
で
き
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
月
〜
金
曜
日
　※

都
合
が
つ
く
日

　
午
後
２
時
頃
〜
５
時
30
分

 

■場 

下
一
小
・
下
二
小
・

　
吉
西
小
・
富
士
小

報
酬
　
あ
り

問
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
２
２

　
富
士
吉
田
市
視
覚
障
害
者
協
会
で
は
、

視
覚
に
障
害
の
あ
る
方
や
そ
の
家
族
、
協

会
の
活
動
に
ご
理
解
・
ご
協
力
い
た
だ
け

る
賛
助
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
当
協

会
は
、
富
士
北
麓
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

を
対
象
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
会
員
同
士

の
交
流
や
情
報
交
換
、
福
祉
制
度
に
関
す

る
情
報
提
供
な
ど
を
通
じ
て
、
皆
さ
ん
が

地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、定
期
総
会
を
は
じ
め
、短
歌

教
室
や
パン
作
り
体
験
、
バ
ス
旅
行
、
忘
年

会
な
ど
を
開
催
し
、
和
や
か
に
交
流
と
親

睦
を
深
め
ま
し
た
。本
会
の
活
動
に
関
心

の
あ
る
方
は
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
入
会
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
本
協
会
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

居
住
地
　
富
士
吉
田
市・富
士
河
口
湖
町
・

西
桂
町
・
忍
野
村
・
山
中
湖
村
・
鳴
沢
村

問
視
覚
障
害
者
協
会
（
社
会
福
祉
協
議
会

内
）☎：
（23）-

８
１
０
５

メ
ー
ル
：f.shakyo@

fgo.jp
(

件
名
に「
視
覚
協
問
い
合
わ
せ
」と
記
入)

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

https://yam
ashikyo.sakura.ne.jp/

日 

６
月
28
日
㈰

 

■場 

富
士
吉
田
商
工
会
議
所

受
験
料
　
１
級
２
，
８
０
０
円
、

　
　
　
　
２
級
２
，
０
０
０
円
、

　
　
　
　
３
級
１
，
８
０
０
円
、

　
　
　
　
４
〜
６
級
１
，
２
０
０
円
、

　
　
　
　
７
〜
８
級
１
，
０
０
０
円

申
込
期
間
　
５
月
11
日
㈪
〜
21
日
㈭

問
富
士
吉
田
商
工
会
議
所

　
☎
（24）-

７
１
１
１

日
５
月
16
日
㈯ 

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

 

■場 

Ｑ-

Ｓ
Ｔ
Ａ
３
階
　
イ
ベン
ト
ス
ペ
ー
ス

内
容
　
血
圧
酸
素
飽
和
度
測
定
・Ｉ
Ｎ
Ｂ

Ｏ
Ｄ
Ｙ
に
よ
る
体
組
成
分
析
・
看
護
学
校

進
学
相
談
　
な
ど

 

■￥ 

無
料
　※

予
約
不
要
で
す

問
市
立
看
護
専
門
学
校 

☎
（24）-

８
７
５
６

日
５
月
27
日
㈬

　
午
後
１
時
30
分

 

■場 

市
民
会
館
３
階
　
小
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
　
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
に
お
け
る
予
防

医
学
と
健
康
意
識
の
向
上

講
師
　（
一
社
）
ふ
じ
ざ
く
ら
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
　
Ｇ
Ｍ
五
十
嵐
雅
彦
氏

受
講
料
　
無
料
　※

申
し
込
み
不
要
で
す

市
民
大
学
生
以
外
の
方
も
参
加
で
き
ま
す

問
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
２
３

　
市
で
は
、
中
小
企
業
の
皆
さ
ん
の
事
業

経
営
に
必
要
な
資
金
調
達
を
支
援
し
、
企

業
の
飛
躍
を
後
押
し
す
る
た
め
「
小
口
資

金
融
資
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
の

制
度
は
、
市
が
山
梨
県
信
用
保
証
協
会
に

資
金
を
特
別
寄
託
す
る
こ
と
で
、
金
融
機

関
を
通
じ
て
低
利
で
融
資
を
受
け
ら
れ
る

仕
組
み
で
す
（
原
則
と
し
て
、
同
協
会
の

保
証
付
き
融
資
と
な
り
ま
す
）。

　
今
年
度
は
、
市
場
の
動
向
を
踏
ま
え
て

利
息
を
０
．
２
％
引
き
上
げ
、
お
支
払
い

い
た
だ
い
た
利
子
に
対
し
て
、
年
50
％
利

子
補
給
を
実
施
し
ま
す
。

融
資
対
象

　
①
〜
⑤
の
全
て
を
満
た
す
も
の

①
市
内
に
１
年
以
上
店
舗
、
工
場
、
事
業

　
所
の
い
ず
れ
か
を
有
し
て
い
る
企
業

②
市
内
に
１
年
以
上
居
住
し
て
い
る
個
人

　
で
、
か
つ
市
内
に
店
舗
、
工
場
、
事
業

　
所
の
い
ず
れ
か
を
有
し
て
い
る
こ
と

③
資
本
金
の
額
ま
た
は
出
資
の
総
額
が
　

　
５
，
０
０
０
万
円
以
下
の
企
業
で
、
か

　
つ
常
時
使
用
す
る
従
業
員
が
50
人
（
商

　
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
は
10
人
）
以
下
の
企

　
業
ま
た
は
個
人

④
市
税
を
完
納
し
て
い
る
企
業
ま
た
は
個

　
人

⑤
山
梨
県
信
用
保
証
協
会
の
保
証
対
象
業

　
種
で
あ
る
企
業
ま
た
は
個
人

利
率
（
固
定
金
利
）

問
商
工
振
興
課
　
☎
内
線
４
０
２・４
０
３

　
市
が
各
ご
家
庭
に
貸
与
し
て
い
る
水
道

メ
ー
タ
ー
は
、
計
量
法
に
よ
り
８
年
ご
と

の
交
換
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
有
効
期

限
を
迎
え
る
メ
ー
タ
ー
を
対
象
に
、
順
次

交
換
作
業
を
実
施
し
ま
す
。
交
換
に
か
か

る
費
用
は
原
則
無
料
で
す
。た
だ
し
、メ
ー

タ
ー
周
辺
の
漏
水
や
止
水
栓
の
不
良
な
ど

が
あ
り
、
特
別
な
修
繕
・
改
良
工
事
が
必

要
と
な
る
場
合
に
は
、
実
費
の
負
担
を
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
対
象

の
ご
家
庭
に
送
付
さ
れ
る
「
メ
ー
タ
ー
交

換
の
お
知
ら
せ
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

交
換
時
期
、
対
象
地
区

奇
数
月
検
針
地
区
：

　
５
月
19
日
㈫
〜
６
月
17
日
㈬
、

　
７
月
16
日
㈭
〜
８
月
12
日
㈬

偶
数
月
検
針
地
区
：

　
６
月
17
日
㈬
〜
７
月
16
日
㈭
、

　
８
月
12
日
㈬
〜
９
月
17
日
㈭

※

期
間
内
に
交
換
で
き
な
か
っ
た
場
合

は
、
日
程
調
整
し
後
日
交
換
に
伺
い
ま
す

交
換
の
流
れ

①
対
象
の
お
宅
に
交
換
期
間
開
始
２
週
間

前
を
目
安
に
オ
レ
ン
ジ
の
ハ
ガ
キ
で
「
メ
ー

タ
ー
交
換
の
お
知
ら
せ
」
を
郵
送
し
ま
す

②
身
分
証
を
携
帯
し
た
作
業
員
が
連
絡
・

訪
問
し
ま
す

③
メ
ー
タ
ー
交
換
作
業
を
行
い
ま
す
。
作

業
時
間
は
30
〜
60
分
で
す
　※

作
業
中
は

水
道
を
使
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

問
上
下
水
道
管
理
課
　
☎
内
線
６
１
３

　
上
下
水
道
工
務
課
　
☎
内
線
６
５
６

　
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
、
い

つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
情
報
を
確
認
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
将
来
の
年
金
見
込
額

の
試
算
な
ど
、
便
利
な
機
能
が
揃
っ
て
い

ま
す
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
で
き
る
こ
と

・
年
金
記
録
の
確
認

・
将
来
の
年
金
見
込
額
の
試
算

・
保
険
料
の
納
付
（
Ｐａｙ-

ｅａｓｙ
）

・
各
種
通
知
書
の
確
認
（
年
金
振
込
通
知

　
書
、
年
金
額
改
定
通
知
書
な
ど
）

・
公
的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票
、
社
会

　
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証

　
明
書
な
ど
の
再
交
付
申
請

・
国
民
年
金
保
険
料
・
納
付
猶
予
申
請
な

　
ど
の
届
書
の
作
成
・
印
刷
な
ど

・
持
ち
主
不
明
の
年
金
記
録
の
検
索

※

利
用
に
は
事
前
の
登
録
が
必
要
で
す
　

※

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な

　
い
方
も
ご
利
用
で
き
ま
す

問
日
本
年
金
機
構
大
月
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
７
０-

０
５
８-

５
５
５

　
市
民
課
　
☎
内
線
１
４
６

　
市
内
産
の
野
菜
苗
と
花
壇
苗
を
格
安
で

販
売
し
ま
す
。
市
内
で
育
て
ら
れ
た
苗
は

と
っ
て
も
丈
夫
で
簡
単
に
育
て
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
庭
先
や
ベ
ラ
ン
ダ
の
ち
ょっ
と
し
た
ス
ペ
ー

ス
を
活
用
し
て
、
お
い
し
い
野
菜
や
き
れ
い

な
花
を
自
分
の
手
で
育
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
５
月
18
日
㈪

　
上
吉
田
・
下
吉
田
コ
ミ
セ
ン

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
明
見
コ
ミ
セ
ン
・
寿
町
会
館
駐
車
場

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
市
役
所
中
庭

　
午
後
５
時
15
分
〜
６
時
15
分

販
売
種
類
　
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
ナ
ス
、
ピ
ー

マ
ン
、
シ
シ
ト
ウ
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
、

な
ん
ば
ん
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
花
苗
な
ど
。
お

得
な
セ
ッ
ト
販
売
も
あ
り
ま
す
。

問
農
林
課
　
☎
内
線
４
１
２

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

　
事
前
予
約
制
で
、
月
に
一
回
土
曜
日
に

受
け
取
り
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
交

付
を
希
望
す
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
予
約

を
お
願
い
し
ま
す
。

日
５
月
16
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
正
午
　

申
込
締
切
日
　
５
月
15
日
㈮

問
市
民
課
　
☎
内
線
４
５
５

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
出
張
申
請

　
市
役
所
に
行
く
こ
と
な
く
、
指
定
の
場

所
に
ス
タ
ッ
フ
が
出
張
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
作
る
た
め
の
写
真
撮
影
や
申
請

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。受
け
取
り
方
法
も
、

市
役
所
来
庁
か
郵
送
を
選
択
で
き
ま
す
。

 

■対 

企
業
や
施
設
、
サ
ー
ク
ル
や
学
校
な
ど

　
概
ね
５
名
以
上
の
申
請
が
見
込
ま
れ
る

　
団
体

出
張
申
請
可
能
日
時
　
火
〜
金
曜
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

※

持
ち
物
、
日
程
な
ど
は
事
前
に
打
ち
合

わ
せ
を
し
ま
す

問
市
民
課
　
☎
内
線
４
５
５

日
５
月
16
日
㈯
　
午
後
２
時
〜
４
時

 

■場 

市
民
会
館
　
小
ホ
ー
ル

 

■￥ 

無
料
　※

申
し
込
み
は
不
要
で
す

講
師
　
堀
内
詔
子
氏
（
衆
議
院
議
員
）、　

　
　
　
川
越
一
磨
氏
　
ほ
か

問
☎
０
９
０-

２
６
５
６-

７
５
７
２  

和
光

Information scramble

お
知
ら
せ

募
　
集

保
健
・
福
祉

お
知
ら
せ

募
　
集

保
健
・
福
祉

催
し
物

催
し
物

紙
類
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
日

　
紙
類
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
は
、各

地
区
１
週
間
お
き
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

 

収
集
日
は
、毎
月
の
広
報
誌
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

デ
ー
タ
放
送
、富
士
吉
田
市
防
災
ア
プ
リ

な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、お
近
く
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
自
治
会
が
行
う
資
源
物
回
収
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
の
戸
別
有
料
収
集

　
粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集
（
有
料
）
を
行

い
ま
す
。
収
集
で
き
な
い
物
や
収
集
品
目

の
数
え
方
は
、
ご
み
分
別
マ
ニ
ュ
ア
ル
ま

た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
も
申
し
込

み
で
き
ま
す
。

※

最
大
９
個
ま
で

※

各
日
、
先
着
12
件
で
す

問
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
　
☎
（22）
０
０
３
０

■期 

５
月
１
日
㈮
〜
31
日
㈰

　
自
転
車
は
「
車
の
仲
間
」
で
す
。
４
月

か
ら
自
転
車
の
交
通
違
反
に
対
し
て
も
新

た
に
反
則
金
制
度
「
青
切
符
」
が
導
入
さ

れ
、取
り
締
ま
り
が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、全
て
の
自
転
車
利
用
者
を
対
象
に
、

乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
努
力
義
務

化
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
故
に
よ
る
被
害
を

軽
減
す
る
た
め
、
乗
車
時
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
着
用
す
る
と
と
も
に
、保
護
者
の
方
は
、

児
童
や
幼
児
が
運
転
す
る
際
に
も
必
ず
着

用
さ
せ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
自
転
車
の
飲
酒
運
転
は
重
大
な

事
故
に
つ
な
が
る
非
常
に
危
険
な
「
違
法

行
為
」
で
す
。
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
、
絶
対

に
自
転
車
を
運
転
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
ご
自
身
や
ご
家
族
の
命
を
守
る
た
め
、

今
ま
で
以
上
に
交
通
ル
ー
ル
を
厳
守
し
、

安
全
な
利
用
に
努
め
、
自
転
車
安
全
利
用

五
則
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

１
．
車
道
が
原
則
、
左
側
を
通
行
、

　
　
歩
道
は
例
外
、
歩
行
者
を
優
先

２
．
交
差
点
で
は
信
号
と
一
時
停
止
を

　
　
守
っ
て
、
安
全
確
認

３
．
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

４
．
飲
酒
運
転
は
禁
止

５
．
ヘル
メ
ッ
ト
を
着
用

問
安
全
対
策
課
　
☎
内
線
２
２
１

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在

で
原
動
機
付
自
転
車
・
軽
自
動
車
・
小
型

特
殊
自
動
車
・
二
輪
の
小
型
自
動
車
の
所

有
し
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。納
期

限
は
６
月
１
日
㈪
で
す
。期
限
内
の
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。　※

令
和
８
年
４
月
の

環
境
性
能
割
廃
止
に
伴
い
、
名
称
が「
軽
自

動
車
税（
種
別
割
）」か
ら「
軽
自
動
車
税
」

に
変
わ
り
ま
し
た
。

軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書

　
車
検
が
必
要
な
車
両
は
す
べ
て
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
納
付
情
報
を
確
認
で
き
る
シ
ス

テ
ム
（
軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
）
に
対
応
し
て
い
る

た
め
、
車
検
時
の
納
税
証
明
書
の
提
示
は

原
則
不
要
で
す
。
た
だ
し
、
納
付
方
法
や

直
近
の
納
付
状
況
に
よ
っ
て
は
証
明
書
が

必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
取
得
方

法
な
ど
詳
細
は
、
税
務
課 

証
明
担
当
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度

　
身
体
障
害
者
な
ど
の
移
動
手
段
と
し
て

使
用
す
る
軽
自
動
車
な
ど
で
、
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
税
の
減
免
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
６
月
１
日
㈪
ま
で
に
税

務
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
期
日
を
過

ぎ
る
と
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
詳
細
は
税
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
税
務
課

　
課
税
・
減
免
に
関
す
る
こ
と

　
市
民
税
担
当
　
☎
内
線
１
１
９
・
１
２
４

　
納
税
証
明
に
関
す
る
こ
と

　
証
明
担
当
　
☎
内
線
１
２
３

　
納
税
・
口
座
振
替
に
関
す
る
こ
と

　
収
税
課
　
☎
内
線
１
２
１
・
１
２
２

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
を

活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

春
の
野
菜
苗
市

水
道
メ
ー
タ
ー
の

定
期
交
換
に

お
伺
い
し
ま
す

令和８年５月　休日水道応急修理当番表
中曽根
上吉田東
上吉田
大明見
上吉田
上吉田東
上吉田東
大明見
下吉田
上吉田東
小明見
下吉田
下吉田

24-8003
23-7230
23-5780
22-1898
080-5444-0352
23-0063
22-1576
23-8886
24-1311
24-0510
23-1218
24-2397
22-0395

OMORIマテリアル
総合設備シムラ
勝俣配管
明進設備
渡辺設備
米山工業
佐藤燃料
沙原設備工業
清燃料瓦斯
営繕センター三枝
広瀬設備
北稜設備
一水工業

竜ケ丘
上吉田
大明見
富士見
新倉
上暮地
大明見
新西原
小明見
下吉田
上吉田東
緑ヶ丘
小明見

24-2323
22-7394
23-0221
22-5273
090-3135-6716
23-7031
23-3506
23-8479
090-2314-2970
22-4863
22-1530
23-3187
23-0819

高野熱設備
スマイル設備
勝田設備
富士五湖設備
トーエイ・カンパニー
太陽設備
三協設備
システム五島
加藤設備工業
大博管工
富士冷熱
荒井設備
めぐみ設備工業

2
3
4
5
6
9
10
16
17
23
24
30
31

土
日
月
火
水
土
日
土
日
土
日
土
日

有
料
広
告

資金の種類 融資期間

設備資金
7年以内
※据置期間：
1年以内

運転資金

融資限度額

1,000万円以内

1,000万円以内

貸出利率

1.7％

1.8％
5年以内
※据置期間：
1年以内

用途

事業所の増改築・施設の設置、
機械類の購入などの設備資金

商品・原材料の仕入れなどの
運転資金

ま
せ
ん
か
？

　
会
員
登
録
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
も

ち
ろ
ん
、
既
に
会
員
登
録
済
み
で
講
習
が

ま
だ
の
方
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
活

動
を
始
め
る
に
は
、
お
子
さ
ん
を
安
全
に

お
預
か
り
す
る
た
め
、「
活
動
に
入
る
た
め

の
講
習
会
」
の
受
講
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

日
６
月
１
日
㈪
　
午
前
９
時
〜
正
午

　※

受
付
：
８
時
45
分

 

■場 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
３
階  

学
習
室

 

■￥ 

無
料

　※

受
講
申
し
込
み
時
に
託
児
の
希
望
あ

れ
ば
お
申
し
出
く
だ
さ
い
（
無
料
）

問
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　
☎
内
線
５
８
０

令
和
８
年
度

小
口
資
金
融
資
制
度

市
民
課
か
ら

フ
ー
ド
ロ
ス
削
減
に

関
す
る
講
習
会



31 広報ふじよしだ   5月号

都留信用組合からのお願い お客さま情報やお取引の目的などの
更新にご協力をお願いいたします。

都留信用組合では、口座が犯罪に利用されることを防ぐためお客さまにハガキを定期的に送付
した情報更新を依頼しています。情報更新はお客さまの大切な口座を守ることにつながります。

※ご回答に際し、金融機関が暗証番号やパスワードの入力を求めることはありません。また、電子メール
や SMSで本人確認することはありません。詳しくは、ハガキに記載の電話へお問い合わせください。

ハガキが
届きます

住所やお取引目的等
の更新を依頼してい
ます。

スマートフォンパソコン
からのご回答

一人ひ
とりの協力が必要です

日
５
月
17
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

■場 

富
士
山
レ
ー
ダ
ー
ド
ー
ム
館

 

■￥ 

無
料

内
容
　
車
両
展
示
、
消
火
体
験
、
乗
車
体

験
、グ
ッ
ズ
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
子
ど
も
限
定
）、

新
聞
紙
で
つ
く
ろ
う
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、

マ
ル
シ
ェ
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
（
３
つ
の
ス

タ
ン
プ
を
集
め
る
と
富
士
山
レ
ー
ダ
ー

ド
ー
ム
館
入
館
料
無
料
＆
消
防
カ
レ
ー
の

試
食
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
　※

限
定
２
５
０
食
）

問
富
士
山
レ
ー
ダ
ー
ド
ー
ム
館

　
☎
（20）-

０
２
２
３

日
５
月
23
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
40
分

 

■場 

昭
和
医
科
大
学
富
士
吉
田
校
舎

　
ス
ク
エ
ア
ガ
ー
デ
ン

テ 

ー 

マ
　
①
人
生
１
０
０
年
時
代
を
楽

し
く
生
き
る
「
賢
い
生
活
術
」

②
筋
肉
は
裏
切
ら
な
い
！
10
歳
若
返
る
た

め
の
「
得
す
る
筋
ト
レ
」

講
師

①
山
岸
昌
一
氏
（
昭
和
医
科
大
学
教
授
）

②
林
友
則
氏
（
昭
和
医
科
大
学
講
師
）

 

■定 

先
着
２
０
０
名

受
講
料
　
無
料

送
迎
バ
ス

①
市
役
所
玄
関
前
　
午
後
１
時
発

②
富
士
山
駅
前
（
魚
民
前
）

　
午
後
１
時
10
分
発

③
ス
ク
エ
ア
ガ
ー
デ
ン
前

　
午
後
３
時
45
分
発

 

■持 

上
履
き

申
込
方
法
　
電
話

　※

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
氏
名
・

　
連
絡
先
・
送
迎
バ
ス
利
用
の
有
無
を
ご

　
連
絡
く
だ
さ
い

　※

講
座
終
了
後
、
受
講
証
を
お
渡
し
し

　
ま
す

申
込
期
限
　
５
月
22
日
㈮

問
昭
和
医
科
大
学
富
士
吉
田
校
舎

　
事
務
課
　
☎
（22）‒

４
４
０
３

日
５
月
20
日
㈬

　
午
後
１
時
〜
４
時

 

■場 

Ｑ-

Ｓ
Ｔ
Ａ
地
下
１
階

相
談
内
容
　
相
続
・
遺
言
な
ど
各
種
相
談

　※

書
類
の
作
成
・
審
査
な
ど
は
で
き
ま

　
　
せ
ん

申
込
方
法
　
電
話
　※

要
予
約

問
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５-

２
５
３-

２
３
７
６

中
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

日
５
月
20
日
〜
７
月
22
日

　（
毎
週
水
　
全
10
回
）

　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

 

■場 

鐘
山
総
合
体
育
館
　
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

 

■対 

小
学
６
年
生
と
中
学
１
・
２
年
生

 

■持 

屋
内
用
シ
ュ
ー
ズ
、
飲
み
物
、
ラ
ケ
ッ
ト

　※

貸
出
あ
り

 

■定 

15
名

 

■￥ 

５
，
０
０
０
円

自
然
を
歩
こ
う
！

ノ
ル
デ
ィッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
体
験
教
室

日
５
月
20
日
㈬

　
午
前
９
時
30
分
〜
１
時
間
程
度

 

■場 

富
士
散
策
公
園

 

■対 

ど
な
た
で
も

 

■定 

20
名

 

■￥ 

５
０
０
円

 

■持 

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
運
動
の
で
き
る
服

　 

装
、
履
き
な
れ
た
運
動
靴

ふ
れ
あ
い
柔
道
教
室

日
５
月
16
日
〜
６
月
20
日

　（
毎
週
土
　
全
６
回
）

　
午
後
２
時
〜
３
時

 

■場 

下
吉
田
コ
ミ
セ
ン

 

■対 

小
学
生

 

■定 

20
名

服
装
　
動
き
や
す
い
服
装

 

■￥ 

１
，
０
０
０
円
　※

保
険
料

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
初
心
者
講
習
会

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用
に
は
初
回
講

習
（
無
料
）
の
受
講
が
必
要
で
す
。

日
５
月
12
日
㈫

　
午
前
10
時
30
分

　
20
・
27
日
㈬

　
午
後
６
時
15
分

　
２
・
23
・
30
日
㈯

　
午
後
３
時
30
分

 

■対 

高
校
生
以
上
　※

完
全
予
約
制

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
（24）-

３
６
３
３

　
通
常
は
ご
覧
い
た
だ
け
な
い
昭
和
医
科

大
学
第
一
医
薬
資
源
園
お
よ
び
富
士
山
麓

自
然
・
生
物
研
究
所
を
特
別
一
般
公
開
し

ま
す
。
園
内
で
は
生
薬
の
原
料
と
な
る
植

物
や
植
物
標
本
、
希
少
植
物
の
苗
を
見
学

で
き
る
ほ
か
、
専
門
家
に
よ
る
解
説
も
行

い
ま
す
。

日
６
月
７
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
正
午

■場 

昭
和
医
科
大
学
富
士
吉
田
キ
ャ
ン
パ
ス

　
第
一
医
薬
資
源
園

問
昭
和
医
科
大
学

　
富
士
山
麓
自
然
・
生
物
研
究
所
　
　
　

　
☎
（24）-

１
１
８
６

　
研
究
所
内
の
研
究
者
に
よ
る
富
士
山
に

関
す
る
こ
と
を
学
ぶ
講
座
で
す
。

日
６
月
13
日
㈯

　
午
後
１
時
15
分
〜
３
時
30
分

 

■場 

富
士
山
科
学
研
究
所

テ
ー
マ

①「
登
山
リ
ス
ク
に
つ
い
て
考
え
る

　‒

高
山
病
と
転
倒‒

」

②「
登
山
道
の
火
山
防
災
を
考
え
る

　‒

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
の
通
信
網‒

」

講
師
　
①
宇
野
忠
氏
　
②
本
多
亮
氏

 

■￥ 

無
料

申
込
方
法
　
電
話

問
富
士
山
科
学
研
究
所

　
☎
（72）ｰ

６
２
０
６

日
５
月
10
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

■場 

ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク

内
容

※

雨
天
時
は
内
容
に
変
更
が
あ
り
ま
す

富
士
の
麓
で
サ
フ
ァ
リ
ト
レ
イ
ン
に
乗
ろ
う
！

 

■￥ 

無
料

動
物
ふ
わ
ふ
わ(

３
種
類)

 

■￥ 

無
料

ア
ル
パ
カ
ふ
れ
あ
い
動
物
園

　
今
年
は
ア
ル
パ
カ
が
や
っ
て
く
る
！
他
に

も
ウ
サ
ギ
・
モ
ル
モ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ

ホ
ワ
イ
ト
な
ど
の
可
愛
ら
し
い
動
物
が
集

合
し
ま
す
。

 

■￥ 

無
料

　※

１
時
間
完
全
ク
ロ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す

地
元
の
野
菜
苗
・
花
苗
の
特
別
販
売

野
菜
（
ミ
ニ
ト
マ
ト
・
き
ゅ
う
り
・
し
そ

な
ど
）　
花（
ベ
ゴ
ニ
ア・マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
・

多
肉
植
物
な
ど
）

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
販
売

　
各
イ
ベ
ン
ト
の
合
間
に
楽
し
め
る
フ
ー

ド
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

問
観
光
振
興
サ
ー
ビ
ス

　
☎
（21）-

１
０
０
０

　
本
市
で
は
、
子
育
て
を
地
域
で
支
え
合

う
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・セ
ン
タ
ー
」

の
援
助
活
動
（
お
子
さ
ん
の
預
か
り
・
送

迎
な
ど
）
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
市
民
の

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
資
格
は
不
要
で
す

　
子
育
て
経
験
や
意
欲
が
あ
る
方
な
ら
ど

な
た
で
も
大
歓
迎
で
す
。

◆
報
酬
が
あ
り
ま
す

　
活
動
内
容
に
応
じ
た
謝
礼
（
利
用
料
）

が
支
払
わ
れ
ま
す
。

※

平
日
、
午
前
７
時
〜
午
後
７
時
に
お
子

さ
ん
１
人
預
か
り
で
報
酬
費
は
１
時
間

１
，
０
０
０
円
で
す
。
お
預
か
り
の
状
況

に
よ
り
金
額
が
変
わ
り
ま
す
。

◆
保
険
加
入
で
安
心

　
活
動
中
の
万
が
一
の
事
故
に
備
え
、
市

で
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

◆
無
理
の
な
い
範
囲
で

　「
で
き
る
時
に
、
で
き
る
活
動
を
」
が

基
本
で
す
。
ご
自
身
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
合
わ
せ
て
活
動
い
た
だ
け
ま
す
。

　「
子
ど
も
が
好
き
」「
空
い
た
時
間
を
地

域
の
た
め
に
活
か
し
た
い
」
と
い
う
方
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
講
習
会
へ
参
加
し
て
み

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
の
指
定

　
指
定
工
事
店
が
新
た
に
１
件
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

事
業
者
名
　
株
式
会
社
渡
邉
総
建

代
表
者
　
渡
邉
　
博
樹

 

■住 

甲
府
市
大
里
町
１
４
８
番
地
14

☎ 

０
８
０-

７
９
３
８-

２
１
３
８

下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
店
の
指
定

　
指
定
工
事
店
が
新
た
に
２
件
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

事
業
者
名
　
横
谷
設
備

代
表
者
名
　
横
谷
　
正
渡

 

■住 

笛
吹
市
石
和
町
河
内
２
５
９-

１０

☎ 

０
５
５-

２
６
２-

１
８
２
２

事
業
者
名
　
株
式
会
社
渡
邉
総
建

代
表
者
名
　
渡
邉
　
博
樹

 

■住 

甲
府
市
大
里
町
１
４
８
番
地
１４

☎ 

０
８
０-

７
９
３
８-

２
１
３
８

　
下
水
道
へ
の
接
続
工
事
や
給
水
装
置
工

事
は
、
市
の
指
定
証
の
交
付
を
受
け
た
指

定
工
事
店
し
か
施
工
し
て
は
い
け
ま
せ
ん

の
で
、
依
頼
す
る
と
き
は
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

問
上
下
水
道
管
理
課
　
☎
内
線
６
１
３

問
上
下
水
道
工
務
課
　
☎
内
線
３
３
２

　
高
等
支
援
学
校
桃
花
台
学
園
を
進
路

先
の
一
つ
と
し
て
検
討
し
て
い
る
中
学
３

年
生
を
対
象
に
学
校
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
（※

中
学
３
年
生
以
外
を
対
象
と
し
た

説
明
会
は
９
月
以
降
に
開
催
予
定
）。
詳

細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
①
５
月
８
日
㈮

　
②
５
月
19
日
㈫ 

　
③
５
月
22
日
㈮

　
④
６
月
30
日
㈫

　
⑤
７
月
10
日
㈮

　
い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

 

■場 

県
立
高
等
支
援
学
校
桃
花
台
学
園

 

■対 

中
学
３
年
生
・
特
別
支
援
学
校
中
学

　
部
３
年
生
（
既
卒
者
を
含
む
）
と
そ
の

　
保
護
者
、
市
町
村
教
育
委
員
会
お
よ
び

　
学
校
関
係
職
員

申
込
方
法
　
通
学
し
て
い
る
各
学
校
よ
り

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
高
等
支
援
学
校
桃
花
台
学
園

　
☎
０
５
５‒

２
６
３‒

７
７
６
０

　（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
で
あ
る

「
令
和
７
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」

の
支
援
を
受
け
「
鐘
山
連
合
自
治
会
」
が
、

自
治
会
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
交
流
を
深
め
る

た
め
の
機
会
を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
照
明
器
具
な
ど
の
備
品
を
整
備
し
ま

し
た
。

問
市
民
協
働
推
進
課
　
内
線
２
０
３

　
広
報
の
文
字
が
見
え
に
く
い
方
や
視
覚

に
障
害
の
あ
る
方
に
も
生
活
に
役
立
つ
市

か
ら
の
大
切
な
情
報
が
届
く
よ
う
、
５
月

か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
広
報
誌
の
内
容

が
音
声
で
聞
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
富
士
吉
田
市
点
字
図
書
館
で
は

見
え
な
い
方
や
見
え
に
く
い
方
に
、
広
報

誌
の
読
み
上
げ
デ
ー
タ
を
Ｃ
Ｄ
に
収
め
無

料
で
郵
送
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は

社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※

録
音
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
協
力
で

行
っ
て
い
る
た
め
、
読
み
間
違
え
な
ど
が

あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
協
議
会
　
☎
（23）-

８
１
０
５

　
市
民
協
働
推
進
課
　
☎
内
線
２
１
４

　
本
教
室
（
わ
く
わ
く
教
室
）
は
、
放
課

後
の
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
の
た
め
に

開
設
さ
れ
ま
し
た
。
特
別
な
資
格
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。子
ど
も
が
大
好
き
な
方
で
、

活
動
の
見
守
り
や
サ
ポ
ー
ト
、
学
習
支
援

が
で
き
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
月
〜
金
曜
日
　※

都
合
が
つ
く
日

　
午
後
２
時
頃
〜
５
時
30
分

 

■場 

下
一
小
・
下
二
小
・

　
吉
西
小
・
富
士
小

報
酬
　
あ
り

問
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
２
２

　
富
士
吉
田
市
視
覚
障
害
者
協
会
で
は
、

視
覚
に
障
害
の
あ
る
方
や
そ
の
家
族
、
協

会
の
活
動
に
ご
理
解
・
ご
協
力
い
た
だ
け

る
賛
助
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
当
協

会
は
、
富
士
北
麓
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

を
対
象
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
会
員
同
士

の
交
流
や
情
報
交
換
、
福
祉
制
度
に
関
す

る
情
報
提
供
な
ど
を
通
じ
て
、
皆
さ
ん
が

地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、定
期
総
会
を
は
じ
め
、短
歌

教
室
や
パン
作
り
体
験
、
バ
ス
旅
行
、
忘
年

会
な
ど
を
開
催
し
、
和
や
か
に
交
流
と
親

睦
を
深
め
ま
し
た
。本
会
の
活
動
に
関
心

の
あ
る
方
は
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
入
会
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
本
協
会
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

居
住
地
　
富
士
吉
田
市・富
士
河
口
湖
町
・

西
桂
町
・
忍
野
村
・
山
中
湖
村
・
鳴
沢
村

問
視
覚
障
害
者
協
会
（
社
会
福
祉
協
議
会

内
）☎：
（23）-

８
１
０
５

メ
ー
ル
：f.shakyo@

fgo.jp
(

件
名
に「
視
覚
協
問
い
合
わ
せ
」と
記
入)

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

https://yam
ashikyo.sakura.ne.jp/

日 

６
月
28
日
㈰

 

■場 

富
士
吉
田
商
工
会
議
所

受
験
料
　
１
級
２
，
８
０
０
円
、

　
　
　
　
２
級
２
，
０
０
０
円
、

　
　
　
　
３
級
１
，
８
０
０
円
、

　
　
　
　
４
〜
６
級
１
，
２
０
０
円
、

　
　
　
　
７
〜
８
級
１
，
０
０
０
円

申
込
期
間
　
５
月
11
日
㈪
〜
21
日
㈭

問
富
士
吉
田
商
工
会
議
所

　
☎
（24）-

７
１
１
１

日
５
月
16
日
㈯ 

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

 

■場 

Ｑ-

Ｓ
Ｔ
Ａ
３
階
　
イ
ベン
ト
ス
ペ
ー
ス

内
容
　
血
圧
酸
素
飽
和
度
測
定
・Ｉ
Ｎ
Ｂ

Ｏ
Ｄ
Ｙ
に
よ
る
体
組
成
分
析
・
看
護
学
校

進
学
相
談
　
な
ど

 

■￥ 

無
料
　※

予
約
不
要
で
す

問
市
立
看
護
専
門
学
校 

☎
（24）-

８
７
５
６

日
５
月
27
日
㈬

　
午
後
１
時
30
分

 

■場 

市
民
会
館
３
階
　
小
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
　
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
に
お
け
る
予
防

医
学
と
健
康
意
識
の
向
上

講
師
　（
一
社
）
ふ
じ
ざ
く
ら
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
　
Ｇ
Ｍ
五
十
嵐
雅
彦
氏

受
講
料
　
無
料
　※

申
し
込
み
不
要
で
す

市
民
大
学
生
以
外
の
方
も
参
加
で
き
ま
す

問
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
２
３

　
市
で
は
、
中
小
企
業
の
皆
さ
ん
の
事
業

経
営
に
必
要
な
資
金
調
達
を
支
援
し
、
企

業
の
飛
躍
を
後
押
し
す
る
た
め
「
小
口
資

金
融
資
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
の

制
度
は
、
市
が
山
梨
県
信
用
保
証
協
会
に

資
金
を
特
別
寄
託
す
る
こ
と
で
、
金
融
機

関
を
通
じ
て
低
利
で
融
資
を
受
け
ら
れ
る

仕
組
み
で
す
（
原
則
と
し
て
、
同
協
会
の

保
証
付
き
融
資
と
な
り
ま
す
）。

　
今
年
度
は
、
市
場
の
動
向
を
踏
ま
え
て

利
息
を
０
．
２
％
引
き
上
げ
、
お
支
払
い

い
た
だ
い
た
利
子
に
対
し
て
、
年
50
％
利

子
補
給
を
実
施
し
ま
す
。

融
資
対
象

　
①
〜
⑤
の
全
て
を
満
た
す
も
の

①
市
内
に
１
年
以
上
店
舗
、
工
場
、
事
業

　
所
の
い
ず
れ
か
を
有
し
て
い
る
企
業

②
市
内
に
１
年
以
上
居
住
し
て
い
る
個
人

　
で
、
か
つ
市
内
に
店
舗
、
工
場
、
事
業

　
所
の
い
ず
れ
か
を
有
し
て
い
る
こ
と

③
資
本
金
の
額
ま
た
は
出
資
の
総
額
が
　

　
５
，
０
０
０
万
円
以
下
の
企
業
で
、
か

　
つ
常
時
使
用
す
る
従
業
員
が
50
人
（
商

　
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
は
10
人
）
以
下
の
企

　
業
ま
た
は
個
人

④
市
税
を
完
納
し
て
い
る
企
業
ま
た
は
個

　
人

⑤
山
梨
県
信
用
保
証
協
会
の
保
証
対
象
業

　
種
で
あ
る
企
業
ま
た
は
個
人

利
率
（
固
定
金
利
）

問
商
工
振
興
課
　
☎
内
線
４
０
２・４
０
３

　
市
が
各
ご
家
庭
に
貸
与
し
て
い
る
水
道

メ
ー
タ
ー
は
、
計
量
法
に
よ
り
８
年
ご
と

の
交
換
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
有
効
期

限
を
迎
え
る
メ
ー
タ
ー
を
対
象
に
、
順
次

交
換
作
業
を
実
施
し
ま
す
。
交
換
に
か
か

る
費
用
は
原
則
無
料
で
す
。た
だ
し
、メ
ー

タ
ー
周
辺
の
漏
水
や
止
水
栓
の
不
良
な
ど

が
あ
り
、
特
別
な
修
繕
・
改
良
工
事
が
必

要
と
な
る
場
合
に
は
、
実
費
の
負
担
を
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
対
象

の
ご
家
庭
に
送
付
さ
れ
る
「
メ
ー
タ
ー
交

換
の
お
知
ら
せ
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

交
換
時
期
、
対
象
地
区

奇
数
月
検
針
地
区
：

　
５
月
19
日
㈫
〜
６
月
17
日
㈬
、

　
７
月
16
日
㈭
〜
８
月
12
日
㈬

偶
数
月
検
針
地
区
：

　
６
月
17
日
㈬
〜
７
月
16
日
㈭
、

　
８
月
12
日
㈬
〜
９
月
17
日
㈭

※

期
間
内
に
交
換
で
き
な
か
っ
た
場
合

は
、
日
程
調
整
し
後
日
交
換
に
伺
い
ま
す

交
換
の
流
れ

①
対
象
の
お
宅
に
交
換
期
間
開
始
２
週
間

前
を
目
安
に
オ
レ
ン
ジ
の
ハ
ガ
キ
で
「
メ
ー

タ
ー
交
換
の
お
知
ら
せ
」
を
郵
送
し
ま
す

②
身
分
証
を
携
帯
し
た
作
業
員
が
連
絡
・

訪
問
し
ま
す

③
メ
ー
タ
ー
交
換
作
業
を
行
い
ま
す
。
作

業
時
間
は
30
〜
60
分
で
す
　※

作
業
中
は

水
道
を
使
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

問
上
下
水
道
管
理
課
　
☎
内
線
６
１
３

　
上
下
水
道
工
務
課
　
☎
内
線
６
５
６

　
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
、
い

つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
情
報
を
確
認
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
将
来
の
年
金
見
込
額

の
試
算
な
ど
、
便
利
な
機
能
が
揃
っ
て
い

ま
す
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
で
き
る
こ
と

・
年
金
記
録
の
確
認

・
将
来
の
年
金
見
込
額
の
試
算

・
保
険
料
の
納
付
（
Ｐａｙ-

ｅａｓｙ
）

・
各
種
通
知
書
の
確
認
（
年
金
振
込
通
知

　
書
、
年
金
額
改
定
通
知
書
な
ど
）

・
公
的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票
、
社
会

　
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証

　
明
書
な
ど
の
再
交
付
申
請

・
国
民
年
金
保
険
料
・
納
付
猶
予
申
請
な

　
ど
の
届
書
の
作
成
・
印
刷
な
ど

・
持
ち
主
不
明
の
年
金
記
録
の
検
索

※

利
用
に
は
事
前
の
登
録
が
必
要
で
す
　

※

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な

　
い
方
も
ご
利
用
で
き
ま
す

問
日
本
年
金
機
構
大
月
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
７
０-

０
５
８-

５
５
５

　
市
民
課
　
☎
内
線
１
４
６

　
市
内
産
の
野
菜
苗
と
花
壇
苗
を
格
安
で

販
売
し
ま
す
。
市
内
で
育
て
ら
れ
た
苗
は

と
っ
て
も
丈
夫
で
簡
単
に
育
て
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
庭
先
や
ベ
ラ
ン
ダ
の
ち
ょっ
と
し
た
ス
ペ
ー

ス
を
活
用
し
て
、
お
い
し
い
野
菜
や
き
れ
い

な
花
を
自
分
の
手
で
育
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
５
月
18
日
㈪

　
上
吉
田
・
下
吉
田
コ
ミ
セ
ン

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
明
見
コ
ミ
セ
ン
・
寿
町
会
館
駐
車
場

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
市
役
所
中
庭

　
午
後
５
時
15
分
〜
６
時
15
分

販
売
種
類
　
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
ナ
ス
、
ピ
ー

マ
ン
、
シ
シ
ト
ウ
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
、

な
ん
ば
ん
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
花
苗
な
ど
。
お

得
な
セ
ッ
ト
販
売
も
あ
り
ま
す
。

問
農
林
課
　
☎
内
線
４
１
２

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

　
事
前
予
約
制
で
、
月
に
一
回
土
曜
日
に

受
け
取
り
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
交

付
を
希
望
す
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
予
約

を
お
願
い
し
ま
す
。

日
５
月
16
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
正
午
　

申
込
締
切
日
　
５
月
15
日
㈮

問
市
民
課
　
☎
内
線
４
５
５

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
出
張
申
請

　
市
役
所
に
行
く
こ
と
な
く
、
指
定
の
場

所
に
ス
タ
ッ
フ
が
出
張
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
作
る
た
め
の
写
真
撮
影
や
申
請

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。受
け
取
り
方
法
も
、

市
役
所
来
庁
か
郵
送
を
選
択
で
き
ま
す
。

 

■対 

企
業
や
施
設
、
サ
ー
ク
ル
や
学
校
な
ど

　
概
ね
５
名
以
上
の
申
請
が
見
込
ま
れ
る

　
団
体

出
張
申
請
可
能
日
時
　
火
〜
金
曜
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

※

持
ち
物
、
日
程
な
ど
は
事
前
に
打
ち
合

わ
せ
を
し
ま
す

問
市
民
課
　
☎
内
線
４
５
５

日
５
月
16
日
㈯
　
午
後
２
時
〜
４
時

 

■場 
市
民
会
館
　
小
ホ
ー
ル

 

■￥ 

無
料
　※
申
し
込
み
は
不
要
で
す

講
師
　
堀
内
詔
子
氏
（
衆
議
院
議
員
）、　

　
　
　
川
越
一
磨
氏
　
ほ
か

問
☎
０
９
０-

２
６
５
６-
７
５
７
２  

和
光

Information scramble

お
知
ら
せ

募
　
集

保
健
・
福
祉

お
知
ら
せ

募
　
集

保
健
・
福
祉

催
し
物

催
し
物

紙
類
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
日

　
紙
類
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
は
、各

地
区
１
週
間
お
き
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

 

収
集
日
は
、毎
月
の
広
報
誌
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

デ
ー
タ
放
送
、富
士
吉
田
市
防
災
ア
プ
リ

な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、お
近
く
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
自
治
会
が
行
う
資
源
物
回
収
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
の
戸
別
有
料
収
集

　
粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集
（
有
料
）
を
行

い
ま
す
。
収
集
で
き
な
い
物
や
収
集
品
目

の
数
え
方
は
、
ご
み
分
別
マ
ニ
ュ
ア
ル
ま

た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
も
申
し
込

み
で
き
ま
す
。

※

最
大
９
個
ま
で

※

各
日
、
先
着
12
件
で
す

問
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
　
☎
（22）
０
０
３
０

■期 

５
月
１
日
㈮
〜
31
日
㈰

　
自
転
車
は
「
車
の
仲
間
」
で
す
。
４
月

か
ら
自
転
車
の
交
通
違
反
に
対
し
て
も
新

た
に
反
則
金
制
度
「
青
切
符
」
が
導
入
さ

れ
、取
り
締
ま
り
が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、全
て
の
自
転
車
利
用
者
を
対
象
に
、

乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
努
力
義
務

化
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
故
に
よ
る
被
害
を

軽
減
す
る
た
め
、
乗
車
時
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
着
用
す
る
と
と
も
に
、保
護
者
の
方
は
、

児
童
や
幼
児
が
運
転
す
る
際
に
も
必
ず
着

用
さ
せ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
自
転
車
の
飲
酒
運
転
は
重
大
な

事
故
に
つ
な
が
る
非
常
に
危
険
な
「
違
法

行
為
」
で
す
。
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
、
絶
対

に
自
転
車
を
運
転
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
ご
自
身
や
ご
家
族
の
命
を
守
る
た
め
、

今
ま
で
以
上
に
交
通
ル
ー
ル
を
厳
守
し
、

安
全
な
利
用
に
努
め
、
自
転
車
安
全
利
用

五
則
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

１
．
車
道
が
原
則
、
左
側
を
通
行
、

　
　
歩
道
は
例
外
、
歩
行
者
を
優
先

２
．
交
差
点
で
は
信
号
と
一
時
停
止
を

　
　
守
っ
て
、
安
全
確
認

３
．
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

４
．
飲
酒
運
転
は
禁
止

５
．
ヘル
メ
ッ
ト
を
着
用

問
安
全
対
策
課
　
☎
内
線
２
２
１

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在

で
原
動
機
付
自
転
車
・
軽
自
動
車
・
小
型

特
殊
自
動
車
・
二
輪
の
小
型
自
動
車
の
所

有
し
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。納
期

限
は
６
月
１
日
㈪
で
す
。期
限
内
の
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。　※

令
和
８
年
４
月
の

環
境
性
能
割
廃
止
に
伴
い
、
名
称
が「
軽
自

動
車
税（
種
別
割
）」か
ら「
軽
自
動
車
税
」

に
変
わ
り
ま
し
た
。

軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書

　
車
検
が
必
要
な
車
両
は
す
べ
て
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
納
付
情
報
を
確
認
で
き
る
シ
ス

テ
ム
（
軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
）
に
対
応
し
て
い
る

た
め
、
車
検
時
の
納
税
証
明
書
の
提
示
は

原
則
不
要
で
す
。
た
だ
し
、
納
付
方
法
や

直
近
の
納
付
状
況
に
よ
っ
て
は
証
明
書
が

必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
取
得
方

法
な
ど
詳
細
は
、
税
務
課 

証
明
担
当
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度

　
身
体
障
害
者
な
ど
の
移
動
手
段
と
し
て

使
用
す
る
軽
自
動
車
な
ど
で
、
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
税
の
減
免
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
６
月
１
日
㈪
ま
で
に
税

務
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
期
日
を
過

ぎ
る
と
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
詳
細
は
税
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
税
務
課

　
課
税
・
減
免
に
関
す
る
こ
と

　
市
民
税
担
当
　
☎
内
線
１
１
９
・
１
２
４

　
納
税
証
明
に
関
す
る
こ
と

　
証
明
担
当
　
☎
内
線
１
２
３

　
納
税
・
口
座
振
替
に
関
す
る
こ
と

　
収
税
課
　
☎
内
線
１
２
１
・
１
２
２

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
を

活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

春
の
野
菜
苗
市

水
道
メ
ー
タ
ー
の

定
期
交
換
に

お
伺
い
し
ま
す

令和８年５月　休日水道応急修理当番表
中曽根
上吉田東
上吉田
大明見
上吉田
上吉田東
上吉田東
大明見
下吉田
上吉田東
小明見
下吉田
下吉田

24-8003
23-7230
23-5780
22-1898
080-5444-0352
23-0063
22-1576
23-8886
24-1311
24-0510
23-1218
24-2397
22-0395

OMORIマテリアル
総合設備シムラ
勝俣配管
明進設備
渡辺設備
米山工業
佐藤燃料
沙原設備工業
清燃料瓦斯
営繕センター三枝
広瀬設備
北稜設備
一水工業

竜ケ丘
上吉田
大明見
富士見
新倉
上暮地
大明見
新西原
小明見
下吉田
上吉田東
緑ヶ丘
小明見

24-2323
22-7394
23-0221
22-5273
090-3135-6716
23-7031
23-3506
23-8479
090-2314-2970
22-4863
22-1530
23-3187
23-0819

高野熱設備
スマイル設備
勝田設備
富士五湖設備
トーエイ・カンパニー
太陽設備
三協設備
システム五島
加藤設備工業
大博管工
富士冷熱
荒井設備
めぐみ設備工業

2
3
4
5
6
9
10
16
17
23
24
30
31

土
日
月
火
水
土
日
土
日
土
日
土
日

有
料
広
告

資金の種類 融資期間

設備資金
7年以内
※据置期間：
1年以内

運転資金

融資限度額

1,000万円以内

1,000万円以内

貸出利率

1.7％

1.8％
5年以内
※据置期間：
1年以内

用途

事業所の増改築・施設の設置、
機械類の購入などの設備資金

商品・原材料の仕入れなどの
運転資金

ま
せ
ん
か
？

　
会
員
登
録
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
も

ち
ろ
ん
、
既
に
会
員
登
録
済
み
で
講
習
が

ま
だ
の
方
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
活

動
を
始
め
る
に
は
、
お
子
さ
ん
を
安
全
に

お
預
か
り
す
る
た
め
、「
活
動
に
入
る
た
め

の
講
習
会
」
の
受
講
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

日
６
月
１
日
㈪
　
午
前
９
時
〜
正
午

　※

受
付
：
８
時
45
分

 

■場 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
３
階  

学
習
室

 

■￥ 

無
料

　※

受
講
申
し
込
み
時
に
託
児
の
希
望
あ

れ
ば
お
申
し
出
く
だ
さ
い
（
無
料
）

問
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　
☎
内
線
５
８
０

令
和
８
年
度

小
口
資
金
融
資
制
度

市
民
課
か
ら

フ
ー
ド
ロ
ス
削
減
に

関
す
る
講
習
会



32

日
５
月
17
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

■場 

富
士
山
レ
ー
ダ
ー
ド
ー
ム
館

 

■￥ 

無
料

内
容
　
車
両
展
示
、
消
火
体
験
、
乗
車
体

験
、グ
ッ
ズ
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
子
ど
も
限
定
）、

新
聞
紙
で
つ
く
ろ
う
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、

マ
ル
シ
ェ
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
（
３
つ
の
ス

タ
ン
プ
を
集
め
る
と
富
士
山
レ
ー
ダ
ー

ド
ー
ム
館
入
館
料
無
料
＆
消
防
カ
レ
ー
の

試
食
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
　※

限
定
２
５
０
食
）

問
富
士
山
レ
ー
ダ
ー
ド
ー
ム
館

　
☎
（20）-

０
２
２
３

日
５
月
23
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
40
分

 

■場 

昭
和
医
科
大
学
富
士
吉
田
校
舎

　
ス
ク
エ
ア
ガ
ー
デ
ン

テ 

ー 

マ
　
①
人
生
１
０
０
年
時
代
を
楽

し
く
生
き
る
「
賢
い
生
活
術
」

②
筋
肉
は
裏
切
ら
な
い
！
10
歳
若
返
る
た

め
の
「
得
す
る
筋
ト
レ
」

講
師

①
山
岸
昌
一
氏
（
昭
和
医
科
大
学
教
授
）

②
林
友
則
氏
（
昭
和
医
科
大
学
講
師
）

 

■定 

先
着
２
０
０
名

受
講
料
　
無
料

送
迎
バ
ス

①
市
役
所
玄
関
前
　
午
後
１
時
発

②
富
士
山
駅
前
（
魚
民
前
）

　
午
後
１
時
10
分
発

③
ス
ク
エ
ア
ガ
ー
デ
ン
前

　
午
後
３
時
45
分
発

 

■持 

上
履
き

申
込
方
法
　
電
話

　※

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
氏
名
・

　
連
絡
先
・
送
迎
バ
ス
利
用
の
有
無
を
ご

　
連
絡
く
だ
さ
い

　※

講
座
終
了
後
、
受
講
証
を
お
渡
し
し

　
ま
す

申
込
期
限
　
５
月
22
日
㈮

問
昭
和
医
科
大
学
富
士
吉
田
校
舎

　
事
務
課
　
☎
（22）‒

４
４
０
３

日
５
月
20
日
㈬

　
午
後
１
時
〜
４
時

 

■場 

Ｑ-

Ｓ
Ｔ
Ａ
地
下
１
階

相
談
内
容
　
相
続
・
遺
言
な
ど
各
種
相
談

　※

書
類
の
作
成
・
審
査
な
ど
は
で
き
ま

　
　
せ
ん

申
込
方
法
　
電
話
　※

要
予
約

問
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５-

２
５
３-

２
３
７
６

中
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

日
５
月
20
日
〜
７
月
22
日

　（
毎
週
水
　
全
10
回
）

　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

 

■場 

鐘
山
総
合
体
育
館
　
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

 

■対 

小
学
６
年
生
と
中
学
１
・
２
年
生

 

■持 

屋
内
用
シ
ュ
ー
ズ
、
飲
み
物
、
ラ
ケ
ッ
ト

　※

貸
出
あ
り

 

■定 

15
名

 

■￥ 

５
，
０
０
０
円

自
然
を
歩
こ
う
！

ノ
ル
デ
ィッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
体
験
教
室

日
５
月
20
日
㈬

　
午
前
９
時
30
分
〜
１
時
間
程
度

 

■場 

富
士
散
策
公
園

 

■対 

ど
な
た
で
も

 

■定 

20
名

 

■￥ 

５
０
０
円

 

■持 

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
運
動
の
で
き
る
服

　 

装
、
履
き
な
れ
た
運
動
靴

ふ
れ
あ
い
柔
道
教
室

日
５
月
16
日
〜
６
月
20
日

　（
毎
週
土
　
全
６
回
）

　
午
後
２
時
〜
３
時

 

■場 

下
吉
田
コ
ミ
セ
ン

 

■対 

小
学
生

 

■定 

20
名

服
装
　
動
き
や
す
い
服
装

 

■￥ 

１
，
０
０
０
円
　※

保
険
料

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
初
心
者
講
習
会

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用
に
は
初
回
講

習
（
無
料
）
の
受
講
が
必
要
で
す
。

日
５
月
12
日
㈫

　
午
前
10
時
30
分

　
20
・
27
日
㈬

　
午
後
６
時
15
分

　
２
・
23
・
30
日
㈯

　
午
後
３
時
30
分

 

■対 

高
校
生
以
上
　※

完
全
予
約
制

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
（24）-

３
６
３
３

　
通
常
は
ご
覧
い
た
だ
け
な
い
昭
和
医
科

大
学
第
一
医
薬
資
源
園
お
よ
び
富
士
山
麓

自
然
・
生
物
研
究
所
を
特
別
一
般
公
開
し

ま
す
。
園
内
で
は
生
薬
の
原
料
と
な
る
植

物
や
植
物
標
本
、
希
少
植
物
の
苗
を
見
学

で
き
る
ほ
か
、
専
門
家
に
よ
る
解
説
も
行

い
ま
す
。

日
６
月
７
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
正
午

■場 

昭
和
医
科
大
学
富
士
吉
田
キ
ャ
ン
パ
ス

　
第
一
医
薬
資
源
園

問
昭
和
医
科
大
学

　
富
士
山
麓
自
然
・
生
物
研
究
所
　
　
　

　
☎
（24）-

１
１
８
６

　
研
究
所
内
の
研
究
者
に
よ
る
富
士
山
に

関
す
る
こ
と
を
学
ぶ
講
座
で
す
。

日
６
月
13
日
㈯

　
午
後
１
時
15
分
〜
３
時
30
分

 

■場 

富
士
山
科
学
研
究
所

テ
ー
マ

①「
登
山
リ
ス
ク
に
つ
い
て
考
え
る

　‒

高
山
病
と
転
倒‒

」

②「
登
山
道
の
火
山
防
災
を
考
え
る

　‒

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
の
通
信
網‒

」

講
師
　
①
宇
野
忠
氏
　
②
本
多
亮
氏

 

■￥ 

無
料

申
込
方
法
　
電
話

問
富
士
山
科
学
研
究
所

　
☎
（72）ｰ

６
２
０
６

日
５
月
10
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

■場 

ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク

内
容

※

雨
天
時
は
内
容
に
変
更
が
あ
り
ま
す

富
士
の
麓
で
サ
フ
ァ
リ
ト
レ
イ
ン
に
乗
ろ
う
！

 

■￥ 

無
料

動
物
ふ
わ
ふ
わ(

３
種
類)

 

■￥ 

無
料

ア
ル
パ
カ
ふ
れ
あ
い
動
物
園

　
今
年
は
ア
ル
パ
カ
が
や
っ
て
く
る
！
他
に

も
ウ
サ
ギ
・
モ
ル
モ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ

ホ
ワ
イ
ト
な
ど
の
可
愛
ら
し
い
動
物
が
集

合
し
ま
す
。

 

■￥ 

無
料

　※

１
時
間
完
全
ク
ロ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す

地
元
の
野
菜
苗
・
花
苗
の
特
別
販
売

野
菜
（
ミ
ニ
ト
マ
ト
・
き
ゅ
う
り
・
し
そ

な
ど
）　
花（
ベ
ゴ
ニ
ア・マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
・

多
肉
植
物
な
ど
）

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
販
売

　
各
イ
ベ
ン
ト
の
合
間
に
楽
し
め
る
フ
ー

ド
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

問
観
光
振
興
サ
ー
ビ
ス

　
☎
（21）-

１
０
０
０

　
本
市
で
は
、
子
育
て
を
地
域
で
支
え
合

う
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・セ
ン
タ
ー
」

の
援
助
活
動
（
お
子
さ
ん
の
預
か
り
・
送

迎
な
ど
）
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
市
民
の

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
資
格
は
不
要
で
す

　
子
育
て
経
験
や
意
欲
が
あ
る
方
な
ら
ど

な
た
で
も
大
歓
迎
で
す
。

◆
報
酬
が
あ
り
ま
す

　
活
動
内
容
に
応
じ
た
謝
礼
（
利
用
料
）

が
支
払
わ
れ
ま
す
。

※

平
日
、
午
前
７
時
〜
午
後
７
時
に
お
子

さ
ん
１
人
預
か
り
で
報
酬
費
は
１
時
間

１
，
０
０
０
円
で
す
。
お
預
か
り
の
状
況

に
よ
り
金
額
が
変
わ
り
ま
す
。

◆
保
険
加
入
で
安
心

　
活
動
中
の
万
が
一
の
事
故
に
備
え
、
市

で
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

◆
無
理
の
な
い
範
囲
で

　「
で
き
る
時
に
、
で
き
る
活
動
を
」
が

基
本
で
す
。
ご
自
身
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
合
わ
せ
て
活
動
い
た
だ
け
ま
す
。

　「
子
ど
も
が
好
き
」「
空
い
た
時
間
を
地

域
の
た
め
に
活
か
し
た
い
」
と
い
う
方
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
講
習
会
へ
参
加
し
て
み

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
の
指
定

　
指
定
工
事
店
が
新
た
に
１
件
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

事
業
者
名
　
株
式
会
社
渡
邉
総
建

代
表
者
　
渡
邉
　
博
樹

 

■住 

甲
府
市
大
里
町
１
４
８
番
地
14

☎ 

０
８
０-

７
９
３
８-

２
１
３
８

下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
店
の
指
定

　
指
定
工
事
店
が
新
た
に
２
件
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

事
業
者
名
　
横
谷
設
備

代
表
者
名
　
横
谷
　
正
渡

 

■住 

笛
吹
市
石
和
町
河
内
２
５
９-

１０

☎ 

０
５
５-

２
６
２-

１
８
２
２

事
業
者
名
　
株
式
会
社
渡
邉
総
建

代
表
者
名
　
渡
邉
　
博
樹

 

■住 

甲
府
市
大
里
町
１
４
８
番
地
１４

☎ 

０
８
０-

７
９
３
８-

２
１
３
８

　
下
水
道
へ
の
接
続
工
事
や
給
水
装
置
工

事
は
、
市
の
指
定
証
の
交
付
を
受
け
た
指

定
工
事
店
し
か
施
工
し
て
は
い
け
ま
せ
ん

の
で
、
依
頼
す
る
と
き
は
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

問
上
下
水
道
管
理
課
　
☎
内
線
６
１
３

問
上
下
水
道
工
務
課
　
☎
内
線
３
３
２

　
高
等
支
援
学
校
桃
花
台
学
園
を
進
路

先
の
一
つ
と
し
て
検
討
し
て
い
る
中
学
３

年
生
を
対
象
に
学
校
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
（※

中
学
３
年
生
以
外
を
対
象
と
し
た

説
明
会
は
９
月
以
降
に
開
催
予
定
）。
詳

細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
①
５
月
８
日
㈮

　
②
５
月
19
日
㈫ 

　
③
５
月
22
日
㈮

　
④
６
月
30
日
㈫

　
⑤
７
月
10
日
㈮

　
い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

 

■場 

県
立
高
等
支
援
学
校
桃
花
台
学
園

 

■対 

中
学
３
年
生
・
特
別
支
援
学
校
中
学

　
部
３
年
生
（
既
卒
者
を
含
む
）
と
そ
の

　
保
護
者
、
市
町
村
教
育
委
員
会
お
よ
び

　
学
校
関
係
職
員

申
込
方
法
　
通
学
し
て
い
る
各
学
校
よ
り

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
高
等
支
援
学
校
桃
花
台
学
園

　
☎
０
５
５‒

２
６
３‒

７
７
６
０

　（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
で
あ
る

「
令
和
７
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」

の
支
援
を
受
け
「
鐘
山
連
合
自
治
会
」
が
、

自
治
会
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
交
流
を
深
め
る

た
め
の
機
会
を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
照
明
器
具
な
ど
の
備
品
を
整
備
し
ま

し
た
。

問
市
民
協
働
推
進
課
　
内
線
２
０
３

　
広
報
の
文
字
が
見
え
に
く
い
方
や
視
覚

に
障
害
の
あ
る
方
に
も
生
活
に
役
立
つ
市

か
ら
の
大
切
な
情
報
が
届
く
よ
う
、
５
月

か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
広
報
誌
の
内
容

が
音
声
で
聞
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
富
士
吉
田
市
点
字
図
書
館
で
は

見
え
な
い
方
や
見
え
に
く
い
方
に
、
広
報

誌
の
読
み
上
げ
デ
ー
タ
を
Ｃ
Ｄ
に
収
め
無

料
で
郵
送
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は

社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※

録
音
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
協
力
で

行
っ
て
い
る
た
め
、
読
み
間
違
え
な
ど
が

あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
協
議
会
　
☎
（23）-

８
１
０
５

　
市
民
協
働
推
進
課
　
☎
内
線
２
１
４

　
本
教
室
（
わ
く
わ
く
教
室
）
は
、
放
課

後
の
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
の
た
め
に

開
設
さ
れ
ま
し
た
。
特
別
な
資
格
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。子
ど
も
が
大
好
き
な
方
で
、

活
動
の
見
守
り
や
サ
ポ
ー
ト
、
学
習
支
援

が
で
き
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
月
〜
金
曜
日
　※

都
合
が
つ
く
日

　
午
後
２
時
頃
〜
５
時
30
分

 

■場 

下
一
小
・
下
二
小
・

　
吉
西
小
・
富
士
小

報
酬
　
あ
り

問
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
２
２

　
富
士
吉
田
市
視
覚
障
害
者
協
会
で
は
、

視
覚
に
障
害
の
あ
る
方
や
そ
の
家
族
、
協

会
の
活
動
に
ご
理
解
・
ご
協
力
い
た
だ
け

る
賛
助
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
当
協

会
は
、
富
士
北
麓
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

を
対
象
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
会
員
同
士

の
交
流
や
情
報
交
換
、
福
祉
制
度
に
関
す

る
情
報
提
供
な
ど
を
通
じ
て
、
皆
さ
ん
が

地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、定
期
総
会
を
は
じ
め
、短
歌

教
室
や
パン
作
り
体
験
、
バ
ス
旅
行
、
忘
年

会
な
ど
を
開
催
し
、
和
や
か
に
交
流
と
親

睦
を
深
め
ま
し
た
。本
会
の
活
動
に
関
心

の
あ
る
方
は
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
入
会
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
本
協
会
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

居
住
地
　
富
士
吉
田
市・富
士
河
口
湖
町
・

西
桂
町
・
忍
野
村
・
山
中
湖
村
・
鳴
沢
村

問
視
覚
障
害
者
協
会
（
社
会
福
祉
協
議
会

内
）☎：
（23）-

８
１
０
５

メ
ー
ル
：f.shakyo@

fgo.jp
(

件
名
に「
視
覚
協
問
い
合
わ
せ
」と
記
入)

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

https://yam
ashikyo.sakura.ne.jp/

日 

６
月
28
日
㈰

 

■場 

富
士
吉
田
商
工
会
議
所

受
験
料
　
１
級
２
，
８
０
０
円
、

　
　
　
　
２
級
２
，
０
０
０
円
、

　
　
　
　
３
級
１
，
８
０
０
円
、

　
　
　
　
４
〜
６
級
１
，
２
０
０
円
、

　
　
　
　
７
〜
８
級
１
，
０
０
０
円

申
込
期
間
　
５
月
11
日
㈪
〜
21
日
㈭

問
富
士
吉
田
商
工
会
議
所

　
☎
（24）-

７
１
１
１

日
５
月
16
日
㈯ 

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

 

■場 

Ｑ-

Ｓ
Ｔ
Ａ
３
階
　
イ
ベン
ト
ス
ペ
ー
ス

内
容
　
血
圧
酸
素
飽
和
度
測
定
・Ｉ
Ｎ
Ｂ

Ｏ
Ｄ
Ｙ
に
よ
る
体
組
成
分
析
・
看
護
学
校

進
学
相
談
　
な
ど

 

■￥ 

無
料
　※

予
約
不
要
で
す

問
市
立
看
護
専
門
学
校 

☎
（24）-

８
７
５
６

日
５
月
27
日
㈬

　
午
後
１
時
30
分

 

■場 

市
民
会
館
３
階
　
小
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
　
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
に
お
け
る
予
防

医
学
と
健
康
意
識
の
向
上

講
師
　（
一
社
）
ふ
じ
ざ
く
ら
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
　
Ｇ
Ｍ
五
十
嵐
雅
彦
氏

受
講
料
　
無
料
　※

申
し
込
み
不
要
で
す

市
民
大
学
生
以
外
の
方
も
参
加
で
き
ま
す

問
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
２
３

Information scramble

募
　
集

お
知
ら
せ

保
健
・
福
祉

お
知
ら
せ

募
　
集

保
健
・
福
祉

催
し
物

催
し
物

宝
く
じ
の
助
成
金
で

整
備
し
ま
し
た

視
覚
障
害
者
協
会
の
会
員
・

賛
助
会
員
募
集

珠
算
検
定

　
市
で
は
、
中
小
企
業
の
皆
さ
ん
の
事
業

経
営
に
必
要
な
資
金
調
達
を
支
援
し
、
企

業
の
飛
躍
を
後
押
し
す
る
た
め
「
小
口
資

金
融
資
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
の

制
度
は
、
市
が
山
梨
県
信
用
保
証
協
会
に

資
金
を
特
別
寄
託
す
る
こ
と
で
、
金
融
機

関
を
通
じ
て
低
利
で
融
資
を
受
け
ら
れ
る

仕
組
み
で
す
（
原
則
と
し
て
、
同
協
会
の

保
証
付
き
融
資
と
な
り
ま
す
）。

　
今
年
度
は
、
市
場
の
動
向
を
踏
ま
え
て

利
息
を
０
．
２
％
引
き
上
げ
、
お
支
払
い

い
た
だ
い
た
利
子
に
対
し
て
、
年
50
％
利

子
補
給
を
実
施
し
ま
す
。

融
資
対
象

　
①
〜
⑤
の
全
て
を
満
た
す
も
の

①
市
内
に
１
年
以
上
店
舗
、
工
場
、
事
業

　
所
の
い
ず
れ
か
を
有
し
て
い
る
企
業

②
市
内
に
１
年
以
上
居
住
し
て
い
る
個
人

　
で
、
か
つ
市
内
に
店
舗
、
工
場
、
事
業

　
所
の
い
ず
れ
か
を
有
し
て
い
る
こ
と

③
資
本
金
の
額
ま
た
は
出
資
の
総
額
が
　

　
５
，
０
０
０
万
円
以
下
の
企
業
で
、
か

　
つ
常
時
使
用
す
る
従
業
員
が
50
人
（
商

　
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
は
10
人
）
以
下
の
企

　
業
ま
た
は
個
人

④
市
税
を
完
納
し
て
い
る
企
業
ま
た
は
個

　
人

⑤
山
梨
県
信
用
保
証
協
会
の
保
証
対
象
業

　
種
で
あ
る
企
業
ま
た
は
個
人

利
率
（
固
定
金
利
）

問
商
工
振
興
課
　
☎
内
線
４
０
２・４
０
３

　
市
が
各
ご
家
庭
に
貸
与
し
て
い
る
水
道

メ
ー
タ
ー
は
、
計
量
法
に
よ
り
８
年
ご
と

の
交
換
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
有
効
期

限
を
迎
え
る
メ
ー
タ
ー
を
対
象
に
、
順
次

交
換
作
業
を
実
施
し
ま
す
。
交
換
に
か
か

る
費
用
は
原
則
無
料
で
す
。た
だ
し
、メ
ー

タ
ー
周
辺
の
漏
水
や
止
水
栓
の
不
良
な
ど

が
あ
り
、
特
別
な
修
繕
・
改
良
工
事
が
必

要
と
な
る
場
合
に
は
、
実
費
の
負
担
を
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
対
象

の
ご
家
庭
に
送
付
さ
れ
る
「
メ
ー
タ
ー
交

換
の
お
知
ら
せ
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

交
換
時
期
、
対
象
地
区

奇
数
月
検
針
地
区
：

　
５
月
19
日
㈫
〜
６
月
17
日
㈬
、

　
７
月
16
日
㈭
〜
８
月
12
日
㈬

偶
数
月
検
針
地
区
：

　
６
月
17
日
㈬
〜
７
月
16
日
㈭
、

　
８
月
12
日
㈬
〜
９
月
17
日
㈭

※

期
間
内
に
交
換
で
き
な
か
っ
た
場
合

は
、
日
程
調
整
し
後
日
交
換
に
伺
い
ま
す

交
換
の
流
れ

①
対
象
の
お
宅
に
交
換
期
間
開
始
２
週
間

前
を
目
安
に
オ
レ
ン
ジ
の
ハ
ガ
キ
で
「
メ
ー

タ
ー
交
換
の
お
知
ら
せ
」
を
郵
送
し
ま
す

②
身
分
証
を
携
帯
し
た
作
業
員
が
連
絡
・

訪
問
し
ま
す

③
メ
ー
タ
ー
交
換
作
業
を
行
い
ま
す
。
作

業
時
間
は
30
〜
60
分
で
す
　※

作
業
中
は

水
道
を
使
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

問
上
下
水
道
管
理
課
　
☎
内
線
６
１
３

　
上
下
水
道
工
務
課
　
☎
内
線
６
５
６

　
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
、
い

つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
情
報
を
確
認
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
将
来
の
年
金
見
込
額

の
試
算
な
ど
、
便
利
な
機
能
が
揃
っ
て
い

ま
す
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
で
き
る
こ
と

・
年
金
記
録
の
確
認

・
将
来
の
年
金
見
込
額
の
試
算

・
保
険
料
の
納
付
（
Ｐａｙ-

ｅａｓｙ
）

・
各
種
通
知
書
の
確
認
（
年
金
振
込
通
知

　
書
、
年
金
額
改
定
通
知
書
な
ど
）

・
公
的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票
、
社
会

　
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証

　
明
書
な
ど
の
再
交
付
申
請

・
国
民
年
金
保
険
料
・
納
付
猶
予
申
請
な

　
ど
の
届
書
の
作
成
・
印
刷
な
ど

・
持
ち
主
不
明
の
年
金
記
録
の
検
索

※

利
用
に
は
事
前
の
登
録
が
必
要
で
す
　

※

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な

　
い
方
も
ご
利
用
で
き
ま
す

問
日
本
年
金
機
構
大
月
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
７
０-

０
５
８-

５
５
５

　
市
民
課
　
☎
内
線
１
４
６

　
市
内
産
の
野
菜
苗
と
花
壇
苗
を
格
安
で

販
売
し
ま
す
。
市
内
で
育
て
ら
れ
た
苗
は

と
っ
て
も
丈
夫
で
簡
単
に
育
て
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
庭
先
や
ベ
ラ
ン
ダ
の
ち
ょっ
と
し
た
ス
ペ
ー

ス
を
活
用
し
て
、
お
い
し
い
野
菜
や
き
れ
い

な
花
を
自
分
の
手
で
育
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
５
月
18
日
㈪

　
上
吉
田
・
下
吉
田
コ
ミ
セ
ン

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
明
見
コ
ミ
セ
ン
・
寿
町
会
館
駐
車
場

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
市
役
所
中
庭

　
午
後
５
時
15
分
〜
６
時
15
分

販
売
種
類
　
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
ナ
ス
、
ピ
ー

マ
ン
、
シ
シ
ト
ウ
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
、

な
ん
ば
ん
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
花
苗
な
ど
。
お

得
な
セ
ッ
ト
販
売
も
あ
り
ま
す
。

問
農
林
課
　
☎
内
線
４
１
２

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

　
事
前
予
約
制
で
、
月
に
一
回
土
曜
日
に

受
け
取
り
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
交

付
を
希
望
す
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
予
約

を
お
願
い
し
ま
す
。

日
５
月
16
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
正
午
　

申
込
締
切
日
　
５
月
15
日
㈮

問
市
民
課
　
☎
内
線
４
５
５

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
出
張
申
請

　
市
役
所
に
行
く
こ
と
な
く
、
指
定
の
場

所
に
ス
タ
ッ
フ
が
出
張
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
作
る
た
め
の
写
真
撮
影
や
申
請

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。受
け
取
り
方
法
も
、

市
役
所
来
庁
か
郵
送
を
選
択
で
き
ま
す
。

 

■対 

企
業
や
施
設
、
サ
ー
ク
ル
や
学
校
な
ど

　
概
ね
５
名
以
上
の
申
請
が
見
込
ま
れ
る

　
団
体

出
張
申
請
可
能
日
時
　
火
〜
金
曜
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

※

持
ち
物
、
日
程
な
ど
は
事
前
に
打
ち
合

わ
せ
を
し
ま
す

問
市
民
課
　
☎
内
線
４
５
５

日
５
月
16
日
㈯
　
午
後
２
時
〜
４
時

 

■場 

市
民
会
館
　
小
ホ
ー
ル

 

■￥ 

無
料
　※

申
し
込
み
は
不
要
で
す

講
師
　
堀
内
詔
子
氏
（
衆
議
院
議
員
）、　

　
　
　
川
越
一
磨
氏
　
ほ
か

問
☎
０
９
０-

２
６
５
６-

７
５
７
２  

和
光

紙
類
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
日

　
紙
類
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
は
、各

地
区
１
週
間
お
き
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

 

収
集
日
は
、毎
月
の
広
報
誌
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

デ
ー
タ
放
送
、富
士
吉
田
市
防
災
ア
プ
リ

な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、お
近
く
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
自
治
会
が
行
う
資
源
物
回
収
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
の
戸
別
有
料
収
集

　
粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集
（
有
料
）
を
行

い
ま
す
。
収
集
で
き
な
い
物
や
収
集
品
目

の
数
え
方
は
、
ご
み
分
別
マ
ニ
ュ
ア
ル
ま

た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
も
申
し
込

み
で
き
ま
す
。

※

最
大
９
個
ま
で

※

各
日
、
先
着
12
件
で
す

問
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
　
☎
（22）
０
０
３
０

■期 

５
月
１
日
㈮
〜
31
日
㈰

　
自
転
車
は
「
車
の
仲
間
」
で
す
。
４
月

か
ら
自
転
車
の
交
通
違
反
に
対
し
て
も
新

た
に
反
則
金
制
度
「
青
切
符
」
が
導
入
さ

れ
、取
り
締
ま
り
が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、全
て
の
自
転
車
利
用
者
を
対
象
に
、

乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
努
力
義
務

化
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
故
に
よ
る
被
害
を

軽
減
す
る
た
め
、
乗
車
時
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
着
用
す
る
と
と
も
に
、保
護
者
の
方
は
、

児
童
や
幼
児
が
運
転
す
る
際
に
も
必
ず
着

用
さ
せ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
自
転
車
の
飲
酒
運
転
は
重
大
な

事
故
に
つ
な
が
る
非
常
に
危
険
な
「
違
法

行
為
」
で
す
。
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
、
絶
対

に
自
転
車
を
運
転
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
ご
自
身
や
ご
家
族
の
命
を
守
る
た
め
、

今
ま
で
以
上
に
交
通
ル
ー
ル
を
厳
守
し
、

安
全
な
利
用
に
努
め
、
自
転
車
安
全
利
用

五
則
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

１
．
車
道
が
原
則
、
左
側
を
通
行
、

　
　
歩
道
は
例
外
、
歩
行
者
を
優
先

２
．
交
差
点
で
は
信
号
と
一
時
停
止
を

　
　
守
っ
て
、
安
全
確
認

３
．
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

４
．
飲
酒
運
転
は
禁
止

５
．
ヘル
メ
ッ
ト
を
着
用

問
安
全
対
策
課
　
☎
内
線
２
２
１

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在

で
原
動
機
付
自
転
車
・
軽
自
動
車
・
小
型

特
殊
自
動
車
・
二
輪
の
小
型
自
動
車
の
所

有
し
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。納
期

限
は
６
月
１
日
㈪
で
す
。期
限
内
の
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。　※

令
和
８
年
４
月
の

環
境
性
能
割
廃
止
に
伴
い
、
名
称
が「
軽
自

動
車
税（
種
別
割
）」か
ら「
軽
自
動
車
税
」

に
変
わ
り
ま
し
た
。

軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書

　
車
検
が
必
要
な
車
両
は
す
べ
て
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
納
付
情
報
を
確
認
で
き
る
シ
ス

テ
ム
（
軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
）
に
対
応
し
て
い
る

た
め
、
車
検
時
の
納
税
証
明
書
の
提
示
は

原
則
不
要
で
す
。
た
だ
し
、
納
付
方
法
や

直
近
の
納
付
状
況
に
よ
っ
て
は
証
明
書
が

必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
取
得
方

法
な
ど
詳
細
は
、
税
務
課 

証
明
担
当
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度

　
身
体
障
害
者
な
ど
の
移
動
手
段
と
し
て

使
用
す
る
軽
自
動
車
な
ど
で
、
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
税
の
減
免
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
６
月
１
日
㈪
ま
で
に
税

務
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
期
日
を
過

ぎ
る
と
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
詳
細
は
税
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
税
務
課

　
課
税
・
減
免
に
関
す
る
こ
と

　
市
民
税
担
当
　
☎
内
線
１
１
９
・
１
２
４

　
納
税
証
明
に
関
す
る
こ
と

　
証
明
担
当
　
☎
内
線
１
２
３

　
納
税
・
口
座
振
替
に
関
す
る
こ
と

　
収
税
課
　
☎
内
線
１
２
１
・
１
２
２

上
下
水
道
管
理
課
・

工
務
課
か
ら

高
等
支
援
学
校

桃
花
台
学
園

学
校
説
明
会
開
催

「
こ
え
の
広
報
」を

お
届
け
し
ま
す

ふ
じ
の
ま
ち
の

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
ル
ー
ム

放
課
後
子
ど
も
教
室

ス
タ
ッ
フ
の
募
集

募
　
集

催
し
物

有
料
広
告

有
料
広
告

有
料
広
告

ま
せ
ん
か
？

　
会
員
登
録
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
も

ち
ろ
ん
、
既
に
会
員
登
録
済
み
で
講
習
が

ま
だ
の
方
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
活

動
を
始
め
る
に
は
、
お
子
さ
ん
を
安
全
に

お
預
か
り
す
る
た
め
、「
活
動
に
入
る
た
め

の
講
習
会
」
の
受
講
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

日
６
月
１
日
㈪
　
午
前
９
時
〜
正
午

　※

受
付
：
８
時
45
分

 

■場 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
３
階  

学
習
室

 

■￥ 

無
料

　※

受
講
申
し
込
み
時
に
託
児
の
希
望
あ

れ
ば
お
申
し
出
く
だ
さ
い
（
無
料
）

問
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　
☎
内
線
５
８
０

市
民
大
学

〜
５
月
必
修
講
座
〜

Instagram
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日
５
月
17
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

■場 

富
士
山
レ
ー
ダ
ー
ド
ー
ム
館

 

■￥ 

無
料

内
容
　
車
両
展
示
、
消
火
体
験
、
乗
車
体

験
、グ
ッ
ズ
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
子
ど
も
限
定
）、

新
聞
紙
で
つ
く
ろ
う
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、

マ
ル
シ
ェ
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
（
３
つ
の
ス

タ
ン
プ
を
集
め
る
と
富
士
山
レ
ー
ダ
ー

ド
ー
ム
館
入
館
料
無
料
＆
消
防
カ
レ
ー
の

試
食
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
　※

限
定
２
５
０
食
）

問
富
士
山
レ
ー
ダ
ー
ド
ー
ム
館

　
☎
（20）-

０
２
２
３

日
５
月
23
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
40
分

 

■場 

昭
和
医
科
大
学
富
士
吉
田
校
舎

　
ス
ク
エ
ア
ガ
ー
デ
ン

テ 

ー 

マ
　
①
人
生
１
０
０
年
時
代
を
楽

し
く
生
き
る
「
賢
い
生
活
術
」

②
筋
肉
は
裏
切
ら
な
い
！
10
歳
若
返
る
た

め
の
「
得
す
る
筋
ト
レ
」

講
師

①
山
岸
昌
一
氏
（
昭
和
医
科
大
学
教
授
）

②
林
友
則
氏
（
昭
和
医
科
大
学
講
師
）

 

■定 

先
着
２
０
０
名

受
講
料
　
無
料

送
迎
バ
ス

①
市
役
所
玄
関
前
　
午
後
１
時
発

②
富
士
山
駅
前
（
魚
民
前
）

　
午
後
１
時
10
分
発

③
ス
ク
エ
ア
ガ
ー
デ
ン
前

　
午
後
３
時
45
分
発

 

■持 

上
履
き

申
込
方
法
　
電
話

　※

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
氏
名
・

　
連
絡
先
・
送
迎
バ
ス
利
用
の
有
無
を
ご

　
連
絡
く
だ
さ
い

　※

講
座
終
了
後
、
受
講
証
を
お
渡
し
し

　
ま
す

申
込
期
限
　
５
月
22
日
㈮

問
昭
和
医
科
大
学
富
士
吉
田
校
舎

　
事
務
課
　
☎
（22）‒

４
４
０
３

日
５
月
20
日
㈬

　
午
後
１
時
〜
４
時

 

■場 

Ｑ-

Ｓ
Ｔ
Ａ
地
下
１
階

相
談
内
容
　
相
続
・
遺
言
な
ど
各
種
相
談

　※

書
類
の
作
成
・
審
査
な
ど
は
で
き
ま

　
　
せ
ん

申
込
方
法
　
電
話
　※

要
予
約

問
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５-

２
５
３-

２
３
７
６

中
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

日
５
月
20
日
〜
７
月
22
日

　（
毎
週
水
　
全
10
回
）

　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

 

■場 

鐘
山
総
合
体
育
館
　
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

 

■対 

小
学
６
年
生
と
中
学
１
・
２
年
生

 

■持 

屋
内
用
シ
ュ
ー
ズ
、
飲
み
物
、
ラ
ケ
ッ
ト

　※

貸
出
あ
り

 

■定 

15
名

 

■￥ 

５
，
０
０
０
円

自
然
を
歩
こ
う
！

ノ
ル
デ
ィッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
体
験
教
室

日
５
月
20
日
㈬

　
午
前
９
時
30
分
〜
１
時
間
程
度

 

■場 

富
士
散
策
公
園

 

■対 

ど
な
た
で
も

 

■定 

20
名

 

■￥ 

５
０
０
円

 

■持 

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
運
動
の
で
き
る
服

　 

装
、
履
き
な
れ
た
運
動
靴

ふ
れ
あ
い
柔
道
教
室

日
５
月
16
日
〜
６
月
20
日

　（
毎
週
土
　
全
６
回
）

　
午
後
２
時
〜
３
時

 

■場 

下
吉
田
コ
ミ
セ
ン

 

■対 

小
学
生

 

■定 

20
名

服
装
　
動
き
や
す
い
服
装

 

■￥ 

１
，
０
０
０
円
　※

保
険
料

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
初
心
者
講
習
会

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用
に
は
初
回
講

習
（
無
料
）
の
受
講
が
必
要
で
す
。

日
５
月
12
日
㈫

　
午
前
10
時
30
分

　
20
・
27
日
㈬

　
午
後
６
時
15
分

　
２
・
23
・
30
日
㈯

　
午
後
３
時
30
分

 

■対 

高
校
生
以
上
　※

完
全
予
約
制

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
（24）-

３
６
３
３

　
通
常
は
ご
覧
い
た
だ
け
な
い
昭
和
医
科

大
学
第
一
医
薬
資
源
園
お
よ
び
富
士
山
麓

自
然
・
生
物
研
究
所
を
特
別
一
般
公
開
し

ま
す
。
園
内
で
は
生
薬
の
原
料
と
な
る
植

物
や
植
物
標
本
、
希
少
植
物
の
苗
を
見
学

で
き
る
ほ
か
、
専
門
家
に
よ
る
解
説
も
行

い
ま
す
。

日
６
月
７
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
正
午

■場 

昭
和
医
科
大
学
富
士
吉
田
キ
ャ
ン
パ
ス

　
第
一
医
薬
資
源
園

問
昭
和
医
科
大
学

　
富
士
山
麓
自
然
・
生
物
研
究
所
　
　
　

　
☎
（24）-

１
１
８
６

　
研
究
所
内
の
研
究
者
に
よ
る
富
士
山
に

関
す
る
こ
と
を
学
ぶ
講
座
で
す
。

日
６
月
13
日
㈯

　
午
後
１
時
15
分
〜
３
時
30
分

 

■場 

富
士
山
科
学
研
究
所

テ
ー
マ

①「
登
山
リ
ス
ク
に
つ
い
て
考
え
る

　‒

高
山
病
と
転
倒‒

」

②「
登
山
道
の
火
山
防
災
を
考
え
る

　‒

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
の
通
信
網‒

」

講
師
　
①
宇
野
忠
氏
　
②
本
多
亮
氏

 

■￥ 

無
料

申
込
方
法
　
電
話

問
富
士
山
科
学
研
究
所

　
☎
（72）ｰ

６
２
０
６

日
５
月
10
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

■場 

ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク

内
容

※

雨
天
時
は
内
容
に
変
更
が
あ
り
ま
す

富
士
の
麓
で
サ
フ
ァ
リ
ト
レ
イ
ン
に
乗
ろ
う
！

 

■￥ 

無
料

動
物
ふ
わ
ふ
わ(

３
種
類)

 

■￥ 

無
料

ア
ル
パ
カ
ふ
れ
あ
い
動
物
園

　
今
年
は
ア
ル
パ
カ
が
や
っ
て
く
る
！
他
に

も
ウ
サ
ギ
・
モ
ル
モ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ

ホ
ワ
イ
ト
な
ど
の
可
愛
ら
し
い
動
物
が
集

合
し
ま
す
。

 

■￥ 

無
料

　※

１
時
間
完
全
ク
ロ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す

地
元
の
野
菜
苗
・
花
苗
の
特
別
販
売

野
菜
（
ミ
ニ
ト
マ
ト
・
き
ゅ
う
り
・
し
そ

な
ど
）　
花（
ベ
ゴ
ニ
ア・マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
・

多
肉
植
物
な
ど
）

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
販
売

　
各
イ
ベ
ン
ト
の
合
間
に
楽
し
め
る
フ
ー

ド
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

問
観
光
振
興
サ
ー
ビ
ス

　
☎
（21）-

１
０
０
０

　
本
市
で
は
、
子
育
て
を
地
域
で
支
え
合

う
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・セ
ン
タ
ー
」

の
援
助
活
動
（
お
子
さ
ん
の
預
か
り
・
送

迎
な
ど
）
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
市
民
の

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
資
格
は
不
要
で
す

　
子
育
て
経
験
や
意
欲
が
あ
る
方
な
ら
ど

な
た
で
も
大
歓
迎
で
す
。

◆
報
酬
が
あ
り
ま
す

　
活
動
内
容
に
応
じ
た
謝
礼
（
利
用
料
）

が
支
払
わ
れ
ま
す
。

※

平
日
、
午
前
７
時
〜
午
後
７
時
に
お
子

さ
ん
１
人
預
か
り
で
報
酬
費
は
１
時
間

１
，
０
０
０
円
で
す
。
お
預
か
り
の
状
況

に
よ
り
金
額
が
変
わ
り
ま
す
。

◆
保
険
加
入
で
安
心

　
活
動
中
の
万
が
一
の
事
故
に
備
え
、
市

で
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

◆
無
理
の
な
い
範
囲
で

　「
で
き
る
時
に
、
で
き
る
活
動
を
」
が

基
本
で
す
。
ご
自
身
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
合
わ
せ
て
活
動
い
た
だ
け
ま
す
。

　「
子
ど
も
が
好
き
」「
空
い
た
時
間
を
地

域
の
た
め
に
活
か
し
た
い
」
と
い
う
方
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
講
習
会
へ
参
加
し
て
み

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
の
指
定

　
指
定
工
事
店
が
新
た
に
１
件
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

事
業
者
名
　
株
式
会
社
渡
邉
総
建

代
表
者
　
渡
邉
　
博
樹

 

■住 

甲
府
市
大
里
町
１
４
８
番
地
14

☎ 

０
８
０-

７
９
３
８-

２
１
３
８

下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
店
の
指
定

　
指
定
工
事
店
が
新
た
に
２
件
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

事
業
者
名
　
横
谷
設
備

代
表
者
名
　
横
谷
　
正
渡

 

■住 

笛
吹
市
石
和
町
河
内
２
５
９-

１０

☎ 

０
５
５-

２
６
２-

１
８
２
２

事
業
者
名
　
株
式
会
社
渡
邉
総
建

代
表
者
名
　
渡
邉
　
博
樹

 

■住 

甲
府
市
大
里
町
１
４
８
番
地
１４

☎ 

０
８
０-

７
９
３
８-

２
１
３
８

　
下
水
道
へ
の
接
続
工
事
や
給
水
装
置
工

事
は
、
市
の
指
定
証
の
交
付
を
受
け
た
指

定
工
事
店
し
か
施
工
し
て
は
い
け
ま
せ
ん

の
で
、
依
頼
す
る
と
き
は
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

問
上
下
水
道
管
理
課
　
☎
内
線
６
１
３

問
上
下
水
道
工
務
課
　
☎
内
線
３
３
２

　
高
等
支
援
学
校
桃
花
台
学
園
を
進
路

先
の
一
つ
と
し
て
検
討
し
て
い
る
中
学
３

年
生
を
対
象
に
学
校
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
（※

中
学
３
年
生
以
外
を
対
象
と
し
た

説
明
会
は
９
月
以
降
に
開
催
予
定
）。
詳

細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
①
５
月
８
日
㈮

　
②
５
月
19
日
㈫ 

　
③
５
月
22
日
㈮

　
④
６
月
30
日
㈫

　
⑤
７
月
10
日
㈮

　
い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

 

■場 

県
立
高
等
支
援
学
校
桃
花
台
学
園

 

■対 

中
学
３
年
生
・
特
別
支
援
学
校
中
学

　
部
３
年
生
（
既
卒
者
を
含
む
）
と
そ
の

　
保
護
者
、
市
町
村
教
育
委
員
会
お
よ
び

　
学
校
関
係
職
員

申
込
方
法
　
通
学
し
て
い
る
各
学
校
よ
り

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
高
等
支
援
学
校
桃
花
台
学
園

　
☎
０
５
５‒

２
６
３‒

７
７
６
０

　（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
で
あ
る

「
令
和
７
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」

の
支
援
を
受
け
「
鐘
山
連
合
自
治
会
」
が
、

自
治
会
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
交
流
を
深
め
る

た
め
の
機
会
を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
照
明
器
具
な
ど
の
備
品
を
整
備
し
ま

し
た
。

問
市
民
協
働
推
進
課
　
内
線
２
０
３

　
広
報
の
文
字
が
見
え
に
く
い
方
や
視
覚

に
障
害
の
あ
る
方
に
も
生
活
に
役
立
つ
市

か
ら
の
大
切
な
情
報
が
届
く
よ
う
、
５
月

か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
広
報
誌
の
内
容

が
音
声
で
聞
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
富
士
吉
田
市
点
字
図
書
館
で
は

見
え
な
い
方
や
見
え
に
く
い
方
に
、
広
報

誌
の
読
み
上
げ
デ
ー
タ
を
Ｃ
Ｄ
に
収
め
無

料
で
郵
送
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は

社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※

録
音
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
協
力
で

行
っ
て
い
る
た
め
、
読
み
間
違
え
な
ど
が

あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
協
議
会
　
☎
（23）-

８
１
０
５

　
市
民
協
働
推
進
課
　
☎
内
線
２
１
４

　
本
教
室
（
わ
く
わ
く
教
室
）
は
、
放
課

後
の
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
の
た
め
に

開
設
さ
れ
ま
し
た
。
特
別
な
資
格
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。子
ど
も
が
大
好
き
な
方
で
、

活
動
の
見
守
り
や
サ
ポ
ー
ト
、
学
習
支
援

が
で
き
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
月
〜
金
曜
日
　※

都
合
が
つ
く
日

　
午
後
２
時
頃
〜
５
時
30
分

 

■場 

下
一
小
・
下
二
小
・

　
吉
西
小
・
富
士
小

報
酬
　
あ
り

問
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
２
２

　
富
士
吉
田
市
視
覚
障
害
者
協
会
で
は
、

視
覚
に
障
害
の
あ
る
方
や
そ
の
家
族
、
協

会
の
活
動
に
ご
理
解
・
ご
協
力
い
た
だ
け

る
賛
助
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
当
協

会
は
、
富
士
北
麓
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

を
対
象
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
会
員
同
士

の
交
流
や
情
報
交
換
、
福
祉
制
度
に
関
す

る
情
報
提
供
な
ど
を
通
じ
て
、
皆
さ
ん
が

地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、定
期
総
会
を
は
じ
め
、短
歌

教
室
や
パン
作
り
体
験
、
バ
ス
旅
行
、
忘
年

会
な
ど
を
開
催
し
、
和
や
か
に
交
流
と
親

睦
を
深
め
ま
し
た
。本
会
の
活
動
に
関
心

の
あ
る
方
は
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
入
会
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
本
協
会
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

居
住
地
　
富
士
吉
田
市・富
士
河
口
湖
町
・

西
桂
町
・
忍
野
村
・
山
中
湖
村
・
鳴
沢
村

問
視
覚
障
害
者
協
会
（
社
会
福
祉
協
議
会

内
）☎：
（23）-

８
１
０
５

メ
ー
ル
：f.shakyo@
fgo.jp

(
件
名
に「
視
覚
協
問
い
合
わ
せ
」と
記
入)

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

https://yam
ashikyo.sakura.ne.jp/

日 

６
月
28
日
㈰

 

■場 

富
士
吉
田
商
工
会
議
所

受
験
料
　
１
級
２
，
８
０
０
円
、

　
　
　
　
２
級
２
，
０
０
０
円
、

　
　
　
　
３
級
１
，
８
０
０
円
、

　
　
　
　
４
〜
６
級
１
，
２
０
０
円
、

　
　
　
　
７
〜
８
級
１
，
０
０
０
円

申
込
期
間
　
５
月
11
日
㈪
〜
21
日
㈭

問
富
士
吉
田
商
工
会
議
所

　
☎
（24）-

７
１
１
１

日
５
月
16
日
㈯ 

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

 

■場 

Ｑ-

Ｓ
Ｔ
Ａ
３
階
　
イ
ベン
ト
ス
ペ
ー
ス

内
容
　
血
圧
酸
素
飽
和
度
測
定
・Ｉ
Ｎ
Ｂ

Ｏ
Ｄ
Ｙ
に
よ
る
体
組
成
分
析
・
看
護
学
校

進
学
相
談
　
な
ど

 

■￥ 

無
料
　※

予
約
不
要
で
す

問
市
立
看
護
専
門
学
校 

☎
（24）-

８
７
５
６

日
５
月
27
日
㈬

　
午
後
１
時
30
分

 

■場 

市
民
会
館
３
階
　
小
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
　
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
に
お
け
る
予
防

医
学
と
健
康
意
識
の
向
上

講
師
　（
一
社
）
ふ
じ
ざ
く
ら
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
　
Ｇ
Ｍ
五
十
嵐
雅
彦
氏

受
講
料
　
無
料
　※

申
し
込
み
不
要
で
す

市
民
大
学
生
以
外
の
方
も
参
加
で
き
ま
す

問
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
２
３

Information scramble

募
　
集

お
知
ら
せ

保
健
・
福
祉

お
知
ら
せ

募
　
集

保
健
・
福
祉

催
し
物

催
し
物

宝
く
じ
の
助
成
金
で

整
備
し
ま
し
た

視
覚
障
害
者
協
会
の
会
員
・

賛
助
会
員
募
集

珠
算
検
定

　
市
で
は
、
中
小
企
業
の
皆
さ
ん
の
事
業

経
営
に
必
要
な
資
金
調
達
を
支
援
し
、
企

業
の
飛
躍
を
後
押
し
す
る
た
め
「
小
口
資

金
融
資
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
の

制
度
は
、
市
が
山
梨
県
信
用
保
証
協
会
に

資
金
を
特
別
寄
託
す
る
こ
と
で
、
金
融
機

関
を
通
じ
て
低
利
で
融
資
を
受
け
ら
れ
る

仕
組
み
で
す
（
原
則
と
し
て
、
同
協
会
の

保
証
付
き
融
資
と
な
り
ま
す
）。

　
今
年
度
は
、
市
場
の
動
向
を
踏
ま
え
て

利
息
を
０
．
２
％
引
き
上
げ
、
お
支
払
い

い
た
だ
い
た
利
子
に
対
し
て
、
年
50
％
利

子
補
給
を
実
施
し
ま
す
。

融
資
対
象

　
①
〜
⑤
の
全
て
を
満
た
す
も
の

①
市
内
に
１
年
以
上
店
舗
、
工
場
、
事
業

　
所
の
い
ず
れ
か
を
有
し
て
い
る
企
業

②
市
内
に
１
年
以
上
居
住
し
て
い
る
個
人

　
で
、
か
つ
市
内
に
店
舗
、
工
場
、
事
業

　
所
の
い
ず
れ
か
を
有
し
て
い
る
こ
と

③
資
本
金
の
額
ま
た
は
出
資
の
総
額
が
　

　
５
，
０
０
０
万
円
以
下
の
企
業
で
、
か

　
つ
常
時
使
用
す
る
従
業
員
が
50
人
（
商

　
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
は
10
人
）
以
下
の
企

　
業
ま
た
は
個
人

④
市
税
を
完
納
し
て
い
る
企
業
ま
た
は
個

　
人

⑤
山
梨
県
信
用
保
証
協
会
の
保
証
対
象
業

　
種
で
あ
る
企
業
ま
た
は
個
人

利
率
（
固
定
金
利
）

問
商
工
振
興
課
　
☎
内
線
４
０
２・４
０
３

　
市
が
各
ご
家
庭
に
貸
与
し
て
い
る
水
道

メ
ー
タ
ー
は
、
計
量
法
に
よ
り
８
年
ご
と

の
交
換
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
有
効
期

限
を
迎
え
る
メ
ー
タ
ー
を
対
象
に
、
順
次

交
換
作
業
を
実
施
し
ま
す
。
交
換
に
か
か

る
費
用
は
原
則
無
料
で
す
。た
だ
し
、メ
ー

タ
ー
周
辺
の
漏
水
や
止
水
栓
の
不
良
な
ど

が
あ
り
、
特
別
な
修
繕
・
改
良
工
事
が
必

要
と
な
る
場
合
に
は
、
実
費
の
負
担
を
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
対
象

の
ご
家
庭
に
送
付
さ
れ
る
「
メ
ー
タ
ー
交

換
の
お
知
ら
せ
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

交
換
時
期
、
対
象
地
区

奇
数
月
検
針
地
区
：

　
５
月
19
日
㈫
〜
６
月
17
日
㈬
、

　
７
月
16
日
㈭
〜
８
月
12
日
㈬

偶
数
月
検
針
地
区
：

　
６
月
17
日
㈬
〜
７
月
16
日
㈭
、

　
８
月
12
日
㈬
〜
９
月
17
日
㈭

※

期
間
内
に
交
換
で
き
な
か
っ
た
場
合

は
、
日
程
調
整
し
後
日
交
換
に
伺
い
ま
す

交
換
の
流
れ

①
対
象
の
お
宅
に
交
換
期
間
開
始
２
週
間

前
を
目
安
に
オ
レ
ン
ジ
の
ハ
ガ
キ
で
「
メ
ー

タ
ー
交
換
の
お
知
ら
せ
」
を
郵
送
し
ま
す

②
身
分
証
を
携
帯
し
た
作
業
員
が
連
絡
・

訪
問
し
ま
す

③
メ
ー
タ
ー
交
換
作
業
を
行
い
ま
す
。
作

業
時
間
は
30
〜
60
分
で
す
　※

作
業
中
は

水
道
を
使
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

問
上
下
水
道
管
理
課
　
☎
内
線
６
１
３

　
上
下
水
道
工
務
課
　
☎
内
線
６
５
６

　
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
、
い

つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
情
報
を
確
認
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
将
来
の
年
金
見
込
額

の
試
算
な
ど
、
便
利
な
機
能
が
揃
っ
て
い

ま
す
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
で
き
る
こ
と

・
年
金
記
録
の
確
認

・
将
来
の
年
金
見
込
額
の
試
算

・
保
険
料
の
納
付
（
Ｐａｙ-

ｅａｓｙ
）

・
各
種
通
知
書
の
確
認
（
年
金
振
込
通
知

　
書
、
年
金
額
改
定
通
知
書
な
ど
）

・
公
的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票
、
社
会

　
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証

　
明
書
な
ど
の
再
交
付
申
請

・
国
民
年
金
保
険
料
・
納
付
猶
予
申
請
な

　
ど
の
届
書
の
作
成
・
印
刷
な
ど

・
持
ち
主
不
明
の
年
金
記
録
の
検
索

※

利
用
に
は
事
前
の
登
録
が
必
要
で
す
　

※

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な

　
い
方
も
ご
利
用
で
き
ま
す

問
日
本
年
金
機
構
大
月
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
７
０-

０
５
８-

５
５
５

　
市
民
課
　
☎
内
線
１
４
６

　
市
内
産
の
野
菜
苗
と
花
壇
苗
を
格
安
で

販
売
し
ま
す
。
市
内
で
育
て
ら
れ
た
苗
は

と
っ
て
も
丈
夫
で
簡
単
に
育
て
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
庭
先
や
ベ
ラ
ン
ダ
の
ち
ょっ
と
し
た
ス
ペ
ー

ス
を
活
用
し
て
、
お
い
し
い
野
菜
や
き
れ
い

な
花
を
自
分
の
手
で
育
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
５
月
18
日
㈪

　
上
吉
田
・
下
吉
田
コ
ミ
セ
ン

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
明
見
コ
ミ
セ
ン
・
寿
町
会
館
駐
車
場

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
市
役
所
中
庭

　
午
後
５
時
15
分
〜
６
時
15
分

販
売
種
類
　
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
ナ
ス
、
ピ
ー

マ
ン
、
シ
シ
ト
ウ
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
、

な
ん
ば
ん
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
花
苗
な
ど
。
お

得
な
セ
ッ
ト
販
売
も
あ
り
ま
す
。

問
農
林
課
　
☎
内
線
４
１
２

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

　
事
前
予
約
制
で
、
月
に
一
回
土
曜
日
に

受
け
取
り
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
交

付
を
希
望
す
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
予
約

を
お
願
い
し
ま
す
。

日
５
月
16
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
正
午
　

申
込
締
切
日
　
５
月
15
日
㈮

問
市
民
課
　
☎
内
線
４
５
５

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
出
張
申
請

　
市
役
所
に
行
く
こ
と
な
く
、
指
定
の
場

所
に
ス
タ
ッ
フ
が
出
張
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
作
る
た
め
の
写
真
撮
影
や
申
請

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。受
け
取
り
方
法
も
、

市
役
所
来
庁
か
郵
送
を
選
択
で
き
ま
す
。

 

■対 

企
業
や
施
設
、
サ
ー
ク
ル
や
学
校
な
ど

　
概
ね
５
名
以
上
の
申
請
が
見
込
ま
れ
る

　
団
体

出
張
申
請
可
能
日
時
　
火
〜
金
曜
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

※

持
ち
物
、
日
程
な
ど
は
事
前
に
打
ち
合

わ
せ
を
し
ま
す

問
市
民
課
　
☎
内
線
４
５
５

日
５
月
16
日
㈯
　
午
後
２
時
〜
４
時

 

■場 

市
民
会
館
　
小
ホ
ー
ル

 

■￥ 

無
料
　※

申
し
込
み
は
不
要
で
す

講
師
　
堀
内
詔
子
氏
（
衆
議
院
議
員
）、　

　
　
　
川
越
一
磨
氏
　
ほ
か

問
☎
０
９
０-

２
６
５
６-

７
５
７
２  

和
光

紙
類
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
日

　
紙
類
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
は
、各

地
区
１
週
間
お
き
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

 

収
集
日
は
、毎
月
の
広
報
誌
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

デ
ー
タ
放
送
、富
士
吉
田
市
防
災
ア
プ
リ

な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、お
近
く
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
自
治
会
が
行
う
資
源
物
回
収
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
の
戸
別
有
料
収
集

　
粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集
（
有
料
）
を
行

い
ま
す
。
収
集
で
き
な
い
物
や
収
集
品
目

の
数
え
方
は
、
ご
み
分
別
マ
ニ
ュ
ア
ル
ま

た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
も
申
し
込

み
で
き
ま
す
。

※

最
大
９
個
ま
で

※

各
日
、
先
着
12
件
で
す

問
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
　
☎
（22）
０
０
３
０

■期 

５
月
１
日
㈮
〜
31
日
㈰

　
自
転
車
は
「
車
の
仲
間
」
で
す
。
４
月

か
ら
自
転
車
の
交
通
違
反
に
対
し
て
も
新

た
に
反
則
金
制
度
「
青
切
符
」
が
導
入
さ

れ
、取
り
締
ま
り
が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、全
て
の
自
転
車
利
用
者
を
対
象
に
、

乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
努
力
義
務

化
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
故
に
よ
る
被
害
を

軽
減
す
る
た
め
、
乗
車
時
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
着
用
す
る
と
と
も
に
、保
護
者
の
方
は
、

児
童
や
幼
児
が
運
転
す
る
際
に
も
必
ず
着

用
さ
せ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
自
転
車
の
飲
酒
運
転
は
重
大
な

事
故
に
つ
な
が
る
非
常
に
危
険
な
「
違
法

行
為
」
で
す
。
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
、
絶
対

に
自
転
車
を
運
転
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
ご
自
身
や
ご
家
族
の
命
を
守
る
た
め
、

今
ま
で
以
上
に
交
通
ル
ー
ル
を
厳
守
し
、

安
全
な
利
用
に
努
め
、
自
転
車
安
全
利
用

五
則
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

１
．
車
道
が
原
則
、
左
側
を
通
行
、

　
　
歩
道
は
例
外
、
歩
行
者
を
優
先

２
．
交
差
点
で
は
信
号
と
一
時
停
止
を

　
　
守
っ
て
、
安
全
確
認

３
．
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

４
．
飲
酒
運
転
は
禁
止

５
．
ヘル
メ
ッ
ト
を
着
用

問
安
全
対
策
課
　
☎
内
線
２
２
１

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在

で
原
動
機
付
自
転
車
・
軽
自
動
車
・
小
型

特
殊
自
動
車
・
二
輪
の
小
型
自
動
車
の
所

有
し
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。納
期

限
は
６
月
１
日
㈪
で
す
。期
限
内
の
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。　※

令
和
８
年
４
月
の

環
境
性
能
割
廃
止
に
伴
い
、
名
称
が「
軽
自

動
車
税（
種
別
割
）」か
ら「
軽
自
動
車
税
」

に
変
わ
り
ま
し
た
。

軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書

　
車
検
が
必
要
な
車
両
は
す
べ
て
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
納
付
情
報
を
確
認
で
き
る
シ
ス

テ
ム
（
軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
）
に
対
応
し
て
い
る

た
め
、
車
検
時
の
納
税
証
明
書
の
提
示
は

原
則
不
要
で
す
。
た
だ
し
、
納
付
方
法
や

直
近
の
納
付
状
況
に
よ
っ
て
は
証
明
書
が

必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
取
得
方

法
な
ど
詳
細
は
、
税
務
課 

証
明
担
当
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度

　
身
体
障
害
者
な
ど
の
移
動
手
段
と
し
て

使
用
す
る
軽
自
動
車
な
ど
で
、
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
税
の
減
免
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
６
月
１
日
㈪
ま
で
に
税

務
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
期
日
を
過

ぎ
る
と
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
詳
細
は
税
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
税
務
課

　
課
税
・
減
免
に
関
す
る
こ
と

　
市
民
税
担
当
　
☎
内
線
１
１
９
・
１
２
４

　
納
税
証
明
に
関
す
る
こ
と

　
証
明
担
当
　
☎
内
線
１
２
３

　
納
税
・
口
座
振
替
に
関
す
る
こ
と

　
収
税
課
　
☎
内
線
１
２
１
・
１
２
２

上
下
水
道
管
理
課
・

工
務
課
か
ら

高
等
支
援
学
校

桃
花
台
学
園

学
校
説
明
会
開
催

「
こ
え
の
広
報
」を

お
届
け
し
ま
す

ふ
じ
の
ま
ち
の

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
ル
ー
ム

放
課
後
子
ど
も
教
室

ス
タ
ッ
フ
の
募
集

募
　
集

催
し
物

有
料
広
告

有
料
広
告

有
料
広
告

ま
せ
ん
か
？

　
会
員
登
録
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
も

ち
ろ
ん
、
既
に
会
員
登
録
済
み
で
講
習
が

ま
だ
の
方
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
活

動
を
始
め
る
に
は
、
お
子
さ
ん
を
安
全
に

お
預
か
り
す
る
た
め
、「
活
動
に
入
る
た
め

の
講
習
会
」
の
受
講
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

日
６
月
１
日
㈪
　
午
前
９
時
〜
正
午

　※

受
付
：
８
時
45
分

 

■場 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
３
階  

学
習
室

 

■￥ 

無
料

　※

受
講
申
し
込
み
時
に
託
児
の
希
望
あ

れ
ば
お
申
し
出
く
だ
さ
い
（
無
料
）

問
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　
☎
内
線
５
８
０

市
民
大
学

〜
５
月
必
修
講
座
〜

Instagram
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□ 病院でやせるように言われた（健診が近い）
□ ポッコリお腹が気になる（最近服がキツイ）
□ コレステロールが高い（血圧や血糖も）
□ 太ったら膝や腰が痛くなった（運動は不要）
□ 色々試したがやせない（40～70歳代も）
□ 短期間で集中してやせたい（まず2週間）

甲府市住吉5-18-26 臨床漢方薬局ナオル薬品
電話 0120-61-3211 (無料電話相談→宅配可)
お試し1週間13.200円 代引き・カード払い可

服を買うより2～3週間で、やせてみる!? 測定用
大型防音室導入! 12月15日リニューアルオープンしました

認定補聴器専門店
認定補聴器技能者・1級眼鏡作製技能士のいる店

まだ早いかな？と迷っている方、お気軽にご相談ください。
補聴器への疑問や不安を解決し、快適な補聴器選びのお手伝いをいたします。
当店では、様々なタイプや価格の補聴器を豊富に取り揃えています。
あなたの聞こえる毎日をしっかりサポートいたします！

メガネ
補聴器

富士吉田市上吉田金鳥居下 営業時間am9:00-pm7:00 木曜定休TEL:0555-22-5506

富士吉田市の補聴器助成金制度あります

充電式も
あります

詳しくは
当店まで！

富士山駅

メガネのヒカワ
店舗横に駐車場
あります

金鳥居
郵便局 R139

200m

日
５
月
17
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

■場 

富
士
山
レ
ー
ダ
ー
ド
ー
ム
館

 

■￥ 

無
料

内
容
　
車
両
展
示
、
消
火
体
験
、
乗
車
体

験
、グ
ッ
ズ
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
子
ど
も
限
定
）、

新
聞
紙
で
つ
く
ろ
う
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、

マ
ル
シ
ェ
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
（
３
つ
の
ス

タ
ン
プ
を
集
め
る
と
富
士
山
レ
ー
ダ
ー

ド
ー
ム
館
入
館
料
無
料
＆
消
防
カ
レ
ー
の

試
食
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
　※

限
定
２
５
０
食
）

問
富
士
山
レ
ー
ダ
ー
ド
ー
ム
館

　
☎
（20）-

０
２
２
３

日
５
月
23
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
40
分

 

■場 

昭
和
医
科
大
学
富
士
吉
田
校
舎

　
ス
ク
エ
ア
ガ
ー
デ
ン

テ 

ー 

マ
　
①
人
生
１
０
０
年
時
代
を
楽

し
く
生
き
る
「
賢
い
生
活
術
」

②
筋
肉
は
裏
切
ら
な
い
！
10
歳
若
返
る
た

め
の
「
得
す
る
筋
ト
レ
」

講
師

①
山
岸
昌
一
氏
（
昭
和
医
科
大
学
教
授
）

②
林
友
則
氏
（
昭
和
医
科
大
学
講
師
）

 

■定 

先
着
２
０
０
名

受
講
料
　
無
料

送
迎
バ
ス

①
市
役
所
玄
関
前
　
午
後
１
時
発

②
富
士
山
駅
前
（
魚
民
前
）

　
午
後
１
時
10
分
発

③
ス
ク
エ
ア
ガ
ー
デ
ン
前

　
午
後
３
時
45
分
発

 

■持 

上
履
き

申
込
方
法
　
電
話

　※

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
氏
名
・

　
連
絡
先
・
送
迎
バ
ス
利
用
の
有
無
を
ご

　
連
絡
く
だ
さ
い

　※
講
座
終
了
後
、
受
講
証
を
お
渡
し
し

　
ま
す

申
込
期
限
　
５
月
22
日
㈮

問
昭
和
医
科
大
学
富
士
吉
田
校
舎

　
事
務
課
　
☎
（22）‒
４
４
０
３

日
５
月
20
日
㈬

　
午
後
１
時
〜
４
時

 

■場 

Ｑ-

Ｓ
Ｔ
Ａ
地
下
１
階

相
談
内
容
　
相
続
・
遺
言
な
ど
各
種
相
談

　※

書
類
の
作
成
・
審
査
な
ど
は
で
き
ま

　
　
せ
ん

申
込
方
法
　
電
話
　※

要
予
約

問
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５-

２
５
３-

２
３
７
６

中
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

日
５
月
20
日
〜
７
月
22
日

　（
毎
週
水
　
全
10
回
）

　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

 

■場 

鐘
山
総
合
体
育
館
　
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

 

■対 

小
学
６
年
生
と
中
学
１
・
２
年
生

 

■持 

屋
内
用
シ
ュ
ー
ズ
、
飲
み
物
、
ラ
ケ
ッ
ト

　※

貸
出
あ
り

 

■定 

15
名

 

■￥ 

５
，
０
０
０
円

自
然
を
歩
こ
う
！

ノ
ル
デ
ィッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
体
験
教
室

日
５
月
20
日
㈬

　
午
前
９
時
30
分
〜
１
時
間
程
度

 

■場 

富
士
散
策
公
園

 

■対 

ど
な
た
で
も

 

■定 

20
名

 

■￥ 

５
０
０
円

 

■持 

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
運
動
の
で
き
る
服

　 

装
、
履
き
な
れ
た
運
動
靴

ふ
れ
あ
い
柔
道
教
室

日
５
月
16
日
〜
６
月
20
日

　（
毎
週
土
　
全
６
回
）

　
午
後
２
時
〜
３
時

 

■場 

下
吉
田
コ
ミ
セ
ン

 

■対 

小
学
生

 

■定 

20
名

服
装
　
動
き
や
す
い
服
装

 

■￥ 

１
，
０
０
０
円
　※

保
険
料

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
初
心
者
講
習
会

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用
に
は
初
回
講

習
（
無
料
）
の
受
講
が
必
要
で
す
。

日
５
月
12
日
㈫

　
午
前
10
時
30
分

　
20
・
27
日
㈬

　
午
後
６
時
15
分

　
２
・
23
・
30
日
㈯

　
午
後
３
時
30
分

 

■対 

高
校
生
以
上
　※

完
全
予
約
制

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
（24）-

３
６
３
３

　
通
常
は
ご
覧
い
た
だ
け
な
い
昭
和
医
科

大
学
第
一
医
薬
資
源
園
お
よ
び
富
士
山
麓

自
然
・
生
物
研
究
所
を
特
別
一
般
公
開
し

ま
す
。
園
内
で
は
生
薬
の
原
料
と
な
る
植

物
や
植
物
標
本
、
希
少
植
物
の
苗
を
見
学

で
き
る
ほ
か
、
専
門
家
に
よ
る
解
説
も
行

い
ま
す
。

日
６
月
７
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
正
午

■場 

昭
和
医
科
大
学
富
士
吉
田
キ
ャ
ン
パ
ス

　
第
一
医
薬
資
源
園

問
昭
和
医
科
大
学

　
富
士
山
麓
自
然
・
生
物
研
究
所
　
　
　

　
☎
（24）-

１
１
８
６

　
研
究
所
内
の
研
究
者
に
よ
る
富
士
山
に

関
す
る
こ
と
を
学
ぶ
講
座
で
す
。

日
６
月
13
日
㈯

　
午
後
１
時
15
分
〜
３
時
30
分

 

■場 

富
士
山
科
学
研
究
所

テ
ー
マ

①「
登
山
リ
ス
ク
に
つ
い
て
考
え
る

　‒

高
山
病
と
転
倒‒

」

②「
登
山
道
の
火
山
防
災
を
考
え
る

　‒

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
の
通
信
網‒

」

講
師
　
①
宇
野
忠
氏
　
②
本
多
亮
氏

 

■￥ 

無
料

申
込
方
法
　
電
話

問
富
士
山
科
学
研
究
所

　
☎
（72）ｰ

６
２
０
６

日
５
月
10
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

■場 

ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク

内
容

※

雨
天
時
は
内
容
に
変
更
が
あ
り
ま
す

富
士
の
麓
で
サ
フ
ァ
リ
ト
レ
イ
ン
に
乗
ろ
う
！

 

■￥ 

無
料

動
物
ふ
わ
ふ
わ(

３
種
類)

 

■￥ 

無
料

ア
ル
パ
カ
ふ
れ
あ
い
動
物
園

　
今
年
は
ア
ル
パ
カ
が
や
っ
て
く
る
！
他
に

も
ウ
サ
ギ
・
モ
ル
モ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ

ホ
ワ
イ
ト
な
ど
の
可
愛
ら
し
い
動
物
が
集

合
し
ま
す
。

 

■￥ 

無
料

　※

１
時
間
完
全
ク
ロ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す

地
元
の
野
菜
苗
・
花
苗
の
特
別
販
売

野
菜
（
ミ
ニ
ト
マ
ト
・
き
ゅ
う
り
・
し
そ

な
ど
）　
花（
ベ
ゴ
ニ
ア・マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
・

多
肉
植
物
な
ど
）

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
販
売

　
各
イ
ベ
ン
ト
の
合
間
に
楽
し
め
る
フ
ー

ド
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

問
観
光
振
興
サ
ー
ビ
ス

　
☎
（21）-

１
０
０
０

　
本
市
で
は
、
子
育
て
を
地
域
で
支
え
合

う
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・セ
ン
タ
ー
」

の
援
助
活
動
（
お
子
さ
ん
の
預
か
り
・
送

迎
な
ど
）
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
市
民
の

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
資
格
は
不
要
で
す

　
子
育
て
経
験
や
意
欲
が
あ
る
方
な
ら
ど

な
た
で
も
大
歓
迎
で
す
。

◆
報
酬
が
あ
り
ま
す

　
活
動
内
容
に
応
じ
た
謝
礼
（
利
用
料
）

が
支
払
わ
れ
ま
す
。

※

平
日
、
午
前
７
時
〜
午
後
７
時
に
お
子

さ
ん
１
人
預
か
り
で
報
酬
費
は
１
時
間

１
，
０
０
０
円
で
す
。
お
預
か
り
の
状
況

に
よ
り
金
額
が
変
わ
り
ま
す
。

◆
保
険
加
入
で
安
心

　
活
動
中
の
万
が
一
の
事
故
に
備
え
、
市

で
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

◆
無
理
の
な
い
範
囲
で

　「
で
き
る
時
に
、
で
き
る
活
動
を
」
が

基
本
で
す
。
ご
自
身
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
合
わ
せ
て
活
動
い
た
だ
け
ま
す
。

　「
子
ど
も
が
好
き
」「
空
い
た
時
間
を
地

域
の
た
め
に
活
か
し
た
い
」
と
い
う
方
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
講
習
会
へ
参
加
し
て
み

Information scramble

お
知
ら
せ

保
健
・
福
祉

お
知
ら
せ

催
し
物

募
　
集

保
健
・
福
祉

催
し
物

募
　
集

有
料
広
告

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
の
指
定

　
指
定
工
事
店
が
新
た
に
１
件
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

事
業
者
名
　
株
式
会
社
渡
邉
総
建

代
表
者
　
渡
邉
　
博
樹

 

■住 

甲
府
市
大
里
町
１
４
８
番
地
14

☎ 

０
８
０-

７
９
３
８-

２
１
３
８

下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
店
の
指
定

　
指
定
工
事
店
が
新
た
に
２
件
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

事
業
者
名
　
横
谷
設
備

代
表
者
名
　
横
谷
　
正
渡

 

■住 

笛
吹
市
石
和
町
河
内
２
５
９-

１０

☎ 

０
５
５-

２
６
２-

１
８
２
２

事
業
者
名
　
株
式
会
社
渡
邉
総
建

代
表
者
名
　
渡
邉
　
博
樹

 

■住 

甲
府
市
大
里
町
１
４
８
番
地
１４

☎ 

０
８
０-

７
９
３
８-

２
１
３
８

　
下
水
道
へ
の
接
続
工
事
や
給
水
装
置
工

事
は
、
市
の
指
定
証
の
交
付
を
受
け
た
指

定
工
事
店
し
か
施
工
し
て
は
い
け
ま
せ
ん

の
で
、
依
頼
す
る
と
き
は
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

問
上
下
水
道
管
理
課
　
☎
内
線
６
１
３

問
上
下
水
道
工
務
課
　
☎
内
線
３
３
２

　
高
等
支
援
学
校
桃
花
台
学
園
を
進
路

先
の
一
つ
と
し
て
検
討
し
て
い
る
中
学
３

年
生
を
対
象
に
学
校
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
（※

中
学
３
年
生
以
外
を
対
象
と
し
た

説
明
会
は
９
月
以
降
に
開
催
予
定
）。
詳

細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
①
５
月
８
日
㈮

　
②
５
月
19
日
㈫ 

　
③
５
月
22
日
㈮

　
④
６
月
30
日
㈫

　
⑤
７
月
10
日
㈮

　
い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

 

■場 

県
立
高
等
支
援
学
校
桃
花
台
学
園

 

■対 

中
学
３
年
生
・
特
別
支
援
学
校
中
学

　
部
３
年
生
（
既
卒
者
を
含
む
）
と
そ
の

　
保
護
者
、
市
町
村
教
育
委
員
会
お
よ
び

　
学
校
関
係
職
員

申
込
方
法
　
通
学
し
て
い
る
各
学
校
よ
り

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
高
等
支
援
学
校
桃
花
台
学
園

　
☎
０
５
５‒

２
６
３‒

７
７
６
０

　（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
で
あ
る

「
令
和
７
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」

の
支
援
を
受
け
「
鐘
山
連
合
自
治
会
」
が
、

自
治
会
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
交
流
を
深
め
る

た
め
の
機
会
を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
照
明
器
具
な
ど
の
備
品
を
整
備
し
ま

し
た
。

問
市
民
協
働
推
進
課
　
内
線
２
０
３

　
広
報
の
文
字
が
見
え
に
く
い
方
や
視
覚

に
障
害
の
あ
る
方
に
も
生
活
に
役
立
つ
市

か
ら
の
大
切
な
情
報
が
届
く
よ
う
、
５
月

か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
広
報
誌
の
内
容

が
音
声
で
聞
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
富
士
吉
田
市
点
字
図
書
館
で
は

見
え
な
い
方
や
見
え
に
く
い
方
に
、
広
報

誌
の
読
み
上
げ
デ
ー
タ
を
Ｃ
Ｄ
に
収
め
無

料
で
郵
送
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は

社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※

録
音
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
協
力
で

行
っ
て
い
る
た
め
、
読
み
間
違
え
な
ど
が

あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
協
議
会
　
☎
（23）-

８
１
０
５

　
市
民
協
働
推
進
課
　
☎
内
線
２
１
４

　
本
教
室
（
わ
く
わ
く
教
室
）
は
、
放
課

後
の
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
の
た
め
に

開
設
さ
れ
ま
し
た
。
特
別
な
資
格
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。子
ど
も
が
大
好
き
な
方
で
、

活
動
の
見
守
り
や
サ
ポ
ー
ト
、
学
習
支
援

が
で
き
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
月
〜
金
曜
日
　※

都
合
が
つ
く
日

　
午
後
２
時
頃
〜
５
時
30
分

 

■場 

下
一
小
・
下
二
小
・

　
吉
西
小
・
富
士
小

報
酬
　
あ
り

問
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
２
２

　
富
士
吉
田
市
視
覚
障
害
者
協
会
で
は
、

視
覚
に
障
害
の
あ
る
方
や
そ
の
家
族
、
協

会
の
活
動
に
ご
理
解
・
ご
協
力
い
た
だ
け

る
賛
助
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
当
協

会
は
、
富
士
北
麓
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

を
対
象
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
会
員
同
士

の
交
流
や
情
報
交
換
、
福
祉
制
度
に
関
す

る
情
報
提
供
な
ど
を
通
じ
て
、
皆
さ
ん
が

地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、定
期
総
会
を
は
じ
め
、短
歌

教
室
や
パン
作
り
体
験
、
バ
ス
旅
行
、
忘
年

会
な
ど
を
開
催
し
、
和
や
か
に
交
流
と
親

睦
を
深
め
ま
し
た
。本
会
の
活
動
に
関
心

の
あ
る
方
は
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
入
会
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
本
協
会
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

居
住
地
　
富
士
吉
田
市・富
士
河
口
湖
町
・

西
桂
町
・
忍
野
村
・
山
中
湖
村
・
鳴
沢
村

問
視
覚
障
害
者
協
会
（
社
会
福
祉
協
議
会

内
）☎：
（23）-

８
１
０
５

メ
ー
ル
：f.shakyo@

fgo.jp
(

件
名
に「
視
覚
協
問
い
合
わ
せ
」と
記
入)

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

https://yam
ashikyo.sakura.ne.jp/

日 

６
月
28
日
㈰

 

■場 

富
士
吉
田
商
工
会
議
所

受
験
料
　
１
級
２
，
８
０
０
円
、

　
　
　
　
２
級
２
，
０
０
０
円
、

　
　
　
　
３
級
１
，
８
０
０
円
、

　
　
　
　
４
〜
６
級
１
，
２
０
０
円
、

　
　
　
　
７
〜
８
級
１
，
０
０
０
円

申
込
期
間
　
５
月
11
日
㈪
〜
21
日
㈭

問
富
士
吉
田
商
工
会
議
所

　
☎
（24）-

７
１
１
１

日
５
月
16
日
㈯ 

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

 

■場 

Ｑ-

Ｓ
Ｔ
Ａ
３
階
　
イ
ベン
ト
ス
ペ
ー
ス

内
容
　
血
圧
酸
素
飽
和
度
測
定
・Ｉ
Ｎ
Ｂ

Ｏ
Ｄ
Ｙ
に
よ
る
体
組
成
分
析
・
看
護
学
校

進
学
相
談
　
な
ど

 

■￥ 

無
料
　※

予
約
不
要
で
す

問
市
立
看
護
専
門
学
校 

☎
（24）-

８
７
５
６

日
５
月
27
日
㈬

　
午
後
１
時
30
分

 

■場 

市
民
会
館
３
階
　
小
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
　
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
に
お
け
る
予
防

医
学
と
健
康
意
識
の
向
上

講
師
　（
一
社
）
ふ
じ
ざ
く
ら
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
　
Ｇ
Ｍ
五
十
嵐
雅
彦
氏

受
講
料
　
無
料
　※

申
し
込
み
不
要
で
す

市
民
大
学
生
以
外
の
方
も
参
加
で
き
ま
す

問
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
２
３

昭
和
医
科
大
学
公
開
講
座

春
ま
つ
り
Ｉ
Ｎ

ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク

　
市
で
は
、
中
小
企
業
の
皆
さ
ん
の
事
業

経
営
に
必
要
な
資
金
調
達
を
支
援
し
、
企

業
の
飛
躍
を
後
押
し
す
る
た
め
「
小
口
資

金
融
資
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
の

制
度
は
、
市
が
山
梨
県
信
用
保
証
協
会
に

資
金
を
特
別
寄
託
す
る
こ
と
で
、
金
融
機

関
を
通
じ
て
低
利
で
融
資
を
受
け
ら
れ
る

仕
組
み
で
す
（
原
則
と
し
て
、
同
協
会
の

保
証
付
き
融
資
と
な
り
ま
す
）。

　
今
年
度
は
、
市
場
の
動
向
を
踏
ま
え
て

利
息
を
０
．
２
％
引
き
上
げ
、
お
支
払
い

い
た
だ
い
た
利
子
に
対
し
て
、
年
50
％
利

子
補
給
を
実
施
し
ま
す
。

融
資
対
象

　
①
〜
⑤
の
全
て
を
満
た
す
も
の

①
市
内
に
１
年
以
上
店
舗
、
工
場
、
事
業

　
所
の
い
ず
れ
か
を
有
し
て
い
る
企
業

②
市
内
に
１
年
以
上
居
住
し
て
い
る
個
人

　
で
、
か
つ
市
内
に
店
舗
、
工
場
、
事
業

　
所
の
い
ず
れ
か
を
有
し
て
い
る
こ
と

③
資
本
金
の
額
ま
た
は
出
資
の
総
額
が
　

　
５
，
０
０
０
万
円
以
下
の
企
業
で
、
か

　
つ
常
時
使
用
す
る
従
業
員
が
50
人
（
商

　
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
は
10
人
）
以
下
の
企

　
業
ま
た
は
個
人

④
市
税
を
完
納
し
て
い
る
企
業
ま
た
は
個

　
人

⑤
山
梨
県
信
用
保
証
協
会
の
保
証
対
象
業

　
種
で
あ
る
企
業
ま
た
は
個
人

利
率
（
固
定
金
利
）

問
商
工
振
興
課
　
☎
内
線
４
０
２・４
０
３

　
市
が
各
ご
家
庭
に
貸
与
し
て
い
る
水
道

メ
ー
タ
ー
は
、
計
量
法
に
よ
り
８
年
ご
と

の
交
換
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
有
効
期

限
を
迎
え
る
メ
ー
タ
ー
を
対
象
に
、
順
次

交
換
作
業
を
実
施
し
ま
す
。
交
換
に
か
か

る
費
用
は
原
則
無
料
で
す
。た
だ
し
、メ
ー

タ
ー
周
辺
の
漏
水
や
止
水
栓
の
不
良
な
ど

が
あ
り
、
特
別
な
修
繕
・
改
良
工
事
が
必

要
と
な
る
場
合
に
は
、
実
費
の
負
担
を
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
対
象

の
ご
家
庭
に
送
付
さ
れ
る
「
メ
ー
タ
ー
交

換
の
お
知
ら
せ
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

交
換
時
期
、
対
象
地
区

奇
数
月
検
針
地
区
：

　
５
月
19
日
㈫
〜
６
月
17
日
㈬
、

　
７
月
16
日
㈭
〜
８
月
12
日
㈬

偶
数
月
検
針
地
区
：

　
６
月
17
日
㈬
〜
７
月
16
日
㈭
、

　
８
月
12
日
㈬
〜
９
月
17
日
㈭

※

期
間
内
に
交
換
で
き
な
か
っ
た
場
合

は
、
日
程
調
整
し
後
日
交
換
に
伺
い
ま
す

交
換
の
流
れ

①
対
象
の
お
宅
に
交
換
期
間
開
始
２
週
間

前
を
目
安
に
オ
レ
ン
ジ
の
ハ
ガ
キ
で
「
メ
ー

タ
ー
交
換
の
お
知
ら
せ
」
を
郵
送
し
ま
す

②
身
分
証
を
携
帯
し
た
作
業
員
が
連
絡
・

訪
問
し
ま
す

③
メ
ー
タ
ー
交
換
作
業
を
行
い
ま
す
。
作

業
時
間
は
30
〜
60
分
で
す
　※

作
業
中
は

水
道
を
使
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

問
上
下
水
道
管
理
課
　
☎
内
線
６
１
３

　
上
下
水
道
工
務
課
　
☎
内
線
６
５
６

　
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
、
い

つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
情
報
を
確
認
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
将
来
の
年
金
見
込
額

の
試
算
な
ど
、
便
利
な
機
能
が
揃
っ
て
い

ま
す
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
で
き
る
こ
と

・
年
金
記
録
の
確
認

・
将
来
の
年
金
見
込
額
の
試
算

・
保
険
料
の
納
付
（
Ｐａｙ-

ｅａｓｙ
）

・
各
種
通
知
書
の
確
認
（
年
金
振
込
通
知

　
書
、
年
金
額
改
定
通
知
書
な
ど
）

・
公
的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票
、
社
会

　
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証

　
明
書
な
ど
の
再
交
付
申
請

・
国
民
年
金
保
険
料
・
納
付
猶
予
申
請
な

　
ど
の
届
書
の
作
成
・
印
刷
な
ど

・
持
ち
主
不
明
の
年
金
記
録
の
検
索

※

利
用
に
は
事
前
の
登
録
が
必
要
で
す
　

※

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な

　
い
方
も
ご
利
用
で
き
ま
す

問
日
本
年
金
機
構
大
月
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
７
０-

０
５
８-

５
５
５

　
市
民
課
　
☎
内
線
１
４
６

　
市
内
産
の
野
菜
苗
と
花
壇
苗
を
格
安
で

販
売
し
ま
す
。
市
内
で
育
て
ら
れ
た
苗
は

と
っ
て
も
丈
夫
で
簡
単
に
育
て
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
庭
先
や
ベ
ラ
ン
ダ
の
ち
ょっ
と
し
た
ス
ペ
ー

ス
を
活
用
し
て
、
お
い
し
い
野
菜
や
き
れ
い

な
花
を
自
分
の
手
で
育
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
５
月
18
日
㈪

　
上
吉
田
・
下
吉
田
コ
ミ
セ
ン

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
明
見
コ
ミ
セ
ン
・
寿
町
会
館
駐
車
場

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
市
役
所
中
庭

　
午
後
５
時
15
分
〜
６
時
15
分

販
売
種
類
　
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
ナ
ス
、
ピ
ー

マ
ン
、
シ
シ
ト
ウ
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
、

な
ん
ば
ん
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
花
苗
な
ど
。
お

得
な
セ
ッ
ト
販
売
も
あ
り
ま
す
。

問
農
林
課
　
☎
内
線
４
１
２

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

　
事
前
予
約
制
で
、
月
に
一
回
土
曜
日
に

受
け
取
り
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
交

付
を
希
望
す
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
予
約

を
お
願
い
し
ま
す
。

日
５
月
16
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
正
午
　

申
込
締
切
日
　
５
月
15
日
㈮

問
市
民
課
　
☎
内
線
４
５
５

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
出
張
申
請

　
市
役
所
に
行
く
こ
と
な
く
、
指
定
の
場

所
に
ス
タ
ッ
フ
が
出
張
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
作
る
た
め
の
写
真
撮
影
や
申
請

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。受
け
取
り
方
法
も
、

市
役
所
来
庁
か
郵
送
を
選
択
で
き
ま
す
。

 

■対 

企
業
や
施
設
、
サ
ー
ク
ル
や
学
校
な
ど

　
概
ね
５
名
以
上
の
申
請
が
見
込
ま
れ
る

　
団
体

出
張
申
請
可
能
日
時
　
火
〜
金
曜
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

※

持
ち
物
、
日
程
な
ど
は
事
前
に
打
ち
合

わ
せ
を
し
ま
す

問
市
民
課
　
☎
内
線
４
５
５

日
５
月
16
日
㈯
　
午
後
２
時
〜
４
時

 

■場 

市
民
会
館
　
小
ホ
ー
ル

 

■￥ 

無
料
　※

申
し
込
み
は
不
要
で
す

講
師
　
堀
内
詔
子
氏
（
衆
議
院
議
員
）、　

　
　
　
川
越
一
磨
氏
　
ほ
か

問
☎
０
９
０-

２
６
５
６-

７
５
７
２  

和
光

紙
類
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
日

　
紙
類
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
は
、各

地
区
１
週
間
お
き
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

 

収
集
日
は
、毎
月
の
広
報
誌
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

デ
ー
タ
放
送
、富
士
吉
田
市
防
災
ア
プ
リ

な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、お
近
く
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
自
治
会
が
行
う
資
源
物
回
収
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
の
戸
別
有
料
収
集

　
粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集
（
有
料
）
を
行

い
ま
す
。
収
集
で
き
な
い
物
や
収
集
品
目

の
数
え
方
は
、
ご
み
分
別
マ
ニ
ュ
ア
ル
ま

た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
も
申
し
込

み
で
き
ま
す
。

※

最
大
９
個
ま
で

※

各
日
、
先
着
12
件
で
す

問
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
　
☎
（22）
０
０
３
０

■期 

５
月
１
日
㈮
〜
31
日
㈰

　
自
転
車
は
「
車
の
仲
間
」
で
す
。
４
月

か
ら
自
転
車
の
交
通
違
反
に
対
し
て
も
新

た
に
反
則
金
制
度
「
青
切
符
」
が
導
入
さ

れ
、取
り
締
ま
り
が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、全
て
の
自
転
車
利
用
者
を
対
象
に
、

乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
努
力
義
務

化
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
故
に
よ
る
被
害
を

軽
減
す
る
た
め
、
乗
車
時
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
着
用
す
る
と
と
も
に
、保
護
者
の
方
は
、

児
童
や
幼
児
が
運
転
す
る
際
に
も
必
ず
着

用
さ
せ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
自
転
車
の
飲
酒
運
転
は
重
大
な

事
故
に
つ
な
が
る
非
常
に
危
険
な
「
違
法

行
為
」
で
す
。
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
、
絶
対

に
自
転
車
を
運
転
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
ご
自
身
や
ご
家
族
の
命
を
守
る
た
め
、

今
ま
で
以
上
に
交
通
ル
ー
ル
を
厳
守
し
、

安
全
な
利
用
に
努
め
、
自
転
車
安
全
利
用

五
則
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

１
．
車
道
が
原
則
、
左
側
を
通
行
、

　
　
歩
道
は
例
外
、
歩
行
者
を
優
先

２
．
交
差
点
で
は
信
号
と
一
時
停
止
を

　
　
守
っ
て
、
安
全
確
認

３
．
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

４
．
飲
酒
運
転
は
禁
止

５
．
ヘル
メ
ッ
ト
を
着
用

問
安
全
対
策
課
　
☎
内
線
２
２
１

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在

で
原
動
機
付
自
転
車
・
軽
自
動
車
・
小
型

特
殊
自
動
車
・
二
輪
の
小
型
自
動
車
の
所

有
し
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。納
期

限
は
６
月
１
日
㈪
で
す
。期
限
内
の
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。　※

令
和
８
年
４
月
の

環
境
性
能
割
廃
止
に
伴
い
、
名
称
が「
軽
自

動
車
税（
種
別
割
）」か
ら「
軽
自
動
車
税
」

に
変
わ
り
ま
し
た
。

軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書

　
車
検
が
必
要
な
車
両
は
す
べ
て
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
納
付
情
報
を
確
認
で
き
る
シ
ス

テ
ム
（
軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
）
に
対
応
し
て
い
る

た
め
、
車
検
時
の
納
税
証
明
書
の
提
示
は

原
則
不
要
で
す
。
た
だ
し
、
納
付
方
法
や

直
近
の
納
付
状
況
に
よ
っ
て
は
証
明
書
が

必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
取
得
方

法
な
ど
詳
細
は
、
税
務
課 

証
明
担
当
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度

　
身
体
障
害
者
な
ど
の
移
動
手
段
と
し
て

使
用
す
る
軽
自
動
車
な
ど
で
、
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
税
の
減
免
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
６
月
１
日
㈪
ま
で
に
税

務
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
期
日
を
過

ぎ
る
と
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
詳
細
は
税
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
税
務
課

　
課
税
・
減
免
に
関
す
る
こ
と

　
市
民
税
担
当
　
☎
内
線
１
１
９
・
１
２
４

　
納
税
証
明
に
関
す
る
こ
と

　
証
明
担
当
　
☎
内
線
１
２
３

　
納
税
・
口
座
振
替
に
関
す
る
こ
と

　
収
税
課
　
☎
内
線
１
２
１
・
１
２
２

「
見
て
考
え
て
体
験
す
る
！」

み
ん
な
の
防
災
イ
ベ
ン
ト

富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ

協
会
よ
り

動物ふわふわ
アルパカ

ふれあい動物園

サファリトレイン

司
法
書
士
無
料
相
談
会

富
士
山
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー

薬
用
植
物
・
希
少
植
物
・

植
物
標
本 

公
開
イ
ベ
ン
ト

有
料
広
告

有
料
広
告

ま
せ
ん
か
？

　
会
員
登
録
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
も

ち
ろ
ん
、
既
に
会
員
登
録
済
み
で
講
習
が

ま
だ
の
方
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
活

動
を
始
め
る
に
は
、
お
子
さ
ん
を
安
全
に

お
預
か
り
す
る
た
め
、「
活
動
に
入
る
た
め

の
講
習
会
」
の
受
講
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

日
６
月
１
日
㈪
　
午
前
９
時
〜
正
午

　※

受
付
：
８
時
45
分

 

■場 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
３
階  

学
習
室

 

■￥ 

無
料

　※

受
講
申
し
込
み
時
に
託
児
の
希
望
あ

れ
ば
お
申
し
出
く
だ
さ
い
（
無
料
）

問
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　
☎
内
線
５
８
０
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□ 病院でやせるように言われた（健診が近い）
□ ポッコリお腹が気になる（最近服がキツイ）
□ コレステロールが高い（血圧や血糖も）
□ 太ったら膝や腰が痛くなった（運動は不要）
□ 色々試したがやせない（40～70歳代も）
□ 短期間で集中してやせたい（まず2週間）

甲府市住吉5-18-26 臨床漢方薬局ナオル薬品
電話 0120-61-3211 (無料電話相談→宅配可)
お試し1週間13.200円 代引き・カード払い可

服を買うより2～3週間で、やせてみる!? 測定用
大型防音室導入! 12月15日リニューアルオープンしました

認定補聴器専門店
認定補聴器技能者・1級眼鏡作製技能士のいる店

まだ早いかな？と迷っている方、お気軽にご相談ください。
補聴器への疑問や不安を解決し、快適な補聴器選びのお手伝いをいたします。
当店では、様々なタイプや価格の補聴器を豊富に取り揃えています。
あなたの聞こえる毎日をしっかりサポートいたします！

メガネ
補聴器

富士吉田市上吉田金鳥居下 営業時間am9:00-pm7:00 木曜定休TEL:0555-22-5506

富士吉田市の補聴器助成金制度あります

充電式も
あります

詳しくは
当店まで！

富士山駅

メガネのヒカワ
店舗横に駐車場
あります

金鳥居
郵便局 R139

200m

日
５
月
17
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

■場 

富
士
山
レ
ー
ダ
ー
ド
ー
ム
館

 

■￥ 

無
料

内
容
　
車
両
展
示
、
消
火
体
験
、
乗
車
体

験
、グ
ッ
ズ
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
子
ど
も
限
定
）、

新
聞
紙
で
つ
く
ろ
う
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、

マ
ル
シ
ェ
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
（
３
つ
の
ス

タ
ン
プ
を
集
め
る
と
富
士
山
レ
ー
ダ
ー

ド
ー
ム
館
入
館
料
無
料
＆
消
防
カ
レ
ー
の

試
食
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
　※

限
定
２
５
０
食
）

問
富
士
山
レ
ー
ダ
ー
ド
ー
ム
館

　
☎
（20）-

０
２
２
３

日
５
月
23
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
40
分

 

■場 

昭
和
医
科
大
学
富
士
吉
田
校
舎

　
ス
ク
エ
ア
ガ
ー
デ
ン

テ 

ー 

マ
　
①
人
生
１
０
０
年
時
代
を
楽

し
く
生
き
る
「
賢
い
生
活
術
」

②
筋
肉
は
裏
切
ら
な
い
！
10
歳
若
返
る
た

め
の
「
得
す
る
筋
ト
レ
」

講
師

①
山
岸
昌
一
氏
（
昭
和
医
科
大
学
教
授
）

②
林
友
則
氏
（
昭
和
医
科
大
学
講
師
）

 

■定 

先
着
２
０
０
名

受
講
料
　
無
料

送
迎
バ
ス

①
市
役
所
玄
関
前
　
午
後
１
時
発

②
富
士
山
駅
前
（
魚
民
前
）

　
午
後
１
時
10
分
発

③
ス
ク
エ
ア
ガ
ー
デ
ン
前

　
午
後
３
時
45
分
発

 

■持 

上
履
き

申
込
方
法
　
電
話

　※

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
氏
名
・

　
連
絡
先
・
送
迎
バ
ス
利
用
の
有
無
を
ご

　
連
絡
く
だ
さ
い

　※

講
座
終
了
後
、
受
講
証
を
お
渡
し
し

　
ま
す

申
込
期
限
　
５
月
22
日
㈮

問
昭
和
医
科
大
学
富
士
吉
田
校
舎

　
事
務
課
　
☎
（22）‒

４
４
０
３

日
５
月
20
日
㈬

　
午
後
１
時
〜
４
時

 

■場 

Ｑ-

Ｓ
Ｔ
Ａ
地
下
１
階

相
談
内
容
　
相
続
・
遺
言
な
ど
各
種
相
談

　※

書
類
の
作
成
・
審
査
な
ど
は
で
き
ま

　
　
せ
ん

申
込
方
法
　
電
話
　※

要
予
約

問
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５-

２
５
３-

２
３
７
６

中
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

日
５
月
20
日
〜
７
月
22
日

　（
毎
週
水
　
全
10
回
）

　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

 

■場 

鐘
山
総
合
体
育
館
　
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

 

■対 

小
学
６
年
生
と
中
学
１
・
２
年
生

 

■持 

屋
内
用
シ
ュ
ー
ズ
、
飲
み
物
、
ラ
ケ
ッ
ト

　※

貸
出
あ
り

 

■定 

15
名

 

■￥ 

５
，
０
０
０
円

自
然
を
歩
こ
う
！

ノ
ル
デ
ィッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
体
験
教
室

日
５
月
20
日
㈬

　
午
前
９
時
30
分
〜
１
時
間
程
度

 

■場 

富
士
散
策
公
園

 

■対 

ど
な
た
で
も

 

■定 

20
名

 

■￥ 

５
０
０
円

 

■持 

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
運
動
の
で
き
る
服

　 

装
、
履
き
な
れ
た
運
動
靴

ふ
れ
あ
い
柔
道
教
室

日
５
月
16
日
〜
６
月
20
日

　（
毎
週
土
　
全
６
回
）

　
午
後
２
時
〜
３
時

 

■場 

下
吉
田
コ
ミ
セ
ン

 

■対 

小
学
生

 

■定 

20
名

服
装
　
動
き
や
す
い
服
装

 
■￥ 
１
，
０
０
０
円
　※

保
険
料

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
初
心
者
講
習
会

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用
に
は
初
回
講

習
（
無
料
）
の
受
講
が
必
要
で
す
。

日
５
月
12
日
㈫

　
午
前
10
時
30
分

　
20
・
27
日
㈬

　
午
後
６
時
15
分

　
２
・
23
・
30
日
㈯

　
午
後
３
時
30
分

 

■対 

高
校
生
以
上
　※

完
全
予
約
制

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
（24）-

３
６
３
３

　
通
常
は
ご
覧
い
た
だ
け
な
い
昭
和
医
科

大
学
第
一
医
薬
資
源
園
お
よ
び
富
士
山
麓

自
然
・
生
物
研
究
所
を
特
別
一
般
公
開
し

ま
す
。
園
内
で
は
生
薬
の
原
料
と
な
る
植

物
や
植
物
標
本
、
希
少
植
物
の
苗
を
見
学

で
き
る
ほ
か
、
専
門
家
に
よ
る
解
説
も
行

い
ま
す
。

日
６
月
７
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
正
午

■場 

昭
和
医
科
大
学
富
士
吉
田
キ
ャ
ン
パ
ス

　
第
一
医
薬
資
源
園

問
昭
和
医
科
大
学

　
富
士
山
麓
自
然
・
生
物
研
究
所
　
　
　

　
☎
（24）-

１
１
８
６

　
研
究
所
内
の
研
究
者
に
よ
る
富
士
山
に

関
す
る
こ
と
を
学
ぶ
講
座
で
す
。

日
６
月
13
日
㈯

　
午
後
１
時
15
分
〜
３
時
30
分

 

■場 

富
士
山
科
学
研
究
所

テ
ー
マ

①「
登
山
リ
ス
ク
に
つ
い
て
考
え
る

　‒

高
山
病
と
転
倒‒

」

②「
登
山
道
の
火
山
防
災
を
考
え
る

　‒
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
の
通
信
網‒

」

講
師
　
①
宇
野
忠
氏
　
②
本
多
亮
氏

 

■￥ 
無
料

申
込
方
法
　
電
話

問
富
士
山
科
学
研
究
所

　
☎
（72）ｰ

６
２
０
６

日
５
月
10
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

■場 

ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク

内
容

※

雨
天
時
は
内
容
に
変
更
が
あ
り
ま
す

富
士
の
麓
で
サ
フ
ァ
リ
ト
レ
イ
ン
に
乗
ろ
う
！

 

■￥ 

無
料

動
物
ふ
わ
ふ
わ(

３
種
類)

 

■￥ 

無
料

ア
ル
パ
カ
ふ
れ
あ
い
動
物
園

　
今
年
は
ア
ル
パ
カ
が
や
っ
て
く
る
！
他
に

も
ウ
サ
ギ
・
モ
ル
モ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ

ホ
ワ
イ
ト
な
ど
の
可
愛
ら
し
い
動
物
が
集

合
し
ま
す
。

 

■￥ 

無
料

　※

１
時
間
完
全
ク
ロ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す

地
元
の
野
菜
苗
・
花
苗
の
特
別
販
売

野
菜
（
ミ
ニ
ト
マ
ト
・
き
ゅ
う
り
・
し
そ

な
ど
）　
花（
ベ
ゴ
ニ
ア・マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
・

多
肉
植
物
な
ど
）

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
販
売

　
各
イ
ベ
ン
ト
の
合
間
に
楽
し
め
る
フ
ー

ド
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

問
観
光
振
興
サ
ー
ビ
ス

　
☎
（21）-

１
０
０
０

　
本
市
で
は
、
子
育
て
を
地
域
で
支
え
合

う
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・セ
ン
タ
ー
」

の
援
助
活
動
（
お
子
さ
ん
の
預
か
り
・
送

迎
な
ど
）
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
市
民
の

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
資
格
は
不
要
で
す

　
子
育
て
経
験
や
意
欲
が
あ
る
方
な
ら
ど

な
た
で
も
大
歓
迎
で
す
。

◆
報
酬
が
あ
り
ま
す

　
活
動
内
容
に
応
じ
た
謝
礼
（
利
用
料
）

が
支
払
わ
れ
ま
す
。

※

平
日
、
午
前
７
時
〜
午
後
７
時
に
お
子

さ
ん
１
人
預
か
り
で
報
酬
費
は
１
時
間

１
，
０
０
０
円
で
す
。
お
預
か
り
の
状
況

に
よ
り
金
額
が
変
わ
り
ま
す
。

◆
保
険
加
入
で
安
心

　
活
動
中
の
万
が
一
の
事
故
に
備
え
、
市

で
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

◆
無
理
の
な
い
範
囲
で

　「
で
き
る
時
に
、
で
き
る
活
動
を
」
が

基
本
で
す
。
ご
自
身
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
合
わ
せ
て
活
動
い
た
だ
け
ま
す
。

　「
子
ど
も
が
好
き
」「
空
い
た
時
間
を
地

域
の
た
め
に
活
か
し
た
い
」
と
い
う
方
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
講
習
会
へ
参
加
し
て
み

Information scramble

お
知
ら
せ

保
健
・
福
祉

お
知
ら
せ

催
し
物

募
　
集

保
健
・
福
祉

催
し
物

募
　
集

有
料
広
告

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
の
指
定

　
指
定
工
事
店
が
新
た
に
１
件
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

事
業
者
名
　
株
式
会
社
渡
邉
総
建

代
表
者
　
渡
邉
　
博
樹

 

■住 

甲
府
市
大
里
町
１
４
８
番
地
14

☎ 

０
８
０-

７
９
３
８-

２
１
３
８

下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
店
の
指
定

　
指
定
工
事
店
が
新
た
に
２
件
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

事
業
者
名
　
横
谷
設
備

代
表
者
名
　
横
谷
　
正
渡

 

■住 

笛
吹
市
石
和
町
河
内
２
５
９-

１０

☎ 

０
５
５-

２
６
２-

１
８
２
２

事
業
者
名
　
株
式
会
社
渡
邉
総
建

代
表
者
名
　
渡
邉
　
博
樹

 

■住 

甲
府
市
大
里
町
１
４
８
番
地
１４

☎ 

０
８
０-

７
９
３
８-

２
１
３
８

　
下
水
道
へ
の
接
続
工
事
や
給
水
装
置
工

事
は
、
市
の
指
定
証
の
交
付
を
受
け
た
指

定
工
事
店
し
か
施
工
し
て
は
い
け
ま
せ
ん

の
で
、
依
頼
す
る
と
き
は
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

問
上
下
水
道
管
理
課
　
☎
内
線
６
１
３

問
上
下
水
道
工
務
課
　
☎
内
線
３
３
２

　
高
等
支
援
学
校
桃
花
台
学
園
を
進
路

先
の
一
つ
と
し
て
検
討
し
て
い
る
中
学
３

年
生
を
対
象
に
学
校
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
（※

中
学
３
年
生
以
外
を
対
象
と
し
た

説
明
会
は
９
月
以
降
に
開
催
予
定
）。
詳

細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
①
５
月
８
日
㈮

　
②
５
月
19
日
㈫ 

　
③
５
月
22
日
㈮

　
④
６
月
30
日
㈫

　
⑤
７
月
10
日
㈮

　
い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

 

■場 

県
立
高
等
支
援
学
校
桃
花
台
学
園

 

■対 

中
学
３
年
生
・
特
別
支
援
学
校
中
学

　
部
３
年
生
（
既
卒
者
を
含
む
）
と
そ
の

　
保
護
者
、
市
町
村
教
育
委
員
会
お
よ
び

　
学
校
関
係
職
員

申
込
方
法
　
通
学
し
て
い
る
各
学
校
よ
り

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
高
等
支
援
学
校
桃
花
台
学
園

　
☎
０
５
５‒

２
６
３‒

７
７
６
０

　（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
で
あ
る

「
令
和
７
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」

の
支
援
を
受
け
「
鐘
山
連
合
自
治
会
」
が
、

自
治
会
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
交
流
を
深
め
る

た
め
の
機
会
を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
照
明
器
具
な
ど
の
備
品
を
整
備
し
ま

し
た
。

問
市
民
協
働
推
進
課
　
内
線
２
０
３

　
広
報
の
文
字
が
見
え
に
く
い
方
や
視
覚

に
障
害
の
あ
る
方
に
も
生
活
に
役
立
つ
市

か
ら
の
大
切
な
情
報
が
届
く
よ
う
、
５
月

か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
広
報
誌
の
内
容

が
音
声
で
聞
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
富
士
吉
田
市
点
字
図
書
館
で
は

見
え
な
い
方
や
見
え
に
く
い
方
に
、
広
報

誌
の
読
み
上
げ
デ
ー
タ
を
Ｃ
Ｄ
に
収
め
無

料
で
郵
送
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は

社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※

録
音
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
協
力
で

行
っ
て
い
る
た
め
、
読
み
間
違
え
な
ど
が

あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
協
議
会
　
☎
（23）-

８
１
０
５

　
市
民
協
働
推
進
課
　
☎
内
線
２
１
４

　
本
教
室
（
わ
く
わ
く
教
室
）
は
、
放
課

後
の
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
の
た
め
に

開
設
さ
れ
ま
し
た
。
特
別
な
資
格
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。子
ど
も
が
大
好
き
な
方
で
、

活
動
の
見
守
り
や
サ
ポ
ー
ト
、
学
習
支
援

が
で
き
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
月
〜
金
曜
日
　※

都
合
が
つ
く
日

　
午
後
２
時
頃
〜
５
時
30
分

 

■場 

下
一
小
・
下
二
小
・

　
吉
西
小
・
富
士
小

報
酬
　
あ
り

問
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
２
２

　
富
士
吉
田
市
視
覚
障
害
者
協
会
で
は
、

視
覚
に
障
害
の
あ
る
方
や
そ
の
家
族
、
協

会
の
活
動
に
ご
理
解
・
ご
協
力
い
た
だ
け

る
賛
助
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
当
協

会
は
、
富
士
北
麓
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

を
対
象
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
会
員
同
士

の
交
流
や
情
報
交
換
、
福
祉
制
度
に
関
す

る
情
報
提
供
な
ど
を
通
じ
て
、
皆
さ
ん
が

地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、定
期
総
会
を
は
じ
め
、短
歌

教
室
や
パン
作
り
体
験
、
バ
ス
旅
行
、
忘
年

会
な
ど
を
開
催
し
、
和
や
か
に
交
流
と
親

睦
を
深
め
ま
し
た
。本
会
の
活
動
に
関
心

の
あ
る
方
は
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
入
会
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
本
協
会
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

居
住
地
　
富
士
吉
田
市・富
士
河
口
湖
町
・

西
桂
町
・
忍
野
村
・
山
中
湖
村
・
鳴
沢
村

問
視
覚
障
害
者
協
会
（
社
会
福
祉
協
議
会

内
）☎：
（23）-

８
１
０
５

メ
ー
ル
：f.shakyo@

fgo.jp
(

件
名
に「
視
覚
協
問
い
合
わ
せ
」と
記
入)

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

https://yam
ashikyo.sakura.ne.jp/

日 

６
月
28
日
㈰

 

■場 

富
士
吉
田
商
工
会
議
所

受
験
料
　
１
級
２
，
８
０
０
円
、

　
　
　
　
２
級
２
，
０
０
０
円
、

　
　
　
　
３
級
１
，
８
０
０
円
、

　
　
　
　
４
〜
６
級
１
，
２
０
０
円
、

　
　
　
　
７
〜
８
級
１
，
０
０
０
円

申
込
期
間
　
５
月
11
日
㈪
〜
21
日
㈭

問
富
士
吉
田
商
工
会
議
所

　
☎
（24）-

７
１
１
１

日
５
月
16
日
㈯ 

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

 

■場 

Ｑ-

Ｓ
Ｔ
Ａ
３
階
　
イ
ベン
ト
ス
ペ
ー
ス

内
容
　
血
圧
酸
素
飽
和
度
測
定
・Ｉ
Ｎ
Ｂ

Ｏ
Ｄ
Ｙ
に
よ
る
体
組
成
分
析
・
看
護
学
校

進
学
相
談
　
な
ど

 

■￥ 

無
料
　※

予
約
不
要
で
す

問
市
立
看
護
専
門
学
校 

☎
（24）-

８
７
５
６

日
５
月
27
日
㈬

　
午
後
１
時
30
分

 

■場 

市
民
会
館
３
階
　
小
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
　
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
に
お
け
る
予
防

医
学
と
健
康
意
識
の
向
上

講
師
　（
一
社
）
ふ
じ
ざ
く
ら
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
　
Ｇ
Ｍ
五
十
嵐
雅
彦
氏

受
講
料
　
無
料
　※

申
し
込
み
不
要
で
す

市
民
大
学
生
以
外
の
方
も
参
加
で
き
ま
す

問
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
２
３

昭
和
医
科
大
学
公
開
講
座

春
ま
つ
り
Ｉ
Ｎ

ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク

　
市
で
は
、
中
小
企
業
の
皆
さ
ん
の
事
業

経
営
に
必
要
な
資
金
調
達
を
支
援
し
、
企

業
の
飛
躍
を
後
押
し
す
る
た
め
「
小
口
資

金
融
資
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
の

制
度
は
、
市
が
山
梨
県
信
用
保
証
協
会
に

資
金
を
特
別
寄
託
す
る
こ
と
で
、
金
融
機

関
を
通
じ
て
低
利
で
融
資
を
受
け
ら
れ
る

仕
組
み
で
す
（
原
則
と
し
て
、
同
協
会
の

保
証
付
き
融
資
と
な
り
ま
す
）。

　
今
年
度
は
、
市
場
の
動
向
を
踏
ま
え
て

利
息
を
０
．
２
％
引
き
上
げ
、
お
支
払
い

い
た
だ
い
た
利
子
に
対
し
て
、
年
50
％
利

子
補
給
を
実
施
し
ま
す
。

融
資
対
象

　
①
〜
⑤
の
全
て
を
満
た
す
も
の

①
市
内
に
１
年
以
上
店
舗
、
工
場
、
事
業

　
所
の
い
ず
れ
か
を
有
し
て
い
る
企
業

②
市
内
に
１
年
以
上
居
住
し
て
い
る
個
人

　
で
、
か
つ
市
内
に
店
舗
、
工
場
、
事
業

　
所
の
い
ず
れ
か
を
有
し
て
い
る
こ
と

③
資
本
金
の
額
ま
た
は
出
資
の
総
額
が
　

　
５
，
０
０
０
万
円
以
下
の
企
業
で
、
か

　
つ
常
時
使
用
す
る
従
業
員
が
50
人
（
商

　
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
は
10
人
）
以
下
の
企

　
業
ま
た
は
個
人

④
市
税
を
完
納
し
て
い
る
企
業
ま
た
は
個

　
人

⑤
山
梨
県
信
用
保
証
協
会
の
保
証
対
象
業

　
種
で
あ
る
企
業
ま
た
は
個
人

利
率
（
固
定
金
利
）

問
商
工
振
興
課
　
☎
内
線
４
０
２・４
０
３

　
市
が
各
ご
家
庭
に
貸
与
し
て
い
る
水
道

メ
ー
タ
ー
は
、
計
量
法
に
よ
り
８
年
ご
と

の
交
換
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
有
効
期

限
を
迎
え
る
メ
ー
タ
ー
を
対
象
に
、
順
次

交
換
作
業
を
実
施
し
ま
す
。
交
換
に
か
か

る
費
用
は
原
則
無
料
で
す
。た
だ
し
、メ
ー

タ
ー
周
辺
の
漏
水
や
止
水
栓
の
不
良
な
ど

が
あ
り
、
特
別
な
修
繕
・
改
良
工
事
が
必

要
と
な
る
場
合
に
は
、
実
費
の
負
担
を
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
対
象

の
ご
家
庭
に
送
付
さ
れ
る
「
メ
ー
タ
ー
交

換
の
お
知
ら
せ
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

交
換
時
期
、
対
象
地
区

奇
数
月
検
針
地
区
：

　
５
月
19
日
㈫
〜
６
月
17
日
㈬
、

　
７
月
16
日
㈭
〜
８
月
12
日
㈬

偶
数
月
検
針
地
区
：

　
６
月
17
日
㈬
〜
７
月
16
日
㈭
、

　
８
月
12
日
㈬
〜
９
月
17
日
㈭

※

期
間
内
に
交
換
で
き
な
か
っ
た
場
合

は
、
日
程
調
整
し
後
日
交
換
に
伺
い
ま
す

交
換
の
流
れ

①
対
象
の
お
宅
に
交
換
期
間
開
始
２
週
間

前
を
目
安
に
オ
レ
ン
ジ
の
ハ
ガ
キ
で
「
メ
ー

タ
ー
交
換
の
お
知
ら
せ
」
を
郵
送
し
ま
す

②
身
分
証
を
携
帯
し
た
作
業
員
が
連
絡
・

訪
問
し
ま
す

③
メ
ー
タ
ー
交
換
作
業
を
行
い
ま
す
。
作

業
時
間
は
30
〜
60
分
で
す
　※

作
業
中
は

水
道
を
使
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

問
上
下
水
道
管
理
課
　
☎
内
線
６
１
３

　
上
下
水
道
工
務
課
　
☎
内
線
６
５
６

　
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
、
い

つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
情
報
を
確
認
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
将
来
の
年
金
見
込
額

の
試
算
な
ど
、
便
利
な
機
能
が
揃
っ
て
い

ま
す
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
で
き
る
こ
と

・
年
金
記
録
の
確
認

・
将
来
の
年
金
見
込
額
の
試
算

・
保
険
料
の
納
付
（
Ｐａｙ-

ｅａｓｙ
）

・
各
種
通
知
書
の
確
認
（
年
金
振
込
通
知

　
書
、
年
金
額
改
定
通
知
書
な
ど
）

・
公
的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票
、
社
会

　
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証

　
明
書
な
ど
の
再
交
付
申
請

・
国
民
年
金
保
険
料
・
納
付
猶
予
申
請
な

　
ど
の
届
書
の
作
成
・
印
刷
な
ど

・
持
ち
主
不
明
の
年
金
記
録
の
検
索

※

利
用
に
は
事
前
の
登
録
が
必
要
で
す
　

※

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な

　
い
方
も
ご
利
用
で
き
ま
す

問
日
本
年
金
機
構
大
月
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
７
０-

０
５
８-

５
５
５

　
市
民
課
　
☎
内
線
１
４
６

　
市
内
産
の
野
菜
苗
と
花
壇
苗
を
格
安
で

販
売
し
ま
す
。
市
内
で
育
て
ら
れ
た
苗
は

と
っ
て
も
丈
夫
で
簡
単
に
育
て
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
庭
先
や
ベ
ラ
ン
ダ
の
ち
ょっ
と
し
た
ス
ペ
ー

ス
を
活
用
し
て
、
お
い
し
い
野
菜
や
き
れ
い

な
花
を
自
分
の
手
で
育
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
５
月
18
日
㈪

　
上
吉
田
・
下
吉
田
コ
ミ
セ
ン

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
明
見
コ
ミ
セ
ン
・
寿
町
会
館
駐
車
場

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
市
役
所
中
庭

　
午
後
５
時
15
分
〜
６
時
15
分

販
売
種
類
　
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
ナ
ス
、
ピ
ー

マ
ン
、
シ
シ
ト
ウ
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
、

な
ん
ば
ん
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
花
苗
な
ど
。
お

得
な
セ
ッ
ト
販
売
も
あ
り
ま
す
。

問
農
林
課
　
☎
内
線
４
１
２

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

　
事
前
予
約
制
で
、
月
に
一
回
土
曜
日
に

受
け
取
り
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
交

付
を
希
望
す
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
予
約

を
お
願
い
し
ま
す
。

日
５
月
16
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
正
午
　

申
込
締
切
日
　
５
月
15
日
㈮

問
市
民
課
　
☎
内
線
４
５
５

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
出
張
申
請

　
市
役
所
に
行
く
こ
と
な
く
、
指
定
の
場

所
に
ス
タ
ッ
フ
が
出
張
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
作
る
た
め
の
写
真
撮
影
や
申
請

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。受
け
取
り
方
法
も
、

市
役
所
来
庁
か
郵
送
を
選
択
で
き
ま
す
。

 

■対 

企
業
や
施
設
、
サ
ー
ク
ル
や
学
校
な
ど

　
概
ね
５
名
以
上
の
申
請
が
見
込
ま
れ
る

　
団
体

出
張
申
請
可
能
日
時
　
火
〜
金
曜
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

※

持
ち
物
、
日
程
な
ど
は
事
前
に
打
ち
合

わ
せ
を
し
ま
す

問
市
民
課
　
☎
内
線
４
５
５

日
５
月
16
日
㈯
　
午
後
２
時
〜
４
時

 

■場 

市
民
会
館
　
小
ホ
ー
ル

 

■￥ 

無
料
　※

申
し
込
み
は
不
要
で
す

講
師
　
堀
内
詔
子
氏
（
衆
議
院
議
員
）、　

　
　
　
川
越
一
磨
氏
　
ほ
か

問
☎
０
９
０-

２
６
５
６-

７
５
７
２  

和
光

紙
類
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
日

　
紙
類
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
は
、各

地
区
１
週
間
お
き
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

 

収
集
日
は
、毎
月
の
広
報
誌
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

デ
ー
タ
放
送
、富
士
吉
田
市
防
災
ア
プ
リ

な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、お
近
く
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
自
治
会
が
行
う
資
源
物
回
収
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
の
戸
別
有
料
収
集

　
粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集
（
有
料
）
を
行

い
ま
す
。
収
集
で
き
な
い
物
や
収
集
品
目

の
数
え
方
は
、
ご
み
分
別
マ
ニ
ュ
ア
ル
ま

た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
も
申
し
込

み
で
き
ま
す
。

※

最
大
９
個
ま
で

※

各
日
、
先
着
12
件
で
す

問
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
　
☎
（22）
０
０
３
０

■期 

５
月
１
日
㈮
〜
31
日
㈰

　
自
転
車
は
「
車
の
仲
間
」
で
す
。
４
月

か
ら
自
転
車
の
交
通
違
反
に
対
し
て
も
新

た
に
反
則
金
制
度
「
青
切
符
」
が
導
入
さ

れ
、取
り
締
ま
り
が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、全
て
の
自
転
車
利
用
者
を
対
象
に
、

乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
努
力
義
務

化
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
故
に
よ
る
被
害
を

軽
減
す
る
た
め
、
乗
車
時
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
着
用
す
る
と
と
も
に
、保
護
者
の
方
は
、

児
童
や
幼
児
が
運
転
す
る
際
に
も
必
ず
着

用
さ
せ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
自
転
車
の
飲
酒
運
転
は
重
大
な

事
故
に
つ
な
が
る
非
常
に
危
険
な
「
違
法

行
為
」
で
す
。
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
、
絶
対

に
自
転
車
を
運
転
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
ご
自
身
や
ご
家
族
の
命
を
守
る
た
め
、

今
ま
で
以
上
に
交
通
ル
ー
ル
を
厳
守
し
、

安
全
な
利
用
に
努
め
、
自
転
車
安
全
利
用

五
則
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

１
．
車
道
が
原
則
、
左
側
を
通
行
、

　
　
歩
道
は
例
外
、
歩
行
者
を
優
先

２
．
交
差
点
で
は
信
号
と
一
時
停
止
を

　
　
守
っ
て
、
安
全
確
認

３
．
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

４
．
飲
酒
運
転
は
禁
止

５
．
ヘル
メ
ッ
ト
を
着
用

問
安
全
対
策
課
　
☎
内
線
２
２
１

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在

で
原
動
機
付
自
転
車
・
軽
自
動
車
・
小
型

特
殊
自
動
車
・
二
輪
の
小
型
自
動
車
の
所

有
し
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。納
期

限
は
６
月
１
日
㈪
で
す
。期
限
内
の
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。　※

令
和
８
年
４
月
の

環
境
性
能
割
廃
止
に
伴
い
、
名
称
が「
軽
自

動
車
税（
種
別
割
）」か
ら「
軽
自
動
車
税
」

に
変
わ
り
ま
し
た
。

軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書

　
車
検
が
必
要
な
車
両
は
す
べ
て
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
納
付
情
報
を
確
認
で
き
る
シ
ス

テ
ム
（
軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
）
に
対
応
し
て
い
る

た
め
、
車
検
時
の
納
税
証
明
書
の
提
示
は

原
則
不
要
で
す
。
た
だ
し
、
納
付
方
法
や

直
近
の
納
付
状
況
に
よ
っ
て
は
証
明
書
が

必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
取
得
方

法
な
ど
詳
細
は
、
税
務
課 

証
明
担
当
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度

　
身
体
障
害
者
な
ど
の
移
動
手
段
と
し
て

使
用
す
る
軽
自
動
車
な
ど
で
、
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
税
の
減
免
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
６
月
１
日
㈪
ま
で
に
税

務
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
期
日
を
過

ぎ
る
と
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
詳
細
は
税
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
税
務
課

　
課
税
・
減
免
に
関
す
る
こ
と

　
市
民
税
担
当
　
☎
内
線
１
１
９
・
１
２
４

　
納
税
証
明
に
関
す
る
こ
と

　
証
明
担
当
　
☎
内
線
１
２
３

　
納
税
・
口
座
振
替
に
関
す
る
こ
と

　
収
税
課
　
☎
内
線
１
２
１
・
１
２
２

「
見
て
考
え
て
体
験
す
る
！」

み
ん
な
の
防
災
イ
ベ
ン
ト

富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ

協
会
よ
り

動物ふわふわ
アルパカ

ふれあい動物園

サファリトレイン

司
法
書
士
無
料
相
談
会

富
士
山
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー

薬
用
植
物
・
希
少
植
物
・

植
物
標
本 

公
開
イ
ベ
ン
ト

有
料
広
告

有
料
広
告

ま
せ
ん
か
？

　
会
員
登
録
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
も

ち
ろ
ん
、
既
に
会
員
登
録
済
み
で
講
習
が

ま
だ
の
方
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
活

動
を
始
め
る
に
は
、
お
子
さ
ん
を
安
全
に

お
預
か
り
す
る
た
め
、「
活
動
に
入
る
た
め

の
講
習
会
」
の
受
講
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

日
６
月
１
日
㈪
　
午
前
９
時
〜
正
午

　※

受
付
：
８
時
45
分

 

■場 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
３
階  

学
習
室

 

■￥ 

無
料

　※

受
講
申
し
込
み
時
に
託
児
の
希
望
あ

れ
ば
お
申
し
出
く
だ
さ
い
（
無
料
）

問
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　
☎
内
線
５
８
０
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Information scramble

お
知
ら
せ

募
　
集

保
健
・
福
祉

お
知
ら
せ

募
　
集

保
健
・
福
祉

催
し
物

催
し
物

日
５
月
17
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

■場 

富
士
山
レ
ー
ダ
ー
ド
ー
ム
館

 

■￥ 

無
料

内
容
　
車
両
展
示
、
消
火
体
験
、
乗
車
体

験
、グ
ッ
ズ
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
子
ど
も
限
定
）、

新
聞
紙
で
つ
く
ろ
う
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、

マ
ル
シ
ェ
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
（
３
つ
の
ス

タ
ン
プ
を
集
め
る
と
富
士
山
レ
ー
ダ
ー

ド
ー
ム
館
入
館
料
無
料
＆
消
防
カ
レ
ー
の

試
食
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
　※

限
定
２
５
０
食
）

問
富
士
山
レ
ー
ダ
ー
ド
ー
ム
館

　
☎
（20）-

０
２
２
３

日
５
月
23
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
40
分

 

■場 

昭
和
医
科
大
学
富
士
吉
田
校
舎

　
ス
ク
エ
ア
ガ
ー
デ
ン

テ 

ー 

マ
　
①
人
生
１
０
０
年
時
代
を
楽

し
く
生
き
る
「
賢
い
生
活
術
」

②
筋
肉
は
裏
切
ら
な
い
！
10
歳
若
返
る
た

め
の
「
得
す
る
筋
ト
レ
」

講
師

①
山
岸
昌
一
氏
（
昭
和
医
科
大
学
教
授
）

②
林
友
則
氏
（
昭
和
医
科
大
学
講
師
）

 

■定 

先
着
２
０
０
名

受
講
料
　
無
料

送
迎
バ
ス

①
市
役
所
玄
関
前
　
午
後
１
時
発

②
富
士
山
駅
前
（
魚
民
前
）

　
午
後
１
時
10
分
発

③
ス
ク
エ
ア
ガ
ー
デ
ン
前

　
午
後
３
時
45
分
発

 

■持 

上
履
き

申
込
方
法
　
電
話

　※

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
氏
名
・

　
連
絡
先
・
送
迎
バ
ス
利
用
の
有
無
を
ご

　
連
絡
く
だ
さ
い

　※

講
座
終
了
後
、
受
講
証
を
お
渡
し
し

　
ま
す

申
込
期
限
　
５
月
22
日
㈮

問
昭
和
医
科
大
学
富
士
吉
田
校
舎

　
事
務
課
　
☎
（22）‒

４
４
０
３

日
５
月
20
日
㈬

　
午
後
１
時
〜
４
時

 

■場 

Ｑ-

Ｓ
Ｔ
Ａ
地
下
１
階

相
談
内
容
　
相
続
・
遺
言
な
ど
各
種
相
談

　※

書
類
の
作
成
・
審
査
な
ど
は
で
き
ま

　
　
せ
ん

申
込
方
法
　
電
話
　※

要
予
約

問
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５-

２
５
３-

２
３
７
６

中
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

日
５
月
20
日
〜
７
月
22
日

　（
毎
週
水
　
全
10
回
）

　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

 

■場 

鐘
山
総
合
体
育
館
　
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

 

■対 

小
学
６
年
生
と
中
学
１
・
２
年
生

 

■持 

屋
内
用
シ
ュ
ー
ズ
、
飲
み
物
、
ラ
ケ
ッ
ト

　※

貸
出
あ
り

 

■定 

15
名

 

■￥ 

５
，
０
０
０
円

自
然
を
歩
こ
う
！

ノ
ル
デ
ィッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
体
験
教
室

日
５
月
20
日
㈬

　
午
前
９
時
30
分
〜
１
時
間
程
度

 

■場 

富
士
散
策
公
園

 

■対 

ど
な
た
で
も

 

■定 

20
名

 

■￥ 

５
０
０
円

 

■持 

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
運
動
の
で
き
る
服

　 

装
、
履
き
な
れ
た
運
動
靴

ふ
れ
あ
い
柔
道
教
室

日
５
月
16
日
〜
６
月
20
日

　（
毎
週
土
　
全
６
回
）

　
午
後
２
時
〜
３
時

 

■場 

下
吉
田
コ
ミ
セ
ン

 

■対 

小
学
生

 

■定 

20
名

服
装
　
動
き
や
す
い
服
装

 

■￥ 

１
，
０
０
０
円
　※

保
険
料

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
初
心
者
講
習
会

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用
に
は
初
回
講

習
（
無
料
）
の
受
講
が
必
要
で
す
。

日
５
月
12
日
㈫

　
午
前
10
時
30
分

　
20
・
27
日
㈬

　
午
後
６
時
15
分

　
２
・
23
・
30
日
㈯

　
午
後
３
時
30
分

 

■対 

高
校
生
以
上
　※

完
全
予
約
制

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
（24）-

３
６
３
３

　
通
常
は
ご
覧
い
た
だ
け
な
い
昭
和
医
科

大
学
第
一
医
薬
資
源
園
お
よ
び
富
士
山
麓

自
然
・
生
物
研
究
所
を
特
別
一
般
公
開
し

ま
す
。
園
内
で
は
生
薬
の
原
料
と
な
る
植

物
や
植
物
標
本
、
希
少
植
物
の
苗
を
見
学

で
き
る
ほ
か
、
専
門
家
に
よ
る
解
説
も
行

い
ま
す
。

日
６
月
７
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
正
午

■場 

昭
和
医
科
大
学
富
士
吉
田
キ
ャ
ン
パ
ス

　
第
一
医
薬
資
源
園

問
昭
和
医
科
大
学

　
富
士
山
麓
自
然
・
生
物
研
究
所
　
　
　

　
☎
（24）-

１
１
８
６

　
研
究
所
内
の
研
究
者
に
よ
る
富
士
山
に

関
す
る
こ
と
を
学
ぶ
講
座
で
す
。

日
６
月
13
日
㈯

　
午
後
１
時
15
分
〜
３
時
30
分

 

■場 

富
士
山
科
学
研
究
所

テ
ー
マ

①「
登
山
リ
ス
ク
に
つ
い
て
考
え
る

　‒

高
山
病
と
転
倒‒

」

②「
登
山
道
の
火
山
防
災
を
考
え
る

　‒

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
の
通
信
網‒

」

講
師
　
①
宇
野
忠
氏
　
②
本
多
亮
氏

 

■￥ 

無
料

申
込
方
法
　
電
話

問
富
士
山
科
学
研
究
所

　
☎
（72）ｰ

６
２
０
６

日
５
月
10
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

■場 

ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク

内
容

※

雨
天
時
は
内
容
に
変
更
が
あ
り
ま
す

富
士
の
麓
で
サ
フ
ァ
リ
ト
レ
イ
ン
に
乗
ろ
う
！

 

■￥ 

無
料

動
物
ふ
わ
ふ
わ(

３
種
類)

 

■￥ 

無
料

ア
ル
パ
カ
ふ
れ
あ
い
動
物
園

　
今
年
は
ア
ル
パ
カ
が
や
っ
て
く
る
！
他
に

も
ウ
サ
ギ
・
モ
ル
モ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ

ホ
ワ
イ
ト
な
ど
の
可
愛
ら
し
い
動
物
が
集

合
し
ま
す
。

 

■￥ 

無
料

　※

１
時
間
完
全
ク
ロ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す

地
元
の
野
菜
苗
・
花
苗
の
特
別
販
売

野
菜
（
ミ
ニ
ト
マ
ト
・
き
ゅ
う
り
・
し
そ

な
ど
）　
花（
ベ
ゴ
ニ
ア・マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
・

多
肉
植
物
な
ど
）

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
販
売

　
各
イ
ベ
ン
ト
の
合
間
に
楽
し
め
る
フ
ー

ド
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

問
観
光
振
興
サ
ー
ビ
ス

　
☎
（21）-

１
０
０
０

　
本
市
で
は
、
子
育
て
を
地
域
で
支
え
合

う
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・セ
ン
タ
ー
」

の
援
助
活
動
（
お
子
さ
ん
の
預
か
り
・
送

迎
な
ど
）
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
市
民
の

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
資
格
は
不
要
で
す

　
子
育
て
経
験
や
意
欲
が
あ
る
方
な
ら
ど

な
た
で
も
大
歓
迎
で
す
。

◆
報
酬
が
あ
り
ま
す

　
活
動
内
容
に
応
じ
た
謝
礼
（
利
用
料
）

が
支
払
わ
れ
ま
す
。

※

平
日
、
午
前
７
時
〜
午
後
７
時
に
お
子

さ
ん
１
人
預
か
り
で
報
酬
費
は
１
時
間

１
，
０
０
０
円
で
す
。
お
預
か
り
の
状
況

に
よ
り
金
額
が
変
わ
り
ま
す
。

◆
保
険
加
入
で
安
心

　
活
動
中
の
万
が
一
の
事
故
に
備
え
、
市

で
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

◆
無
理
の
な
い
範
囲
で

　「
で
き
る
時
に
、
で
き
る
活
動
を
」
が

基
本
で
す
。
ご
自
身
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
合
わ
せ
て
活
動
い
た
だ
け
ま
す
。

　「
子
ど
も
が
好
き
」「
空
い
た
時
間
を
地

域
の
た
め
に
活
か
し
た
い
」
と
い
う
方
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
講
習
会
へ
参
加
し
て
み

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
の
指
定

　
指
定
工
事
店
が
新
た
に
１
件
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

事
業
者
名
　
株
式
会
社
渡
邉
総
建

代
表
者
　
渡
邉
　
博
樹

 

■住 

甲
府
市
大
里
町
１
４
８
番
地
14

☎ 

０
８
０-

７
９
３
８-

２
１
３
８

下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
店
の
指
定

　
指
定
工
事
店
が
新
た
に
２
件
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

事
業
者
名
　
横
谷
設
備

代
表
者
名
　
横
谷
　
正
渡

 

■住 

笛
吹
市
石
和
町
河
内
２
５
９-

１０

☎ 

０
５
５-

２
６
２-

１
８
２
２

事
業
者
名
　
株
式
会
社
渡
邉
総
建

代
表
者
名
　
渡
邉
　
博
樹

 

■住 

甲
府
市
大
里
町
１
４
８
番
地
１４

☎ 

０
８
０-

７
９
３
８-

２
１
３
８

　
下
水
道
へ
の
接
続
工
事
や
給
水
装
置
工

事
は
、
市
の
指
定
証
の
交
付
を
受
け
た
指

定
工
事
店
し
か
施
工
し
て
は
い
け
ま
せ
ん

の
で
、
依
頼
す
る
と
き
は
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

問
上
下
水
道
管
理
課
　
☎
内
線
６
１
３

問
上
下
水
道
工
務
課
　
☎
内
線
３
３
２

　
高
等
支
援
学
校
桃
花
台
学
園
を
進
路

先
の
一
つ
と
し
て
検
討
し
て
い
る
中
学
３

年
生
を
対
象
に
学
校
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
（※

中
学
３
年
生
以
外
を
対
象
と
し
た

説
明
会
は
９
月
以
降
に
開
催
予
定
）。
詳

細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
①
５
月
８
日
㈮

　
②
５
月
19
日
㈫ 

　
③
５
月
22
日
㈮

　
④
６
月
30
日
㈫

　
⑤
７
月
10
日
㈮

　
い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

 

■場 

県
立
高
等
支
援
学
校
桃
花
台
学
園

 

■対 

中
学
３
年
生
・
特
別
支
援
学
校
中
学

　
部
３
年
生
（
既
卒
者
を
含
む
）
と
そ
の

　
保
護
者
、
市
町
村
教
育
委
員
会
お
よ
び

　
学
校
関
係
職
員

申
込
方
法
　
通
学
し
て
い
る
各
学
校
よ
り

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
高
等
支
援
学
校
桃
花
台
学
園

　
☎
０
５
５‒

２
６
３‒

７
７
６
０

　（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
で
あ
る

「
令
和
７
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」

の
支
援
を
受
け
「
鐘
山
連
合
自
治
会
」
が
、

自
治
会
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
交
流
を
深
め
る

た
め
の
機
会
を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
照
明
器
具
な
ど
の
備
品
を
整
備
し
ま

し
た
。

問
市
民
協
働
推
進
課
　
内
線
２
０
３

　
広
報
の
文
字
が
見
え
に
く
い
方
や
視
覚

に
障
害
の
あ
る
方
に
も
生
活
に
役
立
つ
市

か
ら
の
大
切
な
情
報
が
届
く
よ
う
、
５
月

か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
広
報
誌
の
内
容

が
音
声
で
聞
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
富
士
吉
田
市
点
字
図
書
館
で
は

見
え
な
い
方
や
見
え
に
く
い
方
に
、
広
報

誌
の
読
み
上
げ
デ
ー
タ
を
Ｃ
Ｄ
に
収
め
無

料
で
郵
送
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は

社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※

録
音
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
協
力
で

行
っ
て
い
る
た
め
、
読
み
間
違
え
な
ど
が

あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
協
議
会
　
☎
（23）-

８
１
０
５

　
市
民
協
働
推
進
課
　
☎
内
線
２
１
４

　
本
教
室
（
わ
く
わ
く
教
室
）
は
、
放
課

後
の
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
の
た
め
に

開
設
さ
れ
ま
し
た
。
特
別
な
資
格
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。子
ど
も
が
大
好
き
な
方
で
、

活
動
の
見
守
り
や
サ
ポ
ー
ト
、
学
習
支
援

が
で
き
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
月
〜
金
曜
日
　※

都
合
が
つ
く
日

　
午
後
２
時
頃
〜
５
時
30
分

 

■場 

下
一
小
・
下
二
小
・

　
吉
西
小
・
富
士
小

報
酬
　
あ
り

問
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
２
２

　
富
士
吉
田
市
視
覚
障
害
者
協
会
で
は
、

視
覚
に
障
害
の
あ
る
方
や
そ
の
家
族
、
協

会
の
活
動
に
ご
理
解
・
ご
協
力
い
た
だ
け

る
賛
助
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
当
協

会
は
、
富
士
北
麓
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

を
対
象
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
会
員
同
士

の
交
流
や
情
報
交
換
、
福
祉
制
度
に
関
す

る
情
報
提
供
な
ど
を
通
じ
て
、
皆
さ
ん
が

地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、定
期
総
会
を
は
じ
め
、短
歌

教
室
や
パン
作
り
体
験
、
バ
ス
旅
行
、
忘
年

会
な
ど
を
開
催
し
、
和
や
か
に
交
流
と
親

睦
を
深
め
ま
し
た
。本
会
の
活
動
に
関
心

の
あ
る
方
は
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
入
会
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
本
協
会
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

居
住
地
　
富
士
吉
田
市・富
士
河
口
湖
町
・

西
桂
町
・
忍
野
村
・
山
中
湖
村
・
鳴
沢
村

問
視
覚
障
害
者
協
会
（
社
会
福
祉
協
議
会

内
）☎：
（23）-

８
１
０
５

メ
ー
ル
：f.shakyo@

fgo.jp
(

件
名
に「
視
覚
協
問
い
合
わ
せ
」と
記
入)

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

https://yam
ashikyo.sakura.ne.jp/

日 

６
月
28
日
㈰

 

■場 

富
士
吉
田
商
工
会
議
所

受
験
料
　
１
級
２
，
８
０
０
円
、

　
　
　
　
２
級
２
，
０
０
０
円
、

　
　
　
　
３
級
１
，
８
０
０
円
、

　
　
　
　
４
〜
６
級
１
，
２
０
０
円
、

　
　
　
　
７
〜
８
級
１
，
０
０
０
円

申
込
期
間
　
５
月
11
日
㈪
〜
21
日
㈭

問
富
士
吉
田
商
工
会
議
所

　
☎
（24）-

７
１
１
１

日
５
月
16
日
㈯ 

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

 

■場 

Ｑ-

Ｓ
Ｔ
Ａ
３
階
　
イ
ベン
ト
ス
ペ
ー
ス

内
容
　
血
圧
酸
素
飽
和
度
測
定
・Ｉ
Ｎ
Ｂ

Ｏ
Ｄ
Ｙ
に
よ
る
体
組
成
分
析
・
看
護
学
校

進
学
相
談
　
な
ど

 

■￥ 

無
料
　※

予
約
不
要
で
す

問
市
立
看
護
専
門
学
校 

☎
（24）-

８
７
５
６

日
５
月
27
日
㈬

　
午
後
１
時
30
分

 

■場 

市
民
会
館
３
階
　
小
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
　
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
に
お
け
る
予
防

医
学
と
健
康
意
識
の
向
上

講
師
　（
一
社
）
ふ
じ
ざ
く
ら
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
　
Ｇ
Ｍ
五
十
嵐
雅
彦
氏

受
講
料
　
無
料
　※

申
し
込
み
不
要
で
す

市
民
大
学
生
以
外
の
方
も
参
加
で
き
ま
す

問
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
２
３

　
市
で
は
、
中
小
企
業
の
皆
さ
ん
の
事
業

経
営
に
必
要
な
資
金
調
達
を
支
援
し
、
企

業
の
飛
躍
を
後
押
し
す
る
た
め
「
小
口
資

金
融
資
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
の

制
度
は
、
市
が
山
梨
県
信
用
保
証
協
会
に

資
金
を
特
別
寄
託
す
る
こ
と
で
、
金
融
機

関
を
通
じ
て
低
利
で
融
資
を
受
け
ら
れ
る

仕
組
み
で
す
（
原
則
と
し
て
、
同
協
会
の

保
証
付
き
融
資
と
な
り
ま
す
）。

　
今
年
度
は
、
市
場
の
動
向
を
踏
ま
え
て

利
息
を
０
．
２
％
引
き
上
げ
、
お
支
払
い

い
た
だ
い
た
利
子
に
対
し
て
、
年
50
％
利

子
補
給
を
実
施
し
ま
す
。

融
資
対
象

　
①
〜
⑤
の
全
て
を
満
た
す
も
の

①
市
内
に
１
年
以
上
店
舗
、
工
場
、
事
業

　
所
の
い
ず
れ
か
を
有
し
て
い
る
企
業

②
市
内
に
１
年
以
上
居
住
し
て
い
る
個
人

　
で
、
か
つ
市
内
に
店
舗
、
工
場
、
事
業

　
所
の
い
ず
れ
か
を
有
し
て
い
る
こ
と

③
資
本
金
の
額
ま
た
は
出
資
の
総
額
が
　

　
５
，
０
０
０
万
円
以
下
の
企
業
で
、
か

　
つ
常
時
使
用
す
る
従
業
員
が
50
人
（
商

　
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
は
10
人
）
以
下
の
企

　
業
ま
た
は
個
人

④
市
税
を
完
納
し
て
い
る
企
業
ま
た
は
個

　
人

⑤
山
梨
県
信
用
保
証
協
会
の
保
証
対
象
業

　
種
で
あ
る
企
業
ま
た
は
個
人

利
率
（
固
定
金
利
）

問
商
工
振
興
課
　
☎
内
線
４
０
２・４
０
３

　
市
が
各
ご
家
庭
に
貸
与
し
て
い
る
水
道

メ
ー
タ
ー
は
、
計
量
法
に
よ
り
８
年
ご
と

の
交
換
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
有
効
期

限
を
迎
え
る
メ
ー
タ
ー
を
対
象
に
、
順
次

交
換
作
業
を
実
施
し
ま
す
。
交
換
に
か
か

る
費
用
は
原
則
無
料
で
す
。た
だ
し
、メ
ー

タ
ー
周
辺
の
漏
水
や
止
水
栓
の
不
良
な
ど

が
あ
り
、
特
別
な
修
繕
・
改
良
工
事
が
必

要
と
な
る
場
合
に
は
、
実
費
の
負
担
を
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
対
象

の
ご
家
庭
に
送
付
さ
れ
る
「
メ
ー
タ
ー
交

換
の
お
知
ら
せ
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

交
換
時
期
、
対
象
地
区

奇
数
月
検
針
地
区
：

　
５
月
19
日
㈫
〜
６
月
17
日
㈬
、

　
７
月
16
日
㈭
〜
８
月
12
日
㈬

偶
数
月
検
針
地
区
：

　
６
月
17
日
㈬
〜
７
月
16
日
㈭
、

　
８
月
12
日
㈬
〜
９
月
17
日
㈭

※

期
間
内
に
交
換
で
き
な
か
っ
た
場
合

は
、
日
程
調
整
し
後
日
交
換
に
伺
い
ま
す

交
換
の
流
れ

①
対
象
の
お
宅
に
交
換
期
間
開
始
２
週
間

前
を
目
安
に
オ
レ
ン
ジ
の
ハ
ガ
キ
で
「
メ
ー

タ
ー
交
換
の
お
知
ら
せ
」
を
郵
送
し
ま
す

②
身
分
証
を
携
帯
し
た
作
業
員
が
連
絡
・

訪
問
し
ま
す

③
メ
ー
タ
ー
交
換
作
業
を
行
い
ま
す
。
作

業
時
間
は
30
〜
60
分
で
す
　※

作
業
中
は

水
道
を
使
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

問
上
下
水
道
管
理
課
　
☎
内
線
６
１
３

　
上
下
水
道
工
務
課
　
☎
内
線
６
５
６

　
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
、
い

つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
情
報
を
確
認
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
将
来
の
年
金
見
込
額

の
試
算
な
ど
、
便
利
な
機
能
が
揃
っ
て
い

ま
す
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
で
き
る
こ
と

・
年
金
記
録
の
確
認

・
将
来
の
年
金
見
込
額
の
試
算

・
保
険
料
の
納
付
（
Ｐａｙ-

ｅａｓｙ
）

・
各
種
通
知
書
の
確
認
（
年
金
振
込
通
知

　
書
、
年
金
額
改
定
通
知
書
な
ど
）

・
公
的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票
、
社
会

　
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証

　
明
書
な
ど
の
再
交
付
申
請

・
国
民
年
金
保
険
料
・
納
付
猶
予
申
請
な

　
ど
の
届
書
の
作
成
・
印
刷
な
ど

・
持
ち
主
不
明
の
年
金
記
録
の
検
索

※

利
用
に
は
事
前
の
登
録
が
必
要
で
す
　

※

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な

　
い
方
も
ご
利
用
で
き
ま
す

問
日
本
年
金
機
構
大
月
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
７
０-

０
５
８-

５
５
５

　
市
民
課
　
☎
内
線
１
４
６

　
市
内
産
の
野
菜
苗
と
花
壇
苗
を
格
安
で

販
売
し
ま
す
。
市
内
で
育
て
ら
れ
た
苗
は

と
っ
て
も
丈
夫
で
簡
単
に
育
て
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
庭
先
や
ベ
ラ
ン
ダ
の
ち
ょっ
と
し
た
ス
ペ
ー

ス
を
活
用
し
て
、
お
い
し
い
野
菜
や
き
れ
い

な
花
を
自
分
の
手
で
育
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
５
月
18
日
㈪

　
上
吉
田
・
下
吉
田
コ
ミ
セ
ン

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
明
見
コ
ミ
セ
ン
・
寿
町
会
館
駐
車
場

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
市
役
所
中
庭

　
午
後
５
時
15
分
〜
６
時
15
分

販
売
種
類
　
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
ナ
ス
、
ピ
ー

マ
ン
、
シ
シ
ト
ウ
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
、

な
ん
ば
ん
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
花
苗
な
ど
。
お

得
な
セ
ッ
ト
販
売
も
あ
り
ま
す
。

問
農
林
課
　
☎
内
線
４
１
２

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

　
事
前
予
約
制
で
、
月
に
一
回
土
曜
日
に

受
け
取
り
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
交

付
を
希
望
す
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
予
約

を
お
願
い
し
ま
す
。

日
５
月
16
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
正
午
　

申
込
締
切
日
　
５
月
15
日
㈮

問
市
民
課
　
☎
内
線
４
５
５

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
出
張
申
請

　
市
役
所
に
行
く
こ
と
な
く
、
指
定
の
場

所
に
ス
タ
ッ
フ
が
出
張
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
作
る
た
め
の
写
真
撮
影
や
申
請

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。受
け
取
り
方
法
も
、

市
役
所
来
庁
か
郵
送
を
選
択
で
き
ま
す
。

 

■対 

企
業
や
施
設
、
サ
ー
ク
ル
や
学
校
な
ど

　
概
ね
５
名
以
上
の
申
請
が
見
込
ま
れ
る

　
団
体

出
張
申
請
可
能
日
時
　
火
〜
金
曜
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

※

持
ち
物
、
日
程
な
ど
は
事
前
に
打
ち
合

わ
せ
を
し
ま
す

問
市
民
課
　
☎
内
線
４
５
５

日
５
月
16
日
㈯
　
午
後
２
時
〜
４
時

 

■場 

市
民
会
館
　
小
ホ
ー
ル

 

■￥ 

無
料
　※

申
し
込
み
は
不
要
で
す

講
師
　
堀
内
詔
子
氏
（
衆
議
院
議
員
）、　

　
　
　
川
越
一
磨
氏
　
ほ
か

問
☎
０
９
０-

２
６
５
６-

７
５
７
２  

和
光

紙
類
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
日

　
紙
類
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
は
、各

地
区
１
週
間
お
き
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

 

収
集
日
は
、毎
月
の
広
報
誌
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

デ
ー
タ
放
送
、富
士
吉
田
市
防
災
ア
プ
リ

な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、お
近
く
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
自
治
会
が
行
う
資
源
物
回
収
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
の
戸
別
有
料
収
集

　
粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集
（
有
料
）
を
行

い
ま
す
。
収
集
で
き
な
い
物
や
収
集
品
目

の
数
え
方
は
、
ご
み
分
別
マ
ニ
ュ
ア
ル
ま

た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
も
申
し
込

み
で
き
ま
す
。

※

最
大
９
個
ま
で

※

各
日
、
先
着
12
件
で
す

問
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
　
☎
（22）
０
０
３
０

■期 

５
月
１
日
㈮
〜
31
日
㈰

　
自
転
車
は
「
車
の
仲
間
」
で
す
。
４
月

か
ら
自
転
車
の
交
通
違
反
に
対
し
て
も
新

た
に
反
則
金
制
度
「
青
切
符
」
が
導
入
さ

れ
、取
り
締
ま
り
が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、全
て
の
自
転
車
利
用
者
を
対
象
に
、

乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
努
力
義
務

化
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
故
に
よ
る
被
害
を

軽
減
す
る
た
め
、
乗
車
時
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
着
用
す
る
と
と
も
に
、保
護
者
の
方
は
、

児
童
や
幼
児
が
運
転
す
る
際
に
も
必
ず
着

用
さ
せ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
自
転
車
の
飲
酒
運
転
は
重
大
な

事
故
に
つ
な
が
る
非
常
に
危
険
な
「
違
法

行
為
」
で
す
。
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
、
絶
対

に
自
転
車
を
運
転
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
ご
自
身
や
ご
家
族
の
命
を
守
る
た
め
、

今
ま
で
以
上
に
交
通
ル
ー
ル
を
厳
守
し
、

安
全
な
利
用
に
努
め
、
自
転
車
安
全
利
用

五
則
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

１
．
車
道
が
原
則
、
左
側
を
通
行
、

　
　
歩
道
は
例
外
、
歩
行
者
を
優
先

２
．
交
差
点
で
は
信
号
と
一
時
停
止
を

　
　
守
っ
て
、
安
全
確
認

３
．
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

４
．
飲
酒
運
転
は
禁
止

５
．
ヘル
メ
ッ
ト
を
着
用

問
安
全
対
策
課
　
☎
内
線
２
２
１

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在

で
原
動
機
付
自
転
車
・
軽
自
動
車
・
小
型

特
殊
自
動
車
・
二
輪
の
小
型
自
動
車
の
所

有
し
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。納
期

限
は
６
月
１
日
㈪
で
す
。期
限
内
の
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。　※

令
和
８
年
４
月
の

環
境
性
能
割
廃
止
に
伴
い
、
名
称
が「
軽
自

動
車
税（
種
別
割
）」か
ら「
軽
自
動
車
税
」

に
変
わ
り
ま
し
た
。

軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書

　
車
検
が
必
要
な
車
両
は
す
べ
て
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
納
付
情
報
を
確
認
で
き
る
シ
ス

テ
ム
（
軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
）
に
対
応
し
て
い
る

た
め
、
車
検
時
の
納
税
証
明
書
の
提
示
は

原
則
不
要
で
す
。
た
だ
し
、
納
付
方
法
や

直
近
の
納
付
状
況
に
よ
っ
て
は
証
明
書
が

必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
取
得
方

法
な
ど
詳
細
は
、
税
務
課 

証
明
担
当
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度

　
身
体
障
害
者
な
ど
の
移
動
手
段
と
し
て

使
用
す
る
軽
自
動
車
な
ど
で
、
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
税
の
減
免
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
６
月
１
日
㈪
ま
で
に
税

務
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
期
日
を
過

ぎ
る
と
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
詳
細
は
税
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
税
務
課

　
課
税
・
減
免
に
関
す
る
こ
と

　
市
民
税
担
当
　
☎
内
線
１
１
９
・
１
２
４

　
納
税
証
明
に
関
す
る
こ
と

　
証
明
担
当
　
☎
内
線
１
２
３

　
納
税
・
口
座
振
替
に
関
す
る
こ
と

　
収
税
課
　
☎
内
線
１
２
１
・
１
２
２

保
健
・
福
祉

フ
ァ
ミ
サ
ポ
活
動
に

入
る
た
め
の
講
習
会

※催し物は主催者の都合により、掲載しない場合や内
　容が変更することがあります
※催し物の問い合わせは主催者へお願いします

５月の催し物
ふじさんホール・市民会館

ふじさんホール（富士五湖文化センター）
◆ ３日（日・祝）吉田高校音楽部　定期演奏会
　 午後２時
　 《問》吉田高校音楽部  ☎ 22-2540  無料
◆ 1７日（日）富士河口湖高校吹奏楽部
　 第３１回定期演奏会　午後２時
　 《問》富士河口湖高校吹奏楽部
 　☎ 73-2511 無料
◆ ２４日（日）第３２回定期演奏会　午後１時３０分
　 《問》富士五湖ウインドオーケストラ
 　☎ 090-4170-1945
 　有料（高校生以下無料）

市民会館３階小ホール
◆ 1０日（日）ウタマロ　ギターコンサート
 　午後１時３０分
　 《問》竹林　☎ 090-1664-2580　無料
◆ 1６日（土）フードロスに関する講演　午後２時
　 《問》富士山の麓からフードロス削減
　　 　和の会　☎090-2656-7572　無料　
◆ ２７日（水）富士の里市民大学　午後１時３０分
　 《問》生涯学習課　☎内線 523　無料
◆ ６月３日（水）
　 令和８年度社会保険制度説明会　午後２時
　 《問》日本年金機構大月年金事務所
 　☎0554-22-3811　無料

市民会館１階ロビー
◆ 1４日（木）・２８日（木）　ロビーコンサート
 　午前１１時　無料

５月休館日
７日（木）・１１日（月）・１８日（月）・２５日（月）

ま
せ
ん
か
？

　
会
員
登
録
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
も

ち
ろ
ん
、
既
に
会
員
登
録
済
み
で
講
習
が

ま
だ
の
方
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
活

動
を
始
め
る
に
は
、
お
子
さ
ん
を
安
全
に

お
預
か
り
す
る
た
め
、「
活
動
に
入
る
た
め

の
講
習
会
」
の
受
講
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

日
６
月
１
日
㈪
　
午
前
９
時
〜
正
午

　※

受
付
：
８
時
45
分

 

■場 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
３
階  

学
習
室

 

■￥ 

無
料

　※

受
講
申
し
込
み
時
に
託
児
の
希
望
あ

れ
ば
お
申
し
出
く
だ
さ
い
（
無
料
）

問
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　
☎
内
線
５
８
０

　
今
回
、
広
報
誌
を
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま

し
た
！
原
点
に
立
ち
返
り
、
タ
イ
ト
ル
を「
広

報
ふ
じ
よ
し
だ
」に
変
更
し
、表
紙
は
富
士
山

と
織
物
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
デ
ザ
イ
ン
に
一
新

し
ま
し
た
。新
コ
ー
ナ
ー
「
時
を
紡
ぐ
ふ
じ
よ

し
だ
」や
、編
集
後
記
と
し
て「
六
根
清
浄
」も

再
開
し
ま
す
。さ
ら
に
、本
号
で
は
新
入
学
生

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、Ｐ
２
「
人
ひ
と
コ
マ
」
や

動
画
で
も
そ
の
姿
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
手
に
取
っ
て
よ
か
っ
た
と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
広
報
誌
を
目
指
し
、丁
寧

に
お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。今
後
の
『
広
報
ふ

じ
よ
し
だ
』に
ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
！

六
根
清
浄
（
編
集
後
記
）善意ありがとう 御園会  3,056円

人口と世帯
（令和８年４月１日現在）

富士吉田市住民基本台帳登録人口・世帯数
カッコ内は前月比

人　口　45,693 人　（△114）
　男　　22,412 人　  （△74）
　女　　23,281 人　  （△40）
世帯数　21,049 世帯   （＋46）
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● 舞う砂も道の実り
● 夫を亡くして　北村透谷の妻・ミナ
● ギアをあげて、風を鳴らして
● 恋するブタハナ
● 微笑み迷子

（井戸川 射子）
（門井 慶喜）
（平石 さなぎ）
（額賀 澪）

（新堂 冬樹）

● 働く親のためのサバイバルガイド
● いちばんはじめの  野菜づくりＢＯＯＫ
● 長生きしたけりゃ、
　 肝臓と腎臓を同時に整えなさい

（岸畑 聖月）
（高畑 健・監修）

（栗原 毅）

● ぼくのランドサル ＜絵本＞

● おおきい ちょうちん ちいさい ちょうちん＜絵本＞

● せかいは　すきで　あふれてる＜小学校初級向＞

● 世界のまいにちごはん  いただきます！　アジア編
＜小学校中級向＞
● 13歳からの図で考える問題解決＜ヤングアダルト＞

　　　　　　　　　　　　　　　   ほか

（石川 基子・作／絵）

（加古 里子）

（大森 裕子）

（坂口 克・文／写真）

（平井 孝志）

4日月・　／11日月18日月／25日月29日金月末

今月の 休 館 日

文芸書 児童書・ヤングアダルト

ビジネス・くらしに役立つ生活書・教養書

新着資料は入荷の都合により貸出が遅れることがあります

ぜひ
応募してみてね！

日時■5月16日（土）　午前10時30分～11時30分
会場■図書館２階グループ学習室
対象■高校生以上
申込開始日■5月1日（金）
申込方法■ホームページ・図書館カウンター・電話
プログラム■「くものうえのハリー　-ぼくとおかあ
　　　　　　さんのたからもの-」「しらすどん」「ひ
　　　　　　さの星」ほか

大人のためのおはなし会1
TOPICS

日時■5月14日（木）　午前11時
場所■市民会館1階ロビー
対象■どなたでも
出演■柳田　ふみ代
演目■サン・トワ・マミー、糸、
　　　声のない恋、愛の賛歌　ほか

『柳田ふみ代コンサート ～シャンソン～』

日時■5月28日（木）　午前11時
場所■市民会館1階ロビー
対象■どなたでも
出演■小泉　力
演目■夏の思い出、バラが咲いた、
　　　見上げてごらん夜の星を、風林火山　ほか

『ハーモニカロビーコンサート』

暮らしの中に図書館を

い    ど  がわ   い    こ

いし かわ  もと   こ

か   こ     さと   し

おおもり   ひろ  こ

さかぐち  かつみ

ひら  い　たか  し

かど  い　 よし のぶ

ひらいし

ぬか  が　みお

しん どう   ふゆ  き

きし はた　み  づき

たかはた  けん

くり はら  たけし

5月～令和9年1月まで、毎月お題をかえて実施し
ます。全9回が終了後、優秀作品に賞品をプレゼ
ント！

※各回1人3つまで回答できます
※応募要項・応募用紙は図書館にもあります

募集期間■5月1日(金)～28日(木)
応募資格■図書館利用登録した方
応募方法■応募用紙を図書館に提出
　　　　　またはホームページで応募
応募先■図書館内応募ボックス
　　　　またはホームページ

3
TOPICS

図書館大喜利大会『図書館ＩPPON!』
おお  ぎ    り いっぽん

市民会館のロビーで本物の音楽に触れてみませ
んか？

♪ロビーコンサート♪2
TOPICS

『ノーベル図書館賞を受賞したあなた。
何をした？

【５月のお題】

』
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市立看護専門学校

下吉田第一小学校

明見小学校

明見中学校

新しい季節、新しい気持ちで。
街角から届ける「安心」の願い。
春の全国交通安全運動に合わせて、街頭指導を実施しまし
た。ドライバーへ交通ルールの遵守と安全運転を呼びかけ
ました。

市役所周辺富士見台中学校

希望の春、それぞれのスタートライン。

「全国では日本一を目指す」
市長へ誓った、少年柔道家たちの熱い決意。
当該柔道教室が「第４６回全国少年柔道大会 山
梨県予選会」で見事優勝を果たしました。この結
果、５月に東京・講道館で開催される全国大会へ
の出場が決定し、その報告のため市長を表敬訪問
しました。

職人の手仕事で、新しくなった部室の壁。
富士吉田塗装工業会様に明見中学校部室の壁面を塗り替え
ていただきました。

明見中学校部室

塗装工業会ボランティア

笑顔で通える毎日のために。街で見守る「黄色」の目印。
新入学児童を交通事故から守る運動の一環として、交通安全反射手提げバック・黄色い帽子・ランドセル
カバー・黄色いワッペンが送られました。

新入学児童交通安全用品贈呈式

歩いて、感じる。富士山の歴史とグローバルな未来。
富士みち再興プロジェクトの一環として、アメアスポーツ・グロー
バル戦略チームの皆様をお迎えし、中ノ茶屋周辺の視察と散策
を行いました。

春の全国交通安全運動に伴う街頭指導

表敬訪問（まるや接骨院柔道教室）

アメアスポーツアクティビティ

入学式
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市立看護専門学校

下吉田第一小学校

明見小学校

明見中学校

新しい季節、新しい気持ちで。
街角から届ける「安心」の願い。
春の全国交通安全運動に合わせて、街頭指導を実施しまし
た。ドライバーへ交通ルールの遵守と安全運転を呼びかけ
ました。

市役所周辺富士見台中学校

希望の春、それぞれのスタートライン。

「全国では日本一を目指す」
市長へ誓った、少年柔道家たちの熱い決意。
当該柔道教室が「第４６回全国少年柔道大会 山
梨県予選会」で見事優勝を果たしました。この結
果、５月に東京・講道館で開催される全国大会へ
の出場が決定し、その報告のため市長を表敬訪問
しました。

職人の手仕事で、新しくなった部室の壁。
富士吉田塗装工業会様に明見中学校部室の壁面を塗り替え
ていただきました。

明見中学校部室

塗装工業会ボランティア

笑顔で通える毎日のために。街で見守る「黄色」の目印。
新入学児童を交通事故から守る運動の一環として、交通安全反射手提げバック・黄色い帽子・ランドセル
カバー・黄色いワッペンが送られました。

新入学児童交通安全用品贈呈式

歩いて、感じる。富士山の歴史とグローバルな未来。
富士みち再興プロジェクトの一環として、アメアスポーツ・グロー
バル戦略チームの皆様をお迎えし、中ノ茶屋周辺の視察と散策
を行いました。

春の全国交通安全運動に伴う街頭指導

表敬訪問（まるや接骨院柔道教室）

アメアスポーツアクティビティ

入学式
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P4 富士吉田市地域防災計画を改定しました！
P6 市公式 LINE の機能紹介 第 5 弾

市公式 LINE の予約メニューから申し込みでき
ます。ご両親はもちろん、おじいちゃん、おばあちゃ
んとの応募、お子さん一人での応募も大歓迎！ 申込み：市民協働推進課　広報担当　☎内線 204
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（
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吉
田
。

そ
の
歴
史
は
、
ま
る
で
一
本
の
糸
を
紡
ぐ
よ

う
に
、少
し
ず
つ
発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
そ
ん
な
富
士
吉
田
の
歴
史
の
一

端
を
、
広
報
担
当
の
ア
ー
カ
イ
ブ
写
真
と
と

も
に
ご
紹
介
し
ま
す
！

　

…
…

で
す
が
、
実
は
当
時
の
記
録
が
残
っ

て
お
ら
ず
、
私
た
ち
広
報
担
当
で
も
「
こ
こ

は
ど
こ
だ
ろ
う
？
」
と
首
を
か
し
げ
て
し
ま

う
〝
謎
の
写
真
〞
も
紛
れ
て
い
ま
す
。

　
「
こ
の
場
所
を
知
っ
て
い
る
」「
昔
は
こ
ん

な
様
子
だ
っ
た
」
と
いっ
た
情
報
や
、
写
真

を
見
て
の
感
想
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
お
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。
今
回
は
こ
の
写
真
で
す
！

時

有
料
広
告

有
料
広
告

笑顔あふれる日々を
過ごせますように！

舟久保 直也（父）
柚花（母）
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※QRコードは、株式会社デンソーウェーブの登録商標です
※帯のデザインに、甲斐絹を使用しています　協力：山梨県産業技術センター (富士技術支援センター )

問合せ：広報担当　☎207

ご意見は
コチラ

咲茉さん (3 才)
さ  く え  ま
咲來さん（1才）


